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For I have known him , to the end that he may command his children and his household after him , that they 
may keep the way of the LORD , to do righteousness and justice ; to the end that the LORD may bring upon 
Abraham that which He hath spoken of him . (創世記 18 章 19 節 . JPS Tanakh 1917) 

一橋大学の古典語科目「ギリシア語 n 」 （新約聖書等の原典講読）を長年担当する中で、いわゆる七 
十人訳聖書の創世記と出エジプト記をギリシア語原文で読む機会に恵まれた。周知のように、七十人訳 
聖書（前3世紀以後アレクサンドリアで翻訳）は、当時彼らが手にしていたへブライ語本文からのギリ 
シア語訳であるから、今日伝えられている旧約聖書（マソラ本文）との間に内容上さまざまな違いがあ 
るのは当然である。大きな違いとして目につくのは、創世記でいうと、イスラエルの先祖たちの系図、 
生存年数、人数等に関する記述（たとえば11:12—25、46 : 20—22) 等である。それらと比べると、こ 
こに取り上げる本文の相違は、全く目立たない、小さな違いでしかない。だがこれは、本文の意味の確 
認やアブラハム物語全体の解釈だけでなく、それらに基づくユダヤ•キリスト教の教えの根幹と深くか 
かわっている。本書の第1部「創世記18章19節の翻訳史」では、まず、創世記18章19節の古代にお 
ける本文形態（サマリア五書、七十人訳、ウルガータ訳）を確認し、次に、宗教改革期の新しいラテン 
語訳と主要な日常語訳（独語、仏語、英語）をその底本とされたへブライ語聖書（マソラ本文）と共に 
検討する。ここから明らかになるのは、ごく例外的な一例を除き、宗教改革期（本書では15世紀後半 
から17世紀第一四半期までを指す）のマソラ本文に基づくラテン語訳聖書と日常語訳聖書の中に、本 
節の意味を正確に伝えたものはない、という驚くべき事実である。これに対しては、「当時のへブライ 
語研究の水準は確かに今日から見れば低かったが、創世記18章19節のへブライ語は現代の各国語訳で 
はおしなべて正しく訳されるようになったのだから、それでよいではないか」という反応があるかもし 
れない。しかし、これを聖書翻訳の歴史的改善を示す一例として片づけるわけにはいかない。創世記18 
章19節は、釈義的にも神学的にも重要な意味をもつはずなのに、宗教改革者たちの信仰義認論は本節 
を無視して構築されたように見えるからである。本節と真剣に向き合うならば、パウロのいう「信によ 
る義」を全く新たな光の下にとらえ直すことが可能になるであろう。この問題は本書の第2部「アブラ 
ハムの選びと信仰義認」で掘り下げることにしたい。 

創世記18章19節に関する限り、たとえばルター訳とオリヴエタン聖書はマソラ本文よりもサマリア 
五書、七十人訳、ウルガータ訳、あるいはタルダムに近い。両者の違いは結局一文字0ウアウ）の有 
無（マソラ本文にはこれがある）に帰着する。これを無視したように見えるルター訳を直ちに誤訳と決 
めつけることはできないが、聖書の翻訳として1を訳出するか否かは決定的に重要なはずである。こ 
れを訳文に反映させることは、主がアブラハムを「知った」（「選んだ」という含意をもつ）ことを明示 
的に語る本文がアブラハム物語に含まれることを意味する。しかも、18章19節は「義」という最重要 
語を含み、これは当然15章6節のアブラハムの「信仰義認」と関係するはずだ （18 章19節は創世記本 
文の新しい層に属するという現代の資料批判に影響されたためか、今日のパウロ研究者たちは本節に注 
目しようとしない。パウロはマソラ本文とは異なる七十人訳を用いたに違いないから問題にならない、 
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という先入見も捨てるべきだ)。アブラハムが選ばれた理由と目的は、いったいどこにあるのだろうか。 
ユダヤ教はこの根本問題を考察してきた。本書の第2部では、第二神殿時代のユダヤ教文書と古代のラ 
ビたちの解釈を見渡しながら、使徒パウロおよび イエスの 思想と関連づけてアブラハムの選びと「信に 
よる義」（注 1) の問題を考察することにしよう。だがそこへ進む前に、創世記18章19節が宗教改革 
期の翻訳聖書においてどのように訳されたかを、一次資料に照らして確認する必要がある。（注 2) 


※聖書各書の名称は、原則として『聖書新共同訳』の書名を使用した。 

※聖書本文等の日本語訳は、特記のない限り、著者自身のものである。 

※ラテン語文献の解釈について一橋大学講師井阪民子氏から貴重なご助言をいただいた。一橋大学名誉 
教授土岐健治氏から、全体的な問題点と誤記の誤り等をご指摘していただいた。この場をかりて深く 
感謝申し上げる。 

※へブライ語の文法用語は、左近義慈編著•本間敏雄改訂増補『ヒブル語入門[改訂増補版]』教文館、 
2011年による。 

※人物の名前と生没年等のデータは基本的に『キリスト教人名辞典』（日本基督教団出版局、1986年） 
によったが、より一般的な人名表記を使用したり、他の信頼できる資料に基づいて生没年等のデータ 
に差し替えた項目もある。 


※使用する一次資料の書名には、 WorldCat の書誌情報に準じて、コロンやコンマを適宜施した。 
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第 1 章創世記18章19節の本文 形態 

1. マソラ本文 （ MT ) と七十人訳 （ LXX ) の比較 
まず最初に、創世記18章19節の本文を、現在広く用いられているラールフス編の七十人訳 （ IGa ) と 
今日の標準的な旧約聖書校訂本 ( BHS . lHa ) とで比較してみよう（へブライ語は右から左に読む。以 
下、比較のため、日常語訳も含め原則としてすべて直訳調で訳す)。 

L XX 

r|6siv yap oil auvia^si xoit ； moic auiou Kai xco oikm canou ps て ’ autov, Kai (puAa^ouaiv rag 
odovq Kupioi) 71018 iv 8iKaioai3vr)v Kai Kpiaw 6710 og av STiayayr) Kupiog 8711 APpaap Tiavxa, ooa 
sM^riasv Ttpot ； autov. 

というのは、わたしは知っていたからだ。彼（アブラハム）が彼の息子たちに、また彼の後の彼の 
家に命じ、そして彼らが正義（注 3) と裁きを行うべく主の道 ( pi .) を守るだろう、ということ 
を。主がアブラハムの上に、彼に向かって話したすべてのことをもたらすために。（注 4) 

MT 

嗎卿 n 卿 5 ? nin^m わ袖 viDK 峨 i ㈣ 诫》 v 拇で ， 5 

: jin: Drn T 3K -0l 7y nin^ 货的 

というのは、わたしは彼（アブラハム）を知ったからだ。彼が彼の息子たちに、また彼の後の彼の 
家に命じ、そして彼らが義と裁きを行うべく、ヤハウェの道を守るために。ヤハウェがアブラハム 
の上に、彼に向かって話したことを来たらせるために。 

これらを比べると、「わたしは彼を知った」と「わたしは知っていた」との違い、および、「知った」に 
続く接続語の意味（機能）の違いを除き、両者は概ね一致していることが分かる。違いは大きくないよ 
うに見えるが、無視することはできない。また、七十人訳聖書がこのように訳した理由も問題になる。 

もしも七十人訳の翻訳者がマソラ本文と同じへブライ語テクストを用いたとすれば、それをこのよう 
に訳したとはまず考えられない。ましてや語末の1文字を無視したとは考えられない。というのは、少 
なくとも創世記に関する限り 、 BH S のマソラ本文と同じへブライ語を訳したと思われる箇所にっいて 
は、七十人訳の翻訳は概ね直訳的だからである。このことは、へブライ語聖書を参照しながら七十人訳 
を読んだ経験をもっ者の大多数が認めるであろう（注5)。相違の理由は別のところにあるに違いない。 
この点にっいては、サマリア五書 （ SP ) の本文が手がかりになる（サマリア五書とその特徴にっいて 
は 4 Hn 第3章参照)。すなわち、サマリア五書の創世記18章19節の本文 ( lHc ) は以下のとおりだが、 
これはマソラ本文のでを(わたしは知った）に変え、の暗黙の主語 arn T 3 K を明 
示した形になっている （ MT との相違箇所を太字で示す)。それ以外の違いはない。 BHS の欄外注記 
は 1 ny てという異読がサマリア五書に現れることを指摘し、さらに七十人訳の "^ Ssiv も同列のものと 
して扱っている。 

S P 

n 脚ラ mrr -pn 11⑽ i mnx irrn nxi vn m an-as mr im wr つ 
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:i う ！; im im jik arrnx ^ mrr 说め ns 刪 

とするなら、七十人訳聖書の翻訳者が用いた本文は、サマリア五書に近い形のもの ( nmnK は含まな 
い）であったと推測してよさそうである。 711 TP というへブライ語の完了形を fiSsiv と訳したのは解 
釈の問題であって、へブライ語の本文の違レ、に起因したのではあるまい。 

2. タルダム 

BHS はサマリア五書と同列の異読として、七十人訳のほかタルダム•オンケロス （ TO )、 タルグ 
ム偽ヨナタン （ TPJ )、 およびウルガータ訳 （ VUL ) も挙げている。それらをここで一通り確認す 
ることにしよう（注6)。 

TO 

irniK in じ ” n^ri^ ^ wrp ウネ nb? 

prrfry rr amr^wvn xr*n 122; か v mp ppm 

• -： - ： T - ••••：! •: T •: T I — ； : — : T I ： p T I ： T : 

というのは、わたし（主）の前に明かされているからだ。彼（アブラハム）が彼の息子たちに、また 
彼の後の彼の家の者たちに命じ、そして彼らが義と裁きを行うべく、主の前にまっすぐな道 （ pl .) を 
守るために。主がアブラハムの上に、彼に向って話したことを来たらせるために。 

T P I 

rnr] tm? m ”33 rr ijPDH n^mron ” aip 々ユ mix 
，か ！; {n}，rpi r ユ 3 121; か ” mp ppm inix rntn 

” ラ！ ; ラ，ラ ai xmt) arrnx 

というのは、わたし（主）の前に彼（アブラハム）の敬虔が明かされているからだ。彼が彼の息子た 
ちに、また彼の後の彼の家の者たちに命じ、そして彼らが義と裁きを行うべく、主の前にまっすぐな 
道 ( pi .) を守るために。彼〔主〕がアブラハムの上に、彼に向って話した良いことどもを来たらせる 
ために。 

t ◦の本文には複数の異読が存在し綴り字の相違も見られるが、ここで逐一取り上げる余裕はない。 
要は、 MT の「わたしは彼を知った」が「わたしの前に明かされている」に言い換えられていることで 
ある。エイバーバック ( lAa , 108 f .) によると 、 T ◦がこう訳した理由は、「“知”は通常限定的性質のも 
のなので、特定の人や対象と関連する“知る”という語を、神に適用することはできない。ある時点で 
何らかの事物に知を限定する仕方で、神の全知を制限することはできない」ということにある（出2 : 
25、3 : 7、33:17参照)。しかし、「わたしの前に明かされている」という訳によってこの困難を避ける 
と、後続部分と構文上うまくつながらないという問題が生じる。 ^*7 p ^の重要な異読である 
rrrnyT (へブライ語の文字どおりの訳）の根底には、そうした認識があるのであろう（以下 
に見るように、「コンプルートウム多言語聖書」に収録された to はこちらの読みをとっている ）。 TP 
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J は、具体的な語を付加する点で 、 T ◦よりも敷衍的である。 

3. 古ラテン語訳とウルガータ訳 

宗教改革期の聖書翻訳者たちは、古ラテン語訳 ( Itala , Vetus Latina ) を見なかったと思われるが、ウル 
ガータ訳との比較のために見ておきたい。 


I t a 1 a ( lLa ”） （行間に七十人訳を示す） 

Scio enim quia constituet finis suis , & domui suae post se , & custodient vias Domini , 
flSsvv yap oxv auvia^sv て oi; wov<; aitiou Kai t® oikco aitiou 畔て ’ aijxov, Kai <pu 入 agoucnv Ta<; o8oi)<; icupvoD 
& facere justitiam & judicium : ut adducat Dominus in Abraham omnia quae locutus est ad eum . 
31018 vv 8iKavocR)vr|v Kai Kpvovv ojuaq av ejrayayii ic6pvo<; eju APpaap , 7iavT ： a, ooa sA.aA.r|oev jrpoq aitiov. 

というのは、わたしは知っているからだ 6 彼が彼の息子たちに、また彼の後の彼の家に命令し、そ 
して彼らは、主の道 （ pi .) を守るであろうということ、そして正義と裁きを行うことを。主がアブ 
ラ ハムに 対して、彼に向かって話したすべてのことをもたらすために。 

古ラテン語訳は七十人訳本文の逐語訳になっている。 ti 8 evv の訳はともかく、「道」は七十人訳と同じ 
く複数形であり、& facere justitiam & judicium という不定法も元のギリシア語と同様である。 facere の 
前に et を置いたのは、 7IOV8VV を目的ではなく結果の意味にとって先行部分と続けたからであろう。 


VUL ( lLa ) 

scio emm quod praecepturas sit filiis suis , et domui suae post se , ut custodiant viam Domini , et faciant 
iustitiam et iudicium : ut adducat Dominus propter Abraham omnia quae locutus est ad eum . 

というのは、わたしは知っているからだ。彼〔アブラハム〕が彼の息子たちに、また彼の後の彼の 
家に、彼らが主の道を守り、そして正義と裁きを行うように、命じるであろうことを。主がアブラ 
ハムのために、彼に向って話したすべてのことをもたらすために。 

ウルガータ訳を古ラテン語訳と比較すると、訳文を改善しつつも、 scio および quia (ここでは= quod ) 
という訳語は受け継いだことが分かる。へブライ語本文に従って「道」を単数形に訳し、ぎこちない不 
定法も読みやすく直している。しかし、七十人訳および古ラテン語訳と同じく「彼を」ての末尾 
の 1) を省いている。この点は、マソラ本文に基づく宗教改革期の多くのラテン語訳（第3章）と根本 
的に異なる。ヒエロニムス （347 〜 419/20) はどういうへブライ語本文を用いたのだろうか。 （ lLa の本 
文には句読点がないので、便宜上 VU L sc と同じに区切る）。 

4. 古代から現代に至る創世記18章19節の本文と翻訳の二系統 

以下に詳述する内容をかいつまんでまとめておこう。マソラ本文に基づくへブライ語聖書の印刷本が 
最初に現れたのは15世紀後半である（注7)。ルターは1494年にイタリアのブレシアで出版されたへ 
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ブライ語聖書 ( lHg ) を翻訳の底本に用いた。その後1524/25年に、ヤコブ.ベン.ハイーム校訂の「第 
ニラビ聖書」 ( lHj ) が出版されると、標準公認本文として聖書翻訳者たちの広く使用するところとなり、 
二十世紀初期のキッテル (Rudolf Kittel 1 S 53—1929) 編の Biblia Hebraica 第一版、第二版 （BHK lHb ) 
にも受け継がれた （4 Hn ,71 f .;4 Hg ,71)。 ベン•ハイーム校訂本は、よりすぐれた写本を使用した B H K 
第三版 （1937 年完成）およびそれに取って代わった現在の BH S とはもちろん多くの点で異なるが、創 
世記18章19節の本文については、 BHS および BHK と（そして1494年のブレシア版とも）基本的 
に一致する。そうなると、本節に関する限り、ルター以後の翻訳聖書は、カトリック訳は別として、実 
質上同じへブライ語本文から訳したことになるから、そのすべてが vpy で（イェダアティーヴ）の末 
尾の一文字1(ウアウ）——「彼を」——を訳出しているはずだが、実状はそうではない。ここで全体 
を見渡すため、1を訳出しているか否かを基準に、宗教改革期に世に出た創世記18章19節の本文と翻 
訳の二系統を概観しておくことにしよう。ただし、翻訳上の問題は1の扱いに尽きるわけではなく、 
それをどういう意味にとるか、またそれと密接に関連する ivaV (レマアン.アシェル）の解釈 
も、それと同程度に重要である。さまざまな翻訳を見比べれば、問題の所在がはっきりするであろう。 

① マソラ系の本文と翻訳 

MT 、 T 〇異読。パグ ニヌス 訳、チューリヒ聖書（ドイツ語、ラテン語）、ミュンスター訳 （1 のと 
り方は二通り）、ティンダル以後の英語訳0のとり方は二通り）、ジュネーヴ聖書（フランス語）、 
トレメリウスのラテン語訳、ピスカートル訳（ラテン語、ドイツ語）。 

② サマリア五書系の本文と翻訳 

SP 、 LXX 、 VUL 、 TO 、 ルター 訳、 ルフェーブル 訳、 オリヴェタン 訳、 カステリ ョ訳 （ラテン 
語、フランス語)、ディーテンベルガー訳、ブノワ訳、ドウエイ聖書。 
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第 2 章 15-16 世紀のへブライ語聖書と多言語聖書の印刷本 

1. 最初期のへブライ語聖書印刷本 

1450年頃グーテンベルクによって活版印刷技術が発明されると、早くも1477年にへブライ語聖書の 
印刷出版が、まず詩編 （ GinsburgNo . l ) から始まった （4 Ha ，779— 94頁に非常に詳しい説明がある。以 
下同様)。5年後の1482年には五書 （ GinsburgNo .2) がボローニャで刊行され、その後の数年間に預言 
者と諸書も各地で出版された。この五書の本文には母音記号とアクセント記号がつけられ、タルグム • 
オンケロスとラシ (4 Ba ; 3 Gd , 261 fF .) の注解（下記参照）も含まれていた。これらを受けて旧約聖書全 

体の最初の印刷本 ( GinsburgNo .6. 4 Hc , 62) が出版されたのは1488年 -エラスムス (DesideriusErasmus 

1469 [66?] —1536) によるギリシア語新約聖書刊行の28年前——のことである。この聖書は残存数 
が極めて少なく、創世記については電子ファイルも用意されていないようだが、一応文献表に含めてお 
く （ lHf )。 五書末尾のあとがきには、「イスラエル.ナータン〔1483年、北イタリアのソンチーノに印 
刷所を設立〕の息子ヨシュア 〔Joshua Solomon ben Israel Nathan Soncino 〕 が 1488 年のイーヤルの月の11 
日〔4月22日〕 （4 Hf , 281 w . n 26) に、ボローニャ在住の印刷業者アブラハム.ベン.ハイームの手で 
24の書を仕上げ、ソンチーノで印刷した」という主旨の言葉が記してある （4 Ha , 821)。 （24 という数 
については、下記「7.ミュンスターのラテン語対訳へブライ語聖書」と注15を参照）。タイトル頁は 
ない。本文には母音記号とアクセント記号がついているが、1482年の五書とは異なり、タルダムも注釈 
もついていない。本書はごくわずかしか刊行されなかったが、これを大金をはたいて購入した者の中に 
ヨハネス•ロイヒリン (Johannes Reuchlin 1455—1522) がいた （4 Bg , 117)。これに続く旧約聖書全体 
の第二の印刷本 （Ginsburg No .9) は、1491年から1493年にかけてナポリ（ナプレス）のソンチーノの 
印刷所で作られた。 

旧約聖書全体の印刷本の第三版 ( GinsburgNo .13. lHg ) は、1494年5月 (4 Hf , 283) にブレシアで出 
版された。これはルターのドイツ語訳の底本に用いられたことでつとに有名である (4 Ha , 880; 4 Ga , 356; 
4 Hc , 81; 3 Ge , 99)。編集と印刷はソンチーノ家のゲルショム.ベン.モーシエ (Gershom ben Moses . ヨ 
シュア • ソロモンの甥で1534年に死去）によって行われた。それ以前の本と同様、これにもタイトル 
頁はなく、頁番号も振られていない。章の番号もない（注8)。本文には母音記号とアクセント記号が 
あるが、タルグムも注釈もついていない。全体は5つの部分から成り、次の順序で配列されている。 （ 1 ) 
モーセ五書、 （2) メギロート（雅歌、ルツ記、哀歌、コヘレトの言葉、エステル記）（注9)、 （3) 前 
の預言者（ョシュア記、士師記、サムエル記、列王記）、 （4) 後の預言者（イザヤ書、エレミヤ書、エ 
ゼキエル書、ホセア書等の十二小預言書)、（ 5 )諸書（詩編、箴言、ョブ記、ダニエル書、エズラ.ネ 
へミヤ記、歴代誌)。エズラ記とネへミヤ記は完全な一体をなし（柱は「エズラ」）、サムエル記、列王 
記、歴代誌は上下に分けられていない。印刷はかなり粗末で、判読困難な箇所や柱が抜けている頁も多 
い（柱の誤りも数頁に見られる）。詩編のみ二段組で印刷され、この部分に柱はない。 

2. 1494年ブレシア版へブライ語聖書の創世記18章19節 （ GinsburgNo .13)( lHg ) 

この聖書の創世記18章19節は次のようになっている。 
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一方、 bh s の本文は次のとおりである。 

]VW nit^y 1 ? njn: ^艽 nat^i vim in^-n^l n 货 ： im ]Vt)> i^VT ^ 

w^v nK nrinnK -^ i ； nin ^ 

両者を比べると、何よりもまず、大切なはずの神名が2箇所とも正確に記されていないことに気づく。 
印刷の不備であろうか。神名の n にはホレム （•） がついている（もちろんュダヤ人は「イエホーヴァ 
一」などと発音しなかった)。さらに、あるべきはずのダゲシュ （ iw で， iulrvs ) がない点も 、 b 
h s の本文と異なっている。しかし、これらの不備によって本文の意味が変わるわけではあるまい。ル 
ターが明白に訳出しなかった重要な文字 Ci ) も確かに印刷されている。 

3. コンプル 1 —トウム多言語聖書 (The Complutensian Polyglot Bible. Ginsburg No.19) ( lHh ) 

1494年 ブレシア 版の次に出た旧約聖書全体の印刷本（第四の版）は、イタリアのペーザロで1511年 
と17年にゲルショム.ソンチーノによって刊行された2卷本 （Ginsburg No .18) である （4 Hc , 142 f .)。 
この本はきわめて希少なものらしく、完全な状態のものは残っていない。研究者もこれにはほとんど言 
及していないので、ここでは存在を確認、するだけにしておこう。 

これに続く聖書全体の印刷本（キリスト教徒によるのでへブライ語旧約聖書だけでなくギリシア語新 
約聖書も含む）は、スペインの枢機卿フランシスコ.ヒメネス （Francisco Jim 6 nez de Cisneros c . 1436 
-1517) によって編集された コン プルートウム多言語聖書である （Ginsburg No . 19)。 ヒメネスは、トレ 
ド（優れたへブライ語写本が揃っていた）の大司教となった後の 1500 年 (4 Bj ,25. 4 Hf , 287 によれば 1498 
年）に、人文学を専門に研究するサン•イルデフォンソ学院 (Colegio Mayor de San Ildefonso ) をマドリ 
ード州アルカラ.デ•エナーレス （コン プルートウムはその古いローマ名）に設立した。コンプルート 
ウム多言語聖書の翻訳は 1502 年に開始され （4 Bj ,28)、 ヒメネスのスタッフの中には、ディエゴ•口ぺ 
ス （Diego L 6 pez de ZMiga/Jacobus Stunica d . 1531. エラスムスのギリシア語新約聖書の批判者として 
有名）、デメ トリウス•デュカス (Demetrius Ducas of Crete/Demetrius Ducas Cretensis / Armf|ipvoq AouKaq 
c . 1480— c . 1527. ギリシア語部分の主幹）、アルフォンソ.デ•サモラ （ Alfonso/Alonso de Zamora c . 
1474— 1544. ュダヤ教のラビからカトリックに改宗したへブライ語学者）、アントニオ•デ•ネブリハ 
(Elio Antonio de Nebrija/Aelius Antonius Nebrissensis 1441/44 — 1522. ラテン語.スペイ ン 語学者） 

らがいた （4 Bj ,27 f .;4 Hf ,288) 。ヒメネスが大学設立と写本収集に費やした金銭は莫大な額にのぼった 
(大学に寄付した金額は14,000ドウカート、7つのへブライ語写本を集めるのに4,000ドウカート）。 (4 Bj , 
25;3 Ge , 50) 〇 (注 10) 
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聖書がアルカラで印刷されたのは1514年から 17 年にかけてだが （4 Bj ,28;4 Hf ,288) 、教皇レオ10 
世（在位1513— 21) に献呈されて出版の認可がおりたのは1520年、実際に世に出たのは1522年頃であ 
った （4 Bj , 35; 3 Ge , 50) 。本書は6巻から成る二折判で、印刷されたのはわずか600部、かかった費用 
は50,000ドウカート以上であった （4 Bj , 34;4 Hf ,288) 。第四卷末尾の奥付には、1517年7月10日とい 
う日付が記されている。各巻の内容は次のとおり。 （1) モーセ五書（へブライ語本文、アラム語タル 
ダム、そのラテン語訳、ラテン語行間訳のついた七十人訳、ウルガータ訳)。 （2) ヨシュア記、士師記、 
ルツ記、サムエル記上下、列王記上下、歴代誌上下、マナセの祈り（タルダムとそのラテン語訳は付い 
ていない）。 （3) エズラ記、ネへミヤ記、トビト記、ユディト記、エステル記（付加を含む）（注11)、 
ヨブ記、詩編、箴言、コヘレトの言葉、雅歌、知恵の書、シラ書。 （4) イザヤ書、エレミヤ書、哀歌、 
バルク書、エゼキエル書、ダニエル書（付加を含む）、十二小預言者、マカベア書一、二、三。 （5) 新 
約聖書（ギリシア語本文とウルガータ訳。四福音書、パウロの手紙、へブライ人への手紙、使徒言行録、 
公同の手紙、ヨハネの黙示録の順。パウロの手紙の前に「使徒聖パウロの旅」というギリシア語の文章 
が置かれている）。 (6) アルフォンソ•デ•サモラによる旧約聖書のへブライ語とアラム語の辞書 

( vocabularium . 第4章§3参照）、へブライ語とアラム語の人名辞典、へブライ語文法の簡単な説明、 
その他。われわれの主たる関心事は創世記なので、その部分の構成をもう少し詳しく見ることにしよう。 

第一巻のタイトル頁（図版参照）にはヒメネス枢機卿の紋章が中央に描かれ、その上下に文字が配さ 
れている。本の表題に当たるのは下方の文字である。多言語による旧約聖書の史上初の印刷本であって、 
へブライ語、ギリシア語、カルデア語（アラム語）のモーセ五書本文をラテン語訳と共に収録したこと 
をうたっている。紋章の上側に掲げられた文章 (Haectibi pentadecas tetragonon respicit illud . Hospitium petri 
et pauli ter quinque dierum . Namque instramentum vetus hebdoas innuit : octo Lex noua signatur . ter quinque 
receptat vtramque .) の意味は不明瞭で、定説はないようである（直訳「この15は、あなたのために、あ 
の四角形をながめ渡す。ペトロとパウロの〔相互の〕歓待は5日の三倍。確かに、7は古い契約をほの 
めかし、8によって新しい契約が示される。三度で5は、二つのうちのどちらも受け入れる」）。「15」 
は15の四角形から成る盾の紋章を指し、それがまた完全性を表わす比喩として意図されているのだろ 
うか。ペトロとパウロの「〔相互の〕歓待」は、ガラテヤ書1章18節でパウロが言及したペトロのもと 
での「十五日間」の滞在を指すのであろう (4 Bj , 30)。創世記の本文の前には、作品の刊行を許可する 
教皇レオ1〇世の大勅書、ヒエロニムスのモーセ五書序文、へブライ語の語根についてのごく簡単な説 
明を含む、10の文書が置かれている (4 Ha , 909) 〇 

創世記を含む五書の頁構成は次のようになっている（見開き2頁ごと。タルダムの欄は上段よりも高 
さが低い)。 
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ウルガータ訳がへブライ語本文と七十人訳の間の位置を占めることについて、ヒメネスが読者に宛てた 
第二の序文に次の記述がある。 


tur hrina fnrrrHnf art* tnduAiode rtrbo ad Tcrbam. Me 
dwm atlr inter hat hHna bcjti Hfcronymi tranflarionc vc 
hftfntfrSynagogam &Orieralcm Ecdcfiaim pofu^mus; 

dnos hinc&( <ndc btroncs medium lute Icfum hoc 
eft Romin^mfhtcbtfnl Eedeftam collodltc*. Hxccn/rti 

Mediam autem inter has latinam beati Hieronymi translationem velut inter Synagogam & Orientalem Ecclesiam 
posuimus : tanquam duos hinc & inde latrones medium autem IesumL .] hoc est Romanam siue latinam 
Ecclesiam collocantes . 

だが一方、中間のものとして、これらの間に、祝福されたヒエロニムスのラテン語訳を、言うなれば 
シナゴーグ〔へ ブライ語本文〕と東方教会〔ギリシア語訳〕の間に、置いた。ちょうど二人の盗賊を 
こちらとあちら〔左右〕に、だがイエスを中間のものとして〔置いた〕ように。これが、ローマのあ 
るいはラテンの教会を〔適切に〕配置するものである。 （4 Ha ,911 f .;4 Bj ,29 f .)。 

4. コンプルートウム多言語聖書の創世記18章19節 
本書における創世記18章19節（左から、へブライ語の語根、へブライ語本文、ウルガータ訳、七十 
人訳とその行間訳）は次のようになっている。へブライ語本文の行末の文字，（ヨード.必要に応じて 
複数重ねられる）は空白を埋めるためのものである（拡張文字を用いた第ニラビ聖書[下記]と比較)。 
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へブライ語本文を拡大すると、次のようになる。単語の右肩のアルファベットは、ウルガータ訳との 
対応関係を示す。比較のため、 BHS の本文を下に掲げる。 


，1的成”戰、、虎 • 

> innN T \n' 3 r AvVrj 3 r ns n , »y» , 

> ng-« r ni(yy^ ntn^^V wun 1 

>>> dstoV 
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見てのとおり、アクセント記号をほとんど省いているが、これは独自の方針によっている （4 Ha ,914 ff .)。 
母音記号は付されているが、不備が多い。本節だけでも、ハテフパタハがパタハになっているもの（1皆衫, 
m T DK , ni ^ v 1 ?) ,ダゲシュの抜けているもの （ n ^:, があり、や 1 7 y と次の語を結ぶマッ 
ケーフも欠けている （4 Hn , 229)。1494年ブレシア版と同じく、神名 np : の PI にホレムがついている。 
ただし、これらによって本文の意味が変わることはあるまい。 1 W での語末の1も保存されている。 

これに対応するウルガータ訳は下記のとおり（左欄）。リシヤール•シモンによると、古ラテン語訳 
写本とへブライ語本文に照らして訂正したラテン語テ クス トを収録したとのことだが （3 Ga ,516)、 本節 
の本文は、 VUL SC ( lLa ’） と基本的に同じである (iudicium & iusticiam という言吾)頃)。もちろん、言吾末 
の1は訳出していない。 
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Scio enim quod praecepturas sit filiis suis & domui sue post se : vt custodiant viam domim : & faciant iudicium 
& iusticiam : vt adducat dominus propter abraam omnia quae locutus est ad eum . 

七十人訳に施された行間訳（各行の上部）は次のとおり。 

scio emm quod orecipiet filiis suis : et domui sue post se . et custodient vias domim vt raciant mstitiam et 
iudicium . vt adducat dominus super abraam omnia quae locutus est ad eum . 

この訳では、七十人訳の mm ;6^ si と ( pl ) A , a^ouaiv (共に未来時称）をそれぞれ precipiet , custodient と 
直説法未来形に訳し、 8 lKaioai 3 vr)V Kai Kpimv に合わせて iustitiam et iudicium (正義と裁き）という語 
順にしているほか、複数形の65〇も5 (道）を vias と複数形に訳し、さらに点 7 ll A (3 paa ( J ■を super abraam 
(アブラハムの上に）と正しく訳している。ただし、冒頭の f ^ sw は現在形に訳している。 

その七十人訳だが、この本文（右欄）には（われわれの常識からすると）不備が多い。複母音の気息 
記号とアクセント記号の位置がずれており、 fj 5 sw , STiaydyri ， 01 K ( p の下書きのイオタが落ちている（新 
約聖書の本文も奇妙な点が多い）。興味ぶかいことに、 71018 Tv の前に toG が挿入されている。また、 
Appa 叫が & ppa _ となっているが、この語形は「アブラハムの遺訓」 （2 世紀頃の旧約聖書偽典）や 
ユリアヌス『ガリラヤ人駁論』 （4 世紀)、さらにはエウセビオスの著作にも現れる。ゲッティンゲン版 
七十人訳聖書 (1 Gb ) はコンプルートウム多言語聖書を資料に数えておらず、従ってその欄外注記にこ 
れらの読みは取り上げられていない。（この聖書の編集者が用いたギリシア語写本の問題はけっこう厄 
介らしい）（注12)。 

最下段のタルダムの本文（右欄）は、次のとおり。 


^omncsSutionct^rcfrc. 
• Scio . cnimSj^cooocccoj 
•rccptuni^iit^Ifi* fins 
•aMomui fuc^poft 

fscilt*ludidu 
’ Vt ^ actducit ^ dominiiMO 
ocooxo»»oaxoo»»cccoo 
• pptcr^abni 011 
cutus cf^adcum. 00000 


’ ’x t pa ， 其 rT/ppr) o\^ 的 tTj 

•如 : trs 

二， pi?n7 irn s iK m rn^3 Tj?DH ^73 3 , 3 卿で，つメ 

pniVv nsrPN 1 ? r \： nrnnK ^^73 xrii 
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というのは、わたしは彼〔アブラハム〕を知ったからだ。彼が彼の息子たちに、また彼の後の彼の家 
の者たちに命じ、そして彼らが義と裁きを行うべく、主の前にまっすぐな道 ( pi .) を守るために。主 
がアブラハムの上に、彼の上に来たらせようと話したことを来たらせるために。 

19節の冒頭部分は PP 3 W てで始まっている （2 番目の語の]にはダゲシュが付いているように 
見える）。先に指摘したようにはへブライ語に対応するが、今日では異読として扱 
われる。(「来たらせようと」）も to の標準的な校訂本にはない異読である。第一章で見た本 
文とは単語、綴り、母音記号の付け方にかなりの違いが見られる（残念ながら著者にそれらの違いを説 
明する力はない)。この部分のラテン語訳（左欄）は次のとおり。 


之 I hnw 山 ten nir p wrccr cu«n of •押 
fiUltfui •: ftnrteu 
?! nnK>5i4fUv qur rrew (Wit com ， 




CSIS« 000 


quia noui quod precipiet filijs suis : et viris domus sue post se vt custodiant vias que recte sunt coraz [ sic ] 
domino : vt faciant iusticiam et iudicum : vt adducat dominus super abraham quod locutus est vt adduceret super 
eum . 


というのは、わたしは知ったからだ。彼が彼の息子たちに、また彼の後の彼の家の者たちに、彼らが 
主の前にまっすぐな道 ( pi .) を守るように、命じるであろうことを。彼らが正義と裁きを行うために。 
主がアブラハムの上に、彼の上にもたらそうと話したことをもたらすために。 

vias ( pi .) は、タルグムの irniK (道）に対応する （ LXX と同じ ）。 vt adduceret はの直訳で 
ある。だがこのラテン語訳は、(わたしは彼を知った）に続く部分を正確に訳していない。ア 
ラム語をウルガータ訳と七十人訳に近づけて訳している。 

5. 第ニラビ聖書 (The Second Rabbinic Bible. Ginsburg No. 23) ( lHj ) 

中世の諸家の注解を豊富に収録したラビ聖書 （Rabbinic Bible ) と呼ばれるへブライ語聖書の最初のも 
の（「第ーラビ聖書」）は、アントワープ（アントウヱルペン）からヴヱニス（ヴエネ ツィ ア）へ移住し 
て印刷工房を構えたダニエル.ボンベルク (Daniel Bomberg 1470 [80?]—1550)の手で1516〜17年 
に印刷された聖書で、編集者はフエーリクス.プラテンシス （Felix Pratensis 1460?— 1539) である 
(Ginsburg No . 20)。プラテンシスは、プラート（イタリア）生まれのユダヤ人だが、自らキリスト教に 
改宗した後1518年にアウグスティヌス会に入ってユダヤ人の改宗を奨励した。ユダヤ教側からは背教 
者として扱われている （3 Bd )。 それもあって、本書がユダヤ人の間に広く受け入れられることはなかっ 
た。本書は4巻から成り、ウルガータ訳と同じ章区分が導入されている。五書についてはマソラ本文を 
中心に、さまざまなマソラ注釈、 TO 、 中世の主要な注解（ラシ、キムヒらのもの）を収録している（注 
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解者の顔ぶれについては、 4 Hg , 65の表1を参照)。 MT と T ◦には母音記号とアクセント記号がついて 

いる。聖書の全文書を大きな版で提供したことから 、 iriVii JiiKnpa (大きな聖書）と呼ばれる （4 Hd )。 
メランヒトン (Philipp Melanchthon 1497—1560) は本書をいち早く入手した。同じ頃、 ロイヒリン 
(Johannes Reuchlin 1455— 1522) も手に入れたらしい。1530年までにはブツァー （Martin Bucer/Butzer 
1491—1551)、 ミユンスタ 1 — (Sebastian Munster 1488— 1552)、 エコランパディウス (Johannes 
Oecolampadis/Hausschein 1482 — 1531) も所有していたと言われる (4 Hg , 67, 78 f .; 4 Hf , 492)。しかし、 
著者自身は見ることができなかったので、これ以上の説明は省きたい。 

ラビ聖書の第二版（「第ニラビ聖書」） （ lHj ) は、 1524—25 年にヤコブ.ベン.ハイーム.イブン.ア 
ドニヤ (Jacob ben Hayyim ibn Adonijah c .1470 — c .1538) によって編集された 4 卷構成の二折判で、こ 
れもダニエル.ボンベルクがヴェニス （ Vm ) で出版した （4 Ha , 956 ff .; 4 Hg , 68 f .; 3 Ge , 52 f .)。（3 Bd 
によれば、ヤコブ•ベン.ハイームはチュニスの出身で、 16 世紀初頭に勃発した迫害を逃れて故郷を離 
れ、最終的にヴヱニスに定住した。だが厳密にいえば、彼の生地も正確な名前も不明である [ lHj ’])。 
初版との大きな違いは、正確な写本のみに基づく本文校訂、それらの写本の母音記号とアクセント記号 
の一貫した使用、そして充実したマソラ注釈にある (4 Hg , 68) 〇多くの書についてアブラハム.イブン- 
エズラ (Abraham ben Meir ibn Ezra 1092/93—1167) (3 Gd , 266 ff .) の注解を（部分的にダヴイド•キム 
ヒの注解と入れ替えて）採録したことも、大きな特徴である。前述のように、本書はその後長い間、標 
準公認校訂本文として版を重ねた。本書の編集方針と編集作業については、第一巻の冒頭に置かれた編 
者自身の詳しい序文 （ lHj ’） からいくつかのことが知られる。この中でヤコブは、ダニエル.ボンべル 
クとの出会い、本書の編集を引き受けた経緯、さらに作業の苦労について語っている。全巻の構成は次 
のとおり。 （1) 五書 （ TO およびラシ [Rashi = Rabbi ShelomohbenYitzljaki 1040—110 5] とイブン. 
エズラの注解を含む）、 （2) 前の預言者（つまりヨシュア記、士師記、サムエル記、列王記。サムエル 
記と列王記はどちらも上下に分けられ、タルダム.ヨナタン （T J =Targum Jonathan , pm；On 
と、ラシ、ラダク [Radak = Rabbi David Kimlji 1160—1235]、ラルバグ [Ralbag 二 Rabbi Levi Ben 
Gershom 1288—1344] の注解を含む）、 (3) 後の預言者（つまりイザヤ書、エレミヤ書、エゼキエル 
書、十二小預言書。 TJ 、 ラシの注解、イブン•エズラまたはラダクの注解を含む）、 （4) 諸書（ダニ 
エル書、エズラ記、ネへミヤ記、歴代誌上下にタルダムは付いていない。注解者は書によって異なる）。 
(注解者の顔ぶれについては、 4 Hg , 69の表2と 4 Ha の詳しい説明を参照)。 

第一巻をより詳しく見てみよう (4 Ha , 958 ff . 等による）。聖書本文の前にはヤコブ•ベン.ハイーム 
の序文、旧約聖書全体の二通りの目次（キリスト教の章区分、セダーリーム）（注13)、およびイブン* 
エズラの五書序文等が置かれている。聖書本文の頁ごとに、中央にマソラ本文とタルダムが左右に配置 
され、それらの間にマソラ.パルヴァ （Masora parva ) 、上下にはマソラ•マグナ （Masora magna ) が記 
され（注14)、外側の欄にはラシとイブン•エズラの注解が印刷されている。左右の配置は見開きで対 
称になるように工夫されている（へブライ語本文とラシの注解が見開きの内側、タルダムとイブン•エ 
ズラの注解が外側)。 

図に示した第一巻のタイトル頁について簡単に説明しておきたい。上部の大きな文字 （ mmy 似 
tinnn 主の新しい門）は、本の表題と言えなくもないが、本書がこの名前で呼ばれることはない。その 
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下の四角の外周に反時計回りで記された大きな文字は、箴言3章16—18節の本文である （ BHS とは 
若干異なる）。 

a”n 口 以 rrrrirrm ラ : n am rrmi 71331 m ， 0,3 a ， a ，tix 

，防 rrnam m 叩侧ラ 

〔知恵の〕右の手には長寿があり、左の手には富と、誉がある。その道は楽しい道であり、その道筋 
はみな平安である。知恵は、これを捕える者には命の木である、これをしっかり捕える人はさいわい 
である（口語訳)。 

中央には（いわゆるラシ書体の）小さな文字で、出版者がこの作品にどれほどの文書を収録したかを 
具体的に示している（われわれが馴染んでいる方形文字で再現)。 

: Kiry 'ii m? i^ainn .nr i^DDin^ na ny^ inr 

.Kiry pKi ny n^rinKn ^napi ””iin ay 

ay a ， 加 Vd ... : xin; pxi ，” an '，s m;nn . ， napn ，， ’ an，，s ay ラ叩 m ” : tot 

や ， m nD ,V，t W’np p W m^an iddtii 加 n nn’M ivyn nn 

すなわち、五書をタルグム （ to ) およびラシとイブン.エズラの注解 （卜 D = tinTD ) と共に （wainn 
Kiry 'ii ザ tin 卜 simnn m ?)、 前の預言者をラシとキムヒとラルバグの注解と共に （ crw エ m 

^napi Vl tin h m ? cnrt ^ n )、 後の預言者 ( n ^ nn ^ については、ィザヤ書をラ 

シとイブン.エズラの注解と共に onn?pKi ， ”iin 卜 d ayrryi ^)、 エレミヤ書とエゼキエル書をラ 
シとキムヒの注解と共に onapi ’tin 卜 s nv ^Kpin^i itq 丁）、 十二小預言書をラシとイブン.エズ 
ラの注解と共に (Knry pxinn ). 等々である。 

また、末尾には、「故コルネリウス•ボムベルクの息子ダニエルの功績によって印刷された」 （10 D *7 ；n 
V’t Wnp p rm^n) と書かれている (V，r は mm ii^ 神で「彼 

の岩が彼を守り、彼を生かしてくださるように」の意)。 

宗教改革期のキリスト教徒は本書の価値を認めて、盛んに利用した。その中には、ブツァー（前記参 
照）、ブクストルフ （ Johann / Johannes Buxtorf 1564— 1629) 、ドルシウス （Johanness Drasius 1550— 1616) 、 
ミ ュンスター （前記参照）、ペリ カン （Konrad Pellican/Pellicanus 1478—1556) 、スカリゲル （Joseph Justus 
Scaliger 1540—160 9) らがいた （4 Hg , 70, 78 f .)。 また、 エティエンヌ （Robert Estienne/Robertus Stephanus 
1503— 59) は本書の本文を用いたへブライ語聖書を、1539—1544年と1544—1546年に出版した （3 Ge , 
53 f .;4 Hg , 70) 0 こうして本書は、1937年に BHK 第三版が出るまで広く使い続けられた。 


6 .第ニラビ聖書の創世記18章19節 
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本節を含む頁の全体は次のとおりである ( lHj ) 0 


議 


«n tCTI 

TJT5 , 广〇 '/nrropcoarr? w*f T33pt>*rwm-svi 
i*w 1 ^ n ^ rro ^ < rjvtp 333 Vippror ^ iyr * J , > i , ^ pjj«fo 6*^ h ^ ya ^ M ^ y ^^ poiocrTP^^^yp • a^tro prep tt^cso 
icopxrytTocgen ^ orfci • w ^ uro r y yM > c "3 nrp » oSn 3 PioT r yr : & T p ^ P prsr ^ i T rapra f to ^ a 

rSorcarco 'ittxoit^in .i^nvqpiw TWitawcm orom^'- yurt'oi'inoi 


w* »■»» V»T»W 

P7^caxarco •tup*oi i n a nip 

o pro"*rtx»^ 、 • 供 ’ vap’j て * 

Tro^rrpASo 


-3 ： iT^JDTCn 13^0 c» 

■ - 「，” 一，-门 .... xTpgyprtr&^aptttfuiVa 

'lOBi'Api w roptiaran nor? otobSi" vjnw'nvtpf 
rop’jx* •p«rtpoft?e^*n^ -orfnhiamt^n 'ao^iHionrcwiciionScS 
t^ovn'paTUvivftXAaroniQrnSpS.-vaysirn -.xaanx« 


7«v ^«ST9>/W grow y^gy^paTw^ii^orop ium*^rc3V3rn .^#vj .{voanva 

. 技ヒ ^ S : ： ^.w.m ^ 

Vojtotop ai^niHO 4 ? 73 フ r^TajcS^v ， 1 fW.rinppioanminjo . 取，〇一心内， 

、 C.OT ： 4 prf-ir* 71 ?mW 3 !TSx \ l'f* : ' r »|TV 3 'W み 3 ザ即 > ixcpar Ottrwi 

一が . 興 * は 

— _ K3pn trpny»3K*? T»n • 丄《 \.c2. 取， -o^yqrrc 


v^, •— 

ベ 32 °* ，が《 , 

おがみ iw;; 

二 5 .二ば D^^Kpent^n w., 优咖 — W ，， 

,SS 叩フ：ゆめ两 ytnirrpso 、 y VwaruwmD.pfp^^.cno 

^ TOcraitajo ’ 加 nojomiK k tpk：i j jvrxn ^ltnoy かか •r^rp^pi 

^ ^ : WF ； » ^narrpKo^ocpxo 


y* .. 〜》fcjn IJ.X3 jsx noJ3H x*c i 

W が = rrTv^ioirw) /J :r(vy*» ^na-rppt^ocpxo 

ア rn か 2*^0*^ **U S.5U ITbJlOTTJlSniniS t^H^rrmnoarnakii-ra^ T^!caV^w«>vp» 

iil 琴 s __、 策 ras 

c^f}aSy9 9^t orpn ^•ICT^^liVaSsfiVJI S t-cyv ： ttoH< jnp; pp«Ti fra, recr 和 CP^ 

” r p ^ cv » nir - Gecn ^: v ^ T 3 TT«?X W rrWtafV ^ VpriVia'^Ti - m ^ booh^tp 

rtT^ ^.xfi o.-ry^uhs^y, 

rnrrrr* tw .1»rt>niO .TTV f ： TXQ.11330 •• 1 wo^^wyioTp 咖卿咖 

泌ご * rpywp »S*^nxin»wyri)n •>»•» ^ n^nerpn^itmi} WO Nr^^brocA^ 

藏 s^L ； si;r パ ^^ f s 

&TW p ^ ianpr ^ Vw * 001 rnwo orD^cvrii 

^ 二 W ，- し Tyr’aB'naj; 物 ,” ば w ⑽ 

^bSn> ojrpny,wn^Tp^ncm 3 « 吻 、 ——1 ，_p ^nWs 

wopirpoi cv op^y o*jran^; ウ is *» パ jrtn wtw i»ts? wtp^? 〇 /^ 〇 -^» 

J'3D DiVUX 7*01 I • 


T- . .--.-r* - 

xwirrpn-wn ^ 

in ^ cm ? 1397 j ro^-s 


OirpTjr.TflDn fjKiTD^norrpiC ioiTo^iSan t<-*pu •聊 

Opnr o，^w ©• ， k<^ yvn ~3 ^cro ijdt? orrp^ 

f^v h^aA ^w >*) nfion < pciTP'?Tva i btp »*3**^ * T -°^ 

V ^ rro^p opnxn i 

忠= n 如か抑?，， w . , W — 

Wn ^ rr^^o 

rpsr « wno ^ k .^ ^ iwicwnpi ^ Tpnwi ^ ね n » rp ^ 

•tw^ morp 

P 叶 /ao.rcnb ooi(vsS{7aS^M} 'ptaTon ''fra.-vcrnpotraMi^irrmaTian •s^pi.Twi 

fro w^aosixt ro*fiwn -pwj,rA •anvxMa^nan .p*n 仰 * ormnnh•{«•»• ， mo*» .Myr 
»>nSnjcvu^r»» rpv 1 'ojcs fyrr.icv Mcoi.*p7ir»i - njo 1 ' ittt ^ *ci \3 m'j eccsinpv *na» 
f r=i«nr«hj ioiai tw na>r«io - .■»mn w.nWcin.irw ； •»» rpv^-i^anrpfi • roppyi'wi 
3 ais»^ ».*3or«r a «H .•Tpym’ci 1 ! ザ D*Mtoi •nmnns.^oM 'nro^snam •mrwto 

ortrv *sS era •avanvha arroKtnvi'i.-ytDO 'iSnosa^i-ram - .i^an^'vi pw j «jki > jv« v*rivhe 

p wo * oo .4 i > - Li -し .-.- 

•m，vo rv'^so 
* rocw rto 
•fcyrf> <yrcr 
» rJo/c-Ti-?^ 


roT » " xb > 
fn 一^ m *» 
fHX»PT»t5crfT3J* 
P pnxsoxnxna 

負亀 *^ 


W|VO« 

yvo 




ryv* ■ ww^i ty v r^y 'cww ^rv^w • jj»3T it^t -a o wi j EO>sir^nr 'roa 
tojw tw ntnmc'rwnm w.nWci_.i irw>- -opnpvn-i^an^ppiHpS reppyt'oii 
vm <|orT33) •■Tpwnn’ciS'/o’j/vai 'mryaic.WH ■irogmrani •mrarn 
•o>cano*^TWBna«e>TO»y*«>n 'iHiiojwi/pi.njrti 'Tmmr^Ky^et .も如 

•pxnhm otano'^wiciicpnaM ^OinjBpaaTniiwrjvmrnnTn oxano*' k r»«!bii»u»« , n .jpnmoa 
a ra^S^raae. > iSi(nn3i^ > oi« > ioK3cn7roqp^r ; ni lk 3oaarrccp*ii(nxiiap^ , V0'-«ji-i3a .cxrtirC 
•onneya •toVxoa0«i| > i”opw« *r|H •a^vaipS-prMaj'iS.^ncinBnjrfnn ■^"'no 3 0101 -naVa 
«yw -oocnoTaavav^a 

• rAo^cw-jJ-yA 

OTw /^ rc /3* - to '^ p^op » r ^ TpJt >- rrpw 3 c » 1 vnar ^ hwf>fn •: ubproxoTOTjorcisc ' r ^ o ^ J ^ rowviYW * 
w » rr»t yJupy - c - TTV ' rren ' ir ^ O ' pucsp 0^ x 3* on ^ t » io «^ pW 3 f . , v » swiro 9 nrpn 7^» iTvo » , T 8* rto ^ p 3? ooc»»^So 
f«n» -b •'、” rrr ire 。 jrv ， : tr^ マ 53 rrpnsovncncm rrorrroTO ^ ec^nprtabiBgf^pparnp apos no, rtt/f* 

m*/cicrprpsr 6 Tj^ 6 a.-»foa 3 jvnS*»woSTw 4 *^c»^ftiw *Utoc^i9 s oooricKn>co^j» sorcri i firo»?t 5 r 5 , aApr» 
oj» eraS rav» •l»3N a orr9>rMrap» , 2n •senj^on • w^onj^f^Tny* wna^b ms vrv^jrc&i t»r*\3i 

pofsA Jo DirrS rocr cjp rocr |^^arSDr^yir«^^T6ecna^psooy>V9h ^>aapx»5A0jri^br&?an cr«»*i^ 
か ’， jH t ^yf^VPPrryci'pjbScrp'o.i^P •o»j*'uoro ? «i •: BD i iee; > * a o:rxn>Vi'D’^<P0n < 9*pun|^vuTD 

•tuStP ▼£tSwtVi&;nc a p 功，ャでふ乎 vrer^r^pna 、 や ^ 9— 'c^v^T^wr/iozoncr^v^vc* 

cevo i^cpo^-^pMo 'o^r^^ihpAS •{•ovo 


頁の上端には「柱」として、創世記のこの段落 (18 : 1—22 : 24) つまりパラーシャーを示す NT 1 (直 
訳「そして彼は見られた」）が掲げられ、中央の欄には、左にへブライ語本文、右に一回り小さな字で 
TO が印刷されている。これらには母音記号とアクセント記号がついている。この欄の上側の3行と下 
側の1〇行にはマソラ•マダナが記されている。これらの外側には、イプン•エズラの注解 （ mn ? p 1 ) 
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とラシの注解 rtin ) が右と左に印刷されている。ラシの注解の外側に印刷されているのは、中央に書 
ききれなかったマソラ.パルヴァである （4 Ha ,958)。 

18章19節の本文を拡大したものを以下に示す。 


〕，獨 い仏 u^rniTV-r^V^ 

D,-n3N-^,1 in»K^，7 s j^^iaypVn^ipm 




これを BHS (下記）と比べると、母音記号もアクセント記号もよく一致していることに気づく （この 
刊行本が BH S の元になったことからすれば、当然だが）。 

iy»7 じ 3 安 ^ 1 np*r^ nwv^ njn: ^艽 nat^i vim v 〕 3-n$ n 货： ]Vt)> i^VT 

t ◦の本文（右側）は啗瓦ウネ， M で始まっている。これは、コンプルートゥム多言語聖書とは異な 
る（異読ではない）本文である。 

二人の注解者のうち、イヴン.エズラは本節について何も言っていない。一方、ラシは実に興味ぶか 
い、重要なことを述べているので、その最初の部分を見ておこう。彼の説明が語根 otp ) に基づいて 
いる点に注意。19節の注解の拡大図を以下に示す（ここに出てくる》と1は隙間を埋めるためのもの 
で、意味はない)。聖書の引用語句を太字で示す ( lDc も参照)。 
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cunpoi otd?t 
p wrSjmrTO 


0 D 3 * pn 6 )pTOTP 

ci ：? f，Di Y ^7 oph 
"pt* ppS nSn 
o^pnjorpnD 
)tanrniyju^pp 
iror r>pS) i，，w 
>x>i r> ， 3, wpppi 
mpff pwp^ipd 


JPVDPD )^D 10 P 
rm> 13 Kfiyn* 
ppbphinvxjph 
J /lDiDJjj 5 D» 


: . 

im mn ” 似 1 ? .rnsn ， 
a ntiTN 1 ? S 77 i?i 
aUTl 1577N113715771» 

□* 73 111^7 ij?，y maxi 
nsr*r } w ^7 ^ irK 
m^n m nnnant^ 
iirrri imp り 
■rwr n^iin^ai 

で 1 7 ms ， iu?s 

T 33 m m^a Kin ^ 
□ki 

iQtann in^nDn 
in m ， 
rs'm vn m 
: Titian ラ y ラ 


「わたしは彼を知ったからである」——親愛 ( H 3 D ) の言い回し。そのように、「彼女〔ナオミ〕の 
夫の親戚」〔ルツ 2 :1リ7化〕、「〔ボアズは〕わたしたちの親戚〔ではありませんか〕」〔ル 
ツ 3:2 urivi ^ CTVii 「またわたしは名をもってあなたを知った」【出 33 :17 a 设3初〕。 

だが本当のところ、これらすベての言い回しの根本 npy ) は、知ること （ nfn ) の表現にほかな 
らない。というのは、人を愛する者は、彼を近づかせる者であって、彼の傍らにおり、また彼を知る 
者 ( inn ), さらに彼を認める者 ch つ D ) だからである。では、なぜ「わたしは彼を知った」 （ vi^np 
のか。「彼が命じるため」である。彼はその息子たちに、わたしのために、わたしの道 （ pi .) を守る 
ように命じる者であるから。しかし、もしあなたがこれをその翻訳〔タルダム〕のように、「わたし 
は彼にっいて、彼が彼の息子たちその他に命じるであろう •. .ことを知っている oni 1 )」 と解す 
るなら、识りラは〔本節の〕意味（文脈）に合わない。 

ラシは1 w でを T 〇のように現在のこととして解することに反対している。そうとると、识的〔「〜 
ために、〜ように」〕とっながらないからである。 V 1 .V (知っている）は^1|7 (わたしの前に明か 
されている）をへブライ語に訳し直したものである。アラム語 1 は「〜ために」の意味に解される 
のが普通だが（前記参照）、その根本義は「〜に当てはまる事柄にっいて」なので （3 Bj ) 、これ以下 
が主に知られている内容を指すと見て「ということ」の意味にとることも可能であろう。そうとると夕 
ルダムの意味は確かに明瞭になるが、へブライ語の原意からは離れることになる。この解釈は宗教改革 
期のキリスト教徒の学者の大多数に受け入れられたように見える。 
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7. ミュンスターのラテン語対訳へブライ語聖書 ( lHk , lHk ’） 

ドイツのへブライ語学者.地理学者 セバスティアン.ミュンスター （Sebastian Miinster 1488 — 1552) 

は、マインツ近郊のインゲルハイムで生まれ、1505年にフランシスコ会の修道院（ハイデルベルク）に 
入った。当初はとりわけ天文学の研究を熱心に進めた。1509年、ルーファハの神学校に派遣されたとき 
にコンラート•ペリカンと出会い、彼に感化されてへブライ語の勉強を始めた。1521年にはハイデルべ 
ルタに移って1529年までそこでへブライ語を教え （25 年からハイデルベルク大学教授）、同年、フラン 
シスコ会を離れて改革派に転じる一方で、1529年からバーゼル大学のへブライ語の教授職を務めた （4 Hff , 
268 f .)。 アラム語の文法書 （ C / K / Wa / cagramwflf / ca . Basileae , 1527) とへブライ語の辞書（後述）を著し、 
浩瀚な世界地理書『一般宇宙誌 』 (Cosmographia universalis . Basileae , 1554) の著者としても知られる。 
ミュンスターがバーゼルでへブライ語聖書の新版 （2 巻本）を編集出版したのは、 1534—35 年のことで 
ある。とはいえ、彼はへブライ語の写本を自ら集めて校訂したわけではない。プラテンシスが編集した 
第ーラビ聖書の本文を採用したうえで、自分のラテン語訳を対訳形式で掲げ、さらに二種類のラビ聖書 
に収録されたラビたちの注解の縮約版を収録したのである (4 Hg , 74)。彼が目指したのは、へブライ語 
聖書の難解な箇所を言語学的に明らかにすることであった。リシャール.シモンは、「ミュンスターは 
彼の翻訳において、すべてのプロテスタントの中で最も正確で忠実であった」、「ミュンスターが彼の翻 
訳につけた注釈は、へブライ語と聖書の文体を知るうえでとても役立ちうる」と評価する一方で、ラビ 
たちの注解からとった、本文の解明に全く役立たない事項を不必要に盛り込んだことを批判している 
(3 Ga , 322 f _)。 

ここに取り上げるのは、ミュンスターのラテン語対訳へブライ語聖書の第一巻（モーセ五書と前の預 
言者）である （ mk )。 本書のへブラィ語の表題は nri 3 ari yanKi :て(「主 

の聖なるもの、聖なる書き物の二十四の書」）である。（「二十四」はュダヤ教の伝統的な聖書諸文書の 
数え方。サムエル記上下、列王記上下、歴代誌上下、エズラ記とネへミヤ記を、それぞれ1つに数える 
ほか、十二小預言書もひとまとめにするので、旧約文書は3 9ではなく 2 4になる）（注15)。表題の最 
下行には、「天の助けにより、ここバーゼルの町で、ゼバスティアン.ミュンスターの指示のもとに印 
刷された 」 oratin xmr’cn "a 〃 t ラリ n’jnns os て])とある。本書は、ミュンスターによ 
る2種類の挨拶文（へブライ語学者たちへのへブライ語の文章、キリスト教徒へのラテン語の文章）で 
始まり、それに旧約聖書についての踏み込んだ序文が続き、その後に創世記のへブライ語本文がラテン 
語訳と共に掲げられる。各章の末尾には注釈が置かれている。本書は特にスイスの改革派神学者たちが 
評価•活用した （4 He ,35)。 カルヴァンと英語訳の翻訳者たちも盛んに用いた。これにたいし、ルター 
の評価は二面的なものであった（後述)。 

8 . ミュンスターの聖書（初版と再版）の創世記18章19節 （1534 年、1539/46年） 

次に、この聖書における創世記18章19節のへブライ語本文とそのラテン語訳を示す。 
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futiirus eft in gentem macnii atep robuftam, 
BC bcncdicenturinco omnes nationcs terrx* 
Hoc quo 印 fcio quod pr^cepturusfit filrjs fui 3 
SC domui fux poftlc,ut cuftodiant uiam do< 
mini, dC facianc iuflitiam atep iudiciu, quati ， 
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へブライ語本文を拡大すると、次のようになる。 


?、抑 \ T 2 ^ ；ャ、郎，へユ 

■N V^nt< tv 、 了 '' 

rvvrvb nsn*; : p-v 
V ns orrci^Vy nSn '； 


見てのとおり、母音記号は付されているが、アクセント記号はない。第ニラビ聖書とは異なり、 ni T w の 
n にホレムが付いている。その他の点は変わりない。だが、これがラビ聖書の初版を再現したものだと 
すると、第ニラビ聖書と比べて見劣りすることは確かである。 

この部分のラテン語訳は次のとおりである。 

Hoc quoque scio quod praeceoturus sit funs suis & domui suae post se , ut custodiant uiam domim , & faciant 

iustitiam atque iudicium , quatinus scilicet dominus adducat super Abraham omnia quae loquutus est ad eum . 

このこともまたわたしは知っている。〔すなわち〕彼〔アブラハム〕が彼の息子たちに、また彼の後 

の彼の家に、彼らが主の道を守り、そして正義と裁きを行うように、命じるであろうことを。確かに 

主がアブラハムの上に、彼に向って話したすべてのことをもたらすために。 

何よりもでの末尾の1 を訳出している。この時期の聖書翻訳者でこれを省略しなかった者は、 
他にパグニヌス （1528 年）とテインダル （1530 年）くらいしかいない。だが、この訳は十分正確とは言 
えぬであろう。 l ^ VT という完了形の解釈 ( scio と訳す）と、1のとり方が疑問である（男性形の人 
称代名詞語尾を中性の意味にとったのだろうか)。また目的節を導くもウルガータと同じ 
( quod ) に訳している。節後半のを quatinus (=quatenus 「〜ために」）と訳した点も特徴的で 
ある （3 Bm は quatenus の主要な意味として「〜の限り」、「〜であるから」を挙げているが、ネオ•ラ 
テン語では ut の代わりに目的を表わすのに用いられることがある。 4 La , 18, 20)。だがこの訳語は他の 
翻訳者たちには浸透しなかった。 

ミュンスターはキムヒのへブライ語辞書とタルダム.オンケロスを参照することが多かったらしいが 
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(4 Hg , 74)、 当然ラシの注解（すでに第ーラビ聖書に収録）も知っていたはずである。それを読んだう 
えでの訳文なのだろうか。残念ながら、この訳についてミュンスターは何の訳注もつけていない。本節 
の注釈は g の箇所1つだけであり、章末には g Adducat .] Impleat promissiones , sicut et , quae loquutus est , 
capitur pro pollicitus est . ( Adducat は「彼は諸々の約束を果たす」の意。ちようど quae loquutus est が「彼 
は約束した」の意味で受け取られるのと同様である」）と書かれている。 

容易に想像できることだが、へブライ語本文とラテン語訳を並べたこの聖書は、同時代の聖書翻訳者 
たちによって重宝されたらしい。創世記18章19節に ついては、ルターの 創世記講義 （1535 年開始)、力 
ヴァデイルによる大聖書 （1539 年）、ラテン語版チューリヒ聖書（1543年）、そして主教訳聖書 （1568 年） 
が、 ミュンスターの 1534—35 年の訳文を（部分的に）利用したと推測される。 

しかし、ミュンスターの訳はこれが最終ではなかった。第一巻の再版 （1546 年 [ lHk ’]. 本文の前に 
聖書の出来事のラテン語による索引と、注釈で説明するへブライ語の語句の索引を追加）では、本節の 
ラテン語訳が少し改善されている ( adducat の注釈 g は初版と同じ)。1539年のラテン語聖書 （ lLe . 第 
3章§4参照）に収録されたミュンスターの訳もこれと同じなので、訳文の改善はその時点でなされたの 
であろう （ cf .4 Hf ,270)。 1546年版の問題の箇所は次のとおりである。後ほど見るように、この新訳はド 
イツ語版チューリヒ聖書 （1531 年。 2 Gh ) の訳文とよく似ている。もちろん、後者の出版が先であるか 
ら、もしも影響関係があるとすれば、ミュンスターの方がドイツ語版チューリヒ聖書を参考にしたこと 
になる。 


招ね？ ■' ザ:マ 

uq ヤ 'nvyr ry\xv> s : m 

! vVj? 

m '3 び ^ y 、 


atc^ robuftam, & bcnedicent in co omncs 
nationesterr5.Sicemnouieum,quod prg 
cepturusfit filijsfuis & domui fu^'poftfe, 
utcudodiantuiam domini, & Octane tu(H 
riam atc^iudicium,quatenus fcilicet dotni 
nus Sadducat fuper Abrahaomnia quglo 
quutus eft ad cum. Et ait dns: clamor So ダ 


へブライ語本文に変わりはないが、対応するラテン語訳は次のように変わっている。 

Sic emm noui eum , quod praecepturus sit rnijs suis & domui suae post se , ut custodiant uiam domini , & raciant 
iustitiam atque iudicium , quatenus scilicet dominus adducat super Abraham omnia quae loquutus est ad eum . 

というのは、このようにわたしは彼を知ったからだ。〔すなわち〕彼が彼の息子たちに、また彼の後 
の彼の家に、彼らが主の道を守り、そして正義と裁きを行うように、命じるであろうことを。確かに 
主がアブラハムの上に、彼に向って話したすべてのことをもたらすために。 


改善されたのは Sic enimnoui eum , quod の部分であり、この訳ではへブライ語の完了形 T 5 がラ 
テン語の完了形に訳され、語末の重要な1も、人称代名詞語尾三人称単数男性形として解されている 
(ミュンスターが scio を棄てて noui という完了形の訳語を選んだことを重視すべきである）。しかし、 
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lya 1 ? の解釈は初訳 （ quod ) と変わりない。なお、創世記 is 章 I 9 節に関する限り、ミュンスター 
の1539/1546年の改版は、初版ほどには（参照されたとしても）活用されなかったように見受けられる。 

9. アントワープ多言語聖書 (The Antwerp Polyglot Bible) (1H1) 

次に見るのは、やや時代が下るが、1568年から1573年にかけてアントワープ（アントウェルペン）で 
作られた8卷構成の多言語聖書である （4 Hm に詳しい紹介がある。 3 Ge , 54 f .; 3 Gn , 395 f . も参照)。これ 
は、当時有能な印刷業者として広く知られた、アントワープのクリストフェル • プランタン (Christopher 
Plantin c . 1514 [ c . 1520?]— 89 年。 ダニェル •ボンベルクからへブライ語の印刷設備を入手 [4 Hm , 12]) 

の構想から始まった。彼は、当時非常に希少となっていたコンブルートゥム多言語聖書の改訂版を世に 
出すことを計画し、スペイン王フェリペ2世（在位1556—98年）の援助の下、王から派遣されたアリア 
ス•モンタヌス （BenitoAriasMontanus 1527 — 98年）の編集協力を得て、この聖書を完成させた。モン 
タヌスは、バダホス県フレへナル.デ.ラ.シェラ (Fregenaldela Sierra ) で生まれ、最初はセビリアの 
大学で学んだが、その後アルカラ大学に進んで学びを続け、1560年にレオンのサン • マルコス修道院に 
属するサンティアゴ騎士団 （LaOrdende Santiago ) の教授職に就いた。彼はへブライ語を含む東方の言 
語に堪能であり、その豊かな学識のゆえに当時から名を知られ、1566年にはフェリペ王の王付き司祭に 
指名された。新たな多言語聖書の編集監督を命じられたのは、その2年後のことである （4 B 1, Iff .)。 

最初に本書の構成を見ておこう。全体の表題は Biblia Sacra Hebraice , Chaldaice , Graece & Latine であり、 
下方の四角い枠の中に “Philippi II. Reg . Cathol . Pietate , et Stvdio ad Sacrosanctae Ecclesiae Vsvm ”（ 「王フェ 
リぺ 2 世の公教的敬虔と、聖なる教会の使用に向けた熱意によって」）と書かれている。最下段には、 
“ Christoph . Plantinvs Excvd . Antverpiae ”（ 「クリストフェル•プランタンがアントワ 1 —プで作成した」） 
という記述がある。表紙に描かれた柱や樹木や動物の絵にも意味が込められているが（イザ11章等の 
題材）、説明は省略する。本書の初版の全部分を網羅したファクシミリ版が存在せず、不完全なコピー 
しか利用できないため、全体の構成を知るには第一巻の序文末尾に掲げられた3つのリスト （Ordo 
librorvm Veteris Testamenti [ 旧約諸文書の順序 ]， Ordo librorvm Novi Testamenti [新約諸文書の順序 ]， Sacri 
apparatvs partivm series compactoribvs observanda [聖書研究に資するさまざまな道具を並べた一覧表.以 
下の6〜8巻を指す])に頼らざるを得ない。それによると—— (1) モーセ五書。 (2 ) ヨシュア記、 
士師記、ルツ記、サムェル記上下と列王記上下 （Regulum 1.11. III. 1111) 、 歴代誌上下（巻末にはマナセ 
の祈りのウルガータ版も収録されている）。 （3) ェズラ記、ネへミヤ記、第三ェズラ書（ラテン語）、 

第四ェズラ書（ラテン語 ） （Esdrae I. II. III. 1111) 、 トビト記、ユディト記、ェステル記、ヨブ記、詩編、 
箴言、コヘレトの言葉、雅歌、知恵の書、シラ書。 (4) イザヤ書、ェレミヤ書、バルク書、ェゼキェ 
ル書、ダニェル書、十二小預言書、マカベア書一および二。 （5) 新約聖書（四福音書、使徒言行録、 
パウロの手紙、へブライ人への手紙[パウロが書いたという扱い]、ヤコブ書等公同の手紙、黙示録）。 

(6) へブライ語辞書の付属したへブライ語文法解説、シリア • カルデア語辞書の付属したカルデア語 

(アラム語）文法解説、シリア語辞書の付属したシリア語文法解説、ギリシア語辞書の付属したギリシ 
ア語文法解説。 （7) ラテン語行間訳のついたへブライ語旧約聖書（欄外に動詞の語根を示す）、ラテ 
ン語行間訳のついたギリシア語新約聖書、へブライ語の特殊な用法の書棚 （librum = librarium ?) 。そし 
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て （8) ヨセフ、エレミヤ、ノア、ダニエルら聖書の著名人を題材にした文章、聖書索引、へブライ語- 
アラム語.ギリシア語.ラテン語の固有名詞、へブライ語•アラム語.ギリシア語.ラテン語本文の異 
読等、多数の文書。 

第一巻ではすべての書に T ◦がついている。第二巻では、歴代誌を除く各書に T J がついており、本 
文の配置は第一巻と同じ（次節参照)。第三巻のエステル記、ヨブ記、詩編、箴言、コヘレト書、雅歌 
にもタルダム（「諸書のタルダム」）がついている。第四巻のすべての預言書に T J がついている。第三 
巻のエズラ記、ネへミヤ記と第四巻のダニエル書にタルダムはついていない。第五巻（新約聖書）は上 
下2段構成であり、上の大きな段にギリシア語本文（コンプルートゥム多言語聖書からとったもの）が、 
シリア語訳（シリア文字表記）、シリア語訳本文のラテン語訳、ウルガータ訳と並置されている（見開 
きの右端にギリシア語本文、左端にシリア語訳)。この聖書のギリシア語の書体は、読むのに慣れを要 
する独特のものである。下の小さな段には、へブライ文字表記のシリア語訳が印刷されている。ペトロ 
の手紙二、ヨハネの手紙二と三、ユダの手紙、および黙示録にシリア語訳はついていない。旧約聖書と 
新約聖書は最初の5巻に収録され、聖書研究の道具や資料を集めた残りの3巻から内容的に区別される 
が、以上の全体が一つの作品として扱われる。なお、第六巻には、パダニヌスのへブライ語辞書の縮約 
版が収録されているが（第一卷序文のリストでは Grammaticam Hebraicam cum Hebraico Dictionario) 、こ 
れは第 4 章（へブライ語の辞書）で見ることにする。なお、本作品に続く多言語聖書として、パリ多言 
語聖書 (Paris Polyglot 1628〜45年）とロンドン多言語聖書 （London Polyglot 1653〜57年）があるが、 
宗教改革期以後のものであり、本書の課題と直接関係するわけでもないので、説明は省略する。 

10. アントワープ多言語聖書の創世記 18 章 19 節 

本書の第一巻は、モーセ五書の本文の前に、アリアス•モンタヌスによる2つの序文、フェリペ王ら 
による複数の手紙、いくつもの認可状、特権状、目次等、多くの文書が配置されている。五書は、主と 
してへブライ語で記された中表紙で始まる（表紙図版参照)。最上部に「いにし 
えの主の家の門」という言葉が掲げられ、中段にはへブライ語で「トーラーの五つの書」 ( 
mm [TOin]), 「トーラーの翻訳（タルダム）」、ギリシア語で「五書」、ラテン語で「モーセの五書」 

と記され、さらに下段には箴言 2 1章1節:^ r ? 0 - 响-で?翁:^ a % 如 (「王 

の心は、主の手のうちにあって、水の流れのようだ、主はみこころのままにこれを導かれる」口語訳） 
が印刷されている。母音記号等の付け方は BH S とやや異なる。 

創世記18章19節を含む 50 — 51頁は次のとおり。 
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cesetis. Tranflat.B.Hicrony. 

,J |ii * Dixit autcm Dominusad AbraamKV. 

rns.ilict-llt: Nhiin vrri- n.,.. 


r~r\v npnv H\ toS omax ^ nvr T 3^ i « -i p . て……'で仙關マ 

• •• »•- •- •• y - ' , , j nlitSaravzortua.dicciu:Numv«cpint, 

* :ソ N 2|初 T3N 4 ? ■ • Mfumamu •パ Kuquid Deoquicqujill^g^ 

rrr^Sin'n rniP av^K im nvi»a ,c?Iuxta rcuc [ u , r a *! ,c 

••• '■ ••• l’’■ L ’ • ^ j icmpo[c,vi(acomitc ；&； habebit SarjUlim 

rnjnV?^^K>n2NVnnt?\rn3ni« ： 1? ",!., «.\cg a uicSa,a,di«n* ： Nonrir,.timo ， rp^ 

鬥 ， rynvn 鬥 .-yn V^pn * : npnsf'DxS r:ta.Dominu$auti,Noncft,inauit > ita/ e( j [> 

L'' .'' ..i' こ • ^uincrgoluncxiflcfuinacviri.dnu 

：DnS»P ； Cipy^nOrnDNIDnD'JS l lone oculos contra Sodoma: &AbnamI'm； 

WX am3N3 X mp3^n Tax n>1 つ ， ■■ gudiebatur,deducts cos. , DixmJ i Dwrir,,. 

nbx jiTpS Vl^n，，3 * ! ftjfliinaj& bcncdiccndifintineoomooo. 

T ，ーザす•マ—峰峰セ二“ 

- 碎 •一で， | viamDennini*&fucamjudicium &:iufttu •ひ, •" XriJLL , 二,細 


Intcrp.rtGrxc.Ixx. CBNCSts. 

» /a Mtm 7Ww«/ dJ tAlfrum t dtuns ： • 
ggtti nfc StrrdiMfaffs/iutui : Kum n.tr'i 产 . 
^ ct9 f mm - * unirt^ilnlt trU4-t> 

ytrbnmi mttmfiu lw in Imtmj rr- 
， : trtdtt: tritSurdfUiMt. 

» Stguu Att!cm Sirr*,tLens: Nonri 芦 . tinmt 1 ， 

nvrlt^if^ 脚 ,! tJnffli. 

• Cimftfrtxifnit ttuum nf^txrrit •« 

gSc.tm SedtM«rmM (S' Gtnwrrti. tAunum 4M- 
；^jnuJgrsJubttHr uun eu t cm»U*m to，. 

'JU Dmmut Jtxa: Non aUbodb Abrjum • r 

Iftt mtt f 

nvainsm:tKteM mjgnsm mulum-C- btnt- 


I f 1 I IA • nwj(f f v ■"• j V 13111 lyOlllllilj ^ XACIdDl IUuICIUIH uC lUlittU 

■» r . :和，し:^ 

^2HXCni HTI'O r™\"V2in C31D mp>»^ m»:ClaimirSocl ⑽ orum & Gomonxcoo 

叩砰 n ㈣ n. : ■■ 

:•一 tO H73 i™ - 1X3H cljmorem^ui reniradme, operc (opEcocit 

amaxinpiooc.*ai3sn* **', " テ " noncjtiu^tfi'm. ’ 〇 ^ ⑽讀 ㈣ 
[ • • ■ - • x *• •••'• ’•••’ ' ■ inJe, & abictuntSoaomam.Abrjjmvcn»i. 

nSCilS^KHw3 J 1 * • n^n' 'JS?Tpy ” >| hueilatutconm Ciio:*Etappropin<]uji l j： 
Tlil3C^P'TV DTOn V y 1 : J?wTOy p'TV *• *♦ Nunquid p<rdc» iuaumcuin impk»> s Sifit- 

し‘ 1 "i ' - •' し. r r ' ' , tint quinquarinta iulh in ctuitatt.pcribici 

C3 v u2n DTPS'? Kpn X71 nSD/l •フ Tp で I mul, & non paicctlocoilli pic^tcrquiau. 
,3,371じ TDlSnkn • : nmpnT^XDp'iyn 1 !' »! pint j iuftos Ji fuciint in co>*AWit a tf vVrin. 

. * ' * ：_'»'' ' t ' hanc facu$i & bccidasiuflum cu inirio：4i> 

jrcropTV? n：^'p.^p^rr^rvn i ( , ue i u fl us f lcutimp i us . Nonc ni loc ) tuC<f 
: U3^S n*w^ xV PN.tSd btc^il "P nSSn I ludicasomncm tci»am:ncquaquamf«uii> 

p；n * :0113 V3 D^psn'?3'? l: •-ciuitatjj.dimittjomni Jocoproptirrcai.'Rr- 

リ D S n A =.= S 1 :K 

bpm o ' y^pn pSpnt * : tssi nay » pjNi •»] 

Kb n'pn-Vrnx .—rc^:n3 n'nc^rn nu-'pn 

平，! * j o^nnxar kv^nox n»n*f.s 
a»；'3iN cto pm，-isxn vbx tij; 

: o'jmxn - n 3 jD Hasn | 


1 ipona» m>raani,tx aicv^iuu nrocic«pi,w 
quarail Dommu meum^um fimpuluisi ひ 
ui nis. *Qujd ti minus quinquagintaiuftis^ 
que fucrint, dclcbU piopm<)uinqi)c »niw- 
I liinvrbcm? tt ait ： Non dele bo, fiinuci*«> 
i»biquaJngintaquinquc. ^urTunxjutb- 
1 cutus cAad cum : Si jutrm cjujJragitoo 
inucimfucrint, quid facicsi AinNonptW" 
tiam propter quaJrjginta. 


o^pjw auin 

•plSaxwjcAnwriO'rtnpIo'DJcwj 14 i n'yo >g?n i>j< »cp*p3 cron vpV.Tjip ny*n j^noVanaiA'r'W 

worqenKrwtono'ORi'* in^^^^rpSrnn*}rv3-T>KSvoVnTt?njT?i'» injnry^rWI 1 的 1 ^ 
upc« , »wn ： !qnoo.Tiaxi 11 ： iav(t;siaTO}«» ； i<'p?on''?l« , H ° : pn'sn'wS jvwv V? OTP^ 〇 1 * "^ ： 

p> aiajjpni. icnw inm •rmnjiTrn w» m viin ~ •» _ — ， -* « ， • 》 ■»mSmnyuinW 1 . 


"njiSfr.O - (nSl«JitKt a-M/ fieunt 

uuLnmn^ <r/f aJUhcju Dcmmi/i frftr 
ム讲 emau tjadouitjiM hoit/u tptdtum. 

* Ooit utfm Dmm>ji/s: CUnt&r Sejmwnuut < 
immtmalutliatMJ tfi 4fuJ w: ひ ft<t4Uto. 
ttMfv* y.iuie. * EtdtJttaJtns igisttryi- ■ 
^fftnaJumdumroii tori tjiu^nu^lme, 
+«■••• pMttm noti,rvtfcum . * Et rourji, 

»r -.xi^Kertmt in Stdmum. tAlnrjum tuttm 
wiM<«riM Dtmntit. * €t 呼 fnpinquMt パ . i 
to #，KimtiuidfimulfenUi wflmti mm tm. 

tmfiuji *Sifiurml—n- 
n oMittte, ftrdej nti non rrmitits I 
mltctfrf^icr mJlM, flfutrmt m 1 

u ， ， ytrbumh«c,M(uUn »,] 
V ■湖 mftt. cj>. tm wfhjfuut imfmit m- 
fmtu. jm tnJKOt amneM ttrrdm/ton f M ttJ in- 
ilaf . * Dmf SiJ'utrint •• 

ufli, rarnttun mm ciut- I 
'^(remilM 0 frtfttr t«t. 

' ^nfjmirni ^4l/r4im/Lxit: t\uiu ttnh. ,. j 
へ “■•炉 *utm fum ttrrj cs- fnluu. 

Si tie,v, nmMi/iifnvt ■->[ 

l c * ， S lWi — ，产 , ptr/itj prtptfr qiudrjgmu 
^•mntmoMUfemiEf/txit: Nui ftrdxm, | 
*£，_*</•„ 1 
Jtx,l:Si iKHMlfut. 

: • がム , " ^ pfdjp,pro- 




1 *<Tfp dS^cdu, Wots tyihavt 

iftppctct icuiii Xi, ン 《«r afdyi T^6fiaj{\iyu- / i. 

I . V" ctiswarnc-u xvftv jnfia^vt 

7S r«w 

て —Cp oV^a.x.Vwa-Grt 

“5TU a 。 ’ も 》 ’ パ， (O^'tyihaiTBK. 

•‘ ^arant^^u ふ々 K dW^r «m 命 r ふか说、 

峰 — ゴ麵 — ； 
fur, cwnJt cr/ufl«jyTjuT*> caZ'j(. 

I り，分 — 如 “—^ 

时⑽ • ，：ムを 4 心 
を fuyetncH s • 咖 • w if 

. な”ホ • — X 咖みな ‘“— 

が， W.uiravror-y^ <^>^rd ( 取 

v^fOKtf^UMurjiiw tfcqx^eiy, oittKco ixayd^r.Ki^ 

咖 a^oftay. t« 6W« lAoXw ^feturoy. 

j • 。ノ札 ** 分 , W が (oiifivt r^tysfio'ffat irt- 
I ^-"Wa, syo't ,ui-(£ a ； dua^ M a • 勿 , • 

•'T*-, * W » o^aa^.W^TKK ‘ 

Tc^ny^iUuj^fu, Cumo^). 4Kt>f J. 

“ W ヤ外 》 t« 今 <u^t ( iwTfiw ， ； x5» H< 

I •««; a.Sfa^tt n ipnuit inult 

I* 1 f W *>&■«« «Vf - }M Ctwscr^^ lUm> 

' 4 M*f «u-(05r iis-cqaVijau^^ooiri^Kf. '» 

| C 今 ra»^stTr t«to> xtyrmc^ibceuM,id,u^tct 

|*i a— 、 • HJtSaui;:: omrtfr jn,ua ^.XWluaf SUcu}> 

| 心心 i て叫 iS 心— u ^ aa ^-3 如 
|“^ 1 ». ふナ > « ヤヤくべ —1 « T | 5 XS/i/0(i(U ， c, 
i vs3^;j{T«iTi»«»/a5 iXMU/unrti6\ltanr mix 

ぺ成 • ^^KtAHid^XX^V 

j ツ W 十 : f — ， ^•Jfiy*»6iruyi^ aji . 

xtrrw>!]xlixeuu 

I t mko tm Ttor.ifeustla juts 

I Tto’hoi 例 iiV*v, co'fM >cn/i 7 «, Me»ivr 0 t. 

«• nor^axo^aTSfylt. 

'.,, V -^_ *®£?0 ， *5w<» f i7! av~0f , 1 ( 0 / c7t*V* 

ewi itara:dxot1(C — “V», w •一 ^cn?Jsu 
ixwv Tw-narafaxw'ia. 


uo os*» w.n ： «qn? 〇 -TlW 1 * ii3vigxiaTp¥flty!<'pjon'»9ti , ! , l 17 : pn'jin'w'? jvwy V? oD* 101 w 

技 W J3n !Tp9 1 iV'p.'^VVTW ■, ietyvjtv?svV?-VTPPi>>': 

njcp^OT.riyjp^nToyioncnriSapw'vwr] ltf s-niSjn^K 1 ?VKpir?SyVpsqn>_ 

: 幻 p*?s l ?0!<K'V0M«3VT3^tn5v ， gT{^rf3n.|in 今 ; panpni^tv ? 十巧 “ ： irfT!W ； 

: Ny：o ov n? 9 i'Vv n orna ?： av 1 * 1 i '：> cna *» wvo pp tj cwrw^ 〇 ^ 〇 *? i^jn P?W M 

■W^VINWWJ*〆” I nua nr!??> rTfoVTa puen *•« iriai t：irip ya rW r，?l 

OK»♦ : Kr»T35T.ffp kS »p<crnnT?*!«0«?»*yTOten>cy t> wn«in^V»7 ^ r T " v »*ruafiodu M .u *： 

荔二:;^は，， 1 ^ |逆％辟 SENSES 


Nuw]uitl occulubt. 
.dKtnirSun hli:<|uu 
， j"am ru.vi ro«riu. 

il.& vim «loo«.v lurpuft rfAtcullJjum >ut < ； i»J 二 
n^uodlocuiui rNiciJibiccfei lupntvni. 

- ^wnrfjiiufoiirtll niiwi *' Ap|ui<l>o none.& 

'*8™°' p<*m«rolii- 6 jokdi ijomf pnrniwiuura.non »)cilUr. 
.o^.octcorin.Do^no. ” £. 4w nicAUWum&dnd,, 
'n(umr».&oonJi- 


l.«ft.b««oo„oo« £ o, 1 mDo«no. - £.jr«ni.AUJumAd.n,, 

<^.imijaM5iiiuiufti«ur«lioaii.ui.* 1 «ummforofccon(umr».&.>onJi. 

,' «»'"ix <odUM >U *： «e fttiH licai ttm haoc, vi confunu. .»li D mcan> 
ttOfnc torn non rkmc •* •--へ 


- -- ivminiuu iniium cam 

^rP'' , . “ D_««_c Doninui: 

-r-. t' rrfponditAb»»kim. &<Jiw •- M»l. 

iJeqttmtju>g)ocjiol 1 i»,oi 1 mo llrT , un<lul ,| <jt ^ tTlJc (〇 


見開き 2 頁の上の段は 4 つの欄から成り、左から順にへブライ語本文、ヒエロニムスのラテン語訳（ウ 
ルガータ訳）、七十人訳聖書のラテン語訳、七十人訳聖書の本文が記され、下方の低い段には、左頁に 
TO の本文、右頁にそのラテン語訳が印刷されている。パグニヌスのラテン語訳聖書（第3章 §3) に 
ならって、アラビア数字による章節の番号も記されている（注8参照)。18章19節のへブライ語本文と 
ウルガータ訳を拡大すると、次のようになる。 


vpin，q * : pNn ^ ia^b irnrp か， 

TT 1 、n 碑 n inni^i ，1’ ； 

r - n , n » x>nn ]^th oa^pi npiy rnit^S rnin > 
np^n * : vhiJ mx □扣^ r - Sy ic 


fliflimi ; & bcncdiccndce lint in co otnncsna . 
i9 tioncs tcirae.^Sciocnim quod pr^ccpturuslit 
filiisfuis , 6 c domui fuaepoft Cc y vtcuftodianc 
viam Domini ; & facianc judicium & iuftitia ： 
vt adducat Dominus propter Abraamomnii 
:〇 que locutusclt ad cum . *Dixitiraque Domi . 


へブライ語本文には、母音記号とアクセント記号がついている。コンプルートウム多言語聖書 ( lHh ) 
の本文を基本に第ニラビ聖書で修正したとのことだが （3 Ge ,54)、 母音記号もアクセント記号もかなり 
改善されている。対応するウルガータ訳は、 VUL SC ( lLa ’） の本文と——従ってまたコンプルートウ 
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ム多言語聖書の本文とも——基本的に同じである。七十人訳とそのラテン語訳は次のとおり, 


umd vrxcifict plus fun y domui \ 
cufioatcnt n^ias Do/hm^vt fiaant 


1 S(io (nitrs i ‘ 

fcO 9 cuUodtcnt n/ias Do^mi y rvt fac 
trpMMft C tt4 ^ l( lum \ ^ ddduc.tt Dotmnus fuper 
gi/rvm omniA (jtucunqtic locutus cfiad cum. 


f 气ヤ，味 • ^dV^OTl C 贿み似碱“', 

avVoV - y ^ <pvX^r.Tdfo^； y,^j 

も抑贿 —“jw ^ “ 叫ふ hxyciyr}^^ 

忍 Tcd^'ira.i^cthr.Ti ctvrdy. • 


この七十人訳本文もコンプルートウム多言語聖書からとられたものであろう。71018 IV の前にて 0 C が挟 
まれ、 dppaaji という形も同じである。そのラテン語訳もコンプルートウム多言語聖書と基本的に同じ 
である （ quaecunque 「何であれ彼に向って言ったことすべてを」と、意味が強調されている）。 

Scio enim quod praecipiet filns sms , et do mm suae post se : et custodient vias Domini,ut faciant mstitiam et 
iudicium ; ut adducat Dominus super Abraam omnia quaecunque locutus est ad eum . 

一方、タルグムの本文は次のようになっている。 


で anjpjjpni ivns” 1 ，碑 ，1 *7nn nu^nyT.H.>f 19 • 印 17 ? つ？ 

nsjinrinininNUDp.Nniioyionmjp ，:， i0 i'niSj;nsn^ 1 ?V^n!Dni3t?Sy>» sjh.1 _ て 5 ； 


これはコンプルートウム多言語聖書と同じく n ^ rrin ^ という読みをとっているが、語の綴りと母音記 
号の付け方には若干の違いがある oni ^, 等)。対応するラテン語訳 （ coraz は coram に訂正さ 

れている）に、綴りや句読点以外の違いはない。 

di Dixitquc Dominus: Nunquid celabo ego ab Abraham quod ego facio/ " Abraliam autem crit in gentem magnam robu(la , . 

Cl，， r omn 5 s Popuh lc [ rx ' Qu^ia noui quod prxeipiet filiis fuis,& vins domus fua'polt rc,vcctillodiant vias 0119 rc- 

w ^ino；vcraciant iuitiuam ik iudicium：vcadducat Dominusfupcr Abrahnm,quod iocuruscfl vcadduccretfuper cum. 

'^uc Dominus: Clamor Sodomx &Gomorrar, quia mnltuseftj &peccatum corum,quia forte eft nimis. 11 Apparcbo nunc,& 

Quia noui quod praecipiet filiis suis , & vins domus suae post se , vt custodiant vias quae recte sunt coram 
Domino ; vt faciant iustitiam & iudicum : vt adducat Dominus super Abraham , quod locutus est vt adduceret 


super eum . 



26 


第 3 章宗教改革期のラテン語訳聖書 

旧約聖書を原典から訳した翻訳者たちは、へブライ語聖書だけを見ていたのではもちろ 
んない。彼らは既存の翻訳、とりわけウルガータ訳聖書と、教父たちの注解、そしてへブ 
ライ語学者たちの著した辞書を活用した。ラビたちの解釈も（間接的であれ）参照した。 
ヒエロニムスが5世紀初頭にへブライ語本文に照らして改訂.完成したウルガータ訳が、 
ヨーロッパで広く一般に用いられるようになったのは8世紀末と言われるが、その後校訂 
の努力が重ねられたにもかかわらず、筆写の誤りや挿入が原因で本文伝達の純粋さが保た 
れず、さまざまな混乱が生じた。それだけでなく、ヒエロニムスの訳はへブライ語原典の 
訳として必ずしも正確でないという認識も、ウルガータ訳の不備を指摘する翻訳者たちを 
中心に徐々に広まっていった。ウルガータ訳聖書はトリエント公会讒で唯一公認の聖書正 
典と宣言されたが （1546 年）、最初の批評校訂版が出版されたのは1592年である（シクスト • 
クレメンティーナ版. 3 Br , 「ウルガタ訳聖書」参照）。それまでの間、聖書の日常語訳とほ 
ぼ同時期に（年表参照）、カトリック、プロテスタント双方の側から、新しいラテン語訳聖 
書が刊行された（パグニヌス、ミュンスター、カステリヨ、エティエンヌ、トリメリウス 
ら）。これらが聖書翻訳者や学者たちの大きな助けになったことは言うまでもない。以下、 
主要なものを年代順に取り上げて概観するが、その前に、ヴィッテンベルク時代のルター 
も使用したと推測される、注解付ウルガータを見ておくことにしたい（以下、創世記に限 
定して話を進める）。 

1 . 1498年出版の注解付ウルガータ ( lLb ) 

ここに取り上げるのは、 セバスティアン •ブラント （ Sebastian/Sebastianus Brant 1457 
—1521 . ドイツの詩人.法韋家）が編集し、ヨハン. フローベン （Johann Froben c . 1460 

— 1527) が ヨハネス •ペトリ （Johannes Petri 1441 — 1511) の協力を得て1498年にバーゼ 
ルで出版した、注解付ウルガータ訳聖書の第一巻（モーセ五書）である。これは、ルター 
が用いた参考書の1つと考えられている (3 Gn , 311) (注16)。本書は、ヴァラフリードゥ 
ス•ストラーボ （Walafridus Strabo c . 808—849, ドイツのベネディクト会修道院長）ら教 
会教父たちの標準的注解を集めた聖書注解集録 (glossa ordinaria ) (3 Gd , 294 ff .) と、ラン 
のアン セルムス （Anselmus de Laon 1050 —1117. カンタベリのアン セルムスの 弟子）に帰 
される行間注と、リラ（リール）の ニコラス （Nicolas de Lyre/Nicolaus Lyranus c .1270 

— 1349 .フランスのフランシスコ 会士） (4 Bc ; 4 Bd ; 3 Gn . 240 ff .; 3 Gd , 219, 304 f .; 4 Hf , 49-51) 
による聖書の語義的 • 倫理的注解 {Postilla litteralis et moralis in Vetus et Novum Testamentum ) 、 
ブルゴスのパウルス （Paulus Burgensis/Paul of Burgos c .1351 —1435. ラビの 教育を受け 
たユダヤ人改宗者で、 ブルゴスの 大司教を務めた） （3 Gd ,272 ff .) による ニコラスの 注解へ 
の 批判的追加 （ Additiones ) 、 パウルスの 見解に対する マッティアス •デーリング （Matthias 
Doring c .1390 — 1469. ドイツの フランシスコ 会士 で、 歴史家•神学者 ） の 反論 ( Replicationes ) 
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等で構成されている。聖書本文の前には、ブラントの挨拶文、聖書の正典諸文書と非正典 
諸文書の解説、ニコラスの3つの序文（聖書全体の紹介、著者の意図と順序、聖書の倫理）、 
パウルス によるニコラスの聖書注解への追加、ニコラスを擁護するデーリングの反論の序 
文等、多くの文書が置かれている。 

創世記18章19節を含む頁は次のとおりである。 
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頁中央に創世記のウルガータ訳本文が記されている （17 — 19節）。以下に拡大図を示す。 
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Scio enim quod precepturus sit filijs suis et domui sue post se . vt custodiant uiam dommi:et 
faciant iusticiam et iudicium : vt adducat dominus propter abraam omnia que locutus est ad eum . 

この本文は今日の校訂版 （ lLa ) と基本的に一致している。 

本文には行間注が施されている （a Eo fine [〜を目的として]と a precepta [教え]は vt 
custodiant uiam domini の注 。 b Recedant a malot [悪から离隹れる]は faciant iusticiam et 
iudicium の注〇ノ〇 


Quasi ideo notifico ei iudicia mea : vt sequacibus suis nota faciat . Non solum premia : sed etiam 
obedientiam iusticie filiorum eius promisit deus abrae : vt circa eos etiam promissa compleantur . 

それゆえ、あたかも「わたしはわたしの諸々の裁きを彼に知らせる、彼が彼に従う者た 
ちにそれらを知らせるために」。特権だけでなく、彼の息子たちの正義への服従をも、 
神はアブラハムに約束した。彼らについても約束が果たされるために。 

この説明は、当然ながら「わたしはアブラハムを知った」ことを考慮していない。 

本文の周囲には、左側に聖書注解集録 （ Glo . ordi .)、 右にリラのニコラスの注解 （ Nico.de 
lyra ) が印刷されている。17節 Dixitque dominus : Num celare の左側の文字 C によって合図 
される注解集録の記述は、次のようになっている（聖書の引用句をイタリックで示す）。 


30 


• — • — -W- ，- ■—- , す，一 — — 

gaudiu partt. c /HHucdiirf potc. 

|&a on^ abzac rccrctafua commutir ： 
quc polunraridfuca fccrcto? nddcj 
cjrcoito:c co$itouiKDc4ln came iw/ 
fctcuruo oc6 rbefauri fapicn 

tie ct fcic abfcoditi.^ionitrrtt quo 中 
ab：iic no foLu pmta:i5 obcdicntic fill/ 
oc a 9 lufiicti cr circA co0 pjomUTa co 
ptcrt*Hurfanu^ .pnuttif ifaac in gen 
temagna fumr°:a 穿 iru.o bfiaiccmr 
oca getea fre* fdulb 9 ^bte ouo Uli 
promtmmf. 6010 tudeemm f m car/ 
ncin：cr omnee gcntc« per fidcm. 

C Num celare potero (17 節） . Bene dominus abrae secreta sua committit : quem voluntatis sue 


et secretorum fidelez [ sic ] executorem cognouit : de quo in carne nasciturus erat in quo [ sunt ] 
omnes thesauri sapientie et scientie absconditi . 〔コロ 2 : 3 」 .Promittit quoque abrae non solum 
premia : sed obedientie filiorum eius iusticiam et circa eos promissa compleri . Rursumque 
promittitur isaac in gentem magnam futurus (18 節): et quod in eo benedicentur omnes gentes 
terre (18 節） . Quibus verbis duo illi promittuntur . Gens iudeorum secundum carnem : et omnes 


gentes per fidem . 


注解者はこの部分を、キリストと結びつけて解している。すなわち、主はアブラハムに 
ご自分の秘密を委ね、彼をご自分の意志と秘密の忠実な実行者として知った。そのアブラ 
ハムから、「そのうちに知恵と知識との宝が、いっさい隠されている」〔キリストが〕肉に 
おいて現れることになっていた。主はまたアブラハムに、特権だけでなく、彼の息子たち 
の服従の正義と、彼らについて約束が果たされることを約束する。注解者はアブラハムが 
「大いなる種族となり」「彼によって地のすべての種族が彼によって祝福される」という約 
束 （18 節）を、イサク （10 節参照）と結びつけている。これらの言葉によって予告されて 
いるのは、肉によるユダヤ民族と、信仰によるすベての種族である。この解釈は、ガラテ 
ヤ書におけるパウロの解釈を想起させる点で非常に興味ぶかいが、主が「アブラハムを知 
った」という（選びの）事実を素通りしている。とはいえ、本文自体がこうなっているの 
だろうから、これはやむを得ぬことである。 

他方、本文右側のニコラスの注解の文字1で合図される箇所は、次のようになっている。 


amfubditur: lcnim«.aic/ 
qumir: m // ^lamo: lodomommt 

Scio enim etc . et sequitur : 

というのは、わたしは •. .知っているからだ。そして以下の文。 
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ここに18章19節についての注解はない。ニコラスはラシから大きな影響を受けたと言われ 
ているのだが（彼は先人の誰よりも徹底してラシの注解書を研究した [3 Gd ,219])、 ここ 
でラシの解釈に全くふれていないのはどういうわけだろうか。念のため、1488年に出版さ 
れた彼の Postilla super totam Bibliam ( IDe ) を見ても同じである。 

amicitieodcu abrabai fubdit(fclo^ni^ 

regF Cclioi fedomo 
riliwmfil^^pccacni eoiu erdt pat む ia re# 

さらに、 18 章の末尾にまとめて印刷されたニコラスの倫理的注解 （ Moraliter )、 ブルゴス 
のパウルスによるニコラスの注解への追加 （ 4項目）、および、それに対するマッティアス • 
デーリングの応答にも、19節の問題の語句についての記述はない 。 Additio 1111でパウルス 
は、創世記18章23節以下のアブラハムの嘆願の言葉と響き合うエレミヤ書5章1節 (Circuite 
vias hiersalem ... et quaerite m plateis eius , an muematis virum facientem ludicium et querentem 
fidem , et propitius ero eius . 「エルサレムの道々を行きめぐり . その街路で、裁きを行 
い信仰を求める者に出会うかどうか、捜してみよ。そうすれば、わたしはそれ〔エルサレ 
ム〕を憐れもう」）を引用しながら、19節の内容——子孫に正義と裁きを行わせるようにと 
のアブラハムへの命令——について論じ、デーリングも Replica の中でそれに応じている 
が 、 Scio enim quod という訳自体については二人とも何も言っていない 。 “Si Lyra non 
lyrasset , nemo doctorum in bibliam saltasset ” （「もしリラが堅琴を奏でなかったなら、学者た 
ちの誰も聖書に向って踊らなかっただろう」）という有名な言葉 (4 Bc , 196; 4 Gi , 76; 3 Gn , 
240 f .) が伝えられているが、リラは重要な一節を飛ばしてしまったのではないか。なおル 
ターは、リラのニコラスがあまりにも字義にこだわり、ユダヤ教的（ラビ的）解釈や中世 
の釈義方法に寄りかかっている、と感じていたらしい （4 G 1, 192; 4 Bd , 120; 4 Gi , 76)。 

2. ツヴィングリの創世記注解 （ ILc ) 

次に、翻訳聖書ではないが、ツヴィングリ ( Huldrych / Huldreich/Ulrig Zwingli 1484 
-1531)の創世記および出エジプト記解釈を伝えるためにレオ•ユート (Leo Jud 1482— 
1542) らがツヴィングリの生前に出版した、『創世記注釈集録 』 (Farrago annotationum in 
Genesim , 1527)を見ておこう。レオはツヴィングリの親しい友人また助言者で、彼の両親 
はカトリック教徒であった （4 Lb ,47)。 本書はツヴィングリの著作ではないため、彼の考 
えをどの程度忠実に伝えているか疑問視されることもある。しかし、彼自身が一部を校閲 
し自分の名を冠することを許した作品なので （4 Hf , 422)、彼の使用したへブライ語聖書と 
の関連やチューリヒ聖書（後述）の訳文との関連を見るためにも重要である。 

ツヴィングリは創世記18章18—19節のラテン語訳本文を引用しながら、次のように解釈 




する （ p .189 f .)。 
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Cum fuairus fit in gentem magnam ac 
fortcm, QC benedicendae fintin eo omncs 
nacioncs terrae.Scio cnim quod praeccptu 
rus (Vtfili/s luis QC domui ftiaepoft fc, ut 
cuflodiant uiam Domini, dc tadatiudi^ 
ciud^ iuRicia y uc adducat Dominus/pter 
Abraham omniaque locutuseftad eum. 

nfo^aTro^aciq eft , cur Abrahet banc rent non fit 
c^tUturni* Primcauft ejlmgnitudo ipfius Abralkc 

propter promifioneta corporals quam ffnritudle. q.d. 
Non celabohanc rem tantu Mr u, fed notu fac tamtam 
。心 fa ubi latinus habet (fcio ) Bbrm dicit 

戍ム won notrnpxcuw^mdnifijhbo, aperiam ci banc rentj 
r ut uerbu KaU lada y hictranjmue accipiatur. Nofie pro 
notum fkccrc* Non tacebo hanc rem, (jtufk^luriti jum 
Abrahamo ，/ "cd aperum, crc» Idq ； rurfm duabufex 
cauptsiPrim , ut ipfe hoc fidumfitts pofteriscr Ube* 
ris annuncict : ut 4 peffims fcelcribus Jibi temperent: 
ut iufiicum cr iudiciuferuent* Secundd,ut Abraham 
cr pojkri eiut difcantDeum efie ucruccm: cr quod 
feruaturut fit Abrahamo er/www eius quecu^ pro ジ 
mipt^am fenfwi planus eH , quod p on ： tuno ジ pro 
rioui placet exponcre,ide erit fenfusJiaA perta omnem 
rent Abrahamo. Noui enim cum turn integrum ejfe ui* 
runtyUt nihil dubitem^uin,quumhacrcm t quant pro* 
pofui audicrit,filijs fuispt expofiturus, pr^ceptumq ； 
eiSyUtiturpibus abjlirtecint y utiu/bciam aciudtciumco 
Unt. De'mdcut agnofeant Dcum effe tom ueracem , ut 
quemadmodum \mpios , wxtd uerbum quod ad Abru^ 
ham locutus crat y perdiacrit Jkcr Abrahx zj fcmitn 
eius promilfapt fermturus. 


聖書の引用文はウルガータ訳 （ lLa ) と概ね一致するが、18節の ac fortem , & benedicendae 
sint in eo という部分は異なっている。これはッヴィングリ独自の訳だろうか、記憶からの 
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引用だろうか。一方、19節の本文はウルガータ訳 ( VUL SC ) と一致している。注釈部分の 
欄外の Ki iadaethi および Iada という見出し語から、彼がへブライ語の動詞 VT に注目 
して創世記の本文を解釈したことが分かる。 


ripoaaTiooroovq est , cur Abrahae hanc rem non sit celaturus . Prima causa est magmtudo ipsius 
Abrahae propter promiBionem tam corporalem quam spiritualem . q . d . Non celabo hanc rem 

tantum uirum , sed notum faciam . Nam ubilatinus habet ( scio ) Ebreus dicit ’门リ*?’ " O , quoniam 
notum faciam , manifestabo , aperiam ei hanc rem , ut uerbum Kal , Iada , hie transitiue accipiatur . 
Nofie pro notum facere . Non tacebo hanc rem , quam facturus sum Abrahamo , sed aperiam , 

etc . ... Iam sensus planus est , quod si omnino 17 T 1 ,pro noui placet exponere , idem erit sensus , 
sic : Aperiam omnem rem Abrahamo . Noui enim eum tam integrum esse uirum , ut nihil dubitem , 
quin , quum , hanc rem , quam proposui , audierit , filijs suis sit expositurus praecepturusque eis , 
ut a turpibus abstineant , ut iusticiam ac iudicium colant ... 

これは、なぜ彼〔主〕がアブラハムにこのことを隠さないのか（注17)、その prosapodosis 
である〔正しくは Tipocra 71630 eng 〕。 その第一の理由は、精神面と同様身体面での約束ゆ 
えのアブラハム自身の偉大さである。〔主は〕こう言っているかのようである。——「わ 
たしはこのことをこのように偉大な男に隠すのではなく、知らせよう」。確かに、ラテ 
ン語で sdo となっている箇所のへブライ語は「わたしはそのことを彼に知 
らせる/明らかにする/開示するであろうから」である——カル話態の動詞 yada がこ 
こでは他動的に解されるという前提で。「知った（その結果知っている）こと」は「知 
らせること」と同じである。「わたしは、アブラハムにしようとするこのことを、秘密 
にすることなく、開示するであろう、等々」。 • • •さて、意味は明らかである。なぜな 
ら、もし yada を全面的に “ noui ” （「わたしは知った」）と説明することが気に入る場合 
でも、意味は同じであろうから。すなわち、「わたしはすべてのことをアブラハムに開 
示しよう。なぜなら、わたしは彼がこれほどに完全な男であるのを知ったので、その結 
果わたしは次のことを全く疑わないからである。すなわち、わたしが示したこのことを 
彼が聞いた後、彼は自分の息子たちに〔それを〕提示し、また、彼らが恥ずべきことか 
ら遠ざかるよう、正義と裁きを重んじるよう、彼らに命じるであろうということを。…叫。 

ッヴィングリのへブライ語解釈は疑わしい (4 Ec , 69の高い評価にもかかわらず）。彼は 

yr のカル話態をヒフィル （ rrin ) の意味にとったように見える。ロイヒリンは他動詞 
を3種類に分類し、その第三類を「第三者の他動詞 」 (verbum transitivum in aliquod tertium ) 
として説明したが、これはまさにヒフィル話態に相当する （ lDf , 585 ff .)。 カルがそのまま 
ヒフィルの意味になることはない。ツヴィングリはロイヒリンの『へブライ語入門』 (1506 
年）によって学んだはずなのに （4 Zb , 40; 4 Bm , 43; 4 Gh , 186)、どうしてこういう誤りを犯 
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したのだろうか。以下に見るように、少なくとも創世記18章19節に関する限り、彼の解釈 
がチューリヒ聖書（ドイツ語、ラテン語）の翻訳者たちに受け継がれることはなかった。 
彼はまた、へブライ語の完了形を scio と訳しても novi と訳しても意味は変わらないこと 
を力説しているが （ novi の意味が「知った結果知っている」ということであれば、 scio と 
区別する意味はないのかもしれないが）、これは結果的に、ウルガータ訳をそのまま認める 
ことにつながる。ルターやティンダル（後述）が彼と同様に現在形に訳した理由も、その 
あたりにあるのだろうか。 

3. バグニヌスのラテン語訳旧新約聖書 （ ILd ) 

次に、イタリアのルッカ出身のドミニコ会士サンテス.パグニヌス （Santes Pagninus 
1470—1536年. Sanctes , Xantes / Pagnino , Pagnini とも）が、25年の歳月をかけて1518年頃 
完成した旧約聖書のラテン語訳を概観する（旧約外典と新約の完成は1521年。初版の出版 
は1528年） （4 Lb , 41, 43; 4 Hf , 186)。これが作られたのは、ルターによるモーセ五書の最初 
のドイツ語訳 （1523 年）が刊行される5年も前のことである。 

パグニヌスは、1486年にフィエーゾレのドミニコ修道会に入ってサヴォナローラ 
(Girolamo Savonarola 1452—98火刑）の下で学んだ。その後、フィレンツエに移って東 
方の言語（特にへブライ語）を研究し、その能力のゆえに広く知られるようになった。こ 
の頃、ジョバンニ.デ•メディチ （Giovanni de ’ Medici 1475— 1521) の知己を得たらしい。 
1513年頃、っまりジョバンニがレオ10世（在位 1513—21) として教皇の位にっいた頃、パ 
グニヌスは彼に招かれてローマに移り、自由学校の東方言語のクラスの指導を任された。 
レオ10世は、東方の言語の研究を奨励して人材をローマに集めただけでなく、パグニヌス 
の聖書翻訳も後援した。1521年にレオが死ぬと、パグニヌスはフランスのアヴィニョン、 
さらにはリョン （1524 年以後.ルター主義の流入に抵抗）へ移住し、そこで生涯を終えた 
(4 Bk , 175-79)。彼は、聖書の翻訳のほか、ダヴィド•キムヒの『語根の書』の翻訳 (Thcsawus 
Linguae sanctae : ex R . Dauid Kim chi Sejer ha - Shorashim . Paris : Robert Estienne , 1548) 、 /フム 
語の辞書、そしてへブライ語の辞書（第3章§ 3で詳述）を著したことでも知られている。 

彼の聖書は、 （1) ヒエロニムス以後初めてへブライ語とギリシア語の原典から訳した 
ラテン語訳であり、 （2) 聖書の章節番号（注 8) を導入した点で、特筆に値する。カトリ 
ックとプロテスタントの多くの聖書翻訳者が本書を利用し、その中にはルターやティンダ 
ルもいた（ルターのパダニ ヌス 批判については第5章§1で述べる）。ユダヤ教徒もこれを 
評価した。彼は、一時期長官を務めた (4 Bk , 177) ヴァティカン図書館の所蔵写本を自ら 
調べたうえで、旧約聖書の底本に1488年のソンチーノ版か1494年のブレシア版を用いた 
(4 Lb ,41)。 パダニ ヌス はまた、ユダヤ教のラビたち（キムヒ、ラシ、イブン.エズラら） 
の注解も参照した。本書における旧約文書の順序は、モーセ五書、ョシュア記、士師記、 
ルツ記、サムエル記上下、列王記上下、歴代誌上下（すべて上下を別文書として扱ってい 
る）、第ーエズラ書（エズラ記）、第ニエズラ書（ネへミヤ記）、エステル記、ョブ記、詩編、 
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箴言、 コ ヘレトの言葉、雅歌、ィザヤ書、エレミヤ書、哀歌、 エゼキエル 書、 ダニエル 書、 
十二小預言書、 トビ ト記、 ユ ディト記、知恵の書、シラ書、 バルク 書、そして第一および 
第ニマカベア書であり（正典と外典との間に空白の3頁が挟まれている）、巻末には “Liber 
interpretationvm nominvm hebraicorvm ” （「へブライ語人名の解説書」）という題の長い文章 
が付加されている。パ ダニ ヌスの聖書は、その後何度も再版され、ときには改訳を施され 
た。有名なのは、 セルヴェト ウス、 エティエンヌ、 そして モンタヌス である（後述）。 

創世記18章19節の訳文は次のとおりである（へブライ語本文は印刷されていない）。 


19 fibi m co oes gctct ccrrx. 1 Qjui nooi com. 
Proptcrea 5cipicc filqs fajf,&dotoni fas poft 
f c , 没 callodiet mi dni, at faaac mfhtia^cc iudi 
ciu,at oenirc facuc dns fap Abraham qd* loco 
Zo tuscftfupcu.^jCtdixKdns.ClamorScdooi 


Quia noui eum . Propterea praecipiet filijs suis , & domui suae post se , & custodient uiam 
domini , ut faciant iustitiam , et iudicium , ut uenire faciat dominus super Abraham quod locutus 
est super eum . 

というのは、わたしは彼を知ったからだ。そのため、彼は彼の息子たちに、また彼の後 
の彼の家に命じ、そして彼らは、正義を、また裁きを行うべく、主の道を守るであろう。 
主がアブラハムの上に、彼について話したことを来たらせるために。 

この訳は、へブライ語の末尾の1を訳出した点、へブライ語の完了形をラテ 
ン語の完了形に訳した点で、明らかにウルガータ訳にまさる （ noui を scio の意味にとり 
うることは確かだが、パダニヌス自身がそれを望んだようには思われない）。この解釈は非 
常に重要であり（後述する彼の1529年の辞書も参照）、ティンダルの英語訳とカルヴァンの 
訳文（ラテン語版創世記注解）の参考になった可能性がある（前者は noui を scio の意味 
にとったように見える）。だが彼は、が目的節を導く接続語 （to the end that ) 
であるとは考えなかった。を前置詞（「のゆえに/のために」）ととり n 皆^:を直前 
で言われたことと見て、両者を結びつけたのだろうか。リシヤール•シモンは、パグニヌ 
スの訳文について、「昔の聖書解釈者たちをしばしば無視して、ラビたちの意見に執着した」、 
「曖昧かつ粗野で、そのうえ破格語法だらけだ」と批判している （3 Ga , 314 f .)。 

4 .ミュンスターの 旧約聖書ラテン語訳と エラスムスの 新約聖書ラテン語訳を セツ トにし 
た聖書 ( lLe ) 

チューリヒの宗教改革者たちは、聖書のドイツ語訳のほかにラテン語訳にも力を入れた 
(下記参照）。ただしここに取り上げるラテン語聖書 （1539 年）は、 スイスの 学者たち の も 
のではなく、セバスティアン.ミュンスターによるへブライ語からの翻訳、デシデリウス. 
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エラスムスによるギリシア語からの翻訳（初出1516年）、そして旧約聖書外典（コンプルー 
トゥム多言語聖書のギリシア語本文に施されたラテン語行間訳を流用）を一つにしたもの 
であり、ツヴィングリと関係の深いチューリヒの印刷業者クリストフ.フロシャウアー 
(Christoph Froschauer c . 1490一 1564) によって刊行された (4 Lc , 284) 〇本書は、旧新約 
聖書の各書の解説を含むヨハン•ハインリヒ•ブリンガー （Johann Heinrich Bullinger 1504 
—75) の長い序文で始まり、過去の翻訳と旧約聖書正典についての概説と目次が続いてい 
る。目次に示された本書の配列は、モーセ五書、前の預言者、後の預言者（大預言書）、十 
二小預言書、諸書、旧約外典、新約聖書の順である。本書に訳注の類はいっさい付いてい 
ないが、ウルガータ訳からの決定的転換をしるしづけるものであった。本書に収録された 
ミュンスターのラテン語訳では、創世記18章19節の訳文は次のようになっている（節番号 
なし）。1534年の訳も並べて示す。なお、この本文は、すでに見た1546年再版の訳（第2章 

§ 8参照）と -1534年版と同じく quatenus を quatinus としている点を除き-全く同 

じである。 


nanones ierr^.Sic cmm n out nim t quod pj^ 
cepturus iic Hltfi fuis Sc domui fuse pofl 
tit cuftodianc u jam dominiDacian t iufttet 
2oi at 中 iuiucium ， qu;mmis fcilicct dominut 
adducac fuper Abraham omnia qux loquu# 
rus cfl ad cum. Ecaicdominus; clamor So# 

Sic enim noui eum , quod praecepturus sit filijs suis & domui suae post se , ut custodiant uiam 
domini , & faciant iustitiam atque iudicium , quatinus scilicet dominus adducat super Abraham 
omnia quae loquutus est ad eum . 

というのは、このようにわたしは彼〔アブラハム〕を知ったからだ。〔すなわち〕彼が彼 
の息子たちに、また彼の後の彼の家に、彼らが主の道を守り、そして正義と裁きを行う 
ように、命じるであろうことを。確かに主がアブラハムの上に、彼に向って話したすべ 
てのことをもたらすために。（ミュンスター、1539年訳） 

Hoc quoque scio quod praecepturus sit filiis suis & domui suae post se , ut custodiant uiam 
domini , & faciant iustitiam atque iudicium , quatinus scilicet dominus adducat super Abraham 
omnia quae loquutus est ad eum . 

このこともまたわたしは知っている。〔すなわち〕彼〔アブラハム〕が彼の息子たちに、 
また彼の後の彼の家に、彼らが主の道を守り、そして正義と裁きを行うように、命じる 
であろうことを。確かに主がアブラハムの上に、彼に向って話したすべてのことをもた 
らすために。（ミュンスター、1534年訳） 
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5. パグニヌスのラテン語訳のセルヴェトウスによる再版 （ ILf ) 

セルヴェトウス （Michael Servetus/Michel Servet 1511—53火刑）の生涯と活動につい 
ては、『宗教改革著作集』第10巻所有の出村彰氏の解説 (3 Gm -10, 292-308) を参照いただ 
きたい。ここでは、パグニヌスのラテン語訳がセルヴェトウスによってどのように扱われ 
ているかを見るに留める（ただし彼は改訳を出したわけではない [4 Lb ,43]) 0 本書の大き 
な特徴は欄外に注釈を入れたことである。前書き （Michael Villanouanus という名による） 
の中で彼は “ In qua re , sicut et in ipsa Pagnini nostri versione , non parum est nobis post omnia 
eius annotamenta desudatum ” （「〔聖書に出てくる予型や比喩の覆いをとって見えるようにす 
るという〕そのことにおいて、われらのパグニヌスの翻訳自体におけるように、彼のすベ 
ての注釈〔手稿〕に接して、われわれは足りぬところのないよう懸命な努力を行った」）と 
述べている。しかしこれらの注釈は、実際にはセルヴェトウス自身のものである (4 Bk , 182)。 
タイトル頁にあるように、本書は1542年にリヨンでポルタのフーゴ (Hugo a Porta/Hugues 
de La Porte 1500 —72) によって印刷出版された。 

本書の創世記18章19節は以下のとおり、パグニヌスのものと全く同じである。なお、こ 
の箇所に注釈はついていない。 


gdircs tcrr^ianoui 

& domui I or poft ic, & cufiodicc viam domim ， v(fhaan 【 
iufhnam>^d mdiauni ， v【venire faciat dominus (uper Abra 
ham quod locut^ eft fuper cum«Et dixitdommusiClamor 

Quia noui eum . Propterea praecipiet filijs suis , & domui suae post se , & custodient viam domini , 
vt faciant iustitiam , & iudicium , vt venire faciat dominus super Abraham quod locutus est super 
eum . 


6. ラテン語版チューリヒ聖書 ( ILg ) 

本書はスイスの宗教改革者たちの労作であり、そのため Versio Tigurina と呼ばれること 
がある (4 Lb , 47 f .)。 編集をコンラート.ペリカン （1532— 38年にウルガータ訳をへブラ 
イ語に照らして改訂 [4 Lb , 37,58])が担当し、レオ•ユート (4 Ec , 48 f .) が五書を含む旧 
約聖書の大部分をへブライ語から新たに訳した (4 Lb , 41, 47)。本書の特徴の一つは、豊 
富な注解（中世のラビたちに溯る）がついていることである。本書は1543年にチューリヒ 
で出版されたが （1543 年版にも複数の異なる刷があるらしい）、これはドイツ語版チュー 
リヒ聖書 （1531 年にツヴィングリ編の完本が出版された。第5章§3参照）が出た12年 
後である。早くも翌1544年に再版され、1550年にも再版された (4 Lb , 47)。タイトル頁 
には、パウロのローマ書15章4節のウルガータ訳が掲げられている （Quaecunque scripta sunt , 
ad nostram doctrinam scriota sunt , ut per patientiam & consolationem scrinturarum spem 
habeamus . 「〔聖書に〕書かれたことは、すべてわれわれの教えのために書かれたのであつ 
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て、それは聖書の〔与える〕忍耐と慰めとによって、われわれが望みをもつためです」）。 
旧約聖書の配列は独特であり、ヨブ記、詩編、箴言、コヘレトの言葉、雅歌が、 エステル 
記の後ではなく、正典の最後（マラキ書の後、旧約外典の前）に置かれている。 

創世記18章19節の訳文は次のとおりである。 


: robuftam, bcncdicendxcy lint in eo omncs narioncs tcmrr lHoc quocp 
)dmandaturusfitfilrjsfuis, & domuifua*poftfc,utaiflodiantuiam DO 
uc^iuftitiam&iudiciumjinhocjutadducat dominvs fupcrAbra# 
•hamumquxloquucuscn ： adcum. Aitirac^ DOMiNvs,FamaSodomorum&I 


Hoc quoque scio , quod mandaturus sit filijs suis , & domui suae post se , ut custodiant uiam 
DOMINI , faciantque iustitiam & iudicium , in hoc , ut adducat DOMINVS super Abrahamum 
quae loquutus est ad eum . 

このこともまたわたしは知っている、〔すなわち〕彼が彼の息子たちに、また彼の後の 
彼の家に、彼らが主の道を守り、そして正義と裁きを行うように命じるであろうことを。 
これにおいて、主がアブラハムの上に、彼に向って話したことをもたらすために。 


前述したように、レオ•ユートはツヴィングリの創世記注釈集録 （ ILc ) をまとめた人物 
だが、本節の訳文はツヴィングリの解釈を全く反映していない。注目すべきことに、この 
訳の出だしの部分はミュンスターの最初の訳 （1534 年 。 Hoc quoque scio quod praecepturus sit 
filijs suis ...) とそっくりであり、そのためへブライ語の完了形のとり方と V 巧^の末尾 
の1の解釈の問題を引きずっている。また目的節を導く n 皆^:の意味も正確にとら 
えてはいない。レオ.ユートとチューリヒの学者たちはミュンスターの1539年改訳 (Sic 
enim noui eum , quod praecepturus sit filijs suis ...) を知らなかったのだろうか。先に触れたよ 
うに、後者は19節冒頭の解釈において、ドイツ語版チューリヒ聖書の訳文 （Dannichkenn 
jn der mafi , das er wirt befelhen seinen kindern .••) とやや似ているのである。彼らはそれを知 
っていたのだが、ミュンスターの初訳の方が1539年改訳（およびドイツ語版チューリヒ聖 
書の訳文）にまさると考えたのだろうか。これは退歩とは言えぬまでも、前進でないこと 
は確かであろう。 


7. カステリヨのラテン語訳聖書 ( ILh , ILi ) 

次に、フランスの人文学者セ バス ティアーヌス.カステリヨ （Sebastianus Castellio / 
Sebastian Castellio/Sebastien Castellion/Sebastien Chateillon 1515 — 1563) による原典から 
のラテン語訳を見てみよう。カステリヨの経歴と活動、特に聖書翻訳、カルヴァンらとの 
関係については、 グ ッギス ベルク の伝記をすぐれた日本語訳で読むことができるので (4 Bp ) 
そちらを参照されたい。カステリヨは旧新約聖書全体のラテン語訳 （1551 年）とフランス 
語訳 （1555 年）を出したが、前者については、まずモーセ五書を先に出版した （1546 年）。 
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創世記 18 章 19 節の訳文は五書版も全訳版も （ iusticiam を iustitiam としている点以外は） 
同じなので、ここでは五書版を見ることにしたい。なおカステリョは、1551年の初版発表 
後多くの批判を受け、1554年と1556年の二度にわたって改訳を余儀なくされた （4 Lb , 48)。 
創世記18章19節の訳文は次のとおり。 


turte.f Nattt certo fcto y fuis eum liberis , zr poyyo 
fu£in poderum Jhrpi pracepturum cjf ら utudlo^ 

U£ norrnm uitm dirigentes, iufliciam colant,at^ 
que iwi, ut lou<t Abrahmo promijfaprcc^et De- 

Nam certo scio , suis eum liberis , et porro suae in posterum stirpi praecepturum esse , ut ad Iouae 
normam uitam dirigentes , iusticiam colant , atque ius , ut Ioua Abrahamo promissa praestet . 

なぜなら、わたしは確かに知っているからだ。彼が彼の子供たちに、さらにまた彼の将 
来の子孫に、彼らがエホバの規範に生き方を合わせながら、正義を、また法を重んじる 
ように、命じるであろうことを。エホバがアブラハムに対して約束を果たすために。 

この訳はこれまで見てきたどの訳とも異なり、直訳調ではない。ラテン語としてすぐれて 
いるようにも思われる。しかし、正確さの点ではどれほどのものだろうか。文体の優雅さ 

が不正確な解釈を覆い隠してはいないだろうか。何よりも冒頭の1皆^: Vpyi : を 

正しく訳したようには見えない。正確さの点で、これがミュンスターの改訳に——さらに 
はウルガータ訳にさえ——まさると言い切れるだろうか。 

カステリョの翻訳は、同時代のフランスのカトリック教徒とカルヴァン主義者のどちら 
からも否定的に評価され続けた （4 Bp , 328)。辛辣なリシャール•シモンが、他のラテン語 
訳を批判する一方で彼のラテン語訳とフランス語訳を評価したことは事実である。しかし、 
シモンの評価は決して全面的なものではなかった。彼は、カステリョのへブライ語、ギリ 
シア語、ラテン語の理解が「ジュネーヴの博士たち」にまさることを認めながらも、文章 
の優雅さを好むあまり「テクストの意味を弱めた」と批判しているのである (3 Ga , 185,324 f . 
cf . 4 Lb , 50) 0 

8. カルヴァンのラテン語版創世記注解 ( ILk ) 

次に、ジャン.カルヴァン （JeanCalvin 1509—1564) のラテン語版創世記注解に含ま 
れる創世記18章19節の訳文を見ることにしよう。これは聖書翻訳ではないが、彼が用いた 
創世記の本文（各章の冒頭にまとめて掲載）とそれに基づく注解を知ることができるので、 
非常に重要である（注18)。執筆開始は1550年、完成は1554年8月である (4 Bq , 223, 295)〇 


40 


i 夕 Quia noui cumrpropterea prscipict filiis fuis, & domui fux poftfe, & cufto- 

dient viam Domini, vt faciant iuftitiam,&iudicium: vt venirefaciat Domi- 
nus fuper Abraham quodloquutus eft fuper cum. 

Quia noui eum : propterea praecipiet filiis suis , & domui suae post se , & custodient viam 
Domini , vt faciant iustitiam , & iudicium : vt venire faciat Dominus super Abraham quod 
loquutus est super eum . 

というのは、わたしは彼を知ったからだ。そのため、彼は彼の息子たちに、また彼の後 
の彼の家に命じ、そして彼らは、正義を、また裁きを行うべく、主の道を守るであろう。 
主がアブラハムの上に、彼について話したことを来たらせるために。 

この訳文を、先に見たパダニヌスの訳と比較すると、ほとんど全く同じであることに気づ 
く （1838 年版 [ ILk ’] は「主」を「エホバ」に変えている）。 

Quia noui eum . Propterea praecipiet niijs suis , & domui suae post se , & custodient uiam do mini , 
ut faciant iustitiam , et iudicium , ut uenire faciat dominus super Abraham quod locutus est super 
eum . (パグ ニヌス 訳、1528年） 


ジルモンは、オリヴュタンのフランス語訳聖書の1551年改訂版（第6章§3参照）を検 
討して、当時カルヴァンはミュンスターのへブライ語ラテン語対訳聖書1546年版 （ lHk ’） 
を利用した、と結論づけている （4 Bq , 145)。しかし、このラテン語版創世記注解の創世記 
18章19節の訳に限っては、カルヴァンが用いたのはミュンスター訳 (Sic enim noui eum , 
quod praecepturus sit filijs suis •••) ではなく、パグニヌスの訳であったと断定せざるを得な 
い（ただし、創世記の訳文全体について彼がパグニヌス訳を利用したわけではない）。確か 
に、カルヴァンがバーゼルにいた時期 （1535— 36年）は、ミュンスターのバーゼル在住の 
時期 （1529 —52年）と重なる（ボムガルトネールは前者が後者から直接学んだ可能性さえ 
指摘している。 4 Fe , 18-21)。彼がミュンスターのラテン語訳 （1534 年 [ lHk ]、 39年 [ lLe ]、 
46年 [ lHk ’]) を参照した可能性は確かにあるが （4 Fg , 58, 78; ILk ’， 7)、いずれにしても本 
節の訳文がミュンスターのものとかけ離れていることは確かである。なお、リシヤール. 
シモンは、へブライ語を読むのにカルヴァンは非常に苦労したと書いている (3 Ga , 345) 
先に指摘したとおり、パグニヌスは旧約翻訳の底本に1488年のソンチーノ版か1494年の 
ブレシア版を用いた。これらにラビたちの注解はついていなかった。カルヴァンはラビ聖 
書の第一版 （1516 —17年）か第二版 （1524 —25年）を親戚のオリヴェタンから譲り受けた 
と言われている （4 Ff ,229)。 翻訳にさいして彼はそれを見たのだろうか。その可能性は否 
定できないが、これらにはタルグムとラシの注解が印刷されており（前述）、創世記18章19 
節の注釈も容易に見ることができたはずなのに、少なくとも本節については、参考にした 
形跡はない。レインは（暫定的にだが）、ラビ聖書やラビたちの他の著作をカルヴァンは用 
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いなかったとする最近の研究に同調して、「カルヴァンのユダヤ教的引用はおそらくラビ聖 
書からとられたものではない」と結論づけている （4 Ff , 229)。 

この注解書には、もう一つ奇妙な点がある。カルヴァンは、18章冒頭にまず聖書本文の 
ラテン語訳をまとめて掲げ、そのうえで注解部分では、各節の聖書本文の一部を見出しと 
して示してから、注解を展開している。18章19節の注解部分は次のように始まる。 


, 9 vropirredpr^dpittfiliiifuv. Sccunda ratio cur lui confim pamcipcm raccrcvcnt Dcu» 
Abraham ： quia non fruftra, necinutilitcr idfc tadurum prxumcat. Simplex autem fcnfus 
e^,admitti Abralum in confilium Dei, quia fiddiccr boni pacrifFamiliasofticium fadurus 
fit in fuis doccndis. Hinc colligimus, Abraham dc Sodomx cxcidio non fua tancum vniu» 


カルヴァンは最初に 19 節の本文の一部をイタリック体で示してから、注解を始めている。 
見逃せないのは、ここで彼が Quia novi eum を省いて Propterea praecipiet filiis suis を見出 
しに選んだことである。これは、最初に掲げた訳文の重要部分を無視したも同然である。 
カルヴァンが章の冒頭に掲載した訳（パグニヌス訳と同じ）は、「というのは、わたしは彼 
を知ったからだ。そのため、彼は彼の息子たちに、また彼の後の彼の家に命じ、そして彼 
らは、正義を、また裁きを行うべく、主の道を守るであろう」というものであった。その 
意味するところは、主がアブラハムを知った事実がまず先にあり、そのことが、アブラハ 
ムが息子たちと子孫たちに主の道を守るように命じるという結桌をもたらす、ということ 
である。だがカルヴァンは、この訳を採用しておきながら、注解ではその最初の部分に全 
く言及していない。それどころか、重要な Propterea (そのため/それゆえに/その結果と 
して）の含意さえ無視している。注解部分で彼は、「神がアブラハムを自らの熟慮に与る者 
にしよつとする第一の理由 」 （Secunda ratio cur sui consiln participem facere velit Deus 
Abrabam ) と関連して（第一の理由は 17 節の注解で指摘）、「だが〔この章句の〕単純な意 
味は、アブラハムは彼の家の者たちに教えることにおいて、良い家長の責任を忠実に果た 
すであろうから、彼は神の熟慮に関与させられる、ということである 」 （Simplex autem sensus 
est , admitti Abraham in consilium Dei , quia fideliter boni patrisfamilias officium facturus sit in 
suis docendis ) と述べている。これでは Quia novi eum : propterea の意味と正反対ではない 
か。後述するフランス語版注解書の訳文（第6章 §5) とエティエンヌの注釈（次節）も参 
照。 

このように、カルヴァンの注解は神学的ではあっても、決して釈義的ではない。本節の 
へブライ語の意味を彼は最後まで理解できなかったように見える（その点ではこの時代の 
他の学者たちも同じである）。この注解書では、パグニヌスの訳を掲げておきながら、それ 
に即して釈義することをしなかった。それだけではない。後年改訂するフランス語版注解 
書 （1564 年）では、パグニヌスとは異なる g 分の訳文を掲げておきながら、注解部分でま 
たしても奇妙なことを行うのである。 
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9. エティエンヌの ラテン語訳聖書 （1557 年） (1 L 1) 

フランスの ロベール •エティエンヌ （Robert Estienne/Robertus Stephanus . 1503— 59) 

は、出版業者として多くの重要な書籍（ラテン語辞典、へブライ語聖書、ギリシア語新約 
聖書、教会教父たちの著作、メランヒトン、エラスムス、カルヴァン、ベーズら宗教改革 
者たちの著作）を世に出したことで知られるが、人文学者としてもすぐれていた。彼はま 
ずヒエロニムスのウルガータ訳の原文復元に努めた（1528、32、40、45、46年） （4 Lb ,34)。 
ここに取り上げるのは、その延長線上にある1557年のラテン語訳聖書である（ジュネーヴ 
で出版）。新約聖書はベーズの翻訳を利用しているが、旧約についてはエティエンヌ自らパ 
グニヌスの翻訳を改訂し、豊富な注釈を添えた （4 Lb ，43)。 これについてエティエンヌは 
前書きの中で、「へブライ語学者たちの最も該博な注解書に由来する諸解釈を 」 (varias 
expositiones ex eruaitissimis Hebraeorum doctorum commentarns ； 採用し 7 こか、とりわけウア 
タブリユ （Francois Vatable/Franciscus Vatablus 15世紀末一 1547) のものが「これらの注 
釈の中でも主要な位置を占める 」 （in his etiam Annotationibus primas tenet ) と述べている。 
しかし、それらの注釈は実際には彼自身のものらしい （4 Lb , 43, 64 n 82)。 本書（第一巻） 
における各書の順序は変則的で、モーセ五書、ヨシュア記、士師記、ルツ記、サムエル記 
上下、列王記上下、歴代誌上下、エズラ記、ネへミヤ記、第三エズラ（新共同訳旧約聖書 
続編「エズラ記[ギリシア語]」と同じ）、第四エズラ（同「エズラ記[ラテン語]」と同じ。 
尹 旧約外典「第四エズラ 書」）、 トビト記、 ユディ ト記、エステル記（付加を含む）、ヨブ記、 
詩編、箴言、コヘレトの言葉、雅歌、知恵の書、そしてシラ書である。 

本書における創世記18章19節の訳文は次のとおりである。左に小さな文字でウルガータ 
訳を、右に エティエンヌ によるパグニヌス訳の改訂版を並べている。比較のため、パグニ 
ヌスの訳を再度掲げる。 


a cio crum quod (H«ccpcurus fh 行 * 
liis fuis,2Cdomui fuaepod (e vt cufto 
diant vum Domini, 6lfacunc iud.* 
cium 6C iuftitiam: vt adducac Dorai* 
nu* propter Abraham omnia qu«lo 
quutus eftadeum. 


^Nouicnim cum^roptcrea prarcipicc filiis luis > domui Tux cluiflw 
^poft fc,vc cuftodiant viam Ichoua:,facjancquc iufticiarn 6c iudi- Abraham . 
cium,vt venire laciac Iehouali # fupcr Abraham quodloquutus eft 
Tupcr cum. 


familum foam 
Det« 


Noui enim eum , propterea praecipiet finis suis , & domui suae post se , vt custodiant viam 
Iehouae , faciantque iustitiam & iudicium , vt venire faciat Iehouah super Abraham quod 
loquutus est super eum . 

というのは、わたしは彼を知ったからだ。そのため、彼は彼の息子たちに、また彼の後 
の彼の家に、彼らが、エホバの道を守り、そして正義と裁きを行うように、命じるであ 
ろう。エホバがアブラハムの上に、彼について話したことを来たらせるために。（ェテ 


イエンヌ訳） 


Quia noui eum . Propterea praecipiet ulijs suis , & aomui suae post se , & custodient uiam domini , 
ut faciant iustitiam , et iudicium , ut uenire faciat dominus super Abraham quod locutus est super 
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eum . (パグ ニヌス 訳) 


エティエンヌの 訳は、神名は別として、へブライ語の末尾の1を訳出しへブラ 
イ語の完了形をラテン語の完了形に訳したパグニヌスのすぐれた訳を踏襲しながら、それ 
を改善したものになっている。 

本節につけられた注釈は次のとおり。本節の冒頭部分に ついて、エティエンヌ はへブラ 
イ語原文を掲げてから、次のように解説する。 

,’夕 Noui cnim cu,proptcrca,8cc.nix , pohvnpT'O Noui enim cu,vf prxcipiit.i.noui eum «fle hominem pium,iuflum,ac doci- 
Icm,noninquaincelaboeum.fec|uitur ratio, vt prxcipiat. Alii vertuntjNoui cnim cum quod prsccpturus eft,&c.Sceft fccun da ratio cur 
lui confilu participcm faccrc velit,quia non fraftra,necinutilicer id faQurum prruidcat, fed fidelitcr boni patriffamiliis officio funQuru 
in misdoccais. P グ ft ff, yins .i.ipfomonuo.q.d.no modo curafuoru hibcbiccjuandiu viuer/cd ctiafolicitusentvtpoftmorccTuS 
apud fuospermaneat fanfta viuendi ratio. Super Abr. oma^p propter Abraham. Aliistamcnraagisphcct vtvertitinterprecvt 

lignincet Moles compotem promiflir fibi gratis fore Abraham fi fuos crudiac in timore Domini, domumquc fuam probe gubemet- Ob- 
ferua v T,more Scripture hie confcqucntiam magis norarc quim caufam. Super eum. : ，， Wjj de eo.i.vcadimplfat Dominus Abn- 

hamo promilTioncs illi fadas.Loquicur autcm^Dcus deiein tertia pcrfona,pro,vt impl(am t &c. 


... Noui enim eum , vt praecipiat . i . noui eum esse hominem pium , iustum , ac docilem , non 
inquam celabo eum . sequitur ratio , vt praecipiat . 

• • •「というのは、わたしは彼を知ったからだ、彼が命じるために」。つまり、わたし 
は彼が敬虔な、正しい、そして物わかりのよい人間であることを知った。わたしは、「彼 
に隠そう」とは言わない。「彼が命じるために」の理由はここから帰結する。 

エティエンヌは 、 Propterea (そのため）の含意をこのように言い換えている。目的を結果 
の裏返しと考えれば、確かに筋が通っている。本文自体を Noui enim eum , vt praecipiat と 
訳したわけではないが、結果的にこれは、この時代ではおそらく他に見られない独自の解 
釈である。だが yr を認識的な意味でのみとらえた点では、彼もまた時代の子であった 
(「第一部の結び」参照）。ラシはこの動詞の含意を考慮して、「人を愛する者は、彼を近づ 
かせる者であって、彼の傍らにおり、また彼を知る者、さらに彼を認める者である」と説 
明した。言うまでもなくこれは、主とアブラハムの関係にこそ当てはまる（第2章§6参照）。 
つまり、「主がアブラハムを知った」ことは、彼の敬虔や正しさの認識に限定されないので 
ある。残念ながらエティエンヌは、このことをラビ聖書から学ばなかったようである。 
続いて彼は、別の訳文を紹介し、それをカルヴァンの創世記注解 ( ILk ) における解釈 
(前節参照）と結びつける。エティエンヌがカルヴァンの解釈をいかに重要視していたか 
が分かるが、パグニヌスを換骨奪胎した自説を本文に掲げた点にむしろ注目すべきであろ 
う。カルヴァンからの引用部分をイタリックと下線で示す。 

Alii vertunt , Noui enim eum quod praecepturus est , & c . & est secunda ratio cur sui consilu 
participem facere velit , quia non frustra , nec inutiliter id facturum praeuideat , sed fideliter 
boni patrisfamilias officio functurum in suis docendis . 

次のように変える人たちもいる。「というのは、わたしは彼を、彼が • • •命じるであろ 
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うことを知ったからだ」。そしてこれが、「〔神がアブラハムを〕 自らの熟慮に与る者に 
しようとする第二の理由であり 、 それというのは 、〔彼は〕 それを無駄にではなく、無 
益にでもなく行うであろう と、そうではなく、 彼の家の者たちに教えることにおいて、 
良い家長の責任を忠実に 全うする であろう と〔神は〕予見しているからである。 

細かい話だが 、 Noui enim eum quod praecepturus est という訳は、エティエンヌの訳とも 
パグニヌス訳 （= カルヴァンのラテン語版創世記注解の訳文）とも異なる。強いて言えば、 

ミユン スターの 1539/46 年の訳 （Sic enim noui eum , quod praecepturus sit filijs suis & ...) と 

似ている（注 19)。 ここで彼が propterea を quod に変えたのは、カルヴァンの注解の説明 
を活かそうとしてのことであろう（カルヴァンでは Noui enim は「彼を選んだ」を意味し 
ないのだから、この quod は「〜であるから」の意味にはとれない）。こう言い換えれば、 
先に見たカルヴァンの注解の不備は確かに乗り越えられる。アブラハムの忠実な行動に対 
する神の予見ないし予知が、神が彼を自らの熟慮に与る者にした（つまり彼を選んだ）理 
由になるからである。 

10. アントワープ多言語聖書第七巻の一部-パグニヌスの訳をアリアス.モンタヌスが 

修正した行間訳 （1 H 1’） 

前述したように、アントワ 1 ープ多言語聖書の第七卷 (Hebraicorum Bibliorum . Veteris 
Testamenti Latina interpretatio , opera olim Xantis Pagnim Lucensis ... Antuerpiae , c .1571) f こ{よ、 
ラテン語行間訳のついたへブラィ語旧約聖書が含まれている（表紙図版、表題、および 4 Hm 
を参照）。このラテン語訳はパダニヌスの訳をアリアス•モンタヌスが修正したものである 
(4 Lb , 44)。創世記18章19節は次のようになっている。 


prrccipicc ^ucd VtopmeA .cilnouiQuja • tcrnc gcntcsomncs coin Propterea 

け nu^ ; vnirv, o T Sb 

ftcinidum *d ,Dni viam cuftodicut& poft Cuac domui & ,fujs filiis vtfadant 
quod Abraham fupcr Dns faciat venire vt jiudiciu& iuftitiam 

m orn^K-Sp nrn\ tNiun idsu?oi npnr 

,Hamorah & ,Scdom Clamor :Dns dixit He ,'cufupcr eft locutus 

zo rrjoinQiDnjjyimnj ^ 

% I 1 h • • A • 濾 • ^ ^ ^ 一 —— A A • 


へブライ語に合わせてラテン語も右から左に並べてある。書き直すと次のようになる。モ 
ンタヌスが修正を加えた語句が右側に示され、対応する語句は斜体になっている。 


Ouia noui eum . Propterea quod oraecipiet filns suis , & domui suae post se , & custodient viam 
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Domini , ad faciendum iustitiam & iudicium ; vt venire faciat Dominus super Abraham quod 
locutus est super eum . 

モンタヌスの行間訳は、へブライ語とラテン語の単語レベルでの対応関係を示す、パダニ 
ヌス以上に逐語的な訳である。を ad faciendum と訳し、 *1 皆好'ラを propterea 
quod と訳したことにより、直訳調が強まっている。モンタヌスの訳文は次のように訳せる 
であろう。 

というのは、わたしは彼を知ったからだ。彼は彼の息子たちに、また彼の後の彼の家に 
命じ、そして彼らは、正義と裁きを行うために、主の道を守るであろうから。主がアブ 
ラハムの上に、彼について話したことを来たらせるために。 

propterea quod は理由を表わすので、1皆^:を正しく訳したことにはならない。適切 
な修正とは言えぬであろう。パグニ ヌスの 元の訳の方がよいのではないだろうか（ただし、 
「彼を知った」が選びを含意するとすれば、一応意味は通る）。パダニ ヌス 訳を改訳したエ 
ティエン ヌの 1557年のラテン語訳聖書（前節）と比較。 

11. トレメリウスのラテン語訳 （1575 年） ( ILm ) 

次に取り上げるのは、イタリア出身のへブライ語学者インマヌエル.トレメリウス 
(Immanuel Tremellius / 7 Giovanni Emmanuele Tremellio 1510— 80) によるラテン語訳であ 
る （4 Ec , 50 ff .)。 トレメリウスはユダヤ人の子として生まれたが、1540年頃カトリックに 
改宗し、翌年サン • フェルディアーノのアウグスティヌス会修道院でへブライ語を教え始 
めると、そこ の 修道院長ピエトロ.マルテイル （Pietro Martire Vermigli 1499— 1562) の 
強い影響を受けて、カトリックを離れる決断をした。1542年にはイタリアを脱出してマル 
ティルらと共にストラスブールへ向かい（到着は1543年初頭）、そこで教師の職に就いてか 
ら、ヨーロッパ各地の教育機関でへブライ語を教えた。彼の経歴（度重なる迫害と移住を 
経験）には、ケンプリッジ大学欽定講座担任教授職 （1549 —53年）、ハイデルベルク大学教 
授職 （1561 —77年）、セダン.アカデミー（ュグノー派神学校）教授職 （1577 — 1580) が含 
まれる (4 Bs , 138 f .) 0 彼が旧約聖書の翻訳を開始したのは、ハイデルベルク時代の1571年 
と推測されているが （4 Lb ，51)、 1573年か、あるいケンブリッジ時代の可能性もある （4 Br , 
146)。 

トレメリウスによる旧約聖書ラテン語訳は、後に改革派の指導的神学者となったフラン 
キスクス•ユーニウス (Franciscus Junius 1545一160 2) の協力を得て完成され、改革派教 
会の標準的なラテン語訳旧約聖書として広く用いられた (4 Lb , 51, 66 nl 43) 0 ユーニウス 
(4 Ec , 51によればトレメリウスの義理の息子）は1573年にハイデルベルクにやってきて、 
78年までそこに留まり、ノイシュタット、ハイデルベルク、ライデンでへブライ語の教授 
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職を務めた （4 Br , 146)。彼もまたすぐれたへブライ語学者であった。初版は、1575年から 
79年にかけてフランクフルト.アム. マイ ンの名高い印刷業者アンドレ アス. ウエケ ルス 
(Andreas Wechelus/Andre Wechel/Andreas Wechel d .1581) によつて出版された （4 Br , 
147)。5巻から成り、全巻の構成は、第一巻「モーセ五書」、第二巻「歴史書」（ヨシュア 
記〜 エステル 記）、第三巻「詩的文書」（ヨブ記〜雅歌）、第四卷「預言書」（イザヤ書〜マ 
ラキ書）、そして第五巻「旧約聖書外典」である（これ以前にトレメリウスは、十二小預言 
書の タルダム [ TJ ] のラテン語訳と、ラテン語訳のついたシリア語新約聖書も出した） 
(4 Br , 121, 122, 125, 147)。表題に “Accesserunt libri qui Vulgo dicuntur Apocryphi , Latine 

redditi , et notis quibusdam aucti a Francisco Junio " (「一般に「外典」と呼ばれる文書-ラ 

テン語に訳され、フランキスクス•ユーニウスにより一定の注釈で拡充された-を付加 

した」）とあるので、外典の翻訳はユーニウスによるとされるが、それ以外はトレメリウス 
が中心になって訳したのであろう （4 Br , 147)。彼らの翻訳の方針および特色、作品に対す 
るさまざまな批判と評価を、エスクールトが詳しく紹介している （4 Lb , 52 ff .)。 残念なが 
ら本書の初版を見ることはできなかったので、ここでは1590年の版 （ ILm ) を用いる。表題 
に “Secunda cura Francisci Junii ” とあるように、これはトレメリウスの死後、ユ 1 ーニウス 
が改訂を施した「第二版」である。 

トレメリウス訳の創世記18章19節は次のようになっている（日本語訳では右欄の訳注を 
括弧に入れて示す）。 


nedicendjc !int omncs.ccnrc< fcrrx ， V.im infr.t：. t. 

agnovi cum,ut quum prarcrrcn't fitiis fic f, fub.u »/. 

〇 fu.T pof^ Ce , eriam ob r crvcnrvfam 〇 Wtbr. domtui 

Jchov* cxcrcencf^ 18 : «> inq-te (it.t. 

prarftffrjchova AHrah.imo irl ouoJ *1 prom ; lit p A -t ^ c / er . 
ci. to Dixit ere^ Jw*hcva , 19 rlamor Se Jo- V,f? >：Ht tvei.nt. 


Nam agnovi eum , ut quum praeceperit filiis suis et familiae suae post se , etiam observent viam 
Jehovae exercendo iustitiam et ius : litque praestet Jehova Ahrahamo id quod pro mi sit ei . 

なぜなら、わたしは彼を認めたからだ。彼が彼の息子たちに、また彼の後の彼の家族に 
(〇 [へ]「家に」 domui ) 命じるときに、彼らも、正義と法を実行することによって、 
エホバの 道を守るために。また、 エホバが アブラハムのために、彼に約束したことを果 
たすために （p [へ]「それが起こるようにするために 」 ad faciendum ut eveniat ) 〇 


19 節に対する注釈 （26 〜28で示された箇所）は次のとおり。 
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~ ~s ' _ - - ^ —- ノ ー . 一 - ふ -; -.,’ 一 -- - . . a • デ ' s § —: *W. |&r|'^ 

7nifitones fkEidS fieprk m nimirum datu iUis promifii rtibtu hdredum benediHioms dternd t de (jui 
bus frditdcnte vtrfit. Hunc verfum % mi4tat<» anticedente txflicattontjn hunc moium reddtmus cjuam fim. 
flicipimt. ” id eft.vivendi ratione,{fuMm homini prdfcribit ut in ea ambulet:freqHes metnfhora. ^ cjuic* 
auid Dens ab homine reauifit, five aiprimam fivt ad ficMndam taOulam pertmeat. ir ^tntecedentia 


26 nimirum datis illis promissionibus haeredum et benedictionis aeternae , de quibus 
praecedente versu . Hunc versum , mutata antecedente explicatione , in hunc modum reddimus 
quam simplicissime . 27 id est , vivendi rationem , quam homini praescribit ut in ea ambulet : 
frequens metaphora . 28 quicquid Deus ab homine requirit , sive ad primam sive ad secundam 
tabulam pertineat . 


26 は agnovi eum ... (「わたしは彼を認めた • • •」） についての注釈だが、「認めた」こと 
の意義には触れず、前節を踏まえてその内容 “datis illis promissionibus haeredum et 
benedictionis aeternae ” （「子孫と永遠の祝福の約束が彼らに与えられた」）を説明している。 
しれに#: \ 咅 P 分 “Hunc versum , mutata antecedente explicatione , m hunc modum reddimus 
quam simplicissime ”（ 「本節は先行部分から別様に解しうるが、われわれはこれを、このよ 
うにできるだけ単純に訳す」）は、的を射た解説とは思われない。トレメリウスの訳は、へ 
ブライ語原文の vpy ” のとり方においてパグニヌス訳と同様にすぐれている。だが、 
n 皆が目的節を導く一まとまりの接続語であることは理解していない。これらを 
切り離して "1 皆好を「ときに」 ( when , cum , oxe ) の意味にとったのだろうか。 

12. ピスカートルの創世記注解 （1601 年） （ ILn ) 

最後に、ドイツの改革派神学者ヨ ハネ ス•ピスカートル （Johannes Piscator/Johann Fischer 
1546—1625) の注解書を見ておきたい。彼は、ストラスブールで生まれ、ノイシュタット- 
アン.デア.ハールトで約2年間教えた後、オ ラニエ 公 ウィレム ー世 (Willem I 1533—84) 
が設立したヘルボルンの学園 (Academia Nassauensis ) に来て、神学教授の職についた （4 Ld , 
291) 。この学園でピスカートルは論理学、へブライ語、神学等を担当し、学生のためにへ 
ブライ語文法の入門書を書いた (4 Bt , Ilf .) 。やがて彼は多産の著述家として名声を博し、 
多くの学生がこの学園に集まった。 

ピスカートルは聖書のドイツ語訳で知られるが（第5章§5参照）、旧新約聖書の注解 
書も数多く残している。五書の注解ではトレメリウス/ユーニウスのラテン語訳聖書を用 
いたが、かなりの改訂を施し、多くの注釈を付け加えた （4 Lb ，52;4 Ld ，291) 。ここに取り 
上げるのは、彼が聖書のドイツ語訳を出す直前に著したラテン語による創世記注解書であ 
る。その創世記18章19節の訳文は次のようになっている。 
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ip Nam agnovi cum.utquum praeceperit filiis 
fuis& familis fux poft fc.etiam obicrvenc viamje- 
hovae exccrccndo juftitiam& )us:utq; praEftct Jc- 
hova Abrahamo id quodpromifitei. 

Nam agnovi eum, ut quum praeceperit filiis suis & familiae suae post se, etiam observent viam 
Jehovae excercendo justitiam & jus: utque praestet Jehova Abrahamo id quod promisit ei. 

これは前節で見たトレメリウス訳と同じである。しかし、彼の訳文を用いながらも、「注 
釈 」 （Scholia in Cap. XVIII) では彼独自の解釈を示している（本文と注釈の間にはさまれ 
た概説と、章の末尾に置かれた「 18 章からの観察事項 」 Observatione ex Cap. XVVV に、翻 
訳についての説明はない）。 


:; 1 〇 Nam agnovi ^yxm.VutomtendtwiiQ^}^ agno- 

-vietim ，卿 occultabotnx. praecipiat filiis iujs, & domui 
poft fe, & ut obfervent/tt viamjehovar &c. 

Nam agnovi eum. Puto vertendum. Quia agnovi eum, non occultabo: ut praecipiat filiis suis, & 
domui suae post se, & ut observent illi viam Jehovae et sic. 

「なぜなら、わたしは彼を認めたからだ」。私の考えでは、「わたしは彼を認めたので、 
わたしは隠すまい。彼が彼の息子たちに、また彼の後の彼の家に命じ、そして彼らがェ 
ホバの道を守るたらに、等々」と変える方がよい。 

これは、パグニヌスおよびカルヴァンの訳 (Quia noui eum.) に近い。 novi ではなく agnovi 
にしたのは、この点についてはトレメリウスの訳を尊重したからかもしれない（なお、ピ 
スカートルはトレメリウスの agnovi という訳語を「認めている」という意味にとった可能 
性がある。この点については第 5 章 § 5 を参照）。 
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第 4 章宗教改革期のへブラィ語辞書 

旧約聖書を日常語に訳した宗教改革期の翻訳者たちは、現代人のように豊富な参考書をもってはいな 
かった。先人の訳業は別として、彼らは当時出版された数少ないへブライ語の文法書や辞書を頼りにす 
るしかなかった。15〜16世紀に出版されたへブライ語の辞書がいったいどういうものであったか、その 
一端を見ておこう （4 Ho ,49 —61)。この時代のキリスト教徒のすぐれたへブライ語学者としては、エリ 
アス.レヴィータ （Elias Levita/Eliyahu Bahur 1469—1549 •ドイツ出身のユダヤ教のラビ） （3 Ge , 45 f .) 、 
ヨハネス.ロイヒリン （Johannes Reuchlin 1455—1522)、コンラ 1 —卜.ペリカン （Konrad Pellican / 
Pellicanus 1478 — 1556. 1504年にへブライ語小文法書を出版） （4 Zb ，528) 、セバスティアン•ミユンス 
ター （SebastianMiinster 1488 — 1552)、ヨハン.フォルスター (JohannForster 1496—1558)、パウル • 
ファーギウス （PaulFagius 1504—49. ドイツのへブライ語学者）、マルコ•マリーニ （Marco Marini 
1541—94. イタリアのへブライ語学者.1593年に大部のへブライ語辞書を刊行）らがいた。彼らの著作 
をすベて取り上げる余裕はないので、特に名の知られた人物にしぼって見ていくことにしたい。参照す 
る辞書項目は in : (ヤーダァ）と(マアン）ないし(レマアン）の2つである。は常に 
> (レ）と共に用いられ、前置詞として単独で使用されることも多いが、ここで注目したいのは接続語 
として用いられるつ皆谷说的 nm を伴わないこともある）である。（へブラィ語動詞 yr の根字は 
完了態三人称男性単数形でもあり、これが辞書の見出し語にもなる。ラテン語で書かれた辞書に、不定 
法で語根の意味を説明するもの[〜すること]と、三人称男性単数形の訳語を掲げるもの[彼は〜した] 
があるのはこのためである。） 

1. ダヴィド.キムヒの『語根の書』 ( lDd ) 

キリスト教徒のへブライ語学者たちの辞書へ進む前に、彼らすべてのへブライ語研究の礎となったダ 
ヴィド•キムヒ （3 Gd ,268 ff .) の『語根の書』を見ておく必要がある。キムヒー家はスペインから迫害 
を逃れてフランスに移住したユダヤ人へブライ語学者の家柄で、中でもラビ•ダヴィド•キムヒ (David 
Kimhi qDV p c .1160—1235) は最も有名で、ラダク （ |7”*n) と 通称され た。ここ 

に取り上げるのは、彼の『ミクロール』（ラ亡:) a 1 DD 「完備した書」）の第二部をなす『語根の書 』 （ED 
crin 奴 n ) で、内容的には聖書へブライ語の辞書である（注2〇)。初版は1480年以前（イタリァ）だが、 
ここで参照するのは1491年の版である。1490年にもナポリの別の印刷業者が別の版（表紙図版参照）を 
出しているが、ロイヒリン （JohannesReuchlin 1455—1522) が使用した （4 Hf ,258 nl 8) 1491年のソン 
チーノ版を見ることにする。 

語根 VT の項目は前項目との改行なしに次のように始まる。母音記号はついておらず、語義の説明 
もない。聖書の用例が箇所（ラシ書体、書名のみ）と共に掲げられ、必要に応じて「解釈」 r ^=^ T 3) 
が挿入されている（以下、聖書引用は BHS の本文を使用）。 
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nhi ジつ， rrhvu 
y>m « ” JV< WT N V J»，pfrD 3pp ]^r» 
mnnKr^ oinhi m ：>” か* nn， み tnn pwon 

ド 1 ? 鄕 " ，:》，”:>" cr»« nrn、rwx ha 

• jr>f 9 " *oti S 3 ，〕 wn. jv»c^*» • ㈣ 、jn， 

j»}90 f3^3 pi • 抑 o« (poS 次 v ovj "pron 1 

WJVl ••jyryiO- ， 3POC7 ，咖 W^kS 

j 3 i. 3na.-»Dj? rvo3 ， p ，饥 》^mvw y om 

T ^m vv nip (サム上 3 : 7 「[サムエルは]まだ主を知らなかった」）、 2 pv ^_ jnr め'!(創 3 i : 
32「ヤコブは知らなかった」）、 W 7: め（出5:2「わたしは主を知らない 」）、 nnn 
杈てめ'!(ヨブ 9 :5「山々を移す方[に対して]、だが山々は知らない 」）、 nw in : 〇1抑〕（創 

4:1「そして、アダム[人？]はエバを知った」）。. • • 

これに語根から派生した名詞一 nyi,n (本来は不定詞)， nyi , m —の用例が続き、次いで二 
ファル、ヒトパエル、ヒフィル、ホファル、ピエルの用例、さらに y 丁 i », nnia , lirp 等の用例が 
示される。 irr の項目は二段組で 1 頁以上にわたっている。 

本書は標準的な辞書として何度も版を重ね、長く使用され続けた。時代が下ると、聖書本文に母音記 
号をつけるなど読みやすくした版が出されたが、この1491年版を使いこなすには相当の語学力と聖書へ 
の親しみが要求されたであろう。 


一方诣〇の項目は次のようになっている。 

?x?c^. ri 〒， - knr^aa w ，3 , -wx f^a 1 ? 

10 naj? *rn p^ahi 'jyoS ヮか〇 • uosk 

， 3 ? か tow 0 卿 . Lprtr> M nww od^oSkS 

cnNiia iyT»w»fiS ; ij> m -nr» fpD 1 ) nrv^cn isy 

ds< nn top ■»〕*»jm vy^pn ro 

ro siorh isw shv noo vcrn 下 ^« ta 切， 

-»ri 3 H 3 1331 n*?on 131^ oi«i cwro ジ n 
n ^ a ，〇 3 fpoSa mSm v s ni ，nrapofirt 
>SpDi to^^so om « ，〇み prws ^ - n^ya 
pr 1C〕2 w び〇、 tnu'j to*/) fan'i 
i-rnP 3 ^« mroa - ntm naon 

讯つ：つ？谷1功ゴ？（レビ1フ： 5 「イスラエルの子らが持って来るために」）。诣的 （ 出 
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16:4 「わたしが彼 [= 民]を試みるために」）。 11*7 (イザ37: 35「わたし自身の 

ため、またわが僕ダビデのために」）。 np ^ (エゼ 36 : 22 「わたしはあなたがたのた 
めに行うのではない」）。. • • 

興味ぶかいのは、用例として真っ先にという複合形によるレビ記17章5節が挙げられて 
いることである。キムヒはこれが最も分かりやすいと考えたのだろうか。ウルガータ訳（新共同訳も同 
様）はその冒頭を “ideo offerre debent sacerdoti filii Israhel hostias suas ” （「それゆえ、イスラエルの子らは 
彼らのいけにえを祭司のもとに持ってこなければならない」）と訳している。ヒエロニムスは本節の 
を ideo (それゆえ）の意味に解したのだろうか。それとも、文脈上そう訳す方が分かりや 
すいと考えて意訳したのだろうか（目的を逆から見れば結果になる）。確信はもてないが、たぶん後者 
であろう。彼はレビ記17章5節の七十人訳本文 07 cco (； avacpspcocjiv oi Dioi Iapari ^ mq Qvaiaq aiVc&v (「イ 
スラエルの子らが彼らのいけにえを持ってくるために」）も見たうえで、あえてこのように訳したと推 
測される。というのもウルガータ訳は、1約 nv ? 力で始まる申命記2〇章18節幻つ？^ n ぬ 1 ? 
DrOyill 733 DpriNl ) を “ne forte doceantvosfacerecunctasabominationes ” （「彼らがあなたがた 

に、すべての憎むべきことを行うよう教えることのないために」）と訳し、同 2 フ章3節（ぬ巧 im 诣的 
右如 n 抑 -1 ^) を “ut introeas terram quam Dominus Deus tuus dabit tibi ” （「め た 
の神、主があなたに与えるであろう地に、あなたが入るために」）と、ョシュア記3章4節 
nnnD > ri im ^ nin-nK 卵) を “ut procul videre possitis et nosse per quam viam ingrediammi ’ （「どの 
道をあなたがたが進むべきかを、あなたがたが遠くから見て、知ることができるように」）と、そして 
サムエル記下13章5節 ( rll ^ ’的を “utdetmihicibumetfaciatpulmentumut 
comedam de manu eius ” （「彼女が私に食べ物を与え、そして私が彼女の手から食べるように、彼女が副菜 
を作るために」）と、すべて目的の意味に解しているからである。 

だがそうだとすれば、ヒエロニムスが創世記18章19節の功力を quod と訳したのはどうい 
うわけだろうか。マソラとは異なるへブライ語本文を見たのだろうか。それとも、同じ本文によったの 
だが、を「彼を知った」と訳すと「神の全知」と調和しなくなることに気づいて、タルダムの 
訳者と同様「知っている」 ( scio ) と訳した結果、货的以下を「〜ために」と続けることが困難 
になった、ということだろうか。 

2. ヨハネス•ロイヒリンのへ ブライ語文法書兼辞書 ( lDf ) 

ドイツの人文学者•へブライ語学者ロイヒリン (Johannes Reuchlin 1455— 1522) については、日本 
語で読める伝記があるので、そちらも参照されたい （4 Bh )。 彼は1486年にカルマン （ Caiman ) という名 
のユダヤ人からへブライ語の手ほどきを受け （4 Bh ,27)、 その後1492年に、神聖ローマ帝国皇帝フリー 
ドリヒ3世（皇帝在位1452—93年）の侍医ヤコブ•ベン•イエヒエル （Jakob ben Jehiel Loans 1506 年死 
去）の知己を得て、さらに深く学んだ （4 Bh ,27;4 Gb ,26)。 そして1506年に『へブライ語入門』 {Rudimenta 
linguae hebmicae ) を出版した （4 Gb , 34)。これについて彼自身は自力で書いたことを強調したが （4 Bf , 85, 
94 n 32)、 キムヒの『語根の書』等を参考にしたことは間違いない （4 Bh , 31)。本書は3つの書から成り、 



52 


へブライ語入門書兼辞書として広く用いられた。第一の書 （ Liberpri 腿 s ) の最初の部分は、へブライ語 
の文字や発音等の基本的事項の説明に当てられ、長い辞書が後続する（ラまで)。辞書は第二の書の終 
わりまで続く。第三の書ではより高度な文法的事項が扱われる。キリスト教徒のへブライ語学者による 
へブライ語文法書は以前から出版されていたが、ロイヒリンの本は内容が充実しているうえに、一冊で 
済むように構成されていた。ルター、メランヒトン、ツヴイングリ、そしてブツァーも、本書を入手し 
てへブライ語を学んだ (4 Gh , 186; 4 Bg , 283-85; 4 Bf , 89) 〇 J 7 T は次のように説明されている（210頁)。 
キムヒの辞書と比較すると、比べものにならないほど貧弱である。 

ジマ Cognoiut.fdiut.i.Reeii.iij.PorTO Samuel necdu (cicbat dnm. 

ct vjcruiq.Ada uero cognouit uxor? (ua.ctgs.lxxvi. Notusm Iud^a 
deus.Indc illud qd legit cxodi.vi.nomc meu adonai no indicaui cis. 
exponendu fic cft.fcc in noie meo tetragramato no (umfacfhisnotiis 
ds.cft enimin eoloco pafliiuim .multa iiide uarie deriuancur.uc cum 
fine he ((xibitur 这 ut cum he.et cetera de quitms in arte. 

cognouit (彼は知った/認識した ）、 sciuit (彼は知っていた/理解していた）という語義説明に続いて、 
17 T の用例が挙げられる（訳語の能動相完了形三人称単数は、へブライ語リて[カル完了形三人称男性 
単数]にほぼ対応する）。 

サム上3 : 7 ( mrT]"nX in ’ QniJ Porro Samuel necdum sciebat dominum (「だがサムエルは、 

まだ主を知らなかった」）。倉 Ij 4 : 1 Adam uero cognouit uxorem suam (厂ァ 
ダムは確かに自分の妻を知った」）。詩 76(75): 2 口7们，3リ7彳 〕 ） Notus in Iudaea deus (「ユダヤ 

のうちで神は知られている」 cf . LXX : rvcoaxo^svxfj IoDSaia 6 0 s 6 g) 。 Inde illud quod legit (それゆえ、 

あれ[神の名？]はそれ[ユダヤ]が唱えたもの)。出 6 :3 ( nd ) ，碑 Ti 〕 め’り奶 ） nomen meum 
adonai non indicaui eis (「『主』というわたしの名を彼らに知らせなかった」）。（以下、これについての 
説明が続く。） 


次に、以〇の項目は次のようになっている （291 頁)。 


□ Prgpofito lamed GgnitiGit di(Hioncm propter .proptcrca.pro/ 

ptereaqd. icdrco.ideo. Lcuirid.xvTj. Idco (accrdod offmc 4ebcnt 
fill} Ifrael.etExodi.xvi.Vt temptecu.tdcft propterea quodtemptmt 
ciim.ct Ifaig.xxxvu) .Propter meet propter Dauid feruum meum. 


ロイヒリンは、ラメド（ラ）が前に置かれること、これが言い表わすのは propter (〜のために/の理由 
で ）、 propterea (そのため/その結果として ）、 propterea quod (〜であるから ）、 iccirco (それゆえ/その 
ために ）、 ideo (それゆえ/そのために）であることを説明し、次に聖書の用例を挙げている。すなわち、 
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レビ 17 : 5 ’33抓’3 : Ideo sacerdoti offerre debent filij Israel (「それゆえ、祭司のも 

とにイスラエルの子らは彼らのいけにえを持ってこなければならない」）。出16: 4 lysV ) Vt 

temptem eum . idest propterea quod temptem eum (「わたしが彼[二民]を試みるために」。つまり、彼を試 
みる理由があるのだから）。イザ37: 35 71*7 口〇ラ，ラ ） Propter me etpropter Dauid seruum meum 

(「わたし自身のため、またわが僕ダビデのために」）。これらの用例はキムヒの辞書にあるものばかり 
である。注目すべきことに、レビ記17章5節をロイヒリンはウルガータと同様に訳している。彼が見た 
へブライ語はマソラ本文であるから、出16 : 4と同様、 ut + 接続法による直訳を掲げたうえで 、 id est ... と 
ウルガータ訳を続けていた方が使用者には有難かったであろう（次節も参照)。そうであれば聖書翻訳 
者たちは、創世記18章19節のについても、より適切に訳すヒントを得られていた 
かもしれない。 


3. アルフォンソ•デ•サモラのへブライ語アラム語辞書 ( lHh 5 ) 

これは、先に紹介したコンプルートウム多言語聖書 （1520 年）の第六巻に含まれているもので、スぺ 
インのへ ブライ語学者 アルフォンソ. デ.サモラ （ Alfonso/Alonso de Zamora 1474—1531 [3 Bd によ 
れば c .1474-1574]. サマランカ大学の初代へブライ語教授で、1526年にへブライ語文法の入門書、1532 
年にはタルダムの解説書を出版）が執筆した （3 Ge ,44,46,50 f .)。 彼はユダヤ教徒としてラビの教育を受 
けたが、のちにカトリックに改宗した人物である。リての項目は次のように始まり（左欄）、右欄を越 
えて次頁の左欄の下方まで続いている。ここに示したのはその冒頭であり、全体のほんの一部である。 


vrouccre 



0*fre. 




jlavlia.fcIrc.noflc.coffiiofccrc.miiPcfbrc.rcntirc.niiTc 
^-^rcn.crvntcrcrc.riucconfringcrc.Gcfi.j. Sdcntcs bo> 
nii & malu.Et^n co.Cump cognouilTcnt fccflfe miilos. Et 
fn co.i i.Nttnccognoui timcasdai.Etin co.ji.Ignora 
barcf rich cl ftimra efTcr idoh.Proqiw hc.Ic.Htno Icicbat 
i.icob nchd funt^ circtcj.f.idol.i.Et fic in fcqiwnril” 
vbicui)$ ponirar ignorarc vcl ncfcirc in hcbrco fitnr due 
dt^tonctof.nofdrc.Htinco.4$.SdofiIimi fdo. Exo. 2. 
Srsntc procul fororc cius & confiilcnintc aduentu rci.pro 
quo hebrd Ifgunr.Erflcrit forordut proculrvt fcirct quid 
ficrct dc co.Et eft ictcm fcnfuscfi lirtcrn noftra.Ef <nco. 5 » 
nefao dfiin.Ec in co.7.Et feienregyptii quia ego fum do 
!niiiiis.Etfnco.5j.noa!fcexnoniinc.Etinco.vtrciam tc. 


本書は欄外に見出し語をラテン語で示しているので、使いやすかったであろう。記述は非常に詳しぐ 
二段組で1頁以上に及ぶ。訳語の候補を多く掲げ、語根から派生した名詞等も詳しく取り上げ、用例も 
実に豊富である 。 scire (知っていること/理解していること ）、 nosse (知るようになったこと/認識し 
たこと ）、 cognoscere (知ること/認識すること ）、 manifestare (明らかにすること/明示すること ）、 sentire 



54 


(知覚すること/気づくこと ）、 misereri (同情すること/あわれむこと ）、 conterere (< contero すりつ 
ぶすこと/なぶること）ないし confringere (打ち石辛くこと/亡ぼすこと）。最後の2っは、創世記19章5 
節 ( nriKni ?731) を念頭に置いた訳語であろう。用例としては、最初に創世記が取り上げられ、この動 
詞の出てくる同書のさまざまな箇所が参照される。創3章 （22 節じ Scientesbonumet malum 
(「〔彼らは〕善と悪を知って」）。同章 （7 節 QH cunquecognouissent se esse nudos (「そ 

して、彼らが自分たちは裸だと知ったとき」）。同書 22 章 （ 12 節 nrix nriy) Nunc 

cognoui quod timeas deum (「今わたしは、あなたが神を畏れることを知った)。同書31章 （32 節ラ〕 
^ コ枚 !!） Ignorabat quod rachel furata esset idola (「彼はラケルが偶像を盗んでいたことを知 
らなかった 」）。 Pro quo he . le .[= haec legitur ?] (別の読み方） • Et non sciebat iacob quod rachel furata esset 
ea [ dem ] s [ ua ] idola (「そしてヤコブは、ラケルが彼の偶像を盗んでいたことを知らなかった 」。 Et sic in 
sequentibus vbicumque ponitur ignorare vel nescire m heoreo sunt due dictiones . s . non scrire . サ七フ ここ V 、 
へブライ語では「知らないこと」は一語 ( ignorare , nescire ) ではなく、二語 （non scrire ) で言い表わす 
ことに注意を促している。残念ながら、創世記18章19節への言及はない。 

一方、*] yo の説明は短く、次のようになっている。 


«pr)nvian.prqx>nra littcnt lamed didtur 的卜 Icmiun : & 奶 
' _ figninatpit>ptcr.propccrca.pro|>tcrqiiod.vt.idea.<d 
aroo.Ocil.iS.Vtadducitdominatproprer Abrjamorm at. 
nia quclocutuseRidcam.Exo.id.Vrtcntctiicuin.Lcnir. 
17.IdeoC1ccrdorioflferreclcbcntftWifracl.Iob.j8. Naru 
quidproptcrtcdcrclinqucturtcm.Pt.5. Propccr inimh 
cos mcos.ps.d.Etfiluum me fat propter mifehoordi^im • 
tium.Ps.i x^.Et propter legem tium fuftiniii tc dominc. 
Proucr.i6.Tii innfa propter fciRetipfum operatuteft do^ 
mimu. £(4.3 8 .Proptcr me 6 C propccr dauid firmam mcu. 
Hzcch.56.N0n propccr ros ego fodam. 


ラメドの文字（ラ）が前に置かれることをまず説明してから、その意味ないし訳語として 、 propter (- 
のために/の理由で ）、 propterea (そのため/その結果として ）、 propterquod (そのために ）、 vt (〜よう 
に/〜するために/〜なので/その結果として ）、 ideo (それゆえ/そのために ）、 idcirco (それゆえ/ 
そのために）を挙げている。用例の第一に創世記18章19節の後半部分を掲げ、そのラテン語訳を示して 
いる （Vt adducat dominuspropter Abraam omnia que locutus est ad eum .) 。これは、ウルガ^ータ訳およびコ 
ンプルートゥム多言語聖書の第一巻に含まれる訳と同じである。しかし、本節冒頭の（より難しい）诣的 
については沈黙している。一方、それと同じ語句で始まるレビ n : 5 (ホつ穸ハ：3?讯ブつ？石诣的) 
は 、 Ideo sacerdoti offerre debent filii israel と、ウルガータおよびロイヒリンの辞書と同じに訳している。 
これについては一つ奇妙な点がある。コンプルートゥム多言語聖書の七十人訳は本節を oncoq dv 
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cp 6 poxnvoiDiol ’ lGpaf ) XT 6 t (；0\) Gia (； myc&v (「イスラエルの子らが彼らのいけにえを持ってくるため 
に」）とへブライ語を正確に訳し、それに施されたラテン語行間訳（下図参照）も vtferantfilii Israel 
sacrificia sua と、ギリシア語を正確に訳している。それなのに、この辞書の著者はこれを棄ててウルガ 
一夕訳を採用した。こちらの方が正確だと考えたのだろうか。それとも、第一巻は担当外なので詳しく 
見なかったのだろうか。 


ハへ 

Wf ” 霤 


, fun 价 id ffloifkuf 

MN VfCkA 

' • 墨 


fMTlfkUflU ： 


mj 


4. ミュンスターのへブライ語アラム語辞書 （ lDg ， lDh ) 

セバスティアン.ミュンスターはラテン語によるへブライ語の文法書と、へブライ語アラム語の辞書 
を、それぞれ複数刊行した（ラテン語訳聖書の出版よりも前)。ここでは、彼の最初のへブライ語アラ 
ム語辞典（1523年）と、同第三版 （1535 年増補改訂版）を見ることにしたい（これらの評価については 
4 Ho , 57を参照)。 

1523年の辞書 ( lDg ) “ DictionarivmHebraicvm , nunc primumseditum & tvpis excusum ” （「この度初めて 
作成 • 印刷されたへブライ語辞典」）にはへブライ語の表題 iny 「語根を順序正しく配列 
した」）がついている。内容は簡潔で、 y ての説明はただ1行で済まされている（167頁)。 


Vマ Chald. yy, cognouit 3 iciU!t» 


この訳語はロイヒリンの辞書と同じである（前記参照）。 

一方、（見出し語は识的）についてはやや詳しく説明している(222, 245 頁)。 

1? ざ？ ProptGr,ut,quaten9.ut pro/ 

P tcr notncn tuum.Et cum pronomine* 

^ ^5^7 propter feipfum» 

^"D^Proptcrjproptereajergo.utjideo* 


propter (〜のために/の理由で）のほか 、 ut (〜ように/〜するために/〜なので/その結果として）、 
quatenus (〜の限り/〜であるから.〜ように/〜するために ）、 propterea (そのため/その結果として）、 
ergo (従って/それゆえ ）、 ideo (それゆえ/そのために）という訳語を挙げている。 ut と訳せる用例と 
して、言寺2 5(24) :11叩於-* jy 的が propter nomen tuum (「あなたの名のために」）という訳（ウルガータ 
と同じ）と共に掲げられている。また、が代名詞と共に用いられる用例として （ nwo は wo と 
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同根の名詞、あるいは I "! 说 Q の短縮形が设9)、箴 I 6 : 4 们段な!？を propterseipsum (御_身のために 
/それ自身のために）という訳と共に示している（ウルガ 1 ータ訳は propter semet ipsum ) 〇 

1535年の第三版 ( lDh . これ以後も版を重ねた）は 、 “ex Rabinis , praesertim ex Radicibus Dauid Kimhi ” 
(「ラビたちに従って、とりわけダヴイド•キムヒの語根によって」）という記述から分かるように、キ 
ムヒの『語根の書』に基づきながら、語根を派生形と共に （ cnjyay ) 手際よく説 
明したものであり、少ないながら用例も載せている。 


Cognouit, lame. indeuerbu 
t hipbil pyin notu fedt,o(leti 
dit/edc fdre:P&L98.Hinc nomen 
Etinconfhudt. faeatia, aotiria. 
Inueniturtamefic fspius in (latu ab(o 
iutoidem ^13 t Par.u & Chaldaice 
Dan.f. Plur. iRcgam*. 

yVQ 


cognouit (彼は知った/認識した ）、 sciuit (彼は知っていた/理解していた)。そこで、ヒフィル形は 
y ' lin となる 。 notum fecit (彼は知らせた ）、 ostendit (彼は示した/明らかにした ）、 fecit scire (彼は 
知らしめた）。詩 98(97) : 2 riliT 5 y , 7 in notum fecit Dominus salutare suum 「主は御自身の救 

いを知らせた」〕。ここから、名詞および連言吾形による nyU scientia , notitia (知識/知ること/ 
知っていること/知るにいたること）〔が派生する〕。 • • • 

訳語の候補は初版と同じである。この説明は、（ルターやカルヴァンに）創世記18章19節翻訳の直接の 
ヒントを与えてくれなかったであろう。 

については、小項目の扱いで次のように説明している。 

alioquin. propter,ob,pro, 

qaatenus:&redoic pronomina affoun 
ot propter me*^. R^.19. 

訳語としては 、 propter (〜のために/の理由で）と quatenus (〜の限り/であるから.〜ように/〜す 
るために）に 、 ob (〜のために/〜の目的で）と pro (〜のために/〜のように）が追加されている。 
だが、初版の訳語 ut (〜ように/〜ために）が消えているのはどういうわけだろうか。 

5. パダニ ヌスのへ ブライ語辞書 ( lDi ) 

タイトル頁にあるように、本書の書名はへブライ語也 1 7 とラテン言吾 Thesavrvs lingvae 

sanctae の両方で記されている（どちらも「神聖な言語の宝庫」の意)。1529年に出たこの辞書は、当時 
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としては群を抜く内容であった （1523 年には、ラビ文献のへブライ語•アラム語辞典も出している）（注 
21)。ティンダルも本書を利用したらしい（第7章§1〜2)。リての項目は下図のように始まる (793 
頁以下)。意味と訳語の候補として scire (知っていること/理解していること ）、 cognoscere (知ること 
/認識すること ）、 conterere (すりつぶすこと/なぶること ）、 cogitare (考えること/思いめぐらすこと）、 
coire (一緒になること/性関係をもつこと ）、 sentire (知覚すること/気づくこと）が挙げられ（アルフ 
オンソ•デ.サモラの辞書との共通点が多い）、聖書にこの語が最初にカル話態で現れる創世記4章1節 
を、へブライ語を引用しながら説明している。 m T D ~ n 《 in : [ niKH ] Et homo cognouit Chauuah 
uxorem suam , id est , rem cum ilia habuit . (「そして人は彼の妻エバを知った。つまり、彼女と性交した」）。 
□ IK についた定冠詞は特定の名詞と結びついていないことを示しているので、アダムではなく 「人」 

を意味するという説明だが、この点は現在でも解釈が分かれている。説明は、 VT , 抑で、 W て、^7： ... 
と、活用形ごとにへブライ語の用例を挙げる形で進む。非常に詳しく、（二段組で）793頁から807頁ま 
で続いている。必要に応じてラビたちの解釈も紹介している。創世記18章19節については、でだ 
けを取り上げて nouieum (「わたしは彼を知った」）と訳している （794 頁)。これは、宗教改革期の他の 
辞書にはない、適切かつ重要な記述である。 

eft far€,cogno{core,conterere,co^ C( j ^ 

^ |_V pitare,coire. Tenure. Et pnmu uifteritM. 
uenitur in coniugatione Cal. Vjrenefis 4* ゆ 
ダ .i.Et homo(non Adam propter He no# 
tiHcauuum, quod proprrjs non iunpitur 
nominibus ) eftco# 

gnouit Chauuah uxorem fu3 ， ideft，rem 
cum Ala habuit, Genefis tricefimoodauo* 
dedmoquinto. Non y V id eft, cof 
gnouit,quod nurus fuaeflet.& jj. ^fuS* 

Etdominus meus non ideft,coono# 
uit mecum aliquid in domo.Exodi 1.^.7* 

Qui no v 欠 id eft,cognouit Io# 

{^ph.i.Smiu.}.;^ 7 . Ante 守 
id eftjcognofccret dominum. Dcutero,}j» 

ダ fu 9 . ideft, 8 i filios 

fuos non cognouit. Lcuiri. Vdufe 
dit,uel わ : id eft,cognouit( fduit), Iudicu 

cS 卿 coanofcam) numerum populi, Genefis 
— ， i8.^.ip.,i.noui eum. Exodi 35.5^, 


一方、' ISO についての説明は次のとおりである（1256頁)。 
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p は pofi to M«n dia'tur 的 
Ty{ } ^'T iut,i>ptcr.Gcne 4 i 8 ^.ij. 

IVt adducat diis 

pter<inquagima.l€hoC4*y^M?^Y^ ut 
fit hoc figmUefah ♦仏ダふ 
Sponnoucebo ^^.iEtx>ptcr lmiU 
turn no i^c(ca.PfaLi3 0 ^*4. Quia tecueft 

propiriatio(autucnia)«^r\ ' 巧 # 丄 utti# 

mearis.Gxponit Ra»Da.in li*ra*Vt fiiant 

holes qdPimanutuaeft facultas puniedi, 

8£ qcFtecueftuenia»ut(i peccaucrint adtc 

couertant,tec^ timeant^ultcrius pec<a# 

tespeenasluant. Vidcin W^in 

d^ro* Prouerb 成 )^ ネ Omnia opatus cftdns 

^pptcr fiapfiim # Uani>^#*f# 

^137^3 miliob 

S^r^brUNun 守！ ^pterte derdirtquct 

uiidc&.48 • め to? 祐卿 Vi ザ〒 

me mc fada ♦& 你 )^*4 ♦的丄 

jnptcr uos mifijdem kdho^.j^jn 
•* * 


の訳語として ut (〜ように/〜するために/〜なので/その結果として）と propter (〜のた 
めに/の理由で）を挙げている。 アルフォンソ . デ.サモラの辞書と同じく、用例としてまず創世記 18 
章 19 節の後半部を訳 (Vt adducat dominus ... ウルガータと同じ）と共に示している。残念ながら、说め 
^ を含む箇所（たとえば、レビ 17: 5) は取り上げていない。彼のラテン語訳 (lLd) も参照。 

なお、前述したように、アントワ^ープ多言語聖書の第六卷 (Thesavri Hebraicce lingvee , olirn a Sante 
Pagnino Lvcensi conscripti , epitome , cui accessit Grammatices libellvs ex optimis qvibvsqve grammaticis 
collectvs . Antverpiae: Excudebat Christophorus Plantinus Prototypographus Regius, M. D. LXXII) には、ノくグニ 
ヌスのへブライ語辞書のアブリッジ版が収録されている。非常に簡略化されているが、一応示しておく 
(pp. 37f” 60) 〇 
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Scire,Cownofccrc, (entire: 
" T CcN.sS^if- hem Coirc,Vt7rc 
h.ibcic^jf. [Coccrcrc^v/ IJa.fjj.ct 
Ez^c. ip,，, licet (jmdu priori Jig7U ftcatio~ 
non miNc.vjr.] ^!‘tccr nif'Art.i wuc- 
mtiir yi:ni'7 ct *lj ； l,y*iu hi NipbJ: 

D Dent. 
Tieut. 2i y i. ^ Exod.6 3 2. 
fubintcHigitur in^. [Coteri: Pfal. 
7 も ) •‘ ゼ jeeundum quoplam Pro 町 .10, 
クニ ] yn.m w Vid^ Biphih 

Cognofccrc fecit. ^yi*o Not 9 incus: 

[Contererc : yt Iudic. 
8 , 16 . i.S. iwu.j ij 2 . Scivc 

feci : pofiiturpro 'nyifn ^ rel eritexcott 
Poel m(Ur intpatty. £y? ^ 
tur.Hiphil^ CognoCcev.Pfd. ， . び户， 


jytD Vndexg&t Vi； 3 propter: Ge- 
! we/ パ， / 夕 . l{capit affix a 3 
Vrou.16^4. injyoV Propter /cipfum. 
^ ： Q) Propcei te:' Dan.(j } i^. が ! k de 

ハ > パ / 


extern. 


6. ヨハン.フォルスターのへブライ語辞書 （ lDj ) 

ヨハン •フオルスタ 1 一 (Johann Forster / Forster . Ioannes Forsteras とも. c .1495 — 1558) はアウクスブ 
ルク出身のへブライ語学者で、強固なルター主義者として知られた人物である。インゴルシュタットの 
大学でロイヒリンについて学び、後にテュービンゲン大学とヴィッテンベルク大学でへブライ語の教授 
を務めた （4 Ho ,55)。 1557年に出版されたこの辞書 （64 年に再版）は、題名にもあるように、「ラビたち 
やわれわれの国の教師たち（教会教父？）の注解」に縛られない新しい辞書であることをうたっている 
(4 Ho , 55; 4 H 1, 97; 4 Ec , 59 f . cf . 4 Gh , 182; 3 Ge , 46 f .)。 方法論的な批判はあるが、説明は詳しく、用例に即 
して語義を概念的に掘り下げている。リての項目は次のように始まり、4頁にわたって続く （316 —19 
頁)。ここに示すのはその最初の部分（中略）である。 
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PrimOj&rprincipalitfrfftmetis&Tintcllecfhis.Sciuitjhouit, cognouit,difcendo 
、 apprehcndit.Congruit aut fignificatione cu ucrbis で： &C ，芝 : carnim quscfci 
mus,eu.3 conftituimus QC cofulimusalijs.vjcn.^i Jacob non rduit,q? Rachel ca fu 
rata cflec. i.Sam.^ Antequa cognouitipfum leh oua.Lcu.s.T eftis ipfe fuerit,aut ui 
dtri[,aUccOgnouerir.Gen^o.Tunofti(cruitute mea.cap. 2 o.Scito q> moriedo mo 
ricris.i.Reg.io.Scito dC time.Prbucr. 3.111 omniDus utjstuis cognorceipfum.Etni 
Jmperatiuo prarpofituacrbo nicy lignificar aduertcrc,tetarc. i.bam. 24 .\^ognofcc, 

.uiac.dC cap.z 5 .Cognofce &C uidc.z.Rcg^.Tantum cognoicitc obfecrouidct^ 
quaquam enam iiiuerlum Icgarur, & plus turn fignificer,quam ucrbu mo i.Sam* 
i^EtuiderCj&rco^nofcitc.SequumurnuncexcmpIardiquorummodoru, & tern 
porum.oen.i^.In quoto^nofcam q>poflellurus fum lllamJob 2 ^dciamdidia.Ie 
i^iar 7 *Quia anrec^ lciat pu^r reprobate malum.Ezcch.i 9.1pfc cognofccbat uidu^ 
eius,quap.f(ineprapfidio, & prardarobnoxiac erant.i.Sam,io.Sciendotciuitpa^ 

Sccundo^ufmcur aliquando non ff^cculatiuc^ut eft metis,fedrrajirer& Jen 
faaiicer,pro (entire tatflUjexprriri.LjtncCrpJ3c non co^nouit cum concumberec 
HU.&Ccis furg^re^ideft,non firafic.cap. 2 z.Nunc cognoih ， 印 timcaslehoua^td ett 9 

第一に （ Primo )、 知性•思考 ( mens ) や理解 （ intellectus ) にかかわる意味が主であり 、 sciuit (彼は矢口っ 
ていた/理解していた ）、 nouit (彼は知るようになった/認識した ）、 cognouit (彼は知った/認識した）、 
discendo apprehendit (彼は学ぶことによって把握した）を意味する。さらに、意味的に'(忠告/助 
言する）および(指定/選定する）と結びつき、たとえば、われわれが知っていることを、再び承 
認し、他人を助けることを言う。創 3 J ( v . 32) Iacob non sciuit , quodRahelea furataesset (「ラケルがそれ 
らを盗んでいたことを、ヤコブは知らなかった」）.サム上3 (V. 7) Antequam cognouit ipsumlehoua . (そ 
れ以前に、エホバは彼〔サムエル〕を知った。これは “porro Samuhel necdum sciebat Dominum ” 「だがサ 
ムエルは、まだ主を知らなかった」の注釈であろう）。 • • •第二に （ Secundo )、 時には思弁的に知性 • 
思考の事柄としてではなく、実際的また感覚的に、触れて気づくこと•体験することとして (realiter et 
sensualiter , pro sentire tactu , experiri ) 受けとられる、としている。説明は非常に詳しく、316頁から319頁 
まで続いている。動詞の各活用形 onl ' rsnl ' inl ；] 等）の用例も詳しい。最後の部分で、語根 rr か 
ら派生した一連の名詞 on , 等々）の用例を聖書の箇所を示しながら説明している。しかし、倉 ij 

世記18章19節についての説明はない。 

については、说〇ではなくその語根(虐げられる）の下位項目（フォルスターはそうとる） 
として、次のように説明している。 

Prcpofita utcra lamed ^Vrequircinmy. 
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Vt 3 proptcr,propterea quod,quia,e6 quod.Pfal.51 .Tibifoli,tibipeccatfi maim ， 
dC malum coram tcfeciut iuftusfisin uerbo tuo.Pfal,13 〇 .Quia apud tc eft propi- 
ciatio,ut timcarisJoluc 4 % Vt fit hoc fignum.Gcnefis 1 g.Vt addacac Ichoua fupcr 
Abraham omnc quod loquutus cft.Et mox iterum : Propter quinquaginta. Ieia* 
5i.Proptcr2.ion non taccbo,&r propter Icruulcm non quicfcam.Etquandoticr^ 
bo infiaitiui pr2eponitur,tum aalct perinde ut lamed litera gerundiua. Ezcch*39* 
Scpclient cos domus Ifrael ad repurgandum terratn.loclis 3 JBt filios Iehuda 
lios Ierufalem uendididis filijs urarcorum ad elongandam eosde termmis fufs* 
In ftatu affixorum manct inuanatum.ProuerDio.1 ^Omnia operator Iehoua pro 一 
ptcr feipfum.Iciaiac 43.Proptcr uos min inBabylonem.Daniel.^.Proprer tedeu$ 
miJcfa^s.Proptcrmcfaciamjproptcrmefaciam* 


vt (〜ように/〜するために/〜なので/その結果として ）、 propter (〜のために/の理由で ）、 propterea 
quod (〜であるから ）、 quia (というのは/〜であるから ）、 eo quod (〜ので/〜であるから）。創世記 
18章19節の後半部をラテン語訳と共に用例に挙げた点はアルフォンソ • デ•サモラやパグニヌスと同じ 
だが、訳はやや異なる ( u Vt adducat Iehoua super Abraham omne quod loquutus est ,? ) 〇他の用例（詩 51 : 6、 
130 : 4、ヨシュ4 : 6、イザ 61[ sic ] :1、エゼ39 :12、ヨエ 3(4) : 6、箴16 : 4、イザ43 :14、ダニ9 :19、 

イザ 4 8: 11) はどれもを単独で使用したものであり、の用例はない。この辞書は非 
常に詳しいが、創世記18章19節の翻訳や見直しには直接役立たなかったであろう。 

7. ヨハン . ブクストル フのへ ブライ語アラム語辞書 （ lDk , lDk ’） 

最後に、時代はやや下るが、ヨハン•ブクストルフ （ Johann/Johannes Buxtorf 1564-1629) の辞書を 
見ておくことにしたい。ブクストルフ家は多くのセム語学者を出したキリスト教ユダヤ人の家系として 
知られる。このブクストルフは、同性同名の彼の息子および甥と区別して、大ブクストルフとよばれる。 
彼は1585年にヘルボルンの学園に来て3年間学んだ。1585年の講義は、詩編等をへブライ語で講じ、組 
織神学をカルヴァンの『キリスト教綱要』に基づいて教えるものであった （4 Bt ,10) 。彼が神学を学ん 
だのは、カスパル-オレヴイア 1 —ヌス （ CasparOlevianus/Olevian 1536— 87. ハイデルべルク信仰問答 
の作者の一人）とピスカートル（第3章§12参照）からであった。ブクストルフは1618—19年にマソラ 
本文を正確に校訂したラビ聖書の新版をバーゼルで刊行したことでも知られているが (Biblia sacra 
Hebraica & Chaldaica cum Masora , quae critic a Hebraeorum sacra est , magna & parva : ac selectissimis 
Hebraeomm interpretum commentariis , Rabbi Salomonis Jarchi , R . Abrahami Aben Esrae , R . Davidis Kim chi , R . 
Levi Gerson , R . Saadie Gaon , R . Jeschajae . Basileae : Ludovici Konig , 1619-20) 、ここに取り上げるのは彼のへ 
ブライ語アラム語辞書 （1607 年） ( lDk ) である（注22)。リての項目は6頁に及ぶ （340 〜45頁)。カル 
話態から始めて他の話態に進み、さらに同語根の名詞等も網羅しながら詳しく説明している（アラム語 
VT . も同項目）。 



Kal sayitt ttefiiviti Ntfwf, Ain§vit 9 C#« 
w |— す fftpvit % ^tco^Hovit > P{tfi 0 vit : Bxpcttus 
AnimddvtrtHi Percepit. Proprii tnentit e{l & ih^ 
telleQuSy quando^ etiifenfut, & tmefi Experirif 
wtqudnd^de c^Htubitudidtun fr^t. plj 
C^gnovitMvaM uxormfikm } 0en.4*h netn* 
ftcontubttu maritdltyqubdficdec$ri& benefit tf- 
fntur: N^ifigmcntiitjm } Dm st* 

ベ • V .】，， 

語義として 、 Scivit (彼は知っていた/理解していた ）、 Rescivit (彼は知った/発見した/確かめた）、 
Novit (彼は知るようになった/認識した ）、 Agnovit (彼は認識した/気づいた/認めた ）、 Cognovit (彼 
は知った/認識した ）、 Recognovit (彼は再認した/思い出した ）、 Pemovit (彼は十分に知っていた/精 
通していた）つまり Expertus est (体験済である ）、 Animadvertit (彼は心を向けた/注意した/調べた）、 
Percepit (彼は把握した/気づいた）を挙げたうえで、「元来、知性.思考 ( mens ) や理解 （ intellectus ) 
の事柄だが、ときにはまた感覚と関連し、さらにまた、性交について言うときのように、体験すること 
を意味する」と説明している（フォルスターの辞書と比較)。用例はたいへん豊富で、へブライ語（ア 
ラム語）を章節番号と共に引用し、ラテン語訳を添え、必要に応じて説明を加えている。創世記18章19 
節は取り上げていない。 

脚> の項目は次のとおり （480 〜81頁)。 


淡 ^ 〖ス的 Pr 印故 •• Vttb^ Infinitivo & Fu* 
\r tmo jungitur & turn refdlvuur in Unaltm 

Conjun^ionemUt: 於 》” tV 的 Prof ter ddducerel 
HtadducstyGen.iS. if ： inji? Uttimearit 9 ru 

Vfttnttt(olaru , pfdii^o. 4 ： 々 inA fyoS propter 
diffiuert cor,Ut diffltut dnimm, Ez.ech. 2 US* Pit•- 
nafmm : turn 處 liis fimplici Infinitivo yumtttitwr 
& Hm Vdlttquodh Infin. ftdfixum: *) 劝 < ^0^ 
Pr^ptntd quidfrtcepturutt^Gen.iS.tp:^. 
JW 独 》 Propter te 9 せ的 Propter mi &e. Sunt^ui 
dd Tn^ ftrtinne futdnt : ntut tnm Refiinfii* 

nm 


どこでもの形で用いること 、 Propter (〜のために/の理由で）の意味であること、不定詞や未 
来形と結合されること、そのさい目的節では ut (〜ように/〜するために/〜なので/その結果として） 
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と訳せばよいことを説明している。用例としては、創世記18章19節を繰り返し取り上げているのが印象 
的である。设3ラ Propteradducere (「もたらすことのために」、 Utadducat 「彼がもたらすために」）。 
1"!货：つ皆容*1リ3> Propterea quod praecepturus est (「彼は命じるであろうから」）。後者のつ皆谷设的を 
ブクストルフは目的ではなく、理由の意味にとっている。この解釈は、パグニヌスの訳をアリアス•モ 
ンタヌスが修正した訳文とほぼ同じである（第3章§10参照）。（ェゼ21:15は21: 20の誤り）。 
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第 5 章日常語訳における創世記18章19節—— (1) ドィツ語訳 

次に、宗教改革期ないし近世に翻訳•出版されたドイツ語訳、フランス語訳、英語訳において創世記 
18章19節がどのように訳されているかを検討する。本章では、ルターのドイツ語訳、改革派のチューリ 
ヒ聖書、カトリックによるドイツ語訳、そしてピスカートルのドイツ語訳を順に見ていく。（ルター以 
前のドイツ語訳聖書については 4 Ga , 342-4, 35 Iff .; 4 Gm , 189-91 を参照)。 

1 . ルターの ドイツ語訳 

マルティン•ルター (MartinLuther 1483—1546) の生涯と思想については、日本語で読める著書が 
多数出ているので省略する。彼の聖書翻訳は一挙に成し遂げられたわけではない。1522年9月にギリシ 
ア語原典から史上初めて訳したとされる「九月聖書」（新約聖書ドイツ語訳） （4 G 1,11 章）を出した後（注 
23)、1523年にはモーセ五書 （DasAllte Testament deutsch . M . Luther ) 、 1524 年にヨシュア記からエステル 
記までの歴史書 （Das Ander teyldes alten testaments ) 、同じく 1524 年にヨブ記、詩編、歳言、コヘレトの 
言葉、および雅歌 (DasDritte teyl des alltenTestaments ) を出版したが（この時点でパグニヌスとミュン 
スターのラテン語訳はまだ未完）、預言書全部の翻訳が出たのは1532年のことである （Die Propheten alle 
Deutsch . D . Mart . Luth .) (4 G 1, 12-13 章; 4 Gm , 191-93) 。だがルターのへブライ語研究は、聖書翻訳のはる 
か前に溯る。すなわち、1509年頃エアフルトでロイヒリンの『へブライ語入門』 {Rudimenta linguae 
hebraicae ) を独力で学び始め （4 G 1, 102; 4 Bg , 283 f .; 4 Ga , 138) 、1513年頃には同じく ロイヒリンの『七つ 
の悔改めの詩編解釈』 (Joannis Reuchlin in septem psalmospoenitentiales Hebraicos interpretatio de uerbo ad 
uerbum , & super eisdem commentarioli sui , ad discendum linguam hebraicam ex rudimentis . Tubingae : Apud 
ThomamAnshelmum , 1512) を手に入れて読んだ（注 24)。 さらに、その後の2回の詩編講義 （1513 —15 
年、1519—21年）を通じて、へブライ語聖書の読解力を高めていった。この間1516年には、「七つの悔 
改めの詩編」の講解にとりかかり、その成果を翌1517年に出版したが {Die Sieben pnszpsalm mit deutscher 
auszlegung nach dem scnrifftlichen synne tzu Christi vnd gottis gnaden , neben seyns selben . ware erkentmB . 
grundlich gerichtet . Wittenberg Rhau - Grunenberg , Johann 1517. 1525 年に改訂）、講解にさいしては、ヒエロ 
ニムスの注釈と共にロイヒリンの本も参考にした (3 Gm -3 「七つの悔改めの詩編」解題)。 

ルターが彼以前のどの人物の聖書解釈を重視し、何を具体的に参照したかは、『詩編講義』の内容か 
らある程度知られる。幸いにも、ルターの詩編講義の一部は日本語で読むことができる（注25)。これ 
を見ると、ルターが最も頻繁に言及したのはヒエロニムスとアウグスティヌスであり、これにロイヒリ 
ン、リラのニコラス、ブルゴスのパウルスが続く。竹原創一氏は、ルターの詩編解釈においてよく参照 
される解釈者として、さらにマッティアス.デーリング（第3章§1参照）、ヤコブス.ファべル•シュ 
タプレンシス (Jacobus Faber Stapulensis/Jacques Lefevre d ' Etaples . 第 6 章 § 1 参照）、ルドルフ•フォン. 
ザクセン (Ludolf von Sachsen c . 1300— c .1377. 『キリストの生涯』で知られるドイツの神秘思想家）ら 
の名を挙げている（注26)。われわれの主要関心事は、創世記18章19節をルターがどのように訳したか 
を見ることにあるが、こうした背景を知っておくことも無駄ではあるまい。 

ルターの 聖書翻訳は新約聖書に始まり、 モーセ 五書へ進み、聖書全体を網羅し、そして死の前年の改 
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訂版をもって終了した。そこでわれわれは、1523年の五書ドイツ語訳、1534年の聖書全体のドイツ語訳、 
そして1545年の生前最後の改訂版における創世記18章19節の訳文を並べて観察することにする。以下、 
古いものから順に並べて示す (2 Ga , 2 Gb , 2 Gc )。 


crDcii yim y^mgc f : genet werDe folic ii/Demi tel; wcys/cr tuirt bcfcl>lcii 
(cytJcn fm&cm vnt> fT?ncm naefy y^m/Dos t>cs 

ivcge / vitD tl;nii was reebt rcDlicl ； ifi / auffoas ⑽ 

fomcn Ia)]c/iv^sci- yt;ui vcr(x?|]cn lyt. 


er^n inn ini gefcgcnct wer&en re«cn/t>f nn id> wtis/tr wirb befe^rm 
feinen f int>rni/pnt> frincm ^au|e nac^|m /ba^Hc t>cs XD 史 SCSCn wcae 
t?altcn/rn61 り unnM8red?trnt>0ut inw t>cr ； 0 史汉汉 autf 

2 lbr 的 Am Pomcn laljc/wascrim rrrbeilfcn pau 


w ⑽ • 仙 c miaetAuff 獅 ettmimgefegnetwetbett foUemDam 
befepen fartett iSmt>cm/rnb fanem fytufc tuxebim/baafte 
, wbt^un ⑽ 8K 如 jmbgutifl / 2biff^st>a； 
、，达とね i ザ 2 ぞ ^ — 


一見して分かるように、1534年の訳文は1545年の訳とほとんど同じだが（ただし後者では18節と19節 
を明確に分け、普通名詞も大文字で始め、 befehlen の綴りも異なる。句読点と大文字の使い方について 
は 4 Gm ,179 を参照）、1523年の訳文はこれらとやや異なる。ここから、本節に関する限り、1523年の 
訳文を11年後に改訳しそれを最後まで維持した、と見てよさそうである。とはいえ、“ redlich ” を “ gut ” 
に改めただけであり、綴り字と文の区切りの違いもごく小さなものでしかない。へブライ語原文のとり 
方という点では、1523年の訳文と1534年/1545年訳との間に違いはない。1523年の訳文とその訳は次の 
とおりである。 


denn ich weys , er wirt beretilen seynen kmdem vnd sevnem nausze nach vhm , aas sie des HERRN wege hallten , 
vnd thun was recht vnd redlich ist , Auff das der HERR auff Abraham komen lasse , was er yhm verheyssen hat . 

というのは、わたしは知っているからだ。彼は彼の子供たちに、また彼の後の彼の家に、彼らが主の 
道 (pi.) を守り、そして正しく誠実なことを行うように、命じるであろう。主がアブラハムの上に、 
彼に約束したことを来たらせるために。 

この訳文は、先に紹介したへブライ語本文（ブレシア版.第2章 §2) に照らすと、明らかに不正確 

である。冒頭の1皆谷诣〇 1 ? 1 WT を正しく訳していない点では、ウルガータ訳 (scio enim quod 
praecepturus sit ...) と共通する。へブライ語ではなく七十人訳およびタルダムと一致する複数形の wege 
を訳語に選んだのは、「道」を神の具体的な戒めとしてとらえたためであろう。その後 （1539— 41年） 
ルターらは、ラビ聖書の第一版と第二版を参照して旧約聖書のドイツ語訳を改訂したらしいが （ ffle ,15) 、 
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創世記 18 章 19 節の訳文に関する限り、ラビ聖書の恩恵を受けたようには見えない。 

ルターがモーセ五書の翻訳にとりかかったのは、新約聖書の印刷が終わる直前であった （4 G 1, 191) 。 
そこで、1522—23年の時点でルターが五書の翻訳に、どういう参考書を利用できたかを確認しよう。ま 
ず、七十人訳としては1518年にヴェニスで印刷されたものを持っていたらしい （4 G 1, 191 f .;4 Gf ,43)。 だ 
が、七十人訳創世記18章19節の本文はへブライ語本文と異なっている（第1章参照)。1498年出版の注 
解付ウルガータ訳聖書 （ lLb ) も、本節の翻訳を助けたとは思えない。彼がリラのニコラスを評価して 
彼の注解を頻繁に参照したことは周知の事実だが、先に見たように、ニコラスは本節にっいてはラシの 
注解を引用しておらず、他の注解者たちも力をどう訳すべきかにっいて何も言って 
いないからである（第3章§1)。 

1522年頃にはコンプルートウム多言語聖書が刊行されたが、この時期にルターが入手できたかどうか 
は不明である。この聖書は1520年代初頭のドイツではまだあまり知られていなかったかもしれない （4 Gf , 
43 nl 4) (注27)。しかしもしこれを見ていたとすれば、ルターが間接的な影響を受けた可能性は否定で 
きぬであろう。というのは、先に見たように（第2章§ 4)、この聖書に収録されたタルダムはて 

(わたしは彼を知った）という読みを採用しているのに、そのラテン語訳は、これをウルガータに近づ 
けて訳しているからである。っまり、この聖書の創世記18章19節を含む頁は、ウルガータ訳、七十人訳、 
そのラテン語訳、タルダムのラテン語訳のすべてが、へブライ語本文を正しく反映してはいないのであ 
る。 

パダニヌスのラテン語訳聖書が出たのは1528年、へブライ語辞書の出版は翌1529年であるから、ル 
ターの五書翻訳には間に合わなかった。しかし1534年の改訳以前にパグニヌスによる創世記18章19 
節の訳文 “Quia noui eum . Propterea praecipiet filijs suis , & domui suae post se ...” （「といつのは、わたしは彼 
を知ったからだ。そのため、彼は彼の息子たちに、また彼の後の彼の家に命じ...」第3章 §3) を 
参照することはできたはずである。一方、ミュンスターのへブライ語ラテン語対訳聖書が出たのは1534 
一35年だが（第2章§ 7〜 8) 、先に見たように、その段階で創世記18章19節は “Hoc quoque scio quod 
praecepturus sit filijs suis & domui suae post se ...” （「このこともまたわたしは知っている。〔すなわち〕彼 
が彼の息子たちに、また彼の後の彼の家に • • • 」）と訳されていた。1539年のラテン語聖書ではこれ 
が “Sic enim noui eum , quod praecepturus sit filijs suis …”（「というのは、このようにわたしは彼を知ったか 
らだ。〔すなわち〕彼が彼の息子たちに • • • 」）と改訳されたが、これはルターの1534年の改訳より 
も後であり、しかもその出版はチューリヒであった。しかし、ルターと彼の協力者たちは1545年以前 
に、パグニヌスの訳とミュンスターの 二つの 訳を見ることができたはずなのに（どちらもで の 末 
尾の1を訳出していた）、1545年の改訂版に、彼らの訳を反映させることはなかった。これはどういう 
わけだろうか。 

ルターはパグニヌスとミュンスターの聖書翻訳について、次のように述べている （2 Gf ) (注 28) 。 
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Obmanmi5^cmtc^ Angrciffen vnbt 如 b ， 
beln/berfc 駟 $u wcttcn fim t>cr Dolnietfc^ung ge<* 
feilet ^ette ) bfts tcil ic^ mit banct anncmen/ 
JDcnmvfe offt^atXDieron^mus gefedet /Vnb 
icfy fc^z/wit bit sivecn feine £Denncr / 0 anctcs 
vni> iJOinfter/fyabcn ftudio inaedibil/^ dil/gen» 
tiaimnu*tabil{/ bie55iblw vcrbolmetfc^t ( X>icl 
gutsbamitget 技 am 2lberbie9Cftbin«i/finb^r 
cttvo^u mec^rtg/feAS fte auc^ ber 2 (nalogia bee 
glonbene 0 efcUct/t)cr Stabinen giofe^u vM naefy 
ge^enget ^oben» jucnnici^ auc^ felbs |rcr tranp 
ifttion / ctn?a$u pfel gcfclgct/ &as (c^ mue voU 
feerruffcn/fonberlic^/ 2 .9Ccg.n,fti verbis nouiO 
Unis Dauid/ wieic^ bal& t^un n?i(. 


Ob man miiste mich angreiffen vnd thaddeln , der ich zu weilen jnn der dolmetschung gefeilet hette , das wil 
ich mit danck annemen . Denn wie ofFt hat Hieronymus gereilet . Vnd ich sehe , wie die zween feine Menner , 
Sanctes vnd Munster , haben studio incredibili , & diligentia inimitabili , die Biblia verdolmetscht , Viel guts 
damit gethan . Aber die Rabinen , sind ihr etwo zu mechtig , das sie auch der Analogia des glaubens gefeilet , 
der Rabinen glose zu viel nacn gehenget haben . Denn ich auch selbs jrer translation , etwa zu viel gefolget , 
das len mus widerruffen , sonderlich , 2 Reg . 22, in verbis nouissimis David , wie ich bald thun wil . 


ときおり翻訳にしくじったとして、私は攻撃され非難されねばならないのか——そのことを私は感 
謝をもって受け入れよう。なぜなら、ヒエロニムス〔でさえ〕何としばしばしくじったことか。私 
はまた、二人の立派な人物、サンタテスとミュンスターが、信じがたい熱心さとまねのできぬ細心 
さをもって聖書を翻訳し、そうして多くの善を行った様子を見ている。しかし、もしかするとラビ 
たちが彼らをあまりに強く支配しているため、彼らは信仰の類比にもしくじって、ラビたちの注釈 

からすっかり離れられなくなった。私自身もおそらく彼らの翻訳に従いすぎたので、-間もなく 

そうするつもりだが——とりわけ「ダビデの最後の言葉」におけるサムエル記下22章〔23章であろ 
う〕を取り消さなければならない。 


「信仰の類比」は、ルターがこの文章の少し前の箇所でパウロのローマ書12章6節 (Kaxa xriv avaA.oyvav 
Tfjq 7 iiGTS 0)<;) を “die Prophetia sol analoga , ehnlich sein dem glauben ”（ 「預言は信仰に類似.適合している 
べきだ」）と引用したことを受けている。 （ Prophetia と analoga はラテン語の借用であろう 。 ehnlich 
= ahnlich ? ワイマール版は ehnlich に= entsprechend という注記をつけている）。「信仰の頌比にしく 
じった」とは、ラビたちの旧約解釈に強く引かれた結果、旧約本文の意味はキリスト教信仰に相応する 
という真理を見失ってしまった、という意味か。「間もなくそうするつもりだが」は、この後“ Von den 
letzten Worten Dauids ” という題の文書 （ WA 54 に所収）を出すことを指す。 

このようにルターは、これら二人のすぐれたへブライ語学者の働きを高く評価しながらも、彼らの翻 
訳と解釈がラビたちの注釈に支配されているとして批判した。創世記18章19節におけるの語末 
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の 1 をルターがパグニヌスのように訳さなかったのも、そうした事情によるのだろうか。それとも、 
単にウルガータの訳文の方が原文の真意に近いと考えたためだろうか。それとも、「彼を」を訳しても 
本文の意味に本質的な違いは生じないと考えたのだろうか（後述のティンダル訳[第7章 §2] と「第 
一部の結び」を参照)。 

ところでルターは、旧約聖書の翻訳を単独で行ったのではなく、マテーウス•アウロガルス (Matthaus 
Aurogallus c . 1490—1543.ヴィッテンベルク大学へブライ語教授）およびメランヒトンの協力を得て進 
めた （4 G 1, 191 f .)。 さらに、ヨハネス.マテジウス (Johannes Mathesius 1504— 1565. ルターの弟子、 
ルター派牧師）は、1539年から41年にかけての聖書翻訳の批評に、これら二人に加えて、ルターの協力 
者.同労者であるヨノヽン.ブーゲンハ 1 ーゲン （Johann Bugenhagen 1485—1558)、ユストウス.ヨーナ 
ス （Justus Jonas 1493—1555)、カスパル•クルーツイガー （Caspar Cruciger 1504—48)、ゲオルタ. 
レーラー (Georg Rorer 1492— 1557. ルターの講義•説教.語録の筆記者）も加わった、と記している 
(4 G 1, 238 fF .) 0 ユダヤ人ラビの意見を求めることもあった （4 Ga ,347)。 この委員会の活動はたいへん有 
益であったに違いないが （1531 年と39〜41年の記録が残っているという）、創世記18章19節の訳文の検 
討は行ったのだろうか。 

最後に、ルター自身による「旧約聖書序文」 （1523 年） (2 Gd ) や彼の翻訳の姿勢を物語る「翻訳につ 
いての書簡」 (2 Ge ) からも何らかの情報を得たいところだが、これらに創世記18章19節への言及はない。 

2. ルターの 創世記講義 

ルターは1535年から1545年にかけて、数回の中断をはさみながら創世記の講義を行った （4 Gl ,280 ff .) 。 
その講義は数名の学生によって速記され、1544年以降4巻に分けて出版された（創18章を含む第二巻の 
出版は1550年）。ラテン語で書かれているが、便宜上ここで扱うことにする。ルター自身の手稿に基づ 
かない点を斟酌するとしても （4 Gg , 187 f .) 、聖書の翻訳を完了した彼が創世記18章19節についてどうい 
うことを言っているか、たいへん気になるところである。創世記19章の講義の時期は1538年の早春と推 
測される （ WA 42, vii - viii ;4 Gj ,21 n 37) 。本書の創世記18章19節の訳文は次のとおりである （ lLj ) 。 


Hoc quo(^ fao^quod prpccptiirus nc flips fuis, & domiu lug 
port fe, utcuflodiam uiam Domini, & factant iuflirianl ard^ 
iuditiunijUt adducat Dominus fupcr Abraham oran/a, qiiae 
locutusefl ad eum« 

Hoc quoque scio , quod praecepturus sit filijs suis , & domui suae post se , ut custodiam rsicl uiam Domini , & 
faciant iustitiam atque iuditiunij ut adducat Dominus super Abraham omnia^guae locutus est ad eum . 

このこともまたわたしは知っている。〔すなわち〕彼が彼の息子たちに、また彼の後の彼の家に、彼 
らが主の道を守り、そして正義と裁きを行うように、命じるであろうことを。主がアブラハムの上に、 
彼に向って話したすベてのことをもたらすために。 


この訳文はたいへん興味ぶかい。というのも、これはミュンスターの最初の訳 （1534 年.1539年の改訳 
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はまだ出ていなかった）の後半部分をウルガータ訳で修正したものにほかならないからである。 

Hoc quoque scio quod praecepturus sit mils suis & domui suae post se，ut custodiant uiam dommi , & taciant 
lustitiam atque ludicium , quatmus scilicet dommus adducat super Abranam omnia quae loquutus est ad eum . 
(ミュンスター 1534 年） 

scio enim quod praecepturus sit finis suis , et domui suae post se , ut custodiant viam Domini , et faciant iustitiam 
et iudicium : ut adducat Dominus propter Abraham omnia ayae locutus est ad eum . (ウ ノレガ ■ ー タ訳） 

ルターは、ミュンスターの訳を評価していたので、ラテン語による講義の中でそれを使ったのだが、そ 
の後半部についてはウルガータ訳が適当と考えた、ということだろうか （17— 18節の訳文はミュンスタ 
一訳と同じ。20節はミュンスター訳と似ているが違いもある。21節はミュンスター訳とほとんど同じ）。 
この訳は、彳の末尾の1を訳出しているが、意味的にはルター訳およびウルガータ訳とあまり変 
わらない。しかし、彼自身のドイツ語訳があり、それは1545年訳でも変わっていないのだから、自分で 
ラテン語に訳し直せばよいのに（その場合、冒頭はウルガータに似てくる）、なぜそうしなかったのだ 
ろうか。聴講者や編集者の手が加わっているとも考えにくい。疑問が残る。 

本節の解釈は、アブラハムに対する 5 つの町の大火災の啓示 (conflagratio quinque civitatum revelatur 
Abrahae) に注目して始まる。主がアブラハムを「知ったこと」（選び）は全く視野に入っていない。訳 
文がこうである以上これは当然であろう。講義は旧新約聖書の多くの箇所を参照しながら長々と展開さ 
れる。この箇所に対するルターの講義のねらいについては、 マ クス フィ ールドの解説を参照 （4Gj,21ff.)。 

3. チューリヒ聖書 （1525 年、31年） 

ルタ 1 —が聖書をドイツ語に訳すと、ツヴィングリ （ Huldrych / Huldreich/Ulrig Zwingli 1484一 1531) 
をリーダーとするチューリヒの宗教改革者たちは、当初はルター訳聖書をそのまま用いた。1523年から 
24年にかけてルターが訳した旧約聖書の3つの部分（前述）（印刷はヴィッテンベルクのメルキオール • 
ロッター [ MelchiorLotther 1470—1549])は発売後大きな人気を博し、何度も版を重ねただけでなく、 
バーゼルで（印刷はハンス.ルフト [HansLufft 1495—1584] とトマス.ヴォルフ [Thomas Wolff c . 1485 
—1535])、さらにチューリヒでも出版された。このバーゼル版がチューリヒの宗教改革者たちの旧約聖 
書翻訳の土台として利用された (4 Zd , 85)。だが彼らは、預言書と旧約外典の翻訳についてはルター （1532 
年）に先行し、どちらも1529年に出版した （4 Zd , 88.4 Za ,75)。 これらの翻訳に関わったのは、レオ•ュ 
—卜 (Leo Jud 1482—1542)、コンラ 1 —卜.ペリカン （Konrad Pellican/Pellicanus 1478—1556)、テオ 
ドール.ビブリアンダー （Theodor Bibliander 1504 [09] —64. スイスのへブライ語学者.カルヴァン 
の予定説を批判）らであった （4 Zb ，63 f .)。 

ここに取り上げるのは、ツヴィングリとレオ.ユートが中心になって編集（一部翻訳）したものをク 
リストフ•フロシヤウアー （Christoph Froschauer c . 1490— 1564) がチューリヒで印刷出版したドイツ 
語訳旧約聖書 （1525 年。 2 Gg ) (4 Zd ，88) と、同じくフロシャウアーが出版した旧新約全体と旧約外典を 
含むチューリヒ聖書の完本 （1531 年。 2 Gh ) である （4 Za , 89;4 Zd ，88 f .)。 これらは出版者の名にちなん 
でしばしば“ DieFroschauer - Bibel ” と呼ばれる。普通チューリヒ聖書と言えば後者を指すが、先の版と 
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見比べると重要な事実が明らかになる。1525年の旧約聖書は、モーセ五書、第二部（ヨシュア記からエ 
ステル記までの歴史書)、第三部（ヨブ記、詩編、箴言、コヘレトの言葉、雅歌）から成り、第三部の 
冒頭にはルターの序文が置かれている。1531年版はその後、旧約はレオ.ユートらによって1539—40年 
に改訂され （1540 年と42年に新版）、新約聖書は1547年に改訂された （3 Ge , 106)。 

旧約聖書の翻訳にツヴィングリが具体的にどのように寄与したかはあまり明らかになっていない。イ 
ザヤ 書、エレミヤ 書、および哀歌の翻訳には直接関わったらしいが （ 4Bm,223 )、 五書についてはどう 
だったのだろうか。いずれにせよ、この翻訳が、 1525 年 6 月にツヴィングリが開始した Prophezei (預言） 

と称される公開の聖書研究活動に由来することは間違いない （4 Bm , 221 fF .; 4 Hf , 420 f .; 4 Bo , 62 ff .; 4 Zc , 
199)。 これは金曜日と日曜日をのぞく毎朝開催され、その中でツヴィングリは旧約聖書のへブライ語本 
文をラテン語に訳し、かつ説教した。こうした活動の中からチューリヒ聖書が、チューリヒの学者たち 
の共同作業として生み出された。 

ツヴィングリとチューリヒの学者たちがへブライ語聖書のどの版を使用したかについては、最新の研 
究がある（聖書自体は失われてしまった)。ミッシュは、8つの候補を挙げたうえで、ツヴィングリに 
よるエレミヤ書のラテン語訳を手がかりに考察を進めた （4 Ze . cf .4 Hg , 68 n 22)。 8つの候補とは、 （1) 
1488年のソンチー ノ版 （Ginsburg No .6) 、 (2) 1492年頃のナポリ版 （Ginsburg No .9) 、 (3) 1494年のブ 
レシア版(ルターも使用 ) (Ginsburg No .13)、(4) 1511 — 17年のペーザロ版 （Ginsburg No .18) 、 (5) 1516 
—17 年のヴェネチア版（第ーラビ聖書、二つ折判 ） （Ginsburg No .20) 、 (6)1516— 17年のヴェネチア版 
(第ーラビ聖書の四つ折判） （ GinsburgNo .21)、（7) 1521年のヴェネチア版（第ーラビ聖書四つ折判の 
第二版 ） （Ginsburg No .22) 、そして （8) 1524—25年のヴヱネチア版（第ニラビ聖書 ） (Ginsburg No .23) 
である。 1514-1517 年出版のコンブルートゥム多言語聖書 （Ginsburg No .19) を使用した可能性 （4 Zb , 528) 
は、1526年のツヴィングリのペトルス.ギュノラエウス (Petras Gynoraeus 1560死去）宛の手紙の内容 
(多言語聖書は見たことがないという記述がある）に照らして、排除される。ツヴィングリは Prophezei 
で取り上げたイザヤ書とエレミヤ書に強い関心を示し、それらを自らラテン語に訳した（イザヤ書は 
1529年、エレミヤ書は1531年。後者の正式名 ConwlanationisIeremiaeprophetae ， foeturaprima，cum 
Apologia quur quidque sic uersum sit , per Huldrychum Zumglium . Tigvn , ex aedibus Chnstoption Froschover , 
Anno M . D . XXXI )。ところが、エレミヤ 36 章 26 節に現れる人名アブデエールをツヴィングリ 
は Achdiel と訳した （1529 年のドイツ語訳も同じ. VUL では Abdehel )。 これに対応するへブライ語の 
名前（ラ8フ: py ) は、 （5)1516 — 17年のヴェネチア版（第ーラビ聖書、二つ折判）と （7) 1521年のヴ 
ェネチア版（第ーラビ聖書四つ折判の第二版）にしか出てこない。 

ここからミッシュは、ツヴィングリが用いたのはこれらのどちらかであると考え、さらに1522年3月 
25日付のレナーヌス (Beatus Rhenanus 1485— 1547) 宛の手紙とブリンガーの『宗教改革史』 （1564 年） 
の記述から、彼のへブライ語聖書入手の時期を1522年と推測する。こうして、ツヴィングリがイザヤ書 
とエレミヤ書の翻訳に用いた版は、これら2つに絞られるわけだが、ミッシュは別の関連（ツヴィング 
リの蔵書の保管状況、1580年頃作成された死傷者名簿の記述等）も考慮して、ツヴィングリが所有して 
いたのは1521年のヴェネチア版（四つ折判の第二版）であった、と結論づける。彼はこの問題をさらに 
続稿 (4 Zf ) で取り上げているが、長くなるので修正点だけを確認しておく。——ツヴィングリは1521 
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年のヴエネチア版（四つ折判の第二版）を入手したのだが、その本はユダヤ人のラビが持っていたもの 
であり、そのラビが中世の写本に従った異読を頁の端に書き入れ、それをツヴィングリが 
本文に印刷されたと見比べて、 Achdeel ではなく、両者の合成形とでも言うべき Achdiel とい 
う名前にした（つまり本文の文字に従いつつ、母音記号の付け方は欄外手書きを利用した)。この推測 
が妥当か否か、私自身は結論を下せないが、彼が用いた聖書が第ーラビ聖書の四つ折判の第二版 （1521 
年）であったとすると、彼と彼の周囲にいた学者たちがそこに収録されたラシの注解をどのように読ん 
だかが気になる。創世記18章19節の本文自体は、第ーラビ聖書の前も後も基本的に同じなので、版の違 
いが訳の違いに結びつくことはない。 

1525年のドイツ語訳旧約聖書 （2 Gg ) と1531年のチューリヒ聖書完本 (2 Gh ) において、創世記18章 
19節はそれぞれ次のように訳されている。比較のため、1523年のルター訳を併せて示す （1525 年訳、ル 
ター訳、1531年訳の順)。 


^efc^rtet wcrt>c fJUcnb ： ?en 
i(^wcy$/ctxoitt Bcfelbcnpnm 

/ vtrnb tbun xoa^ 
rcc^tvn ^ JnftTCK 

vff 2lbrab<im fommcn iaffc/ wad ctiirt 
vctbcy^cn\)At. 


crom ymi y1?m gcfcgcnctwcrDc rollcn/Demi tel; ivcy8/crivirtb<fcl>lfii 

fcy»c» ⑽ Dmi vnt> jc^nern |>au0e nact? yJ>ni/oa6^c ocs 

ivcst’ / vno tl;wn trns rccbt rnD rcDUcl ； if! / auffcxis ocr 

fonicii IajTc/iVAsci- yt;iu vci(xf|]cn l)at. 


(ngitctwcirbenfollcttb: ^4nid>rcnnfn t>cc 
map/ t>«ecr witt bcfcl^ctt fcmctt ftnbcntvit 
femcm nrtc^»fm/baofyt)ce 
w 如 l>altmb/Pn tugmbbj rcc^trn 
nu|ft>a6bcr anff2<bm^am htiiUtt 
Irtfje/waecrjrn vcr^cyfleit hat* 


一見して分かるように、 1525 年の訳は 1523 年のルター訳をほぼそのまま用いている（「道」はへブラ 
イ語に従って単数形)。綴り字はスイスのドイツ語に合わせて変えられているが、へブライ語本文のと 
り方はルター訳と全く同じである。これにたいし1531年訳は、へブライ語をルターとは異なる独自の仕 
方で解している。スイスの学者たちは、1531年に至る数年間にルター訳を検討して、より適切な訳に達 
したのであろう。そのさい、1528年に出版されたパグニヌスのラテン語訳聖書 ( ILd ) も見たかもしれ 
ない。翻訳の中心人物はレオ•ユートであろうか。1531年版の訳文は次のとおりである。 
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Dann ich kenn jn der maB , das er wirt befelhen seinen kindem vnd seinem hauB nach jm , das sy des HERRN 
wag haltind , vnd tiigind dz recht vnd billich , auff das der HERR auff Abraham kummen lasse , was er jm 
verheyssen hat . (注 29) 

というのは、わたしは彼をこれほどに知っているからだ。〔すなわち〕彼は彼の子供たちに、また彼 
の後の彼の家に、彼らが主の道を守り、そして正義と公正を行うように、命じるであろう。主がアブ 
ラハムの上に、彼に約束したことを来たらせるために。 

この訳はツヴィングリの創世記解釈 ( lLc . 第3章 §2) を反映していない。の末尾の1を訳出 
した点はパダニヌスのラテン語訳 （1528 年. ILd ) およびテインダルの英語訳 （1530 年. 2 Ea ) と共通し、 
この点は特に注目に値する。ただし、的のとり方はそのどちらとも異なる。ミュンスターの 
1534年の g 尺 ( lHk . Hoc quoque scio quod praecepturas sit filijs suis & domui suae post se , ut custodiant uiam 
domini ... このこともまたわたしは知っている。〔すなわち〕彼が彼の息子たちに、また彼の後の彼の家 
に、彼らが主の道を守り • • •） ともやや似ているが、それよりも彼の1539年の改訳 ( lLe . Sic enim noui 
eum , quod praecepturas sit filijs suis & domui suae post se , ut custoaiant uiam aomim , & ... といつのは、このよ 
うにわたしは彼を知ったからだ。〔すなわち〕彼が彼の息子たちに、また彼の後の彼の家に、彼らが主 
の道を守り、そして. • •） の方に近い。チューリヒ聖書のその後の改訳を詳しくたどることは到底で 
きないが、1638年版と1772年の大改訂版 (3 Ge , 343) においてこの訳文がどう変わっているかを見てお 
こう（注30) 〇 


ネ jDmtit id) fcmic 即 

|cctpitbUf^lcnfdtten5mt>acttvnb(ctncm 
Aii p ttad) i^m/bap wag ； 

!^tmb/»nb tWginb bas tcd)tvn 0 cnd)t: 

一， fjfbAf ち sCkk arff 2(bcabam bvm 


19 . leme taf er fciiten (itu 

bmmtb ftintm i)aufe nad^ iftm tefe^cn wtrb, bag fte 
^|)err«wcg fatten ； tmb tnuen re^t uttb 刎((ゆ 
ij ： oo| In auf 3(5ra6am ⑽ n 队扣时 er igm; 


1638年では 1531 年版の訳文がほぼそのまま保持されている（もちろん1570年版とも共通する）。1772 
年版ではドイツ語自体が標準ドイツ語に近くなっているが、それ以上に印象的なのは、が 
daffirdass と目的の意味に正しく解されていることであるではまだ現在形に訳している）。へブ 
ライ語構文の解釈の点では、1772年版は、ピスカートルのドイツ語訳（第3章 §12) に近い。 


4. ディーテンベルガーの ドイツ語訳 (2 Gi ) 
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次に、 16 世紀のカトリック陣営によるドイツ語訳の代表例として、ヨハン •ディー テン ベルガー (Johann 
Dietenberger c.1475—1537) の訳（初版 1534 年）を見ておく ことにしたい （ 4Ga, 350f., 364f.; 3Ge, 107 ff .)。 
カトリック訳としてはこの他にエムザー (HieronymusEmser 1478—1527) による新約聖書 （ 1527 年） 

とエック (JohannMaiervonEck1486 一 1543) による旧新約聖書 （ 1537 年）があるが、省略する。これ 
ら 3 人の訳は概ねウルガータを底本としていた。エムザーとエックはルターの敵対者として知られてい 
る。特に後者は、 1517 年にルターが 「9 5 か条の提題」を掲げると、翌 18 年に “Obeliski ” （書籍中の疑 
わしい言葉に注意を促すマークを指す）と題されたトラクトを出してルターとの論戦の口火を切り、 
1519 年のライプ ツィヒ 討論ではルターと、教皇と教会の権威について討論したことで有名である (3Gi, 
59ff .)。 ディー テンベルガーは、ルターとの対決姿勢を堅持しながらも、旧約の翻訳についてはルター 
訳を大幅に採り入れた。両者の比較からルターによる本節の訳の性格も見えてくる 

ディーテンベルガーによる創世記 18 章 19 節の訳文は次のとおりである。星印の箇所の欄外別訳を括弧 
に入れて示す。 


tvtt 


r ^ mwmw-w- ww^ ^ 1 冒 f . 广 

ctcfcqncc trcrbctt follc^CiDcnn icpwcip/cif 
rc bcfcll?cn fcmcnbinbcm/vtl fcmcm 
tuid) f m/bag ftc bcdt? wcg 

州 ， 《r 加 tcrt/vnbthitnbic^ocrccbri^ 

vnrct>!id) i|t. cbevl/mtffbcr t? も : 70 v vmb^ 

*4uff2ibw« xvtllcn/romcnU^/wadcrmic^l^^^v^* 

は::;咖 r v 

細 oooom vnb <5omo ： r4/^Mtgto)J 


Denn ich weiB, er wirt befelhen seinen kindem, vnd seinem hauB nach jm, daB sie des HERREN weg halten, 
vnd thun die gerechtigkeit vnd das vrtheyl (was recht vnd redlich ist), auff dz der HERR vmb Abrahams willen 


(auff Abraham), kommen laB, was er nut jm gered hatt (jm verheissen hat). 

というのは、わたしは知っているからだ。彼は彼の子供たちに、また彼の後の彼の家に、彼らが主の 
道を守り、そして正義を、また裁きを（正しく誠実なことを）、行うように、命じるであろう。主が 
アブラハムのために（アブラハムの上に）、彼と話した（彼に約束した）ことを来たらせるために。 


一方、ルターの 1523 年の訳とウルガータ訳は以下のようになっている。 


aenn ich weys, er wirt befehlen sevnen kmdern vna sevnem hausze nacn yhm, das sie des HERRN wege hallten, 
vnd thun was recht vnd redlich 1 st, Auff das der HERR auff Abraham komen lasse, was er yhm verheyssen hat. 
( ルター訳 1523 年） 

scio enim quod praecepturus sit filiis suis, et domui suae post se, ut custodiant viam Domini, et faciant iustitiam 
et iudicium: ut adducat Dominus Dropter Abraham omnia quae locutus est ad eum . (ウ ノレガ , ータ訳） 


比較すると、欄外別訳はルターの訳であることが分かる。 “redlich” を “gut” としていないので、（時期 
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的に当然だが）1534年の初版の段階でディーテンベルガーが参照したルター訳は、1534年の改訳ではな 
く1523年の訳である。ディーテンベルガーの訳がルター訳よりも直訳的なのは、ウルガータ訳をそのま 
ま用いたからであろう。しかし、訳文の構造は非常によく似ている。これは裏返せば、ルター訳自体が 
ウルガータに近い、ということである。繰り返しになるが、本節に関する限り、ルター訳はへブライ語 
本文の意味を正しく伝えてはいない。 


5. ピスカートルのドイツ語訳 （2 Gj ) 

最後に、先にそのラテン語注解書を検討したヨハネス.ピスカートルによる1602年のドイツ語訳聖書 
を見ておくことにしよう。創世記18章19節の訳文は次のとおりである。 




{>cn a\lc volcfr r C>er cr^cn^ j« t>ie» 
well id) i り it ^enttt/fon>i( 作 tn of* 
㈣ ba 好 exbcfe^ltftintn 
Bint>em/vnb feittem^4ufert4cb 
i^m/bapfic bee る e x (g oi wegr 
bewarett/ m t>cm fic ^ercd)ti^ 
Peit vnb gcnd?t 

vber 2tbr4^om brin? 
gc / was cr 由 m ver^eiflen 


Ja dieweil ich ihn kenne (so wil ichs ihm offenbaren ): auf daB er befehle seinen kindem , vnd seinem hause nach 


ihm , daB sie des HERREN wege bewaren , in dem sie gerechtigkeit vnd gericht vben : auf daB der HERR vber 
Abraham bringe , was er ihm verheissen hat . 

そうだ、わたしは彼を知っているからだ（だから、わたしは彼にそれを明らかにしよう）。彼が彼の 
子供たちに、また彼の後の彼の家に、彼らが正義と裁きを行うことによって、主の道 （ pU を堅持す 
るように命じるために。主がアブラハムの上に、彼に約束したことをもたらすために、 


ピスカートルは直前の18節を疑問文に解している。本節の訳文はそれを受けてのものである。注目す 
べきは、 i ^ n ： の末尾の1を正確に訳出しただけでなく、目的節を導く ゴ？も正しく解して 

いることである。この点で、ピスカートル訳は宗教改革期のどの訳よりもすぐれている（これは1611年 
の欽定英訳よりも先だが、後ほど見るように、後者はを正しく訳していない)。だが、先 
にトレメリウスの訳（‘ 1 Namagnovieum ”） に即して注解書を書いたにもかかわらず（第3章§ 12) 、で 
というへブライ語の完了形については、ウルガータ訳やルター訳と同様現在形に訳している。これは、 
トレメリウスの解釈を棄てたということではなく、 agnovi というトレメリウスの訳語を最初から「認め 
た結果認めている」という意味にとっていた（へブライ語 VJ 1 VT も現在のこととして理解していた） 
ことの現れかもしれない。とつ皆衫诣〇 1 ?の両方を正しく訳す聖書が出るようになったのは、 
もっと後になってからである（ドイツ語訳が最も早い)。著者が確認できた限りでは次のとおり。- 
ドイツ語訳ではプロイセンの旧約学者ミヒャエリス （JohannDavidMichaelis 1717— 91) の1775年の創 
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世記ドイツ語訳 {Johann David Michaelis deutsche Uebersetzung des Alten Testaments , mit Anmerkungen fur 
Ungelehrte . Der zwite Tneil welcher da erste Buch Mose enthalt . Gottingen , in der Vandenhoekischen Handlung , 
1775) (注 31)。 フランス語訳ではルイ•スゴン （LouisSegond 1810— 85. スイスの神学者）による1874 
年の聖蕾 {La Sainte Bible . Ancien lestament . iraduction nouvelle d’apres le texte hebreu var Louis Segoria . 
Geneve : A . Cherbuliez et Cie .; Paris : Librairie Sandoz & Fischbacher , 1874) (注 32) 。そして英語訳では 1885 
年の改訂訳聖書 (The Holy Bible containing the Old and New Testaments translated out of the original tongues : 
being the version set forth A . D . 1611 compared with the most ancient authorities and revised . Printed for the 
Universities of Oxford and Cambridge . Oxford : University Press , 1885) (注 33) 〇ルター訳によるドイツ語訳 
は19丄之年の服 C もまた “Denn ich weiB , er wird oefehlen semen Kmdem und semem Hause nach ihm , daB sie 
des HERRN Wege halten und tun , was recht und gut ist , auf daB der HERR ... ’’ のままであり （1545 年訳とほと 
んど同じ）、1964年になつてようやく 、 “Denn dazu habe ich ihn auserkoren , daB er seinen Kindem befehle und 
seinem Hause nach ihm , daB sie des HERRN Wege halten und tun , was recht und gut ist , auf dass der HERR •••’’ 
(「というのは、このためにわたしは彼を選んだからだ。〔すなわち〕彼が彼の子供たちと彼の後の彼の 
家に、彼らが主の道を守り、そして正しく善いことを行うように命じるために。主が • • •」 ） と改訳 
された（=2017年訳)。 
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第 6 章日常語訳における創世記18章19節—— (2) フランス語訳 

15世紀以前のフランス語訳聖書にっいては説明を省略し、宗教改革期のフランス語訳に話をしぼる 
ことにする。 

1 . ルフェーブル.デタープルによるウルガータからのフランス語訳 （2 Fa ) 

近代における聖書のフランス語訳は、カトリックの神学者.人文主義者として知られるルフェーブ 
ル. デ ター プル (Jacques Lefevre d ’6 taples/Jacobus Faber Stapulensis c .1450 一 1536) から始まった（彼 
以前の翻訳については、 3 Br 「聖書の翻訳：フランス語」を参照。直前の状況については 4 Fa , Chap . 3と 
4 Fb , Chap . 7-8 に詳しい説明がある）。ルフェーブルの翻訳については、ウルガータに依拠したのみなら 
ずジャン.ド.レリー （JeandeRily c .1430—99. フランスの神学者でアンジェの司教）が1487年に改 
訂した「歴史物語的聖書 」 ([Labible historiee ], [ Paris : Antoine Verard , c . 1498])の完全版も用いた、とい 
う指摘があることをつけ加えておきたい (3 Ge , 117. cf . 4 Fa , 80) 。 

ルフェーブルによるフランス語訳は、まず1523年にパリの有力な印刷業者シモン • ド•コリーヌ (Simon 
de Colines c .1480—1546) が、匿名の人物の訳した福音書を出版したことから始まる。翻訳者は、ルフ 
ェーブル（ラテン語による福音書注解書を1522年に出版）であったと考えられている。続いて新約聖書 
の他の文書の訳本も、同年のうちに順次刊行された （4 Fa , 68 f .;3 Ge , 116)。一方旧約聖書のフランス語訳 
は、1528年にアントワープで印刷され、1530年には旧新約を一冊にまとめたものが出版された (4 Fa , 76; 
4 Fb , Chap . 9)。この聖書はすぐに重要な改訂を施され （1534 年と1541年）、新たな版として出し直された。 
しかし、それに付けられた注釈がカトリック当局によって問題視された結果、1546年にローマで禁書に 
指定された (4 Fa , 79 nl :3 Ge , 116; 3 Br 「聖書の翻訳：フランス語」）。ルフェーブルは、へブライ語聖書、 
ギリシア語訳、アラム語訳を参照したらしいが （4 Fa ,76)、 ウルガータ訳聖書に基づいていたことは表 
題からも明らかである （“translatee selon la pure et entiere traduction de sainct Hierome ”）。 彼はウルガータ訳 
の誤りを直す以上のことはしなかったと言われるが （4 Fa ,80)、 実際のところどうであったのか。 

1530年版ルフェーブル訳の創世記18章19節を以下に示す。 


ficcfefui. iCatie fcay qui(t>ot6t commander a 

fotj fi^afa ntaifot) apm (uy ： (\w^ctat$H 
ta 2m 立 ) ei^teun 麥 qut^ fakent 

iu^ematt : affri) que 

toutce fee c^ofce qmfof 


Car ie scay quil doibt commander a son filz , et a sa maison apres luy : quilz gardent la voye du Seigneur : et 
quilz raicent iustice et iugement : affin que le Seigneur mice venir a Abraham , toutes les choses qui luy a dit . 

(注 34) 

というのは、わたしは知っているからだ。彼が彼の息子（たち）に、また彼の後の彼の家に、彼らが 
主の道を守ること、そして正義と裁きを行うことを、命じるに違いない、と。主がアブラハムに、彼 
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に言ったすべてのことを来たらせるために。 

この訳は、ウルガ 1 ータ訳の quodpraecepturas sit を quil doibt commander と意味を強めた点を除けば、下 
敷きにしたウルガータ訳をほぼそのままフランス語に移したものになっている（シラ44 : 3を参照する 
ようにとの欄外注は18節に対するもの)。 

2. オリヴエタンによるへブライ語原典からのフランス語訳 （2 Fb ) 

次に現れたフランス語訳聖書は、スイスの宗教改革者でカルヴァンの親戚のピエール.ロベール•才 
リヴエタン (Pierre Robert Olivetan/Petras Robertus Olivetanus c . 1506— 38. 彼の本名は実は不明らしい 
[4 Fc ,217 f .]) によるもので、オリヴエタン聖書 （La Bible d ’01 iv 6 tan ) と呼ばれている。これは、ヴァ 
ルド派の指導者たちが改革派の神学者（ファレル [Guillaume Farel 1489—1565]とソニエ [Antoine 
Saunier ]) を招いて開いた教会会議（シャンフォラン、1532年）における決講が発端となったもので（才 
リヴエタンも出席したらしい）、1535年にヌーシャテルで、リヨンの印刷業者ヴァングル (Pierre de Vingle 
/Wingle c .1495—1536) により、 25 歳のカルヴァンのラテン語の序文（皇帝や王たちに宛てた手紙） 
を添えて (4 Fc , 226) 刊行された （4 Fa , 84 ff .;4 Fb , Chap . 10;3 Ge , 117)。史上初の原典からの仏語訳聖書と 
して、スイスにも及ぶフランス語圏の宗教改革者たちによって広く使用され、後のジュネーヴ聖書 （1588 
年）の土台になった （4 Fd ，148)。 

オリヴエタンによるフランス語の序文には、“ P . Robert Oliuetanus lhumble et petit Translateur a Leglise de 
Jesus Christ Salut ” （「イエス.キリストの教会の取るに足らぬ小さな翻訳者 P . ロベルト.オリヴエタ 
ヌス.挨拶」）というへりくだった表題がついている。この中で彼は、「この宝典をへブライ語とギリ 
シア語の戸棚と大箱の外に取り出して広げる責任と使命 」 （“charge et commission de tirer et desployer 
iceluy thresor hors des armaires et coffres Ebraicques et Grecz ”） をイエスから与えられた、と書いている (4 Fc , 
234 ff . に詳しい内容紹介がある）。これを見ると、彼が原典から訳したことは間違いなさそうだが、話 
はそう単純ではない。リシャール.シモンは、オリヴエタン聖書がへブライ語とギリシア語から訳され 
たことを認める一方で、「ジュネーヴの人たちはロベール.オリヴエタンがへブライ語に通じていたと 
確言するが、彼にへブライ語ができたのか疑う理由がある」と述べている （3 Ga ,342 f .)。 シモンによる 
と、オリヴエタンはユダヤ人著作者たちの知識にも乏しかった。 

創世記18章19節のオリヴェタン訳は次のとおりである。 


cequeie fctp ： *Scuqtje ⑽ tSmfr6ngpaipfrgrdS 
^ fo^rqueerjfup feront ^eneictee touteefee nottone 
細扣卟 be (a tettefiLat k frapqtiif r5man5eraafee enfansr( 

ftlfuSiwr% tu^ke/di tuQernH: fl 胸 que fe ^>eiqneutface 

Car ie scay quil commandera a ses enfans et a sa maison apres soy , quilz gardent la voye du Seigneur pour iaire 



78 


iustice , et iugement : affin que le Seigneur face venir a Abraham ce quil auoit predict de luy . 

というのは、わたしは知っているからだ。彼が彼の子供たちに、また彼の後の彼の家に、彼らが正義 
を、また裁きを行うため、主の道を守るように、命じるであろうことを。主がアブラハムに、彼につ 
いてすでに預言していたことを来たらせるために。 （ avoit 二 avait は avoir の半過去形三人称単数。 cf . 
Roget , Introduction , 124) 〇 

この訳の最初の部分は、ルフェーブル訳およびウルガータ訳とほぼ一致している。最後の部分 （cequil 
auoit predict de luy ) は大胆な意訳と言ってよい。冒頭部分 （Car ie scay quil commandera ) は、ルフェ^一 
ブル訳よりはむしろウ ルガ ータ訳 (scio enim quod praecepturus sit ) に近い。もちろんこれでは、へブラ 

ィ語の'ぬ 1 ?”碑てを正しく訳したことにはならない。四 5 年当時、の末尾の1(人称 
代名詞語尾三人称単数男性形）をきちんと訳出した翻訳聖書はパダニヌスのもの（1528年）とティンダ 
ルのもの （1530 年）しかなかった。ミュンスターでさえ、ラビ聖書の本文に付けた最初のラテン語訳 ( lHk . 
1534年）ではこの点があいまいであった。この事実を考慮すると、オリヴェタンがへブライ語を読めた 
としても、こういう訳になったのは無理からぬところであろう。ところで、先に指摘したように、1554 
年に刊行されたカルヴァンのラテン語版創世記注解 ( lLk ) に用いられた本文はパダニヌスのものとほ 
ぼ同じであるから、カルヴァンがパダニヌス訳を利用したと見るべきであろう。この点と関連して、力 
ルヴァンのフランス語版創世記注解書 （1554 年、64年）や、彼の死後の1588年に出版されたジュネーヴ 
聖書（フランス語）の創世記18章19節がどうなっているか、気になるところだが（後述）、その前に才 
リヴヱタン聖書の1553年改訂版を見ておく必要がある。 

3. オリヴヱタン聖書の 1553 年改訂版 （2 Fb ’） 

オリヴェタン聖書は、カルヴァンをはじめとするジュネーヴの学者たちによって出版後何度も（部分 
的なものも含め）改訂された（たとえば、1536、38、39、40、43、51、53、60、65、67、68、70、80年） 
(4 Fd , 158; 3 Ge , 1 19) 。1540年の改訂版は La Bible a TEpee という掉名をもつ（表紙に剣が描かれている）。 
1553年の改訂版で節番号が導入された。これらの改訂作業の最終的な結実が1588年のジュネーヴ聖書 
(フランス語）である。次に、1553年の改訂版を見ることにしよう。 

本書は、オリヴェタン聖書の新約の部分をカルヴァンとベーズ （ Th 6 odore de B ね e 1519—160 5) 
(3 Gm -10 参照）が改訂したものを エティエンヌ （ RobertEstienne/Robertus Stephanus 1503— 59) が 
ジュネーヴで出版したもので、英語版ジュネーヴ聖書（第7章§ 7) の翻訳者たちもこれを用いた （2 Ef ’， 
10)。旧約部分にカルヴァンがどの程度関与したかは不明だが、シモンはオリヴェタンによるへブライ 
語固有名の訳（フランス語への字訳）をカルヴァンがウルガータ訳に近い形に変えた、と論じている （3 Ga , 
345)。その種の改変自体は容易に確認できる。一例を挙げると、創世記14章1、4、5、9、17節に現れる 
人名ケドルラオメル丁 T 3) を、オリヴェタンは Cedor - laomer と記していたのに、この改訂版で 
は Chodor - lahomor に変わっている。これはウルガータ訳（およびルフェ 1 —ブル訳）の Chodorlahomor に 
近づけた結果であろう。だが、こう変えた人物は本当にカルヴァンだうか。カルヴァンのラテン語版創 
世記注解書 （1554 年） ( lLk ) では、この名前が1、4、5節では Chedor - lah 6 mer 、 9、17節では Cedorlaomer 
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となっている（ちなみに、パグニヌスの訳文 [ ILd ] ではすベて Chedorlahomer ) 〇また、§5で見る彼 
の創世記注解のフランス語訳 （1554 年） （2 Fd ) と、カルヴァン自身によるその1564年改訂版 （2 Fd ，） で 
も、オリヴェタン訳と同じ Cedor - laomer である。従って、 Chodor - lahomor をカルヴァンによる改変と 
して説明するのは無理であろう。 

本書における創世記18章19節の訳は次のとおりである。 


'， し ancfcay qu 11 commandcraa lesentans &a 

fa maifon apres foy, qu iJs gardcnt la voycdu Seii 
gncur pour tanciuftice & iuecmcnt：a fin qne Icj 
Seigneur face vcnira Abraham tout ce qu’illuy a 
dia. 


Car ie scay qu’il commandera a ses enfans & a sa maison apres soy , qu’ils gardent la voye du Seigneur pour 
iaire iustice & iugement : a fin que le Seigneur face venir a Abraham tout ce qu’il luy a diet . 

というのは、わたしは知っているからだ。彼が彼の子供たちに、また彼の後の彼の家に、彼らが正義 
と裁きを行うため、主の道を守るように、命じるであろうことを。主がアブラハムに、彼に言ったす 
ベてのことを来たらせるために。 

出だしの部分がルフェーブル訳およびウルガータ訳と一致している点は、1535年の版と同じである。こ 
の改訳と初訳との最大の違いは、末尾 （“toutce qu’il luy adict ”） にある。それ以外は、単語の綴りやア 
ポストロフを含むフランス語表記の違いにすぎない。意訳 （“ce quil auoit predict deluy ”） を改めて、へ 
ブライ語を忠実に訳そうと努めたのであろう。だがそのさい、ウルガータ訳 （“omnia quae locutus est ad 
eum ”） とルフェーブル訳 （“toutesles choses quiluy a dit ”） も参考にしたであろう。へブライ語を文字ど 
おりに訳すと、こうはならない。 

なお、オリヴヱタン聖書の改訂版の中、1560年の版 （ Geneva : Zacharie Durant ) 、67年の版 ( Geneva : 
Francois Estienne ) 、および 70 年版 （ Geneva : Sebastien Honorati ) も見ることができたが、創世記18章19節 
の冒頭は、1560年の版では Car ie S9ay qu ? il commandera a ses enfans ... 67 年と 70 年版では、どちらも Car 
ie say qu ? il commandera a ses enfans ... 最後の部分はどれも tout ce qu’il luy a dit となっている。これらは、 
1553 年改訂版の本文と実質的に同じである。 

4. カステリョによる1555年のフランス語訳 （2 Fc ) 

第3章§7で見たように、セバスティアン•カステリョは1546年にモーセ五書を （ ILh )、 1551年には 
聖書全体を （ ILi ) ラテン語に訳したが、その後1555年に出したフランス語訳の創世記18章19節の訳文は、 
次のようになっている。節番号はついていない。ラテン語訳も並べて示す。 
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cions du modefCarie (aibien qu'il co 
madcra a fcs cnfans^a ccux de la mai' 

(bn apres foi,qu'ilsaycc4 gardcrlc chc 
min du Scigncur } cn fai(anc droic t rai 
(on^atin quc JeScjgnr ticncaAbraKI 
<e qu'il luia proirus.Puis dir: life fair 

Car ie sai bien qu’il commandera a ses enfans , e a ceux de sa maison apres soi , qu’ils ayent a garder le chemin 
du Seigneur , en faisant droit e raison , afm que le Seigneur tienne a Abraham ce qu’illui a promis . 

なぜなら、わたしはよく知っているからだ。彼が彼の子供たちに、また彼の後の彼の家の子供たちに、 
彼らが法と正義を行いながら、主の道を守らなければならない、と命じるであろうことを、主がアブ 
ラハムに対して、彼に約束したことを守るために。 

Nam certo scio , suis eum libens , et porro suae m posterum stirpi praeceoturam esse , ut ad louae normam uitam 
dirigentes , iusticiam colant , atque ius , ut Ioua Abrahamo promissa praestet . (フア ノ語訳) 

なぜなら、わたしは確かに知っているからだ。彼が彼の子供たちに、さらにまた彼の将来の子孫に、 
彼らがエホバの規範に生き方を合わせながら、正義を、また法を重んじるように、命じるであろうこ 
とを。エホバがアブラハムに対して、約束を果たすために。 

カステリョのフランス語訳とラテン語訳はやや異なっている。ラテン語訳ほどへブライ語原文から離れ 
ていない（意訳的でない）という印象を受ける。「彼の後の彼の家の子供たち」という訳は、タルグム 
を参考にしたものかもしれない。へブライ語の ^\ m を正しく訳出していない点は、彼 
自身のラテン語訳およびオリヴヱタン訳と共通する。 

5. カルヴァンのフランス語版創世記注解 （2 Fd ,2 Fd ’） 

フランス語訳聖書と関連して、次にカルヴァンの創世記注解のフランス語訳 （1554 年初版と64年改訂 
版）を見ておきたい。これらは、オリヴエタン聖書が1553年に改訂された後、1588年にフランス語版ジ 
ュネーヴ聖書が現れるまでの時期に現れた。1554年版における創世記18章19節の訳文（章の冒頭にまと 
めて掲載）は次のとおりである （18 節の注解部分に見出しとして一部引用された本文もこれと同じ）。 

これがパグニヌスの訳文と異なる点にも注目。 


19 Cane fay qu'il commandera a fcs enfaos oci/a maiion apres /by 二 

qu'ils gardent la voye du Seigneur, pourrairc iuftice & iugcmentr 
afin que 1c Seigneur face venir k Abraham tout cc qu'illuy adir. 

Car ie say qu’il commandera a ses enfans & a sa maison apres soy , qu’ils gardent la voye du Seigneur , pour 
faire iustice & iugement : afin que le Seigneur face venir a Abraham tout ce qu’il luy a dit . 

というのは、わたしは知っているからだ。彼が彼の子供たちに、また彼の後の彼の家に、彼らが正義 
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と裁きを行うため、主の道を守るように、命じるであろうことを。主がアブラハムに、彼に言ったす 
ベての ことを来たらせるために。 

この訳文は、綴りのわずかな違いを除けば、先に見たオリヴヱタン聖書の1553年改訂版と全く同じで 
ある。カルヴァンは、その本文を用いながら1554年にラテン語の創世記注解書を自らフランス語に訳し 
たのだろうか。そうではない。ジルモンによると、カルヴァンは秘書が訳した彼の創世記注解のフラン 
ス語訳を1564年に改訂した（出ェジプト記から申命記まではカルヴァン自身の翻訳） (4 Bq , 120,147,305)。 
従って、初版に掲げられた創世記本文のフランス語訳は、この秘書によるオリヴェタン聖書1553年改訂 
版の流用であろう。繰り返しになるが、同年に刊行されたラテン語版注解書 ( lLk ) では、本節はパグ 
ニヌスの訳文とほとんど全く同じ “Quia novi eum : propterea praecipiet filiis suis …” (「というのは、わたし 
は彼を知ったからだ。そのため、彼は彼の息子たちに • • •命じるであろう」）であり、これは明らか 
にフランス語訳とは異なるのである。 

次に1564年版（カルヴァンの死の年に刊行）を見ると、またしても奇妙なことに気づく。18章の冒頭 
にまとめて掲げられた19節のフランス語訳が、後の注解部分に見出しとして用いられたフランス語訳と 
異なるのである。18章冒頭に掲げられた19節の訳は次のようになっている （138 —39頁)。 

19 し an?lccognoy qullcommadcraafcsenfans&a(amailon aprcsfoy ， 

qu'iJc 

quils garden: la voyc de l’Etemel，pour taire iuftice & iugemem，afinque l’E- 
(crncl face vcnira Abraham tout ce quil luyadit. 

Car ie le cognoy qu n commandera a ses enfans & a sa maison apres soy , qu’ils gardent la voye de l ’ Eternel , 
pour raire iustice & iugement , afm que l’Etemel face venir a Abraham tout ce qu n luy a dit . 

というのは、わたしは彼を、彼が彼の子供たちに、また彼の後の彼の家に、彼らが正義と裁きを行う 
ため、永遠者の道を守るように、命じるであろうことを、知っているからだ。永遠者がアブラハムに、 
彼に言ったすべてのことを来たらせるために。 

この訳と1554年版との違いは、へブライ語の末尾の1を考慮して冒頭部分を ie le cognoy 
と訳したことと 、 le Seigneur (主）を l ’ Etemel (永遠者）に変えたことの2っである。ここで既存のフ 
ランス語訳の savoir ではなく connaitre を用いたのは、「彼を」という直接目的補語を訳出する必要が 
あったからであろう。 connaitre の「親しみの ニュアンス」 は特に強くはないと思われる。（この構文は、 
que 以下を属詞として説明できるだろうか。それとも、 le を「余乗目的語」[注 40] と見なすべきだろ 
うか)。 

第一点。この点でカルヴァンの訳はパグニヌス訳（ラテン語の注解書で使用）と共通する。しかし、 
货めを propterea ではなく quod の意味にとる点では、むしろミュンスターの1539/1546年の改 
狀 （“Sic enim noui eum , quod praecepturas sit finis suis & domui suae post se ” 「といつ のは、 このよつ にわ 
たしは彼を知ったからだ。〔すなわち〕彼が彼の息子たちに、また彼の後の彼の家に...命じるであ 
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ろうことを」） （ lHk ，） に近いかもしれない。（創世記18章19節に関する限り）カルヴァンがミュンスタ 
一の1546年のラテン語訳聖書を利用したのは、1551年当時 (4 Bq , 145) ではなく、その後 （1560 年代？） 
であった可能性を考えるべきであろう。しかし、カルヴァンはを iele cognoy ( connais の古形） 

と現在形に訳しており、その点ではパグニヌス訳ともミュンスター訳とも異なる。カルヴァンのこの訳 
は、実はのちほど見るティンダル訳 （1530 年）および英語版ジュネーヴ聖書 （1560 年）に近いのである。 
英国から亡命していたジュネーヴ聖書の翻訳者たちがカルヴァンの影響下にあったことはよく知られ 
ている（後述)。だが、カルヴァンもまた、ティンダル訳を受け継いで先ごろ新たな訳を出した彼らか 
ら刺激を受けたのではないだろうか。本節に関する限り、カルヴァンの訳文がミュンスター訳以上に英 
語版ジュネーヴ聖書に近いことは確かである。 

第二点。 l ’ Etemel という訳語はもちろん意訳である。この訳語はすでにオリヴヱタン聖書 （2 Fb ) の 
タイトル頁に現れ、1553年改訂版 （2 Fb ’） と60年版の表紙でも保たれている。1535年版のタイトル頁に 
はイザヤ書1章2節が次のように記されている（図版参照)。 


Escoutez cieulx , et toy terre preste laureille : car Letemel parle . (天よ聞け、地よ耳を傾けよ。永遠者が話す 

からだ.137 nin ^ ^3 

もちろん、オリヴェタン聖書のイザヤ書本文もこれと同じである。同42 : 8の前半は Ie suis Letemel , tel 
estmonnom ("'〇攻 Kin と訳され （5 節では Dieu Letemel ) 、同 44 : 6 は Ainsi dit Letemel , le roy 

Disrael , son redempteur , le Seigneur des armees batailles ( niK 3^ 1 ラぬ'] niil ^ " ID 容 

出 3 :15 Letemel , le Dieu de voz peres ( nynh ^ ，抑 mnp d 6, is 節も同様)、同 5 : 2 の後半は ie 
ne cognoy point Letemel Glin’TlS ’巧177’ め）、 同 15 : 3 Le Seigneur est vng droict homme de guerre , son 
nom est Letemel 0*^1^ 也’》 nilT ^) となっている。さらに詩 8 :1は O Letemel nostre Seigneur 

⑴ ’3*1 谷 11】1"!つ、同104 : 35後半は Mon ame beneis le Seigneur . Louez Leternel ( nin^"nX ’從％ つつ5 
n ^-^ n ) と訳されている。しかし、オリヴェタンはこの訳語を一貫して用いたわけではない。後年の 
版よりも、かなり少ないように見える（比較的目立っのは詩編の用例） （ cf .4 Fa , 171)。そうでない例を 
たとえば創世記で探すと、容易に見っかる。2 : 4 le Seigneur Dieu npp (ただし欄外にへブラ 

イ語と共に Letemel という別訳を示している）、4 :1 de par Dieu ( niIT , " nK ) (1553 年版と 60 年版では de 
parl ’ Etemel )、 11: 5 le Seigneur 49:18 Seigneur (Hinp 等々。イザヤ書でも Letemel が多い 

わけではない。たとえば、1: 9 le Seigneur des armees nifT?) N 1 : 10 la paroll du Seigneur ("*137 

Hinp N 2 : 5 la lumiere du Seigneur (11111^ T 1 X ) 、 11 : 2 lesperit du Seigneur ( Hin ^ DU ) 、 26 :11-17 Seigneur 
( nin ^ o 以上は、倉 04 : 1 を除き、 1553 年版と1560年版（これらに倉 IJ 2 : 4の注記はない）でも同じであ 
る。 

このようにオリヴェタンは Letemel ( l ’ Eternel ) を決して多用しなかったのだが、カルヴァンが1564 
年に改訂した創世記注解書のフランス語 (2 Fd , ) では、 l’Etemel ( FEtemel ) をほぼ一貫して用いている。 
このことは、たとえば2章（4、5、7、8、9、15、16、18、19、21、22節）と4章（1、3、6、9、13、 
15、16、26節）を見ればすぐに分かる。2章のへブライ語 □ Tfrsmrr をカルヴァンはすべて l’Etemel 
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Dieu と訳し、4章のは l ’ Etemel と訳している （4:4 だけは le Seigneur ) 。彼がこうしたのには、 
当然強い神学的理由があったのだろうが、ここでその点に踏み込む余裕はない。なお、この訳語は1588 
年のジュネーヴ聖書（次項）、さらに300年以上も後のルイ•スゴン訳 （1874 年）（注32参照）でも同様 


に用いられている。 

次に、創世記18章19節の注解の冒頭部分を、1554年版と1564年版で比較すると、次のようになる。 


'Car ie rayqu'i^ommandera afes enfons.) La fecondcraiion, pour 
quelle Dieu vent fairc Abraham participant de fon confeil, prcuoit cju il| 

ne lc fcra poinc inutilemet ny cn vain. Or lefiinplc fens eft,qu*Abrahani eft ad-i 
misau con(eil dc Dieu’d’autant qu’il doit filire l’office d’vn bon perc 
a enfeigner les fiens.De cccy nous recueillons c^u'Abraham n'a poinc efte certi- 


19 Car tt fay eftitl commanders a fes erfans. La fecondc raifon pour laqucllc Dieu veuft fairc A- 
hraliam participant dc fon confcil cit, qu'il prcuoit qu'ilnc lc fcra point inucilement nicnvain.Or 
lc fimplc fens eit qu'Abraham eftadmisau cofcilde Dicu,d'autat qu'il doit fairc I'officc d，vn b 5 pc- 
r 尸か t'amillc, a cmcignerlcs fiens. Dc ccci nous recueillons qu'Abraham n，a point cftc ccrtificdcla 


見てのとおり、説明文自体は、綴りの細かな変更以外変わっていない。この点に問題はない。だが奇妙 
なことに、19節注解の見出しに用いられたフランス語訳は、1554年版も1564年版も同じである（オリ 
ヴェタン聖書の1553年改訂版と実質的に同じ)。1564年版でカルヴァンは、18章冒頭にこれとは異な 
る訳 (Car ie le cognoy qu'il commandera a ses enfans ...) を掲げていながら、なぜ注解部分で以前の訳を用 
いたのだろうか。今日の注解書ではとても考えられないやり方だ。以下のように推測できないだろうか。 
——の末尾の1を人称代名詞語尾三人称単数男性形として訳出するのがへブライ語の翻訳と 
しては正しいことを、カルヴァンはすでにパグニヌスから学んでいたのだが、さらにこの時点で英語版 
ジュネーヴ聖書 （1560 年.第7章§7参照）のように訳せることを知った。そこで18章の冒頭ではそ 
れに近い自分のフランス語訳を掲げた。だが、彼の考えでは（たぶん英語版ジュネーヴ聖書の翻訳者た 
ちにとっても）、それは文字面にすぎず、本文の意味を変えるものではなかった。言い換えると彼は、「わ 
たしは彼を、彼が彼の子供たちに、また彼の後の彼の家に • • .命じるであろうことを、知っているか 
らだ」における「彼を」を言わば冗語と見なし、「彼を知っている J に積極的な意味を認めなかった。 
実際、その冗語を省けば1554年版の訳（およびウルガータ訳）に近くなる。そのため、後者を注解部 
分の見出しに用いることに抵抗はなかった。いや、むしろその方が好都合であった。「神がアブラハム 
を自らの決定に与る者にしようとする 」 （Dieu veust faire Abraham participant de son conseil ) ことは、神に 
よるアブラハムの選びと関係するから、その選びが “Iele cognoy ” に含意されていると考えてよいはず 
なのに、カルヴァンはこれにそうした含意を認めなかったのであろう。 “ cognoy ” という現在形に訳した 
こともそのことと無関係ではない。たぶん彼は、パダニヌス訳の完了形“ noui ” を「私は（知った結果 
として）知っている」という意味に、つまり “ scio ” と同じ意味にとったのであろう。テインダルらも 
同じかもしれない。だが次に見るように、フランス語版ジュネーヴ聖書（次節）の翻訳者たちは、この 
問題に気づいたと思われる。 


6. ジュネーヴ聖書（フランス語） （2 Fe ) 
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一般にジュネーヴ聖書と呼ばれる聖書は、オリヴェタン聖書を土台とするプロテスタントによるフラ 
ンス語訳聖書の決定的改訂版であり、カルヴァンの後継者となったベーズ（カルヴァンが1559年に設立 
したジュネーヴ学院の初代学長）とコルネイユ•ベルトラム （Bonaventure Corneille Bertram 1531一 94. 
ジュネーヴ学院のへブライ語教授） (4 Ec , 78) を柱とするジュネーヴの牧師会の聖書翻訳改訂活動をう 
けて、1588年に出版された （3 Ge ,119)。 シモンはベルトラムの言語能力と、彼がオリヴェタンとカルヴ 
ァンの訳文を正しく訂正したことを高く評価しながらも、ラビたちの解釈をわけもなく採り入れたとし 
て批判している （3 Ga ,347)。 本書のタイトル頁にイザヤ書の一節は記されていない（遅くとも1567年の 
版から見当たらない)。見直しにさいしては、カルヴァンらと敵対していたカステリョの訳を含む以前 
の翻訳も参考にされた。そして、1693年に至るまで、本書は、ごく小さな訂正を施されるだけで、改革 
派の世界で広く使用され続け、フランス国内でも再版された（リヨン、カーン、パリ、ラ•ロシェル、 
セダン、シャラントン、ニオール） （4 Fa , 171; 3 Ge , 119 f .) 

本書における創世記18章19節の本文と傍注は次のとおりである。 


I oUj ie 1'jt 
cognu a tin 
qu’il com- 
niaiule.c.i'ai 
eu vn loin 
particultcr 
dc 

m Heb.iufti 
ce Sc iuge- 
nient. 


ip CaricUccognoicju’ilcommanderaa (cs 
cnfans,^ a la maiion aprcs k>i ， (]ii’ils gar- 
dent la voyc dc l Eccriicl,pour ^aire m cc 
quieft iuftc & droicl : afin que l Eccrnel 
race venir fur Abraham tout cc qu il lui 
adit. 

io Ec l'Etcrncl dir, "Pour vrni lc cri dc So- 


Car ie le cognoi qu’il commandera a ses enfans , & a sa maison apres soi , qu lis gardent la voye de l ’ Etemel , 
pour raire ce qui est iuste & droict : afin que l’Etemel face venir sur Abraliam tout ce qu’il lui a dit . 

というのは、わたしは彼を、彼が彼の子供たちに、また彼の後の彼の家に、彼らが正しく真っすぐな 
ことを行うため、永遠者の道を守るように、命じるであろうことを、知っているからだ。主がアブラ 
ハムの ために、彼に言ったすべてのことを来たらせるために。 

先に述べたように（§3)、オリヴニタン聖書の1567年と70年の改訂版では、創世記18章19節の最初 
の部分はどちらも Car ie say qu’il commandera a ses enfans 、 最後の部分は tout ce qu’illuy a dit となって 
いた。従って、この訳は、特に最初の部分を見直して改訂した新訳である。見直しにさいしては、前述 
したカルヴァンのフランス語版創世記注解書の1564年改訂版を参考にしたであろう。 

Car ie le cognoy qu’ii commandera a ses enrans & a sa maison apres sov , qu’ils gardent la voye de l ’ Etemel , 
pour raire iustice & iugement , afin que l’Etemel face venir a Abraham tout ce qu’ii iuy a dit . (力/レ 1 ノア ン、 
1564 年） 
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カルヴァン訳との違いは 、 pour faire iustice & iugement を pour faire ce qui estiuste & droict に、また venir 
含 Abraham を venir sur Abraham に、変えたことである。それ以外は綴りの小さな違いに過ぎない。後者 
U を sur に変更）はへブライ語の前置詞のとり方の違いだが（他の翻訳聖書にも見られる）、前者は、 
直訳調ではない表現をよしとした結果であろう（欄外注 m にへブライ語直訳=カルヴァン訳を示して 
いる）。従って、へブライ語本文の意味のとり方の点では、カルヴァン訳とほとんど同じである。 

だが、注1に、非常に興味ぶかいことが書かれている。 

ou,ie l’ai cognu aim qu’il commande . c . l’ai eu vn som particulier de lui ,& c . 

あるいは、「わたしは彼が命じるために、彼を知った」。つまり、彼を特別に配慮した • • • 。 

この別訳では、へブライ語のて（完了形）が、カルヴァン訳のように現在形ではなく、複合過去 
に訳されている。そして「知った」の意味内容が「特別な配慮」として解されている。これははるか昔 
にラシが注解で述べていたことなのだが（第2章§6参照）、このことを キリス ト教徒のへブライ語学者 
たちは、この時期になるまでほとんど認識していなかったように見える。たとえ別訳であっても、これ 
が翻訳聖書に記されたことは画期的である。ほとんど突然変異的なこの訳文はベルトラムによると思わ 
れる。これについては、「第一部の結び」で詳しく見ることにしたい。へブライ語をこれと同様に解す 
る ミヒャエリス 訳のドイツ語訳が出たのは、実に1775年のことである（注31)。ジュネーヴ聖書を受け 
継いだ学者たちの反応は鈍く、この別訳は1687年になっても従来の本文と置き換えられなかった （La 
Bible , qui est toute la Sainte t^scriture au vieu et du Nouveau Testament : autrement , I’ancienne et la nouvelle 
alliance , le tout reveu & confere sur les textes hebreux & grecs : avec les Pseaumes de David . A Londres : 

Imprimee par R . Everingham , & se vend chez R . Benteley , 1687)。 それどころか、ジュネーヴ聖書のマルタン 
(David Martin 1639— 1721) による改訳 （1707 年）とオステルヴァルド ( Jean-Frederic Ostervald 1663 
—1747)の改訳(1744年)では(注35)、この洞察が全く無視され、前者では Car jele connois , & je sai qu'il 
commandera a ses enfants ... 後者 CU Car je le connais et je sais qu’il commandera a ses enfants ... と！/ ヽつ gK 
文になっている。これらの聖書に、18章19節についての注釈は含まれない。 

7. カトリックによるフランス語訳 

最後に、カトリック陣営によるフランス語訳聖書にごく簡単にふれておくことにする。彼らは改革派 
による聖書翻訳と並行して、ルフェーブル訳に改変を加えたルーヴァン聖書 (Bible de Louvain . 1550年） 
やルネ.ブノワ （ Ren 6 Benoist 1521-1608) の1566年の訳を用いた「ルーヴァンの神学者たちの聖書」 
(Bible des th 6010 giens de Louvain . 1578年）を出版した（注 36)。 それらに立ち入る余裕はないので、ここ 
では1587年の訳を見るに留めたい （2 Ff )。 創世記18章19節の訳文は次のとおりである。 
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la terre ? 1 夕 Carie f^ay qu’il commande- 
ra a fes enfans &: a fa maifon apres fby ， 
au'ils gardent Iavoye du Seigneur pour 
raire iuftice & iugement, a fin quele Sei¬ 
gneur face venir a Abraham tout cequ’il 
luya di6b. 10 Le Seigneur done dit,Le cry 


Car ie s^ay qu’il commandera a ses enfans & a sa maison apres soy , qu’ils gardent la voye du Seigneur pour 
faire iustice & iugement , a fin que le Seigneur face venir a Abraham tout ce qu’illuy a diet . 

というのは、わたしは知っているからだ。彼が彼の子供たちに、また彼の後の彼の家に、彼らが正義 
と裁きを行うため、主の道を守るように、命じるであろうことを。主がアブラハムに、彼に言ったす 
ベてのことを来たらせるために。 


この訳文の前半部は先ほど見たオリヴェタン聖書の1553年改訂版と全く同じである。当時のフランスの 
カトリック教会が改革派の仕事に注目し、躊躇なく模倣したことが、ここから分かる （3 Ge ,447 f .;3 Br 
「聖書の翻訳：フランス語」）。 
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第フ章日常語訳における創世記18章19節—— (3) 英語訳 

聖書の英語訳とその宗教的•政治的背景、およびウィクリフ派による英語訳 （1384 年頃）など15世 
紀以前の英語訳については、0本語で読める解説書が複数刊行されている （4 El ,4 Em ,3 Bs 等)。本書で 
は、へブライ語原典から訳された創世記18章19節のティンダル以後の翻訳と直接関係する事項にしぼ 
って見ていくことにしたい。 

1. ティンダルのモーセ五書英語訳 （2 Ea ) 

ウィリアム.ティンダル (William Tyndale c . 1494一 1536) の生涯と背景については、詳しい伝記 （4 Ej ) 
があるので説明を省略する。彼は、1526年にドイツのヴオルムスで英語訳新約聖書の印刷版を発行した 
後、旧約聖書のモーセ五書とヨナ書を生前に翻訳出版した （1530 年)。ヨシュア記から歴代誌までの歴 
史書についても翻訳を済ませていたらしいが、それらの出版を見ることなく、「異端者」として処刑さ 
れた。 

ティンダルはヴィッテンベルク（のアウロガルスの下？）で初めてへブライ語を学んだらしい (4 Ec , 
117;4 Ej , 499 f .;4 Eg ,308) o 驚くことに、その後の数年間で旧約聖書を訳せるまでに上達した。彼が具体 
的にどのへブライ語聖書を用いたかは分かっていない。複数の可能性が考えられる （1488 年のソンチー 
ノ版、1494年のブレシア版、1517年の第ーラビ聖書、1524年の第ニラビ聖書、1522年出版のコンプルー 
トウム多言語聖書。その他ギンスブルクの一覧表 [4 Ha ] を参照） （2 Ea ’， lxxi .;4 Ed ,22;4 Eg ,308)。 

だが、創世記18章19節に関する限り、へブライ語本文自体はどの版も同じなので、われわれはむしろ、 
ティンダルが聖書翻訳の助けにしたであろう参考文献（既存の訳、注解、辞書•文法書）に注目すべき 
である。既存の訳としては何と言っても、ルターによる五書のドイツ語訳が手近にあり （1523 年. 2 Ga ) 
(注37)、パグニヌスによるへブライ語聖書原典からのラテン語訳も利用できた （1528 年. ILd )。 ルフ 
エーブル•デタープルのフランス語訳も知っていた可能性がある （1530 年. 2 Fa ) (4 Ej , 497; 4 Gk , 226) 〇 
このほかツヴィングリの創世記注解書 ( lLc . 第3章§ 2参照）も見たかもしれない （4 Ej , 496; 4 Gk , 226)。 
辞書類としては、ダヴィド.キムヒの『語根の書』（初出1469〜73年. lDd )、 ロイヒリンの『へブライ 
語入門』 （1506 年. lDf )、 コンプルートウム多言語聖書第六巻に含まれるへブライ語の辞書 （1520 年以 
後. lHh ’）、 およびミュンスターの最初のへブライ語辞書 （1523 年. lDg ) 等が利用できたであろう （2 Ea ’, 
lxx - lxxi ; 4 Ed , 22; 4 Eg , 308) 〇これらの中、最も助けになったのは、へブライ語の教科書として使用した 
であろうロイヒリンの『へブライ語入門』を別にすれば、ルターのドイツ語訳とパダニヌスのラテン語 
訳であったと推測される。ルフエーブルの訳はウルガータに基づ V 、ていたので、原典からの翻訳を目指 
すティンダルにとっては、単なる刺激にすぎなかったであろう。ツヴィングリの注解書を見ることがで 
きたとすれば、もちろん役立ったであろうが、以下に見るように、18章19節に関する限り、彼は明らか 
にツヴィングリとは別様に解釈した。コンブルートウム多言語聖書をどこかの図書館で見ることができ 
たとすれば、第一巻の本文欄外に示されたへブライ語の語根と、第六巻に収録された充実した辞書は、 
原典の読解にかなり役立ったであろう。だが、これらも含め、当時の主要な辞書や文法書に創世記18章 
19節の翻訳に直接役立つ記述は見当たらない（前述)。唯一の例外はラビ聖書に含まれるラシの注解（夕 
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ルダムを批判）だが、ラシとの関係については18章19節のティンダル訳を見てから考察することにした 
い。 

ロイド•ジョーンズは、ティンダルの翻訳と、パダニヌスの辞書 （1529 年. IDi ) およびラテン語訳 
聖書 ( lLd ) との関係に注意を促した (4 Ec , 118 fF .) 0 一例だけ見ることにしよう（ロイド•ジョーンズ 
は創41: 43、49 : 26も取り上げている）。創世記6章3節の訳について、ティンダルはウルガータ訳やル 
ター訳ではなく、パグニヌスの辞書（ラテン語訳聖書ではない）に示されたラビたちの解釈の1つを採 
用した。本節のわて•ダ？の解釈については伝統的に2つの解釈があるが（七十人訳、ウルガータ訳、 
シリア語訳、 TO 、 イブン.エズラは「留まらない」。シュンマコス訳、 TPJ 、 ルター訳は「裁かな 
い」）、パグニヌスはこの辞書の中で、「争わない」という解釈（ラビ.ユダ、ヨセフ•キムヒ）を紹介 
した（〗竹の項目. 397頁）（注38)。本節の解釈は難問なので、ここではウルガータ訳、ルター訳、パ 
ダニヌス訳、ティンダノレ訳を比較するに留める。 

^nn lir - ^ nin ^ (b h s ) 

Dixitque Deus , Non permanebit spiritus meus in homine in aetemum . (V U L ) 

Da sprach der HERRE , Meyn gevst wirt nicht ymerdar richter seyn vnter denmenschen . (ルター 1523 年.1334 
年版で改訳） 

non litigabit / contendet/certabit spiritus meus cum homine . (ノく クニヌスの 舌 辛書） 

And the LORd sayd : My spmte shall not allwaye stryve withe man . (アイングノレ） 


すぐに分かるように、テインダルの訳文 （ 「わたしの霊は、いつまでも人と争うことにはならぬであ 
ろう」）（注 39) は、ウルガータ訳 （ 「わたしの霊が人のうちにいつまでも留まることはないであろう」） 
ともルター訳 （ 「わたしの霊は、いつまでも人間たちの間で裁き主ではないであろう」）とも異なり、 
バグニヌスの辞書に紹介された一部のラビたちの解釈にきわめて近い。彼はどのようにしてこの訳に到 
達したのだろう。自分で思！/、つレ、たとは考えにくい。難解なへブライ語本文を前にしてパダニヌスの辞 
書をひもとき、その中に適切と思われる解釈（訳）を見つけて、それを取り上げたのであろう。テイン 
ダルがパダニヌスのへブライ語辞書とラテン語訳を利用したことは確実と言ってよい（たとえば、倉 IJ 
41: 43 のテインダル訳 “And theycryed before himAbrech ” は、ウルガータ訳と 

もルター訳とも七十人訳とも異なり、パグニヌスのラテン語訳聖書の訳文 ‘‘ Et clamabant ante eum Abr 6 ch ” 
と正確に一致する）。これは彼の語学力欠如を示すものではない。ウルガータ訳やルター訳に（さらに 
はパグニヌスの訳にも）疑問をもった結果、パグニヌスの辞書を参照し、そこに紹介されたラビたちの 
解釈の中から最適と思われるものを選んで、それを彼の英語訳に用いたと見るべきであろう。 

2. テインダルのモーセ五書の創世記18章19節 (2 Ea ) 

テインダルによるモーセ五書英語訳をもう少し詳しく見ることにしよう。本書に全体の表紙はなく、 
各書ごとにタイトル頁と序文が個別に設けられている。創世記のタイトル頁の表題は “The fyrst boke of 
Moses called Genesis ” である。ここには何の書誌的記述もないが（表紙図版参照）、これに続く “ W . T . To 
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the Reader ” で始まる前書き（全体の序文を兼ねる）から、翻訳者がティンダルであることが知られる。 
創世記と出エジプト記の間には “A table expoundinge certeyne wordes ” と題された文章がはさまれ、これ 
は次の「奥付」で終わっている。 

attndborott* m Idrt 
t>c of me Hufr/ 

ycre of oure JLoibc.^TI. 

of 3am* 

Emprented at Malborow in the lande of Hesse , by me Hans Luft , the yere of oure Lorde . M . CCCCC . xxx . the . 
xvij . dayes of January . 

Malborow はマールブルク、 Hesse はここではアントワ^ープを指す。印刷業者の名が Hans Luft となっ 
ているが、実際にはアントワープのホーホストラーテン (Johannes Hoochstraten ) が印刷を行った （4 Ej , 
265, 473; 3 Ge , 143) 〇日付は「1530年1月17日」である。 

さて、ティンダルによる創世記18章19節の英語訳は次のようになっている（頁をまたぐ)。 

fb^bc blc^Jcb m |)iin ? 3 (notre ^im 

mtf cornm^un^c ^10 ant» 

After fyon/ y tbey Pcpct^c 
of rbf after rijj^rc a"D confcyV 

enaVti)v«trt>c mayb:yu 0 c pppon3t>：a 

(pam tl)ari)c|;«tlp pjomyfco |>im. 

For I knowe him that he will commaunde his childem and his housholde after him , y l they kepe the waye of the 
LORde , to do after righte and conscyence , that the LORde may brynge vppon Abraham that he hath promysed 
him . 

というのは、わたしは彼を、彼が彼の子供たちに、また彼の後の彼の家に、彼らが正義と良心に従っ 
て行動するため、主の道を守るように、命じるであろうことを、知っているからだ。主がアブラハム 
の上に、彼に約束したことをもたらすために。 （/ は that の略号）（注 40) 

これをルター訳およびパダニヌスの訳と比べると、テインダル訳の性格が見えてくる。 


denn ich weys , er wirt berehlen sevnen kmdern vnd sevnem hausze nach yhm , aas sie des HERRN wege hallten , 
vnd thun was recht vnd redlich ist , Auff das der HERR auff Abraham kommen lasse , was er yhm verheyssen 
hat . 

というのは、わたしは知っているからだ。彼は彼の子供たちに、また彼の後の彼の家に、彼らが主の 
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道を守り、そして正しく誠実なことを行うように、命じるであろう。主がアブラハムの上に、彼に約 
束したことを来たらせるために。（ルター訳1523年. 2 Ga ) 

Quia noui eum . Propterea oraecipiet filijs suis , & domui suae post se , & custodient uiam dommi,ut raciant 
iustitiam , et iudicium , ut uenire faciat dominus super Abraham quod locutus est super eum . 

というのは、わたしは彼を知ったからだ。そのため、彼は彼の息子たちに、また彼の後の彼の家に命 
じ、そして彼らは、正義を、また裁きを行うべく、主の道を守るであろう。主がアブラハムの上に、 
彼について言ったことを来たらせるために。（パグニヌス訳1528年. ILd ) 

ティンダルの訳はパダニヌス訳と同様、へブライ語 V 巧^7ての末尾の1を訳出しており、その点で 
はルター訳にまさると言ってよい。彼は語末の1文字にこだわり、考えをめぐらした結果、パグニヌス 
の解釈を受け入れたのであろう。パグニヌスのへブライ語辞書 （1529 年 . リての項目） （ IDi ) も、本節 
について同じ訳を載せている。だがティンダルは 、 noui (完了形）を「知った結果として知っている」、 
つまり scio と同じ意味にとって、 “ knowe ” と訳したのであろう。一方、谷'] 2 D ラのとり方について 
は迷いがあったように見える。パグニヌスの辞書は助けにならなかった（前述)。彼はこれをパグニヌ 
スのように「そのため」ととることを疑問視したが、そうかと言ってその正確な意味は分からなかった。 
そこで、ウルガータ訳 （ quod ) に従ってこれを that と訳した。ルター訳はこれを訳出していないが、 
構文のとり方はウルガータと同じであり、へブライ語の完了形を現在形に訳す点でもルターとティンダ 
ルは共通する（「第一部の結び」参照)。ティンダルの訳文は意味的にはルター訳と同じと言ってよいか 
もしれない。しかし、ルター自身が誰よりも自覚していたように、聖書の翻訳は決して完結する作業で 
はない。語末の1を訳出しないことは、聖書本文の釈義を妨げこそすれ、前進させるものでは決して 
ない。 

創世記18章19節のティンダル訳を見るかぎり、もし彼がラビ聖書を用いたとすれば、そこに含まれる 
ラシの注解（タルダムの解釈を批判）からほとんど何も学ばなかったことになる。へブライ語の読解力 
が足りなかったのだろうか。もちろん、だからと言って彼がラシの注解を知らなかったとは断定できな 
いが （4 Ej ,496)、 ラビ的解釈に ついての ティンダルの知識はラビ聖書から直接得たものではなく、パグ 
ニ ヌスの 辞書を見て学んだもののように思われる。 

さて、先にも述べたように、ティンダルによる創世記18章19節の訳文は、1564年のカルヴァン訳 (2 Fd ’） 
とよく似ている。 

Car ie le cognoy qu n commandera a ses enfans & a sa maison apres soy , qu’ils gardent la voye de l ’ Etemei , 
pour iaire iustice & iugement , afm que l’Etemel face venir a Abraham tout ce qu llluy a dit . 

というのは、わたしは彼を、彼が彼の子供たちに、また彼の後の彼の家に、彼らが正義と裁きを行う 
ため、永遠者の道を守るように、命じるであろうことを、知っているからだ。永遠者がアブラハムに、 
彼に言ったすべてのことを来たらせるために。（カルヴァン、1564年訳） 
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もちろん、ティンダル訳の方が先であるから、繰り返しになるが、ティンダルの訳が英語版ジュネーヴ 
聖書 （1560 年.本章 §7) に受け継がれ、それがカルヴァンとジュネーヴの学者に受容された可能性が 
考えられるであろう。しかし、ティンダル訳から英語版ジュネーヴ聖書に至る3 0年間は聖書翻訳の空 
白期ではなかった。その期間に現れた複数の英語訳の訳文をたどると、もう一つ興味ぶかい事実が明ら 
かになる。以下の論述は主としてその観点からのものである。 

3. カヴァデイル聖書 （2 Eb ,2 Eb ，） 

マイルズ•カヴァデイル （Miles Coverdale 1488— 1568) がまとめたこの聖書は、英語で印刷出版さ 
れた最初の旧新約聖書であり、最初は1535年に大陸（ケルン）で印刷されたものが英国に持ち込まれた 
(注41)。カヴァデイルは、ケンブリッジでアウグスティヌス会の修道士となったが、ルターの思想を 
受け入れて自ら聖職を辞した。1528年から34年にかけて大陸に逃れ、1529年にはティンダルのモーセ五 
書の翻訳助手を務めたらしい (4 Em , 179; 4 E 1, 71;3 Ge , 148; 4 Ec , 123 f .)。 

タイトル頁（大陸版）に “faithfully and truly translated out of Douche and Latyn in to Englishe ” とあるよ 
うに （ Douche は「ドイツ語」の意）、本書はへブライ語とギリシア語の原典から直接訳されたものでは 
ない。彼はへブライ語が全くできず、ギリシア語の知識も乏しかった （4 Ec , 123)。ヘンリー8世への献 
舌辛 （“Unto the most victorious Prynce and oure most gracyous soueraigne Lord , Kynge Henry the eyght ” で女合ま 
る）の終わりの方で、彼は‘‘[ I ] haue with a cleare conscience purely & faythfully translated this out of fyue 
sundry interpreters ” と述べている。この「5つの訳本」は、ウルガータ訳、パグニヌスのラテン語訳 (1528 
年）、ルターのドイツ語訳、チューリヒ聖書1531年版および1534年版、そしてティンダル訳を指すので 
あろう (3 Ge , 148; 4 Ea , 291; 4 E 1, 75 f .) 0 特にモーセ五書、ヨナ書、新約聖書については、ティンダルの訳 
を下敷きにした。 

創世記18章19節の訳文は次のとおりである （2 Eb ’）。 

fctn'n ^im 

nutunbe c^t1t>zen anO ^oufj^olbc Af¬ 
ter l>un,to tcpet^c xvaycof f LORD 
to v>o afbetr ccttfctcnce, 

LO RDE m^ycbzinQc 
杉 e t^cLORDE fay 

For I knowe him that he wil commaunde his childem and his housholde after him , to kepe the waye of y 
LORDE , and to do after right and conscience , that the LORDE maye bringe vpon Abraham what he hath 
promised him . 

というのは、わたしは彼を、彼が彼の子供たちに、また彼の後の彼の家に、主の道を守り、そして正 
義と良心に従って行動するように、命じるであろうことを、知っているからだ。主がアブラハムの上 
に、彼に約束したことをもたらすために。（/は the の略号） 


冒頭部分はテインダルの訳文と同じである 。 “to kepe the wave of y e LORDE , and to kepe the waye of the 
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LORDE ” は、へブライ語を考慮せずに英語の文体を改善した結果であろう。2つの不定詞句を並べてい 
るが、へブライ語の構文を尊重すればテインダル訳のようにすべきである。 

なお、1531年版のチューリヒ聖書（ドイツ語）の訳 （1534 年版も同じ）（注 42) は、本節の英語訳に 
は反映されていない。 


4. マシュー訳聖書 （2 Ec ) 

1537年に出版された本書は、タイトル頁に “translated into Englysh by Thomas Matthew ” とあるように、 
トマス•マシューが訳したことになっているが、これはティンダルの友人ジョン.ロジャーズ (John 
Rogers c . 1500— 55) の筆名である （4 Ec , 124 f . ; 3 Ge , 150; 4 E 1; 4 Em ) 。彼はバーミンガム近郊アストンの 
出身だが、1534年にアントワープに渡って、そこの毛織物輸出商組合のチャプレンになった。そのとき 
ティンダルと知り合い、感化を受けてプロテスタントに転向し、ティンダルの助手を務めた。ティンダ 
ルがアントワープで逮捕される直前、ロジャーズは彼の未完の手稿（ョシュア記〜歴代誌下）を託され、 
それをこの聖書に用いた （4 Em , 182£)。タイトル頁の最下段には “Set forth with the Kinges most gracyous 
lycence ” （「国王の有難くも情け深い認可を得て公刊された」）という一文が印刷され、本書が国王の認 
可を受けた〔最初の〕英語訳聖書であることをうたっている。彼は、モーセ五書と新約聖書については 
ティンダルの訳（五書は1530年訳）、ヨシュア記から歴代誌下まではティンダルの手稿、旧約聖書の他 
の書（エズラ記〜マラキ書）と旧約外典についてはカヴァデイルの訳を用いて（「マナセ祈り」だけは 
オリヴェタンのフランス語訳に基づく彼自身の訳）、本書をまとめ上げた (4 Ec , 124 f ; 3 Ge , 150; 4 E 1, 77 f .; 
4 Em ,183)。 なおロジャーズは、後に英国に帰国して聖職についたが、メアリー女王時代にプロテスタン 
卜迫害の標的となり、1555年に殉教の死を遂げた。 

マシュー訳聖書の創世記18章19節の訳文は次のとおりである。 

叻 atoe 功 0 ? 5 finotoe 时 m を时 

torn comauDe^tjs ct}UD?c 抑 aftct 
Upn/t^at 均 ep Itepc fljetoate of /to 

¢0 after ngbcc ^coCctcnce/ ^ tLo?&e ma? 

3b;a 時 g Debate 

For I knowe hym y 1 he will commaunde his children & his houshold after hym , that they kepe the waye of the 
Lorde , to do after righte & conscience , y the Lorde may brynge vpon Abraham he hath promised him . 


これは、綴りのごくわずかな相違を別にすれば、ティンダル訳と全く同じである。 

5. タヴアナー聖書 （2 Ed ) 

本書は、大法官トマス•クロムウエル （Thomas Cromwellc . 1485— 1540) の支持者リチヤ 1 ー ド•夕 
ヴアナ' 一 ( RichardTaverner 1505— 75) が、 マシュ ー訳聖書を単独で改訂したものである。彼はギリシ 
ア語には堪能であったが、へブライ語はできなかった。そのため、旧約聖書の手直しはウルガータ訳に 
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照らしてなされた （3 Ge , 154;4 Em , 184)。1539年に出版され、ヘンリー8世に献呈された。創世記18章 
19節の訳文は次のとおりであり、綴りの違いを除けば、マシュー訳およびティンダル訳と全く同じであ 
る。 


m opm? xoxl bnottc Drm topll com« 
maunDc t)i 0 cnp!D；en anD ¢<¢¢ 011 ¢010 cafter 
加 m.tljat ttjcp bepettje toape oftfte liojDc/ to 
toaftcc cpgt)tano conCcpcncc / tUattlje 1101 le 
map tirngc upon Cl 的的 am tuattje ⑽ t り p;o a 
mpfcDUpin. 

For I knowe hym that he wyll commaunde his chyldren and his housholde after hym , that they kepe the waye of 
the Lorde , to do after ryghte and conscyence , that the Lorde may brynge vpon Abraham that he hath promysed 
him . 

6. 大聖書 （2 Ee ,2 Ee ”） 

本書は、カヴァデイルがクロムウェルからプロテスタント色の濃いマシュー訳聖書を改訂するように 
命じられて1539年に作成したもので、大判 （11 インチ X 16.5 インチ）のため『大聖書 』 （the Great Bible ) 
と呼ばれている (3 Ge , 4 Ec , 125 f .; 4 E 1, 79 f .; 4 Em , 185. 表紙図版参照)。パリで印刷された原稿が口 
ンドンへ運ばれ、そこで完成された （4 Em , 185)。ここで参照するのは、改訂を施された1540年4月の第 
二版であり (2 Ee ”) (4 E 1，80)、 タイトル名自体が初版と変わっている（注43 )。 “This is the Byble apoynted 
to the vse of the churches .” という一文は、本書が英国国教会の公認聖書として各教会に常儷されるべきも 
のであることを示している。また、表題から分かるように、これにはカンタベリー大主教クランマー 
(Thomas Cranmer 1489—1556焚刑）の長レ、序文 （“A prologue or preface made by the moost reuerende father 
in God , Thomas Archbyshop of Canturbury , Metropolytan Prymate of Englande ” ) がついている。そのため、 
これ以後の版は『クランマー聖書』と呼ばれることも多い。（印刷業者の名に因んだ “ Whitchurch’s Bible ” 
という言い方もされる）。 

大聖書の創世記18章19節の訳文は次のとおりである。 

be blelftMn bnotve 似 0airo, tDa t Oc 

toUlcommatm 加では ( 如 1 切 tn nnn ijyjJlJou* 
ibolO after (tun, emt toep lieperDe t»«peofp 
lo^Dc, «nDDo after tpaljte mib confcveiice* 
tDattbe lo^Oemape b^tnige セ pon 3 切冲 am 
all ebatbe baeb rpoben t>nto Urn. 

I knowe this also , that he will commaunde his chyldren and hys houshold after him , that they kepe the waye of 
y Lorde , and do after ryghte and conscyence , that the Lorde maye brmge vpon Abraham all that he hath 
spoken vnto him . 

このこともまたわたしは知っている。〔すなわち〕彼が彼の子供たちに、また彼の後の彼の家に、彼 
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らが主の道を守り、そして正義と良心に従って行動するように、命じるであろうことを。主がアブラ 
ハムの 上に、彼に向って話した すべての ことをもたらすために。 

よく知られていることだが、本書の旧約部分の改訂にさいしてカヴァデイルは、マシュー訳を基本とし 
ながら、ミュンスターのへブライ語ラテン語対訳聖書 (1534—35) ( lHk ) を参照した (3 Ge , 152; 4 Ec , 126; 
4 Ea , 292; 4 E 1, 80; 4 Em , 186)。 創世記 18 章 19 節の訳文はそのことを如実に示している（他にコンブルート 
ゥム多言語聖書も用いたらしい)。以下、大聖書、ミュンスター訳 （1534 年）、ティンダル訳を並べて示 
す（日本語訳のみ)。 

このこともまたわたしは知っている。〔すなわち〕彼が彼の子供たちに、また彼の後の彼の家に、彼 
らが主の道を守り 、そして 正義と良心に従って行動する ように、 命じるであろうことを 。 主がアブラ 
ハムの 上に、彼に向って話した すべての ことをもたらすために 。(大聖書1540年） 

このこともまたわたしは知っている。〔すなわち〕彼が彼の息子たちに、また彼の後の彼の家に、彼 
らが主の道を守り 、そして正義と裁きを行うように、 命じるであろうことを 。確かに 主がアブラハム 
の上に 、 彼に向って話したすべてのことをもたらすために 。(ミュンスター訳1534年） 

というのは、わたしは彼を、彼が彼の子供たちに、また彼の後の彼の家に、彼らが 正義と良心に従っ 
て行動する ため、主の道を守るように、命じるであろうことを、知っているからだ。主がアブラハム 
の上に、彼に約束したことをもたらすために。（ティンダル訳） 

三者の比較から、カヴァデイルの訳はミュンスター訳を下敷きに、一部ティンダル訳を採り入れたもの 
であることが分かる。彼自身の訳（カヴァデイル聖書）は棄てられている。だが、ミュンスター自身こ 
の訳に満足していたわけではない。先に見たように、大聖書と同じ年に出たラテン語訳聖書 （ lLe ) で 
はこれを改めたのである （“Sic enim noui eum , quod praecepturas sit filijs suis •••” 「というのは、このよう 
にわたしは彼を知ったからだ。〔すなわち〕彼が彼の息子たちに • • •命じるであろうことを」）。 

の末尾の一文字0 「彼を」）の解釈において、 ミュンスターの 1534年の訳は（それゆえ、大聖書の訳 
は）明らかにティンダノレ訳に劣っている。 

7. ジュネーヴ聖書（英語） (2 Ef ) 

この聖書は、メアリー女王 （1553 年に即位）の迫害を逃れて大陸に渡り、最終的にジュネーヴに定着 
した 英国の聖書学者たちの労作である。その背景と経緯は、ロイド.ベリーが詳しく解説している （2 Ef ’ 
“Introduction to the Facsimile Edition ”. 4 Ec , 127-132 もたいへん参考になる）。全体の指揮をウィリアム • 
ホイッティンガム （William Whittingham c . 1524一 79) がとり、新約聖書の翻訳と編集はホイッティン 
ガムが、旧約部分はアンソニー.ギルビー （AnthonyGilby c . 1510— 1585) が担当したと考えられてい 
る。ギルビーは、英国人学者の中では最もへブライ語に堪能で、ミカ書 （1551 年）とマラキ書 （1553 年） 
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の英語による注解書も書いていた（注44)。この二人に協力したのは、カヴァデイル （Miles Coverdale ) 、 
グッドマン (Christopher Goodman c .1520 —160 3)、 サンプソン (Thomas Sampson c .1517 — 89)、 コウ 
ル （WilliamCole c . 1530—160 0) 、キース （William Kethe 1594 年死去）らであった（すべての人物が 
終始一貫して関与したわけではない。協力者たちについて詳しくは 4 Ec , 128を参照)。翻訳作業は1556 
年に開始され、1559年にほぼ完成し、1560年にジュネーヴでローランド.ホール （Rowland Hall ) によ 
って印刷された（表紙図版参照)。この聖書は、特に一般大衆の間に人気を博して何度も版を重ね、主 
教訳聖書 （1568 年）と欽定訳 （1611 年）が現れた後も広く使用され続けた （4 El ,96:4 Em , 190)。章節の 
番号が全体につけられているが、これはオリヴヱタン聖書の1553年改訂版 （2 Fb ’） にならったものであ 
ろぅ。 

本書の翻訳者たちは大聖書の1550年版（注 45) を土台に作業したが (3 Ge , 157: 4 Em , 189), オリヴニ 
タン聖書の1553年改訂版、エティエンヌ編訳の1557年ラテン語聖書 （1 L 1)、 ミュンスターの1534—35年 
へブライ語ラテン語対訳聖書 （ lHk )、 ラテン語版チューリヒ聖書1544年版（創18 :19の訳文は1543年版 
[ ILg ] と同じ）も参照したらしい (2 Ef “ Introduction ,” 10£)。ラビたちの注解を知るために第ーラビ聖 
書 ( lHi ) を使用したかもしれない （4 Ec ， 131)。カステリョの1551年ラテン語訳聖書 ( lLi ) を見たとも 
言われている (3 Ge , 157; 4 Em , 189)。 

この聖書の創世記18章19節の訳文は次のとおりである（大聖書とティンダル訳を並べて示す)。 


I He Ih^wcth 
t.im f^theri 
oght bothcto 
knowc Cods 
hidgementt fc 
to declare 
{hem to theu* 
cbildrea 


19 F 01 1 knowe him 1 y ne wil commande 
hislonncs and his houfholde after him, 
that chei kepe the waie of the Loid,to do 
rightcoufiles and ludeemeut , that the 
Lord maie bring vpon Abraham that he 
hathe fpoken vnto him. 


For I knowe him y he wil commande his sonnes and his housholde after him , that thei kepe the waie of the 


Lord , to do righteousnes and iudgement , that the Lord maie bring vpon Abraham that he hathe spoken vnto 


him . 


というのは、わたしは彼を、彼が彼の息子たちに、また彼の後の彼の家に、彼らが正義と裁きを行う 
ため、主の道を守るように、命じるであろうことを、知っているからだ。主がアブラハムの上に、彼 
に向って話したことをもたらすために。 


I knowe this also , that he will commaunde his chyldren and hys noushold after him , that thev kepe the waye of 
y Lorde , and do after ryghte and conscyence , that the Lorde maye bringe vpon Abraham all that he hath 
spoken vnto him . (大聖書1540年。二重下線部がジュネーヴ聖書と一致） 

For I knowe him that he will commaunde his childern and his housholde after him , y they kepe the waye of the 
LORde , to do after righte and conscyence , that the LORde may brynge vppon Abraham that he hath promyfed 
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him . (ティンダル訳。下線部がジュネーヴ聖書と一致） 

この訳は、基本的にティンダル訳（およびマシュー訳）と同じであり、大聖書は部分的にしか用いら 
れていない。ギルビーはへブライ語原文を見て、ティンダル訳をこのように直したのであろう（下線の 
無い部分)。確かにこの方が原文に忠実である。 

へブラィ語本文冒頭力てつの訳し方にっいて見ると、彼らが参照し得た思われる同 
時代の他の諸訳は大きく 4っの型に分けることができる。 （1) ウルガータ訳、ルター訳、ルフエーブ 
ル訳、オリヴヱタン聖書（1535年、53年）、カステリョ訳（ラテン語1551年、フランス語1555年)。_ 

の末尾の1を省いて現在形に訳し、 lya 1 ? をウルガータと同様にとる。 （2) ミュンスタ 
一1534年訳、ラテン語版チューリヒ聖書、大聖書1539年。一語末の1を人称代名詞語尾三人称単数 
男性形とはとらずに現在形に訳し、的にっいてはウルガータと同様にとる。 （3) パグニヌス 
の1528年ラテン語訳、エティエンヌの1557年ラテン語訳聖書。——語末の1を三人称単数男性形の人 
称代名詞語尾ととって完了形に訳し、力は結果を表わすものと見る。 （4) ティンダル訳、力 
ヴァデイル聖書、マシュー訳、タヴァナー聖書、カルヴァン1564年訳。——末尾の1を三人称単数男 
性形の人称代名詞語尾ととって現在形に訳し、的をウルガータ訳と同様にとる（注 46 )。ジュ 
ネーヴ聖書の翻訳者たちは、これらを知りながら、ティンダルの訳がへブライ語の意味を最も忠実に伝 
えていると判断し、それをさらに改善したのであろう。 

ところで、ジュネ 1 —ヴに滞在したギルビーらはカルヴァンの知遇を得ていた。ジュネーヴ聖書（特に 
注の部分）がカルヴァン主義の影響を留めていることはよく知られているが、ロイド.ジョーンズはさ 
らに、彼らがカルヴァンから聖書本文の言語学的問題と翻訳にっレ、て助言を受けたと推測する （4 Ec , 
131)。この点に異を唱えるっもりはないが、創世記18章19節の翻訳に関する限り、彼らはカルヴァンか 
ら何の影響も受けなかったと見るべきであろう（それどころか、先に指摘したように、むしろカルヴァ 
ンの方が彼らの訳を受け入れたと推測される）。カルヴァンは1554年のラテン語版創世記注解書 ( lLk ) 
の中で、パグニヌスの訳を不合理な仕方で用いていた。もしもジュネーヴ聖書の翻訳者たちがカルヴァ 
ンの注解書を見たならば、パグニヌスの訳も知ることになったであろう（最初から1528年のパグニヌス 
訳を参照したという見方もある。 3 Ge , 157)。しかし、彼らは結局、パグニヌス訳もそれを改善したエテ 
ィエン ヌ訳も退けて、ティンダルの訳に従ったのである。 

8. 主教訳聖書 （2 Eg ) 

ジュネーヴ聖書が成功を収めると、英国国教会指定の大聖書の質の低さが明らかになった （4 Ea ,96; 
4 E 1, 97;4 Em , 191) 。そのためカンタベリー大主教パーカー （Matthew Parker 1504— 75) は、仲間の主 
教たちを中心に翻訳委員会を設け、各メンバーに担当箇所を割り当てて大聖書の改訂作業を行わせた。 
そのさいパーカーは、翻訳上のいくっかの指示を与えた （4 Ec , 133 f .;3 Ge , 159 f .;4 Em , 193)。その中に、 
次の項目がある （4 Eb ,297)。 


Firste to 10110 we the Commune unglishe iranslacion . vsed in the Churches and not to receed from vt out wher 
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yt varieth manifest lye from the Hebrue or Greke originall . 

第一に、諸教会で用いられている共通の英語訳に従い、それがへブライ語またはギリシア語の原文と 

明らかに異なる場合以外は、それから離れないこと。 

Item to vse such sections and devisions m the fextes as Pagnme m his Translacion vseth , for the ventie of the 

Hebrue to followe the said Pagnine and Munster specially , And generally others learned in the tonges . 

さらに、パグニヌスが彼の翻訳聖書において用いたのと同様の、聖書本文の章節区分（注 8) を使用 

し、へブライ語の正確さについては、とりわけ前記パグニヌスおよびミュンスターに従うこと。また 

一般に、それらの言語に通じた他の人々に〔従うこと〕。 

Item to make no bitter notis vppon anv text , or vet to set downe anv aetermmacion m places or controversie . 

さらに、どの本文にも辛辣な注記をつけたり、論争のある箇所について決定を下したりしないこと。 

「諸教会で用いられている共通の英語訳」は大聖書（クランマー聖書）を指す。チームの中にはエクセ 
ターの主教アリー （WilliamAlley 1510— 70) のようにへブライ語に堪能な人物もいたが （4 Ec , 133£)、 
彼らの多くは、へブライ語原文に照らして訳文をチェックする語学力を欠いていたらしい。「パグニヌ 
スとミュンスターに従う」ようにという指示はそのためであろう。「辛辣な注記」の禁止は、ティンダ 
ル訳やジュネーヴ聖書を念頭に置いてのことである。 

翻訳は順調に進み、1568年にジャッジ (RichardJugge c . 1514— 77) の工房で印刷され、エリザベス 
女王に献呈された（表紙に女王の肖像を印刷） （3 Ge , 160;4 Em , 191)。全体にジュネーヴ聖書のすぐれた 
点を採り入れながら大聖書を改訳した、折衷的なものとなっている。1572年に大改訂が行われ (3 Ge , 161) 、 
その後も多くの版を重ねた。 

主教訳聖書の創世記18章19節は、次のとおりである。比較のため、大聖書とジュネーヴ聖書の訳文も 
掲げる。 


19 3 Hnoujctl^airo, Ujatljc WjvU com ブ 

ntaunue <p) j)is! cM^cn tm 
1) 〇 1 加 afttt yim, tljat tijev Htpctl)c tbav 
oftlje HoitD ， anu to im iufticc aut) ttiuge? ttsof eoo. 
ment,tl)attljc flo^De mav b^ng bppon 
Datl) fpoucn unto Dim* 

I knowe this also , that he wyll commaunde his chyldren and ms householde after him , that they kepe the way of 
the Lord , and to do iustice _and iud^ement that the Lorde may bryng vppon Abraham that he hath spoken vnto 
him . 

このこと もまた わたしは知っている。〔すなわち〕彼が彼の 子供たち に、 また 彼の後の彼の家に、彼 
らが主の道を守ることを、また正義と裁きを行うことを、命じるであろうと。主がアブラハムの上に、 
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彼に向って話したことをもたらすために。 


I knowe this also, that he will commaunde his chyldren and hys houshold after him, that they kepe the waye of 
y Lorde, and do after ryghte and conscyence, that the Lorde maye bringe vpon Abraham all that he hath 
spoken vnto him. ( 大聖書） 

For I knowe him y l he wil commande his sonnes and his housholde after him, that thei kepe the waie of the 
Lord, to do righteousnes and iudgement. that the Lord maie bring vpon Abraham that he hathe spoken vunto 
him. ( ジュネーヴ聖書） 

この訳は、全体として大聖書とほぼ同じである。「正義と裁きを行うことを」は、ジュネーヴ聖書を参 
考にしたものであろう。大聖書の訳文はミュンスター訳とティンダル訳の組み合わせであったが、主教 
訳は、ミュンスター訳とジュネーヴ聖書の折衷になっている。 

9. ドゥエイ聖書 （ 2Eh) 

この旧約聖書 （ 2 巻本）は、エリザベス女王の時代に大陸に逃れたカトリック教徒たちの対抗宗教改 
革の所産であり、 1609 —10 年に北フランスのドゥエ （ Douai. この頃はまだハプスブルク家の領地）で、 
ケラム (Laurence Kellam) によって印刷された。翻訳は、オックスフォード大学セント . ジョンズ•コ 
レッジ出身のマーティン （GregoryMartin c. 1542— 82) が、へブライ語原典からではなくウルガータ訳 
聖書（たぶん VUL SC であろう）から訳したものを、枢機卿アレン (WilliamAllen 1532— 94 ) とカトリ 
ック司祭ブリストウ (Richard Bristow 1538— 81) が閲読 • 修正した （ 3Ge, 161ff.; 4Em, 194) 。 1582 年に 
フランスのランス (Rheims) で出版された新約聖書と共に、ドゥエイ . リームズ聖書 （ Douay-Rheims Bible) 
と呼ばれる（英訳聖書の固有名なので英語読みでよい） （ cf.4El,98f .)。 

本書の創世記 18 章 19 節の訳は次のとおりである。比較のためウルガータ訳を並べて示す。 

り to be blessed al the nations of the earth? f For I 
knov that he \ril comnundc his children, and his houfc 
after him that they kepe the vavof the LorJ, and doc iudec- 
ment and iuftic し ： rhat for Abrahams hkc the Lord nuy 
brin^ ro cfFcft al the things that lie hath fpoken vnto him. 

For I know that he wil commande his children, and his house after him that they kepe the way of the Lord, and 

doe iudgment and iustice: that for Abrahams sake the Lord may bring to effect al the things that he hath spoken 

vnto mm. 

というのは、わたしは知っているからだ。彼が彼の子供たちに、また彼の後の彼の家に、彼らが主 
の道を守り、そして裁きと正義を行うように、命じるであろうことを。アブラハムのために主が、彼 
に向って話した すべての ことを実現するために。 


Scio enim quod praeceoturus sit filiis suis, & domui suae post se, vt custoaiant viam Domini,& faciant 
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judicium &justitiam: vt adducat Dominus propter Abraham omnia quae locutus est ad eum. (VUL SC [lLa’]) 

この訳は、ウルガータ訳をほぼそのまま英語に移したものになっている。違いは「息子たち」を「子供 
たち」に変えたことくらいである。 

10. 欽定訳聖書 （ 2Ei) 

本書のタイトル頁には 、 “by his Maiesties speciall Commandement” （「陛下の特命により」）および 
“Appointed to be read in Churches” （ 「諸教会で読むべく指定された」）という言葉が記されてレ、る。 
Authorized という文字はないが、伝統的に欽定訳聖書 （The Authorized Version of the Holy Bible ) と呼び 
ならわされ、ジェイムズ王聖書 （King James Bible/King James Version) と呼ばれることも多い （ 4E1, 115f .)。 
本書は、ジェイムズー世（在位 1603—25 。後に王権神授説を唱えて議会と対立）が 1604 年に招集したハ 
ンプトンコート会議で、オックスフォード大学コーパス . クリステイ . コレッジ校長のレイノルズ (John 
Rainolds/Raynolds 1549—1607) が提案し、王の支持を得て計画 • 作成されたものである （ 4En の解説 
が詳しい ) 。会議の後直ちに 54 人の翻訳者が選ばれ、 6 っの班に分かれて改訂作業を進めた (4En, 7f.; 4E1, 
108ff.; 4Em, 199) 。 4 年ほどで草稿が完成し、その後の検討を経て 1611 年にロンドンでロバート•バーカ 
— (Robert Barker 1645 死去）によって印刷 • 出版された。モーセ五書およびヨシュア記から列王記下 
までを担当したのは、ウェストミンスター寺院の首席司祭（後にチチェスター主教）アンドルーズ 
(Lancelot Andrewes 1555—1626) 、セント . ポール大聖堂首席司祭（後にコヴェントリ 1 一主教）オーバ 
ーオール （JohnOverall 1561—1619 )、スペイン出身でウスターとウェストミンスターの主教座聖堂名 
誉参事会員のサラヴイア (Adrian Saravia/Hadrian a Saravia 1531 — 1612 )、 ケンブリッジ大学クライス 
ツ . コレッジのフェロー、クラ 1 — ク （Richard Clarke 1634 年死去）ら、 10 名から成る第一班（ウェス 
トミンスター拠点）であった (4Eb, 49ff. “to the first Book of Chronicles, exclusive” は誤記であろう）。こ 
の中では特にアンドルーズとクラークが、へブライ語学者としてよく知られていた （ 4Ec, 147ff., 210; 3Ge, 
165 )。 

聖書翻訳のために、 15 項目から成る原則の遵守が言い渡された。その中に次の規定がある (4Eb, 53ff.; 
4En, 8ff.) 0 


1.THE ordinary Bible read m the し hurch, commonly called the Bisnops Bible, to be followed, and as little 
altered as the Truth of the original will permit. 

1. 一般に「主教訳聖書」と呼ばれている、教会で朗読される正規の聖書に従い、改変は原文の正確 
な意味が許す最小限の範囲で行うこと。 

8. Every particular Man of eacn Company, to take the same Chanter, or Chapters, and having translated or 
amended them severally by himself, where he thinketh good, all to meet together, confer what they have done, 
and agree for their Parts what shall stand. 

8. 各班のメンバーはそれぞれ同じ章を担当し、各人が個別に、良いと考える範囲で翻訳や修正を行っ 
てから、全員が集まって得られた結果を共に検討し、最終的な訳文を合議 • 決定すること。 
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14. These translations to be used when they agree better with the Text than the Bishops Bible: Tindoll’s. 
Matthews. Coverdale s. Whitchurch s. Geneva. 

14. 以下の翻訳が主教訳聖書よりも原文とよりよく合致する場合は、それらを用いること。ティンダ 
ル訳、マシュー訳、カヴァデイル訳、大聖書、ジュネーヴ聖書。 

これらを念頭に置いて、欽定訳聖書の創世記 18 章 19 節の訳文がどうなっているかを見ることにしよう。 
比較のため、主教訳とジュネーヴ聖書も示す。 


19 fenorb fjtnt, tDatDee Ml 
commanuats Oilmen, anoijis Ijoufe 
after i)ttn, anD tljev ^ailfteepethe 
tbapof 均加 eto 由 ce muj 
tuDsemmt, tijat ti)eH€)aa2> map 
树 mgtjpon 加？ aljmn ， 均 at mtth het 
^atijfpofecn of Dim. 

For I know him, that hee will command his children, and his household after him, and they shall keepe the way 


of the LORD, to doe iustice and iudgment, that the LORD may bring vpon Abraham, that wmch hee hath 
spoken of him. 

というのは、わたしは彼を、彼が彼の子供たちに、また彼の後の彼の家に命じるであろうことを知つ 
ているからだ。そして彼らは、正義と裁きを行うため、主の道を守ることになるだろう。主がアブラ 
ハムの 上に、彼について話したことをもたらすために。（欽定訳） 


I knowe this also, that he wyll commaunde his chyldren and ms nouseholae after him, that thev kepe the way or 
the Lord, and to do iustice and iudgement. that the Lorde may bryng vppon Abraha[m] that he hath spoken vnto 
him. ( 主教訳） 


For I knowe him y h e wil commande his sonnes and his housholde after him, that thei kepe the waie of the 
Lord, to do righteousnes and iudgement, that the Lord maie bring vpon Abraham that he hathe spoken vunto 
him. ( ジュネーヴ聖書） 

本節の冒頭部分については、土台にした主教訳の解釈は棄てられ、ジュネーヴ聖書（ティンダル訳）が 
採用されている。ただし、訳文の構造はティンダル以後のどの版とも異なる奶の前に 
区切りを置く）。「正義と裁きを行う」は主教訳を引き継いでいる。しかしこの聖書は、ティンダル以後 

のすベての英語訳と同じく、 iw でを現在形に訳し、目的節を導く n 皆谷诣的も正しくとらえてい 
ない。欽定訳は権威ある聖書としてしっかり定着し、他の英語訳が出た後も使用され続けて今日に至る。 
20 世紀後半には、「英語を用いる人々にとって唯一の権威ある聖書は欽定訳聖書である」と主張するセ 

クト的な立場 （King James Onlyism) さえ現れたほどである （ 4Eh “Introduction ”) 。 
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11 . 欽定訳聖書の 「He 版」と 「 She 版」 

最後に、創世記 18 章 19 節の翻訳とは無関係だが、欽定訳聖書の版間の相違にっいて一言しておきたい。 
1612 年から 17 年までの間に、多くの欽定訳聖書の版が出版され （ 3Bc の 1611 年以後の項目を参照）、不注 
意な誤りと意図的な変更が積み重なった。 1614 年までの欽定訳の版ないし刷には、ルツ記 3 章 15 節の末 
尾が “and he 〔ボアズ 〕 went into the citie” となっているものと “and she 〔ルツ 〕 went into the citie ” とな 
っているものの二種類がある （ 4E1, 119f.) 。 一般に、前者は “ The [Great] He Bible” （「 He 版」）、後者 
は “The [Great] She Bible” （「 She 版」）と呼ばれる（ただし、この呼び名は誤解を招きやすい）。今日 
の有力な研究によれば、 「 He 版」が 1611 年に最初に出版され、同年に 「 She 版」の印刷が開始されて部 
分的に発売されたが、全体が完成したのは 1613 年であった（注 47) 。 2 つの版の間には数百の相違があ 
り、その大半は誤植だが、中には本文の意味を左右する重要な違いもある。とりわけ、ルツ記 3 章 15 節 
の訳文の相違は最もよく知られている。 

さて、ルツ記 3 章 15 節のマソラ本文はであり （ BHS) 、 ブレシア版へブライ語聖書、コ 
ンプルートウム多言語聖書、第ニラビ聖書、ミュンスターの対訳聖書、アントワープ多言語聖書のへブ 
ライ語本文も同じである（注 48) 。従って、これを英語に素直に訳せば前者になるはずなのに、なぜこ 
の違いが生じたのだろうか。欽定訳に至る訳文をたどると、いくつかの要因が働いていたことが明らか 
になる。以下、本節の各種訳文を年代順に示す。 m は「行った」の主語を三人称単数男性形に、 f は女 
性形にとっていることを示す。 


m/f 七十人訳 
f ウルガータ訳 
f パグニヌス訳 1528 年 (ILd) 
f ルフェーブル訳 1530 年 (2Fa) 


Kav svar|A,0sv svc rr|v 710 Aav. 
quae portans ingressa est civitatem. 
& ingressa est ciuitatem. 

Icelle lesporta & entra en la cite 


m チューリヒ聖書 1531 年 (2Gh) vnd er kam in die statt. 

m ルター訳 1534 年 (2Gb) Vnd er kam jnn die stad. (1545 年訳 . Vnd er kam in die Stad.) 
m ミュンスター訳第二卷 1535 年 （ lHk) =1546 年訳 et imponens ei ingressus est ciuitatem. 
f オリヴエタン聖書 1535 年 (2Fb) puis elle entra en la cite, 
f カヴァデイル聖書 1535 年 （ 2Eb ’） & she wente in to the cite, 

f マシュー訳 1537 年 （ 2Ec. テインダルの手稿に基づく ） And she gatt her into the citie: 
f タヴァナー 聖書 1539 年 (2Ed) And she gat her in to the citye, 

f 大聖書（クラ ヽノフ ー聖書） 1540 年 （ 2Ee ”） And she gatt her into the cytie: 
m ラテン語版チユーリヒ聖書 1543 年 (lLg) ingressus est ciuitatem. 


f オリヴエタン聖書 1553 年 (2Fb’) puis elle entra en la ville. 
f エティエンヌ 訳 1557 年 (1L1) & ingressa est vrbem. 

m ジ ュネ^ー ヴ聖書 1560 年 （ 2Ef) he measured ... and laied them on her, & went into the citie. 

f 主教訳聖書 1568 年 (2Eg) And she gat her into the citie. 

m/f モンタヌスの 行間訳 1572 年 ( lHr ) & introiit ciuitatem •( 注 49) 
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m 仏語版ジュネ'—ヴ聖書1588年 (2 Fe ) puis il r’entra en la ville . 別訳 & elle r’entra ... 
f ジュネーヴ聖書 1599 年改訂版（注 50) hee measured ... and layed them on her , and she went into the citie . 
mf 欽定訳 1611 年 （2 Ei ) and he/she went into the citie . 

これを見て気づくのは次の事実である。 （1) ウルガータ訳、パダニヌス訳、エティエンヌ訳（パグ 
ニヌス訳の一部改訳）は主語を女性形とした。 （2) ドイツの翻訳者たち（ルター、チューリヒの学者 
たち、ミュンスター）はこの文の主語を三人称単数男性形にとった（ドイツ語訳、ラテン語訳)。 （3) 
英語訳では、ジュネーヴ聖書1560年を例外として、主語を女性ととる解釈がティンダル以降定着した。 

(4) フランス語訳では、ルフェーブル訳とオリヴヱタン聖書は女性形に解していたが （1570 年版まで 
確認)、ジュネーヴ聖書 （1588 年）では男性形ととる新訳を本文に採用した。 

英語訳聖書を詳しくたどると、まずカヴァデイルは、ウルガータ訳、パグニヌス訳、ルター訳、チュ 
ーリヒ聖書1531年版、同1534年版を見比べて本節の英語訳をこしらえた（ティンダル訳は知らなかった）。 
彼はドイツ語訳は考慮せず、ウルガータ訳とパダニヌス訳に従ったように見受けられる（この点は創 
18:19と同じ)。ヒエロニムスの用いた写本が本節を丁リ：1としていた可能性は考えられるが、 
マソラ本文を底本としたはずのパグニヌス （1488 年のソンチーノ版か1494年のブレシア版、および第一 
ラビ聖書を使用）がなぜこう訳したのか、理解に苦しむ（彼の辞書の幻3の項目にも説明はない)。単 
純にヒエロニムスの訳を尊重した結果だろうか。文脈から判断したのだろうか。パグニヌスの訳文を改 
訂したモンタヌスはこれを同上のように改めた（その結果、七十人訳と同じく性別が曖昧になった）が、 
エティエンヌはパグニヌス訳を保持した。 

重要なのは、パグニヌスがこう訳した理由がどこにあったにせよ、彼のラテン語訳は英語訳の翻訳者 
たちにとって大きな権威であった、という事実である。マシュー（ロジャーズ）はティンダルの手稿を 
用いたので 、 “And she gatt her into the citie ” はティンダルの訳に違いない。そのティンダルは、先に確認 
したように、パダニヌスのラテン語訳を活用した。主語を女性と見る点で、ティンダルはパダニヌス（お 
よびウルガータ訳）と一致する。タヴァナー訳はマシュー訳を引き継いだ。大聖書をまとめたカヴァデ 
イルは、マシュー訳を基本としながらミュンスターの対訳聖書を参照したが、本節については、ミュン 
スター訳ではなくマシュー訳（ティンダル訳）に従った。こうして、本節の主語を女性ととる英語訳の 
流れが形成された。ジュネーヴ聖書はこの流れには乗らず、“ he measured ... and laied them on her , & went 
into the citie ” と訳した。 went の主語は明示されていないが、 he ととるのが自然であろう。主教訳の翻 
訳者たちは、本節を大聖書 （= マシュー訳）と同じに訳した。前述のように、「へブライ語の正確さに 
ついては、とりわけパグニヌスおよびミュンスターに従う」という指示が出されていたので、本節につ 
いて彼らが迷ったとすれば（迷わなかったかもしれないが）、パグニヌスとミュンスターの訳を参照し 
たであろう。その場合、二人の解釈は異なるが、パダニヌスの解釈は大聖書と一致するので、大聖書の 
訳を覆す必要はなかった。その後、1599年にジュネーヴ聖書の改訂版が出版されたが（これ以前にも複 
数の版が出されたが未確認）、これは初版の訳文を補って “and she went into the city ” とした。その結果、 
主語を女性ととる英語訳の流れ（ほとんど「伝統」）が強固に確立された（ちなみに、現代の「新ウル 
ガータ訳 」 [Nova vulgata Biblionm Sacrorum , 197 9] も “quae portans ingressa est civitatem ” という訳文を 
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保っている）。 

欽定訳の 「 He 版」と 「 She 版」の問題は、こうした背景に照らして考察する必要がある。欽定訳の翻 
訳にさいしては、 （1) 「主教訳聖書と呼ばれている正規の聖書に従うこと」、 (14) 「ティンダル訳、 
マシュー訳、カヴァデイル訳、大聖書、ジュネーヴ聖書が主教訳よりも原文とよりよく合致する場合は、 
それらを用いること」、という2つの指示が出ていたことを思い起こそう。これらの翻訳（ジュネーヴ 
聖書は1599年改訂版が利用できたであろう）はすべて女性を主語に立てている。文脈的にも、町へ戻っ 
たのはルツ、と解することは可能である。そのうえ、この解釈は英語訳のみならずウルガータ訳やパグ 
ニヌス訳とも一致する、権威あるものである。こうなると、欽定訳もいきおい “and she went into the citie ” 
と訳してよさそうなものだが、初版の翻訳者たち（アンドルーズとクラークであろう）は——ジュネー 

ヴ聖書1599年版を含む既存の英語訳には惑わされず- “and he went into the citie ” と訳した。言うまで 

もなく、こちらがへブライ語本文の正しい訳である （ RV 1885年訳も “and he went into the city .”) 。欽定 
訳の翻訳者たちが見たであろうへブライ語本文はマソラ本文のみであったことに注意しよう。それゆえ、 
もし彼らがへブライ語聖書から訳したのだとすれば 、 “and she went into the citie ” は誤訳である（注 51) 。 
しかし——おそらく伝統の権威に屈して——この訳はすぐに変えられてしまった（単なる印刷上のミス 
としては片づけられない)。そして今日の NKJV (1982 年）に至る （ He 版の訳注をつけているが）。現代 
の旧約学者の中に、本文批評の観点から異読の方をオリジナルと見る者がいることは確かだが、そのこ 
とと欽定訳の 「 She 版」がこれを “and she went into the citie ” と訳したこととは全くの別問題である（注 
52)。なお、 「 She 版」は 「 He 版」の誤りを直したものだというひどい謬見が今なお見られるが、もちろ 
んこれには何の根拠もない（注 53) 。 
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第一部の結び 

2017年はルターが宗教改革の端緒を開いてから500年目に当たる。これを期に、「マルテイン•ルタ 
一の翻訳による」ドイツ語聖書の改訂版が2016年10月に刊行された 


Denn dazu habe ich ihn auserKoren , dass er semen Kmdem Deiehle und semem Hause nacn lhm , dass sie des 
HERRN Wege halten und tun , was recht und gut ist , auf dass der HERR auf Abraham kommen lasse , was er 
ihm verheifien hat . (創 18 :19. Die Bibel nach Martin Luthers Ubersetzung , revidiert 2017) ( = 1964 年改訂 

版)。 

というのは、このためにわたしは彼〔アブラハム〕を選んだからだ。〔すなわち〕彼が彼の子供たち 
に、また彼の後の彼の家に、彼らが主の道 ( pi .) を守り、そして正しく良いことを行うように、命 
じるために。主がアブラハムの上に、彼に約束したことを来たらせるために。 

創世記18章19節をこのように解する流れは、19世紀末までには各国語の翻訳に広く波及するに至っ 
た（注31〜33)。ルター訳に基づくドイツ語聖書も、ようやく1964年にその仲間入りを果たしたわけで 
ある（新ウノレカ—夕 gR “Nam elegi eum , ut praecipiat tuns suis et domui suae post se , ut custodiant viam 
Domini ...” と訳している [3 Be 参照])。だが、終わりよければすべてよし、とはいかない。宗教改革者 
たちの信仰義認の教理が、本節に反映したアブラハムの選びをあまり考慮せずに形成されたとすれば、 
正しい訳が定着したからと言って、それだけでかつての遅れを取り戻すことはできないからである。大 
げさに聞こえるかもしれないが、われわれは500年前に立ち戻って、信仰義認、あるいはむしろ「信に 
よる義」の教えを根本から考え直す必要があるのではないだろうか。 

ルターは晚年に至るまでドイツ語訳聖書の改訂に努めたが、創世記18章19節については、彼自身も 
彼の「サンヘドリン」 （4 Gl ,241;4 Hl ,57 f .) も、自分たちの翻訳懈釈）の確かさを最後まで疑わなかっ 
たように見える。ルターによる創世記18章19節と1章4節の訳文を、ウルガータ訳およびマソラ本文 
と並べて比較すると、次のようになる （1545 年版。1523年版と1534年の版はやや異なるが、ここでは 
省略)。 


Vnd Gott sahe , das das Liecht gut war . 
et vidit Deus lucem quod esset bona . 

niKn - n^ □々ラ容 N-p (創 i: 4) 

Denn ich weis , er wird befelhen seinen Kindem ... 
scio enim quod praecepturus sit filiis suis ... 

... m: w 的ヮ （ 創 18 : 19 ) 


注目したいのは、ドイツ語とラテン語の文構造の類似である。創世記18章19節のドイツ語訳では er 
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wird befelhen の前に das ( daB ) がないが、構文上はあるのと変わらない （ weis は er wird 以下を暗黙 
の目的節にしている）。ルター訳はへブライ語をウルガータ訳と同様にとる一方で quod に相当する語 
を省略した。だが創世記1章4節については、 quod に相当する das ( daB ) を明示する一方で、ウルガ 
ータ訳 （18: 19はともかく1: 4は正確に訳している）では保たれていたへブライ語の構造を無視して 
訳した（ティンダル訳と比較。注40も参照)。確かに Vnd Gott sahe das Liecht das es gut war とすると、 
ドイツ語としてぎこちないのかもしれないが、出来上がったドイツ語の訳文は、創世記1章4節と18 
章19節が同じ構造になっており、へブライ語原文も同じ構造であるかのように見えてしまう。しかも 
彼らは、そのことに何の問題も感じなかったように見える。パダニヌス （1528 年）もティンダル (1530 
年）もミュンスター（1539年）も、18章19節のての語末の1を人称代名詞語尾三人称単数男 
性形ととる解釈を公にしていたのに、ルターたちはその点を考慮せず、改訳のそぶりさえ見せなかった 
のである。 

カルヴァンも創世記18章19節の正しい理解に達しなかったが、ルターらとは異なり、本節の訳を改 
善しようと最後まで努めたことは確かである。彼は、ラテン語版創世記注解の執筆時 （1554 年）には、 
おそらくパグニヌスの訳文を借用したが (Quia novi eum : propterea praecipiet filiis suis •••) 、その意味を掘 
り下げることはしなかった（第3章§ 8)。その後、フランス語版注解書 （1564 年）では 、 Carielecognoy 
qu 5 il commandera a ses enfans ... という訳に変えたが、すでに指摘したとおり（第6章§ 5 ) 、これは 
英語版ジュネーヴ聖書の訳文（ティンダル訳）をまねたものと思われる。だが、この訳が最初の訳にま 
さっているとは言えない。ともあれ、カルヴァンは最後まで創世記18章19節のへブライ語本文を正確 
に理角军できなかったのである。 

しかし、これらの宗教改革者を責めることはできない。彼らが利用することのできた辞書の中に、リで 
の訳語の候補として eligere (選ぶ/選び出す）を挙げているものは一つもなかった。この動詞がこうい 
う意味をもつこと（アモ3: 2 。 nQ * j^n nin $^ ansnij ： pn 「君たちだけをわたしは、地の 
全部族の中から知った （= 選んだ)」）を広く認識させたのは、ドイツのセム語学者ヴィルヘルム.ゲゼ 
ニウス（1786—1842)の、ラテン語による1833年の旧約聖書へブライ語アラム語辞典 （3 Be ) が最初で 
はないかと思われる（注54)。ゲゼニウスは、この動詞がしばしば animum advertit ad aliquid (何かに心 
を向ける ）、 providit (前もって配慮する ）、 curavit (気を配る）という意志的な意味で用いられることを 

説明した独立項目（柳頁右）で、創世記 is 章 I 9 節 n 深てをへブラィ語で引用して、 
“eum ( Abrahamum ) curavi , elegi , eius respectum habui , ut iubeatcot Cf . Ps .1,6 ,9 (「彼 L アブラハム]に気を配 
った[選んだ、彼を顧慮した]、彼が • • •命じるために」）と訳している。ゲゼニウスによれば、詩編 
1編6節の「知っている」も、単に認識しているということではなく 「主は義人の道に心を向けている」 
という意味である。 

ブクストルフの辞書の第二版 （1615 年）には curare (気を配る ）、 curam agere (配慮する）という訳 

語が加わっていたが、诣的の解釈も含めると、創世記 is 章じ節に対する彼の解釈はまだ満足 
のいくものではなかった（第4章§4と注22参照）。ところがブクストルフ以前に、フランス語版ジ 

ユネ'ーヴ聖書の編集を手がけたベルトラム (Bonaventure Corneille Bertram 1531— 94) が、すでに同棣 
の認識に達していた。ベルトラムは1577年にパグニヌスの辞書の改訂版 （2 巻本）を出版し（注55)、 
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そこにパリ時代の恩師 メルシェ (Jean Mercier c . 1510— 70) の注釈を豊富に採り入れた （4 Ec ， 78)。創 
世記18章19節冒頭の訳文はパダニヌスと同じ （ nouieum ) だが （906 頁）、リての語義説明 
に次の記述が追加されている （905 頁)。 



ecore. (r cum Deo nrwunur^ ranorem^ 
ol}4tionem O' Curam eixs mcluJir^ in fin. 


et cum Deo tribuitur , Fauorem , Approbationem et Curam eius includit , in fm . 

そして神に帰されるときには、つまるところ、神の好意、是認、および配慮を含意する。 


一方については （ i 43 i 頁）、説明こそ拡充されているがつ皆谷诣的を含む用例を取り上げて 
はおらず、創世記18章19節後半のを vt adducat dominus ... と説明する点もパグニヌスの辞書と 
変わっていない。ここからすると、ベルトラムがゲゼニウスのような理解に達していたとはとても言え 
ないが、ジュネーヴ聖書創世記18章19節の欄外別訳 （“ie l’ai cognu afm qu’il commande . c . i’ai eu vn soin 
particulier delui , & c .” 「わたしは彼が命じるために、彼を知った」。つまり、わたしは彼を特別に配慮し 
た. •.） は、パグニヌスの nouieum という訳を、以上の情報と結びつけて再考した結果であると思 
われる。そのさいベルトラムが参考にしたのは、メルシェの創世記注解書であろう。メルシェはコレー 
ジュ.ド.フランスのへブライ語教授で、カルヴァンによるジュネーヴ学院への誘いを断った人物の一 
人である （4 Ec ,77)。 彼の創世記注解書は、彼の没後の1598年にベーズの手で出版された（注56)。その 
創世記18章19節の箇所で、メルシェはウルガータ訳 （ VUL SC と同じ）を用いながらも、へブライ語原文 
を自由に解釈して、次のように論じている （341 頁)。 
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ip Scio enimquod prjeccptu- 
rus (it filiis fuis, & domui luar poft 
ic, vt cuflodiant viam Dommi, & 
faciant iudicium 6c iuflitia: vtad- 
ducac Domii^us propter Abraham 
omnia qux loquutus eft ad eum. 

Alia ratioi Omsm rtoui rirm.i.probe notum ha- 
bco f qu6d integer fit & iuAus. Quo$ familbri* 
ter notos habcinus, folcmusiilis noftra confilia 
prodcrc. Ouidam Hebrarorom cognittoncm 
ad amorem & dilcdioncm rcfcruntiVijQ^ud eft 
homo quod cu agnofcit^ nouit Dominus viam 
iudorum^ncicio vos t & huiuimoHi alia^Maloco 
gnitionc gcncralitcr accipcre.Mim prob^ notui 
eft & plane perfpeeb s.ltcm iilia ratio • 尸 r# 尸 / rrr4 
quodpnctptHr$4s eHp!$Ujms domttt yi/j.fiimi- 
liwdr r o . cris ft% vtcutiodhintviam Donum. 
i.lcgcm & voluntatcm 9 cjuod mox cxponit t w 
f.iciArufiihctt tufttttMmindicium, i.id quod 4r- 
quumeftin DeQ 6l proximu, nam vrrunque Me 
vdim compIc^H.Hjtc eft via Domini. Sunt qut 
nimts iciune cu Chaldxo exponutu ， >ioui cum 
quod (it pr^ccpturus (uii Aliis &oSed [yoS plus 
ligniticat, & cum fxpc cauGm fiiulem notet ， 
vr,(icut h!c ctiam quidam nulunt ， referatur 
adillud, メ " 以ん See. Vtinbcjufihn 

fnis drpofttris vt fibi fciliccr caucant t & fc im- 
maculacoi feruent^Sed malolianc eflealiam Do 
mini rationem 9 vt ,yoH aliam caufam quam fi- 
nalcro indicct 9 quia primiim fcio cum in fc ia. 
ftum e(Tc »icem in iulhtia fuos inftiaiairu，vt 
pod fe pergant in timorc Domini, id cA»mco» 
nam dc fe loquitur per tertiam perfonatn more 
huius linguT. Vndc colligc oflicium patritft* 
milias. Certe (imitl innuit Dominus Hanc rcuc- 


Alia ratio , Quia noui eum . i . probe notum habeo , quod integer sit & iustus . (別の理由-「というのは、わた 

しは彼を〔知った結果として〕知っているからだ」。すなわち、わたしは彼が完全で正しいということ 
をよく知っているからだ)。 メルシェは 18節の注解で、「アブラハムが大きな強い国民になる」ことの「主 
の理由」 （ Dominirationes ) に論及していた。そして、彼の考えによれば、その第二の理由が本節に示さ 
れている（カルヴァンの創世記注解書 [1554 年. ILk ] との内容上の類似に注目）。興味ぶかいのは、彼 
自身は支持していないが、「知る」のへブライ的理解を紹介していることである。 
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Quidam Hebraeoram cognitionem ad amorem & dilectionem referant , vt , Quid est homo quod eum agnoscas , 
nouit Dominus viam iustorum , nescio vos , & huiusmodi alia . Malo cognitionem generaliter accipere . Mihi 
probe notus est , & plane perspectus . 

へブライ人のある人たちは、知るようになること ( cognitio ) を愛や愛情と関係づける。たとえば、「人 
とは何ものでしょうか。あなたがこれをお知りになるとは」〔詩144: 4 2*1$ つ9〕、 「主は 
義人たちの道を知っておられる」〔詩1: 6 T 11 ロブ H リ1ヤ〕、「私はあなたがたを知らない」 

〔申33 : 9. ウルガータ訳はへブライ語本文と異なる. Cf . ルカ13: 27〕およびこの種の他の章句。 
むしろ、「知ること」を一般的に理解すること。「わたしは彼をよく知り、確認している」。 

ベルトラムは、ここに紹介された y てのへブライ的意味に興味をもち、それを彼の辞書に盛り込んだ 

のであろう。メルシェは、もう一っの「主の理由」を指摘している。- Propterea quod praecepturus est 

filiis suis etdomui suae... et poster is post se, ut custodiant viam Domini •こ の訳文は、モンタ ヌスの 改訳 （“Quia 
noui eum . Propterea quod praecioiet filiis suis , & domui suae post se ” 「というのは、わたしは彼を知ったから 
だ。彼は彼の息子たちに、また彼の後の彼の家に命じるであろうから」）に近い。ここで注目したいの 
は、メルシェが说めを ut ではなく Propterea quod と訳したことである。確かに彼は、“ noui eum 
quod sit praecepturus suis filiis ”というタルグム流の解釈を退け、'ラはよりしばしば ut を意味する 
ことを認め 、 “An calo Abraham & c . Vt iubeat filiis suis et posteris ” （「たぶんわたしはアブラハムらを呼び集 
める。彼が彼の息子たちと子孫に命じるために」）という意味にとる者たちがいることを承知している。 

しかし、「主の理由」という観点から、結局この種の翻訳を退けて、石'を Propterea quod と訳 
したのである。 

そうであるなら、ジュネーヴ聖書另 II 訳の “afin qu’il commande ” は メルシェに 直接由来したのではなく、 
メルシェの 注解書をよく学んだベルトラムが無視できぬ解釈として取り上げた、と見るべきであろう。 
だが彼は、1564年のカルヴァンのフランス語訳を退けてこれを本文に採用するほどの自信をもてなかっ 
たため、欄外に載せたのであろう。そして実際、ジュネーヴ聖書を受け継いだ学者たちの反応は鈍く、 
この訳文を真剣に取り上げる者はその後長い間現れなかったのである。 

パグニヌスが彼のラテン語訳聖書（1528年）とへブライ語辞書 （1529 年）において、てを “noui 
eum ” （「わたしは彼を知った」）と訳したことは確かに大きな意味をもっ。だが、それでも何かが足りな 
かった。彼の翻訳をェティェンヌが改訂したさいに添えた注釈が、それを物語っている（前記メルシェ 
の注解も参照)。彼は次のように書いている。 

Noui emm eum , vt praecipiat . l.noui eum esse hommem pium , lustum , ac docilem , non mquam celabo eum . 
sequitur ratio , vt praecipiat . 

「というのは、わたしは彼を知ったからだ、彼が命じるために」。っまり、わたしは彼が敬虔な、正 
しい、そして物わかりのよい人間であることを知った。わたしは、「彼に隠そう」とは言わない。「彼 
が命じるために」の理由はここから生じる。 
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ェティェンヌは、 ；]^ ： vnvT ^ の意味をこのように説明した。これはパグニ ヌス訳 Quia 
noui eum. Propterea praecipiet ... の角军説、あるいはそれに基づく解釈と見てよいが、彼はここに、パグニ 
ヌス とは異なる彼独自の訳 (Noui enim eum, vt praecipiat) を示した（訳文自体は注 46 の （ 6) に近い)。 
それによれば、主はアブラハムが「敬虔な、正しい、そして物わかりのよい人間」であることを知った。 
そしてそれは、アブラハムが子孫たちに「命じる」ためであった。 

だが文脈に照らすと、この説明は不十分である。19節冒頭の' 5 :? ( enim . というのは/すなわち/確 
かに）は17—18節の主の言明全体（その性格はここでは問わない）「わたしはアブラハムに、わたしの 
しようとする事を隠そうか。アブラハムは必ず大きな強い国民になり、そして地のすべての国民が、彼 
にょって祝福されるだろぅ」（ラ竹导 vn nrn T 3 Ki : np acrp 籾，辦 

: *73 in の理由がここに示されること、あるいはその説明がここに与えられ 
ることを合図している（口語訳と新共同訳はこれを省略したことにより、前後の関係を分かりにくくし 
てしまった）。そうであれば、アブラハムが「敬虔な、正しい、そして物わかりのよい人間である」こ 
とを主が知ったことは、隠さない理由の説明にはなっていても、アブラハムが「必ず大きな強い国民に 
なり、そして地のすべての国民が、彼によって祝福される」ことの理由としては弱すぎる。彼が事実そ 
ういう人間であり、主がそのことを認識していても、それだけで、アブラハムが「大きな強い国民にな 
り、地のすべての国民が、彼によって祝福される」ことにはならないからである。言い換えると、この 

は、神の認識や予知ともちろん無関係ではないが、意味の中核はそこにはないのである。これ 
は、神がアブラハムを選び、特別に配慮し、その配慮が彼の子孫にまで及ぶことを言っているのであり、 
そうとらないと、17—19節の本文の論旨が理解できないのである。 ェティェンヌ も メルシェ も、彼の同 
時代人と同様、リでを認識的な意味でのみとらえてしまった。 フランス語 版ジュネーヴ聖書（1588年） 
の別訳 （“ie l’ai cognu afin qu’il commande . c . i’ai eu vn soin particulier de lui , & c .” を複合過去に訳 

し、「知った」の意味内容を「特別な配慮」として解する）が長い間受け入れられなかったのも、これ 
を認識的な意味にとるのがこの時代の通説だったからであろう。この別訳を別にすれば、創世記18章 
19節を適切に訳しているものは、概観した日常 語 訳の中には見当たらない。 

ところで、マソラ本文のてつが実は二次的な本文形態である可能性を、われわれ 
は考えなくてよいのだろうか。クムランで発見された聖書写本 （8 Q 1 等）に本節は含まれないし、クム 
ラン宗団による聖書パラフレーズ（「外典創世記」等）や創世記注解 （4 Q 252 等）にも本節への言及は 
ない。だが、たとえ死海文書の中にマソラ本文と一致する創世記18章19節の写本が発見されたとして 
も、それで問題が片付くわけではない。死海文書以前のサマリア五書の本文はとなっているし、 
七十人訳聖書の翻訳者たちが用いた本文もサマリア五書と似ていたと推測されるからである。しかし、 
古いからといって直ちに ’ IISTP がオリジナルに近いということにはならない。この分野の専門家では 
ない私にできることはごく限られているが、それでもある程度の考察を行うことはできる（注57)。 

MT にという言い回しが現れるのは、創世記 I 8 章 I 9 節を別にすると、わずか11箇所 
である（創18 :19、レビ17 : 5、民17 : 5、申20 :18、27 : 3、ヨシ3 : 4、サム下13 : 5、ェレ42 : 6 
[LXX 49 : 6]、ェゼ20 : 26、31:14、36 : 30、46 :18)。七十人訳はそのほとんどを57100(；(〜ために 
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/〜ように.レビ17 : 5、民17 : 5、サム下13 : 5、エゼ20 : 26、31:14、36 : 30、46 : 18) または Iva 
(〜ために.申20:18、ヨシ3: 4、エレ49: 6) と訳している。 もちろんこれが1の普通の 
訳である。一方、申命記27章3節の MT と L XXは次のようになっている。 

pKn _l 7K Knn -\m 作〇ラ Jiwn minn rnnm 

I V V ： T : 丨 ••• T T V T _ _ : I V ： T : — T - •• ； 1 T ... 丨 . T : _ T j 

: f ? nirr nai 也 m n^n nnr fnK ini 

It 丨 ... ■: •• •••: T : V • — : T T _ T 丨 •••... 丨 ： _ 

And thou shalt write upon them all the words of this law , when thou art passed over , that thou mayest go in 
unto the land which the LORD thy God giveth thee , a land that floweth with milk and honey ; as the LORD 
God of thy fathers hath promised thee . (K J V) 

Write on them all the words of this law when you have crossed over to enter the land the LORD your God is 
giving you , a land flowing with milk and honey , just as the LORD , the God of your ancestors , promised you . 
(NIV) 

Kai ypa\|/ 8 i (； 8 兀 i xcov M0cov 兀 (iviaq xoxx; ^oyoix; tov v 611 od toijtod, (bg av SiaPrjxs xov IopSavriv, 
r)viKa sav dxjs 入 0r|T8 siq xf)v yfjv, f^v icopiog 6 Qsoc, xcov 兀 aWpcov aoi) 5i5comv aoi, yfjv psoDaav 
yala Kai (is 入 i, 5v xp 6 兀 ov 81718 v laipio; 6 Qsoc, t&v 兀 (rc 6 pcov aov aor (L X X) 

And you shall write on the stones all the words of this law when you cross over the Jordan , when you enter the 
land that the Lord , the God of your fathers , is giving you , a land flowing with milk and honey , as the Lord , the 
God of your fathers , said to you . ( NETS ) 

へブライ語本文は、 ^11.3173 の後で区切るか、 n 皆^ ny 的以下をそれに続けるかによって、二通りに訳 
すことができる（前者は、 KJV. 他に VUL、 ルター訳、新改訳、鈴木佳秀訳[岩波版]等。後者は N 
iv、 rsv 、 nrsv、f jb 等）。しかし、直前の27章2節に nnyri n 皆衫 nva 

ini 〒於技(「あなたの神ヤハウェがあなたに与える地へと、あなたがたがヨルダン川を 
渡る日に」们 av rijispa oiaPrixs xov Iop5avr)v sk; xr|v yriv, r\v Kopio; o 080 (； god Slocoaiv aoi) とある 
ので、どちらに訳しても「ヨルダン川の向こう側の地=主の与える地」と理解されるはずであり、七十 
人訳の翻訳者もそう考えたと思われる。この訳ではに fivka^tv という訳語が当てられて 
いるが、底本としたへブライ語原文が違っていたようには見えない。というのも、サマリア五書の本文 
の対応部分 K3T 1 识的丁 IE] はマソラ本文と全く同じであるから （lHc,FiinfterTeil)、 七十人訳 
だけが別のへブライ語本文を使用したとは考えにくいからである。3節の訳文は2節（へブライ語法も 
含めきわめて逐語的）ほど原文に忠実でないように見えるが、たぶん彼らはこうした観点から、 &,q av 
SiaPrjxs て ov Iop6avr)v と r)viKa sav sias^Brixs sit； rpv yr|v, fiv icupiog 6 0sot；... Siowaiv aoi 钇同格関 
係に置く訳文にしたのであろう。より逐語的な（その意味で原文により忠実な）訳も可能だったはずだ 
が、前後の文脈からむしろこの「意訳」を選んだのであろう（口語訳、新共同訳と比較)。 

創世記18章19節についても、何らかの「意訳」をまず疑うべきである。彼らの使用した本文はサマ 
リア五書と同様の vn m p 的ハ:）というものであった蓋然性が高い（第 i 章参照)。 
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これを機械的に訳すと、「というのは、わたしは知った。彼が彼の息子たちに命じるために（ように）」 
となる。「知った」の目的語が記されていないので、本当のところ何を言っているのかよく分からない 
が、それでも「彼が彼の息子たちに命じる」が11^〗リゴ7で導かれる目的節の中身であること、さら 
に、「彼が彼の息子たちに命じる」ことが、目的として意図されていることは明らかである。そこで、，:） 
vn UK ^ nyr という本文を、分かりやすいギリシア語に訳すとすれば、 ti 5 swyap 

oti auvia ^ sitoit；Dioig auxoi ) と意訳するのが最善だということになる。結果的にこの訳は1リゴ7 
を^)のように扱っているが、これは本文ではなく翻訳の問題である。なお、七十人訳は完了態の” 

に過去の意味を認めて竹 5 siv と訳したが、古ラテン語訳はこれを改悪して現在形に訳し （ Scio )、 ヒエロ 
ニ ムスの ウルガータ訳もそれを踏襲した。そして、ルターもテインダルもこの解釈を受け継いだ。こう 
して、「知る」をもっぱら認識的意味にとる解釈伝統（すでに t ◦にその一端が見られる）が強固に定 
着した。結局、七十人訳の使用したへブライ語本文は VJliTP の末尾の一文字を欠いていたのであり、 
そのため翻訳者はこのように意訳せざるを得なかった、と見るのがこの訳文の由来の最善の説明であろ 
ぅ。 

それでもなお、末尾の1のない本文が本来のもの（オリジナル）でありマソラ本文は後からこれを付 
加した、という見方ができるかもしれない。しかし、本節のマソラ本文に毁損はない。従ってむしろ逆 
に 、 SP — L XX 系統のへブライ語原本文が伝達の過程で末尾の1を何かの理由で落とした、というよ 
うな可能性を考えるべきであろう（あるいは、これを含むものと含まないものが相互に独立に伝えられ 
た）。マソラ以前のラビ文献『ベレーシート.ラッバー』（『エルサレム.タルムード』と同時期の4世 
紀半ばから5世紀にまとめられた [3 G 1, 201, 189] 〇 3 Bd , “BERESHIT RABBAH ” の項目も参照）に現 
れる創世記18章19節の本文は、現在伝えられる形では、マソラ本文と同じ mr 作的 rmrp ，つ 
である。また、第1章で見たように『タルグム.オンケロス』（その原型 [ PalestinianProto - Onqelos ] を 
135 年以前と見る学者もいる [iac, 31])の一部の写本も、へブライ語の vnyr をそのままアラム語 
に訳している。これらの文書の編集に後代の手がどのように加わっているか、私には見当もつかないが、 
タルムード期以前、さらには初期ユダヤ教時代の本文を伝えている可能性を排除することはできない。 
どちらにしても vnyr の末尾の一文字の有無は神学を分ける重要な意味をもっている。これがないと、 
創世記18章19節は神の予知や全知というありきたりの認識的意味に解するしかないが、そのマソラ本 
文はそれ以上の、神学的にこのうえなく重要なことを言っているからである。その意味で、神学的価値 
が高いのは（少なくとも本節に関する限り）言うまでもなくマソラ本文の方であり、（伝承の古さやキ 
リスト教的伝統を理由に）それを退けて SP — L XX — VUL 系統の本文を選び取ることは、すでにそ 
れだけで重大な神学的判断を下しているのである。 

何はともあれ、現時点では綿密に校訂されたマソラ本文がわれわれの有するへブライ語聖書原典であ 
り、創世記18章19節については、宗教改革者たちの用いた本文もわれわれのものと同じである。本節 
が信仰義認論との関連で重要な意味をもつことに彼らは（時代的限界もあって）気づかなかったが、幸 
いにも、彼らはマソラ本文を退けたわけではなかった。 

最後に、「彼を知った」の主要な意味が「彼を選んだ」ということであるなら、次には、神がアブラ 
ハムを ——さらにはユダヤ民族を一選んだ理由は何か、また、個々人の選びをどう考えるべきか、が 
問題になる。そしてこの問いは、初期ユダヤ教以来現在に至るまで、繰り返し問われてきた。本書の第 
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二部では、初期ユダヤ教の諸文書（知恵の書、 ヨ ベル書、マカベア書 一、 ソロモンの 詩編、アブラハム 
の遺訓、アブラハムの黙示録、聖書古代誌、第四エズラ書等）、死海文書（ダマスコ文書、外典創世記 
等）、 フイロンとヨセフスの 著作、ラビ文献 （ミシュナ、 タル ムード、 ベレー シート. ラツバー、タル 
ダム等）、そして何よりも新約聖書において、この問題がどう考えられているかを、検討することにし 
よう。 
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注 


1 著者のいう「信」（ピスティス）は、神の終末論的な救いの仕組み（エコノミー）を 
指示する固有名である。「ローマ書におけるピスティスとノモス （2) E 」 『人文.自然研究』 

10号 (2016 年）、30—73頁 。 “The Holistic Pistis and Abraham’s Faith (Galatians 3),’’ 
Hitotsubashi Journal of Arts and Sciences 57 (2016) 1-12. 

2 死海文書に含まれるへブライ語聖書写本の中にはマソラ本文とは異なるものもある 
が、現在のところ創世記18章19節を含む写本は見っかっていない （ lHd )。 また、オリゲ 
ネスの『へクサブラ』 （ Hexapla 六欄聖書）にはへブライ語本文と並んで、七十人訳とは別 
系統のギリシア語訳（アクィラ訳、シュンマコス訳、テオドティオン訳）が記されていた 
が、現在までに復元されたへクサプラ断片に本節は欠けている （ lHe )。 これらのギリシア 
語訳およびへクサブラと関連する諸問題にっいては、 4 Hn の第5章と土岐健治『七十人訳 
聖書入門』（教文館、2015年）を参照。 

3 倉 IJ 18 :19の Hi ?!? ( 「義」）にっいて『ベレーシート.ラッバー』 XLIX .4 は、「会 
葬者への食事提供」 ( Kn T ? in ) を意味するというラビ•ユダンソンチーノ訳 
では「ラビ.アハ」）の解釈と、「病人を見舞うこと」（□力 In mp3) という他のラビた 
ちの解釈を載せている （ IDa ) 。また、 『バビロニア. タルムード』「ケトウボート」 8 b 
は、これを「慈しみの行為」 ( nnon ) の意味にとり、主と父祖アブラハムとの契約 （mnn 

ラ泣害礼を指す）とも関連づけている （ iDb . これらのラビ文献にっいては 
3 G 1 の第3章§ 7および6を参照）。こうした「義」の概念は、法や権利と結びっいた「正 
義」とは明らかに異なる。問題は、ギリシア語訳、ラテン語訳、フランス語訳、ドイツ語 
訳、英語訳におけるへブライ語の訳語を日本語にどう訳すかである。へブライ語の背景に 
照らしてすべて「義」と訳せば済むかもしれないが、訳語というものはその言語における 
語源的意味を多かれ少なかれ反映しているはずだから、このやり方は安易であろう。ギリ 
シア語の Sikouo(t6vti は 8 VKT! (慣習や裁きの遵守、刑罰的正義）に由来し、ラテン語の 

justitia は-従って、フランス語と英語の justice も- jus (法、権利）に由来する。 

これらは「義」よりもむしろ「正義」と訳すのが適当であろう。英語には、 justice のほか 
に古ゲルマン語に由来する righteousness があるが、別の訳語を当てるのは難しいので、こ 
れも「正義」と訳す。ドイツ語の場合、 Gerechtigkeit/Recht (本書では「正義」と訳す） 

と対立する Justiz は英語とは異なり「司法.裁判」を意味する。なお、英語の justice と 
righteousness の違いにっいては 、 E • P .サンダース（土岐健治•太田修司訳）『パウロ』 
(教文館、2002年）第6章を参照。 

4 標準的なギリシア語文法によれば、 fiSsw は olSa の過去完了形で、意味は未完了過去。 
これを強いて「知っている」と訳す ( lGc , lGd ) べき理由はない。七十人訳の本文に従え 
ば、18節「アブラハムは必ず大きな、数の多い国民になり、地のすべての国民が彼によっ 

て祝福 2 ■れる 7 ころつ」 I APpaafx 8 s yvvo | i £ vo <; scrrou svq eGvoq |asya Kai 71 oA _ u , Kca 
^vsuAxryriQiicjovTOrt ai)iro Tiavia xa £0 vr | xrjq yfjq ) という主の決定ないし計画の理由説明と 
して、それに先立っ主の知（っまり予知）の事実が19節で言明される。その予知は、アブ 
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ラハムが子孫たちに命じて、正義と公正を行うために主の道を守らせることを含み、かつ、 
主がアブラハムに話したすべてのことを彼の上にもたらすという目的と関連していた。不 
定法 tioisTv (へブライ語も同様）は目的の意味にとっておく（他の翻訳も同じ）〇 
なお、 NETS = A . Pietersma and B . G . Wright , ed . A New English Translation of the Septuagint and 
the Other Greek Translations Traditionally Included Under that Title (New York : Oxford 
University Press , 2007) の訳文 fi、“For I knew that he will instruct his sons and his household 
after him , and they will keep the ways of the Lord ...” となっている (2009 年第二刷の電子版に 
よる）。 

5 例として、創世記12章3節を比較する。下表の上段はへブライ語マソラ本文を語順 
どおり（右から左）に並べ、へブライ語の各単語の日本語直訳を中段に、下段にはへブラ 
イ語に対応するギリシア語訳を示す。 
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見てすぐに分かるように、ギリシア語訳では、へブライ語の語順がキアスムスも含め保た 
れている。唯一異なるのは、「あなたを呪う者」がへブライ語では単数形なのにギリシア語 
では複数形になっている点だが、これは、原文を集合的意味にとって前後のバランスをと 
ったものではなく、となっている本文 （ SP と同じ）をそのまま訳した結果であ 
と）つ。 ちなみに、古 フア ン語 aR (Et benedicam benedicentes te , et maledicam maledicentes te , & 
benedicentur in te omnes tribus terrae .) と ウノ レ ガー タ訳 (benedicam benedicentibus tibi et 
maledicam maledicentibus tibi ataue in te beneaicentur universae cognationes terrae .) で、 {まヤ / パ 

ムスが崩れている（「あなたを呪う者」はどちらも LXX と同じく複数形）。 

6 タルダムにっいては、 3 G 1 の第3章§8 を参照。なお 、 B H S の欄外注記にはないが、 
「タルダム.ネオ フイテイ I 」 の本文もこれらと基本的に同じである（詳細は省く）。 

7 本書の主要目的は、へブライ語聖書の印刷本を底本とする宗教改革期の翻訳聖書にお 
いて創世記18章19節がどのように訳されているかを確認することにある。そのため——ま 
た著者の専門外でもあるため——へブライ語聖書の印刷本の編集に用いられた （1 〇世紀 
以後数百にのぼる）写本の検討はすべて省く。写本にっいては、 4 Hn の第2章を参照。 

8 現在使用されている旧約聖書本文の章区分は、イタリア出身のカンタベリー大司教ラ 
ンフランクス （ Lanfrancus/Lanfranc c . 1005— 89) の創案に基づいて13世紀のカンタべ 
リー大司教ラングトン （Stephen Langton c . 1150— 1228) が確立したウルガ'ータ訳聖書の 
区分に溯る。1440年頃ラビ•イサク•ナータンは、この章区分を用いてへブライ語聖書の 
コンコーダンスを作成し、そのさいマソラ本文の節番号を一緒に示した。へブライ語聖書 
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の印刷本に章区分が記されたのは、 1517—18 年の第ーラビ聖書 ( lHi ) が最初である。だ 
が、ナータンの節番号は利用されず、 1547—48 年の第三ラビ聖書（ダニエル•ボン ベルク 
刊）になってはじめて、5節ごとにへブライ文字で番号を示すことが行われた。より細か 
な区分表記は、 1568—73 年のアントワープ多言語聖書 (1 H 1) の本文（の端）に各節の番 
号（アラビア数字による）を示したものが最初とされるが (4 Ha , 26)、ュダヤ人も用いる 
へブライ語聖書に節番号がふられたのは、ロイスデン (Johannes Leusden 1624—99) とア 
テイアス （Joseph Athias 1634/5— 1700) による1661年の聖書 {Biblia Hebraica correcta et 
collata cum antiquissimms et accuratissimis exempiaribus manuscriptis et hactenus impressis 
(cum praefat . Johannis Leusden ). Amsteldami , Typis et sumptibus Josephi Athias . Anno 
M . DC . LXI ) からである。これは、パグニヌスが1528年のラテン語訳聖書 （ ILd ) の本文 
に付した節番号が、その後ウルガータ訳聖書に採り入れられ、さらにそれが多言語聖書と 
へブライ語聖書に採用されたものである。なお、日常語訳聖書において聖書全体に章節区 
分が最初に導入されたのは、確認できた限りでは、ドイツ語訳では1564年のルター訳聖書 
( Biblia，das ist die gantze Heilige Schrifft , deudsch . D . Marth . Luther . Wittenberg : M . Johann 
Krafft ) (Biblioteka Elbhjska の書誌情報と電子ファイルに基づく。同年の Hans Lufft 版は未 
確認）フランス語訳ではオリヴニタン聖書1553年改訂版 （2 Fb ’）、 そして英語訳聖書では 
1560年のジュネーヴ聖書 （2 Ef ) である。 G . F . Moore , “The Vulgate Chapters and Numbered 
Verses in the Hebrew Bible ,” JBL 12-1 (1893) 73-78; Emanuel Tov , Textual Criticism of the 
Hebrew Bible . 3 rd Edition ( Minneapolis : Fortress , 2012) 48 ff .; 3 Bd , Verse-Division の項； 3 Br 「聖 
書の章節区分」の項。 

9 「メギロート」について は、石田友雄•木田献一.左近淑他著『総説旧約聖書』（日 
本基督教団出版局、1984年）の第6章を参照。 

10林要一「ルネサンス期イタリアの傭兵隊長一その実像」（『地中海研究所紀要』3号 
[2005 年] 39—60 頁）は、15世紀におけるドウカート貨の価値の目安として6万円とい 
う数字を挙げている。コンプルートウム多言語聖書の出版は16世紀だが、この数字は参 
考になるであろう。 

11 エステル記への付加 （= 新共同訳旧約続編 A 章〜 F 章）とダニエル書への付加 （= 新 
共同訳旧約続編に収録された3つのダニエル書補遺）については、 3 G 1 第2章を参照。 

12 Natalio F . Marcos , “Greek Sources of the Complutensian Polyglot .” Digital . CSIC , 2011, pp . 
1-14. 4 Hn ,115 も参照。 

13 セダーリーム（セーデル[1フ〇順序、順番]の複数形）については、 4 Hn ,43 参照。 
14 これらのマソラ注釈については、 4 Hn , 52 ff . 参照。 

10 Shalom M . Paul et al . ed ., Emanuel ： Studies in the Hebrew Bioie , Septuagint , and the Dead 
Sea Scrolls in Honor of Emanuel Tov , With Index Volume (Supplements to Vetus Testamentum . 
Leiden : Brill , 2003) 273 ff . 

16 ハーゲン （4 Ge ,16) は、ルターは1508年の版を使用したと見る。バーゼル版（フロ 
ーベンとペトリによる）の1つであったことは間違いない (4 Gi , 74 f.) 0 
17 後代の版 (Huldrici Zuinglii opera : Completa editio prima curantibus Melchiore Schulero et 
Io . Schulthessio . Vo lumen quintum , Latinorum scriptorum pars quinta : exegetica Veteris 
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Testamenti maximampartem . Zurich : F . Schulthess , 1835) i こ従つて 、 Abrahae を Abrahamum t こ 
訂正。なお、 prosapodosis は古代ローマのクインティリアヌスに溯る修辞学用語で、2っ 
以上の陳述が続く場合に、各陳述の理由をそれぞれの後に、あるいは全体の後に、示す技 
法を指す。 

18 1863年から1900年にかけてバウム （Johann Wilhelm Baum 1809—78) らによって 
編集されたカルヴァン全集 （Ioannis Calvini opera quae supersunt omnia ) 全 59 巻では、第 
23 卷 （Corpus Reformatomm 51) に創世記注解書の全体が収められている。また、同第56 
巻 (CR 84) には、カルヴァンのフランス語版旧約聖書注解の聖書本文部分（モーセ五書、 

ョシュア、詩編等。創世記は1564年版）が、 La Bible Fran^aise de Calvin という名称で集 
録されている。後者は、カルヴァンのフランス語訳聖書と言ってよいであろう（第6章§ 

5参照)。 

19 ヨノ 、ン • ハイ ンリヒ •フ オン •ゼ^ー レン （Johann Henrich von Seelen 1687 — 1762) は 
Meditationes exegeticae，quibus varia utriusque testamenti ( Liibeck , 1730) の中で倉 lj 18 : 19 を、 
Noui eum , quod praecepturus sit filiis suis et domui suae post se , ut custodiant viam IEHOVAE と 

訳している （ S .78)。 この訳文は、ミュンスターの1539年のラテン語訳（第3章 §4) と 
エティエンヌの 解釈（同 §9) を参照した結果かもしれない。 

20パグニヌスは本書の第一部に基づく（翻訳を主体とする）へブライ語の文法書を1526 
年 t こ出し7こ。 Habes hoc in libro candiae Lector Hebraicas Institutiones . in quibus quicquid est 
grammatices Hebraicae facultatis edocetur ad amussim , de literis ， punctis ， accentibus ， nomine , et 
nominum speciebus ... Lugduni : per Antonium Du Ry ,1526. ロイヒリンの便利な文法書兼辞書 
( lDf ) が出たのはこれ以前である。 

2 1 Enchiridion expositioms vocabvlorvm Haruch , Tharghum ， Midrascim ， Berescith , Scemoth , 
Vaicra , Midbar Rabba , et multorum alio rum librorum . Romae , 1523. 

22 ブクストルフは1607年に本書を刊行し、8年後の1615年に第二版 （ lDk ’） を Johannis 
Buxtorfi Lexicon Hebraicum et Chaldaicum , complectens omnes voces , tarn primas quam derivatas ， 
quae in Sacris Bibliis，Hebraea et ex parte Chaldaea lingua scriptis，extant と！/、つ書名で出した。 
初版と第二版とでは、説明と用例の両方に若干の違いがある。第二版の y ての項目には、 
Curare (気を配る ）、 Curam agere (配慮する）の意味にもなるという説明が加えられ、聖書 
の箇所も示されている（詩1:6、箴 27:23) (296 頁）。これは重要な指摘だが、創18:19 

n 深*!皆谷にっいては 、‘‘ Propterea quod praecepturus est ” という解釈を変えていない (422 
頁）。なお、第四版 （ Basilae : K6nig , 1631) 以後では、同名の息子が補遺と訂正を担当した 
(4 Ho , 58) 。 

23本書の性格にっいては、土岐健治.湯川郁子「『九月聖書』の訳出過程にっいてガラ 
テヤ書を用いて」『一橋大学研究年報人文科学研究』29 (1991 年）、 143-172 頁、および idem , 
“On the Process of the iranslation into the Septemberbibel : Ualatians as a lest Case ,” Hitotsubashi 
Journal of Arts and Sciences 44 (2003) 11-22 を参照。 

24 表題から分かるように （“ad discendum linguam hebraicam ex rudimentis ”） 、本書は『へ 

ブライ語入門』に基づくへブライ語習得のために書かれたもので、へブライ語原文に字義 
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的ラテン語を施し、文法的解説もっけている (4 Bh ,32) 0 

25竹原創一訳『第二回詩編講義』[ルター著作集第2集第3巻]リトン、2009年。 

26竹原創一『ルターと詩編一詩編第四編の解釈を中心に』（知泉書館、2011年）、23頁。 
27ミュンスターはコンブルートゥム多言語聖書を利用することができたらしいが (4 Gh , 
187)、ルターや周辺の人物がこれを用いた確証は調べた範囲では得らなかった。そもそも 
この聖書は、わずか600部しか印刷されなかったうえに、船の難破によって相当数が失わ 
れたため、価格が高騰し、ますます入手しにくくなった （4 Gh , 198 n 33)。 アントワープ多 
言語聖書刊行の背景には、こうした事情もあった。 

28 Schem Hamphoras 原意「はっきりと言われる名前」）は、神の神聖な、 

口にしてはならない名 （ nirr ) を指すラビたちの用語（『バビロニア•タルムード』「ソタ」 
38 a 、 「サンヘドリン」 60 a 等参照）。 Judenschriften と呼ばれるルターの反ユダヤ的著作（特 
に1538〜43年）にっいては、注意ぶかい研究を要すると思われる。 

29 後の版 (Biblia，Das ist A lie Bucher Alts vnnd Neilws Testaments，den vrsprunglichen 
spraachen nach, auffs treuwlichest verteiltschet. Ziirych : Froschower , 1570) では、いくつかの単 
語が次のように書き換えられている。なおチューリヒ聖書は、年代によって題名が異なる 

(4 Zc , 205)。 

haltind (1525 年版も同じ）— • halten 
tiigind (1525 年版 thiin ) —• thuyen 
billich (1525 年版 [ was ] redlich ist ) ^ gericht 
kummen lasse (1525 年片反 kommen lasse ) bringe 

30 Biblia: Das ist, Alle biicher des alten und neiiwen Testaments: den ursprilnglichen Spraachen 
nach auff das treuwlichist verteiitschet, una jetz von neuwem wider ubersehen. Getruckt zuo 
Zurich , M . DC . XXXVIII . および Die Bibel. Das ist: Alle Bucher der ganzen Heiligen Schrift des 
Alten und Neuen Testaments. Zurich , bey David Gessner Gebrudere , und bey Orell , Gessner , 
Fiisslin und Compagnie . MDCCLXXII . 

31 創世記 18 章 19 節の ミヒャエリス 訳 （1775 年）は次のとおり （40—41 頁）。 


Denn ich habe ihn zum Freunde erwahlt , damit er semen Kmdern und kunftigem Geschiechte 
befehle , den Weg des Jehova zu gehen , und Recht und Gerecntigkeit zu iiben , unter der 
Belohnung , daB Jehova Abraham erfullet , was er ihm verheiBen hat . 

というのは、わたしは彼を友に選んだからだ。彼が彼の子供たちに、また将来の世代に、 
エホバの 道を歩み、そして法と正義を行うよう、命じるために—— エホバが アブラハム 
に約束したことを彼に果たすという報酬のもとで。 

19世紀のドイツ語訳と注解書でへブライ語本文をこれと同様に解したものとしては、トウ 
ーフ （Friedlich Tuch 1806— 67) の創世記注解書 (Kommentar iiber die Genesis. Halle , 1838) 、 
クノ ー ベル （August Wilhelm Knobel 1807 — 63) の注解書 (Die Genesis. Erklart von August 
Knob el. Leipzig : Weidmann’sche Buchhandlung , 1852) N そして新正統派のラビ. ヒルシュ 
(Samson Raphael Hirsch 1808— 88) の注解付へブライ語ドイツ語対訳聖書 {Der Pentateuch, 
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tibersetzed und erlautert von Samson Raphael Hirsch. Erster Theil: Die Genesis. Frankfurt am 
Main : Kauffmann , 1867)がある。ヒルシュの訳文は次のとおり （303 —4頁）。 

Denn ich habe ja nur deBhalb mem besonderes Augenmerk aur lhn genchtet , damit er seme 
Kinder und sein Haus nach sich verpflichte , daB sie den Weg Gottes hiiten , Pflicht , Milde und 
Recht zu iiben , damit Gott iiber Abraham bringe , was er iiber lhn ausgesprochen . 

というのは、わたしは、そう、このためだけに、彼に特に目を向けたからだ。〔すなわち〕 
彼が彼の子供たちに、また彼自身の後の彼の家に、彼らが義務、寛容、そして正義を行 
うべく、神の道を守護することを、義務づけるために。神がアブラハムの上に、彼につ 
いて述べたことをもたらすために。 

ミヒャエリス 流の解釈（フランス語版ジュネーヴ聖書の別訳[第6章 §6] 参照）はすぐに 
受け入れられたわけではない。 is 〜 I 9 世紀の他の5つのドイツ語訳は、どれも n 皆 
の正しい訳に達していない。①ユダヤ人哲学者メンデルスゾーン （Moses Mendelssohn 
1729— 86) のモ^ーセ五書ドイツ語言尺 (Die filnf Bucher Mose, zum Gebrauch der judischdeutschen 
Nation nach der Uebersetzung des Herrn Moses Mendelssohn. Erstes Buck Berlin : Nicolai , 1780) N 
②ラビの家系からキリスト教に改宗した神学者アウグステイ （Johann Christian Wilhelm 
Augusti 1771 — 1841) と聖書学者デ • ヴェッテ （Wilhelm Martin Leberecht de Wette 1780 
— 1849) によるモ^ーセ五書等の翻訳 (Die Schriften des Alt en Testaments. Neu ubersetztvon J. C. 
W. Augusti und W. M. L. de Wette. Erster Band, Die filnf Bucher Moses und Joshua. Heidelberg : 
Mohr und Zimmer , 1809.)③ユダヤ教学者ツンツ （Leopold Zunz 1794 — 1886) の翻訳 {Die 
vier und zwanzig Bucher der Heiugen Schrift. Nach dem masoretischen Texte. Berlin : Veit & 
Comp ., 1848 [初版 1837 年])、④ラビ•フイリップソン （Ludwig Phillipson 1811—89) の 
へブライ語ドイツ語対訳聖書 (Die Israelitische Bibel. Enthaltend: Den heiligen Ur text, die 
deutsche Uebertragung, die allgemeine, ausfuhrliche Erlauterung mit mehr als 500 englischen 
Holzschnitten. Hera usgegeben von Dr. Ludwig Phuippson. Erster Theil: Die filnf Bucher Moscheh. 
Leipzig : Baumgartner , 1858 [初版 1853 年？])。⑤ エルバ ^ ーフヱルダ^一聖書 (Die Heilige 
Schrift. Erster Theit genannt Altes Testament, a us dem Urtext uoersetzt. Elberfeld : m Commission 
bei W . Langewiesche , vormals W . Hassel’s Buchhandlung , 1871)。 


Denn ich habe ihn zum Freunde erwahlt , und weiB , daB er seinen Kindern und seinem Hause 
nach ihm gebieten wird : den Weg des Ewigen zu beobachten , Tugend und Gerechtigkeit zu 
iiben , damit der Ewige ... ( Mendelssohn ) 

Denn ich weiB , daB er seinen Sohnen und seinem Hause nach ihm gebieten wird , daB sie den 
Weg Jehovas halten una Lrerechtigkeit und Recht thun , damit Jehova ... (Augusti & de Wette ) 
Denn ich hab ’ ihn ersehen , daB er es hinterlasse seinen Sohnen und seinem Hause nach ihm , daB 
sie wahren den Weg des Ewigen , zu thun Gebiihr und Recht - damit der Ewige ... ( Zunz ) 
denn ich nebe ihn , weil er befelhen wird seinen Sohnen und seinem Hause nach ihm , daB sie 
halten den Weg des Ewigen , zu thun Gerechtigkeit und Recht , auf daB kommen lasse der 
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Ewige ... ( Phillipson ) 

Denn ich kenne ihn , daB er seinen Kindem befehlen wird und seinem Hause nach ihm , und sie 
werden den Weg Jehova’s halten Gerechtigkeit und Recht zu tun , auf daB Jehova ... 

(Elberfelder 1871) (Elberfelder 1905では次のように改訳 .. Denn ich habe ihn erkannt , 
auf daB er seinen Kindem und seinem Hause nach ihm befehle , daB sie den Weg Jehovas 
bewahren , Gerechtigkeit und Recht zu iiben , damit Jehova auf Abraham kommen lasse , was er 
liber ihn geredet hat .) 

32 ルイ•スゴン訳 （1874 年）の創世記18章19節 （1910 年訳も同じ）は次のとおり。 

Car je l’ai choisi,afm au’il ordonne a ses fils et a sa maison apres lui de garder la voie de 
PEternel,en pratiquant la droiture et la justice , et qu’ainsi FEternel accomplisse en faveur 
d’Abraham les pro messes qu lllui a iaites ... 

というのは、わたしは彼を選んだからだ。彼が彼の息子たちに、また彼の後の彼の家に、 
公正を、また正義を実践しながら、永遠者の道を守ることを命じるために。そして、そ 
のようにして永遠者が、アブラハムのために、彼に与えた諸々の約束を果たすために。 

彼の翻訳は、マルタン訳やオステルヴァルド訳（第6章 §6) の改訂版にすぎないとの評 
価を受けているが （3 Ge ,351;3 Go ,527)、 少なくとも本節は——ジュネーヴ聖書の欄外別訳 
(第6章§6)、ゲゼニウスの辞書 （3 Be )、 英国のブラウンの注解書（注 29) 等を見た可 

能性はあるとしても-すぐれた新訳である。ストラスブール大学教授ロイス (Eduard 

Reuss 1804— 91) の訳 （La Bible/Ancien Testament. 3 ， 1， L ’Histoire Sainte et la loi「Pentateuque 
etJosue]. T .1.) が出たのは 1879 年 ( Paris : Librairie Sandoz et Fischbacher ) であり、訳文は 
次のとおり（訳注なし）。こちらがスゴン訳を参考にした蓋然性が高い。 

C’est que je l’ai choisi pour qu’ii recommande a ses fiis et a sa maison aores lui de garder la 
voie de FEternel en pratiquant la justice et le droit , afin que l’Eternel accomplisse pour 
Abraham ce qu ll lui a promis . 

なお、 フランスのへブライ 語学者カ エン (Samuel Cahen 1796— 1862) の /^ Bible, traduction 
nouvelle, avec Vhebreu en regard ，... Pentateuque. iome premier. La Genese ( Paris : Chez 
l ’ Auteur , 1831)では、本節の訳文は次のとおりであり、まだ ] V ^)> の正しい訳に達 
していない。 

Car je l’ai apnrecie , et je sais qu ll ordonnera a ses enfans et a sa maison , aores lui , d 9 observer la 
voie de Dieu , de pratiquer ta vertu et ta justice , afin que l’Etemel fasse venir en 
accomplissement sur Abrahame ce qu’il lui a predit . 


33 改訂訳聖書 （Revised Version , 1885 年）の創世記 18 章 19 節の訳文は次のとおり。 


For I have known him , to the end that he may command his children and his household after him , 
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that they may keep the way of the LORD , to do justice and judgment ; to the end that the LORD 
may bring upon Abraham that which he hath spoken of him . 

これより前、当時イ^ーリ^一の主教であったブラウン (Edward Harold Browne 1811— 91) 

は注解書 { Genesis ; or，the First Book of Moses , with a Commentary . New York : Scribner , 
Armstrong & Co ., 1873) の中で、欽定訳（第7章 §10) の創世記18章19節の訳文が七十 
人訳、ウルガータ、タルグムによっていることを指摘し、ゲゼニウスの聖書へブライ語ア 
ラム語語彙辞典 （1835 年.注54参照）、および トゥー フや クノーべ ルの注解書（注31参 
照）に基づいて、本節を文字通りに訳すと ‘‘ I have known him , to the end that , in order that , he 
should command his children , & c .” のようになることを説明している。ブラウンは欽定訳聖 
書改訂委員会の旧約班の長を務めた人物である (3 Ge , 371; 4 E 1, 130)。なお、1818年には 
スヴヱーデンボーリ (Emanuel Swedenborg 1688— 1772) の傾倒者べラミ ー (John Bellamy 
1755—1842) がへブライ語本文に基づく新しい英語訳を出した (The Holy Bible，newly 
translated from the original Hebrew : with notes critical and explanatory . London : Longman , Hurst , 
Rees , Orme , and Brown , 1818) が、正確とは言い難い。その訳文は次のとおり （ cf . 4 Hb , 3 12) 。 


Surely I have acknowledged him , for this end , because he will command his children , and his 
house after him ; and they shall keep the way of JEHOVAH ; to do justice , and judgment : for this 
end , JEHOVAH will bring upon Abraham ; even what he hath spoken , concerning him . 

この訳文は ngb ? 设 ゞ ？を正しく訳していないうえに、奇妙な文法的解釈に支配されてい 
る。さらに付け加えると、アメリカの辞書編集者ウェブスター （Noah Webster 1758—1843) 
による欽定訳の改訂版 、The Holv Bible , Containing the Old and New Testaments , in the Common 
Version . With Amendments of the Language . New Haven : Durrie & Peck , 1833) では、創世記 18 
章 19 節は欽定訳から全く改善されていない。 

34 doibt はラテン語 debet に由来 （ = doit )。 faice は faire の接続法現在三人称単数形 （= 
fasse )。 Cf . Hilary Wise , The Vocabulary of Modern French : Origins , Structure ana Function , 
( Routledge , 2003) 54. Francois Frederic Roget , An Introduction to Old French ， (Williams & 
Norgate , 1887) 146. 二瓶恵「フランス語の綴り字改革——現代フランス語の基礎を築いた 
17世紀から19世紀にかけての綴り字改革」『茨城キリスト大字紀要』44号人文科学 （2010 
年）、33—57頁も参照。 

3 d La Sainte Bwle，qui contient le Vieux et le Nouveau lestament , expuquez par aes notes de 
theologie & de critique sur la version ordinaire des eglises reformees , revue sur les originaux , & 
retouchee dans le langage : avec des prefaces particulieres sur chacun des livres de I’Ecriture 
Sainte , & deux prefaces generales sur I’Ancien & sur le Nouveau Testament . Par David Martin . 
Amsterdam , H . Desbordes , P . Mortier , P . Brunei , 1707. および La Sainte Bible qui contient le 
Vieux et le Nouveau Testament : Revue & corrigee sur le Texte hebreu & grec par les pasteurs & 
les professeurs de I’Eglise de Geneve : Avec les arguments et les reflexions sur le chapitres de 
VEcriture Sainte & des Notes , par Jean-Frederic Ostervald . A Neufchatel : De rimprimerie 
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d’Abraham Boyve et Compagnie , 1744.. 

36 La Saincte Bible , nouuellement translatee de Latin en Francois , selon l’edition La tine ， 
dernierement imprimee a Louuain : reueue ， corrigee ，& approuuee par gens sgauants , a ce deputez • 
A Louuain : Par Bartholomy de Graue , Antoine Marie Bergagne , & Iehan de Vvaen , 1550. および 
La Saincte Bible , contenant le Vieil & Nouveau Testament : en la tin selon V edition vulgaire ，& en 
francois de la traduction des docteurs catholiques de I’Universite de Louvain . Avec les figures & 
argumens sur chacun livre & chapitre，declarans sommairement tout ce quiy est contenu . A Paris . 
Chez Rolin Thierry , Nicolas Du Fosse & Pierre Chevalier , 1608 (初出 1578 年） 

37 かつてトリンテラッドは「ルターの旧約聖書ドイツ語訳にティンダルが依存したこと 
は証明できるが、ルター訳からの独立と相違の方がより大きな意義をもつ」と論じた (4 Ee , 
33)。一方ホワイティングは、「ルター自身による1523年のドイツ語訳がティンダルの『最 
大の助け』であったことを否定する学者はほとんどいないだろう」とまで言っている （4 Gk , 
226) 。ティンダルがルター訳に依存した箇所を詳しく調べたハモンドの研究もあるが （4 Ef ) 、 
この問題に立ち入る余裕はない。 

38 ロイド•ジョーンズの説明には不正確なところがある。彼は “Pagninus ... in his version 
gives ‘non disceptabit [ strive ] spiritus meus cum homine ’’’ と言兑明しているが ( p .119) 、この訳 
はパグニヌスのラテン語訳聖書（1528年）にも辞書 （1529 年）にも見当たらない。ラテン 
語訳聖書 ( lLd ) においてパグニヌスは “ Et dixit dominus . Non erit ut in uagina spiritus meus in 
homine in saeculum ” （「そして主は言った。わたしの霊が鞘の中にあるようにいつまでも人 
のうちにあることはないであろう」）と訳している（ラビたちの解釈の1つと同じ）。一方、 
辞書の* p *7 の項目では、創6:3の用例を取り上げて、まず “Non iudicab it (裁かない ） spiritus 
meum cum homine ” と訳してからラビたちの諸解釈を紹介し、さらにヒエロニムスの訳 
“non permanebit spiritus meus m homine m aeternum ” t 取り上げ C 社匕半 U している。ロイド* 
ジョーンズが用いたパグニヌス訳は、パグニヌスの死後に出た版であり 、 “non disceptabit 
spiritus meum cum homine ” （「わたしの霊は人間と争わないだろう」）は彼自身の訳ではない。 
ロイド•ジョーンズは、エティエンヌによるパグニヌス訳の改訂版 （1 L 1. 1557年）か、そ 
れを T 踏裝し 7 こ Bwliorvm codex sacer et avthenticvs , Testamenti vtriusq [ ue ]; Veteris & Noui，ex 
Hebrcea & Grceca ueritate , quarn proxime ad liter am quidem fieri potuit , fidelissime translatus in 
linguam Latinam . De universa huius operis ratione , disseretur in subiecta Prcefatione ( ligvri : 
excvdebat Christophorvs Froschovervs Ivnior , 1564) 力、、ある V、fi Bibliorum codex sacer et 
authenticus , Testamenti utriusque Veteris et Noui，ex Hebrcea & Grceca veritate , ... ( Francofvrti : In 
officina Andrese Cambiery , 1614) を見たのであろう（最後のものは大英図書館にある）。こ 
れらの聖書はパグニヌスのラテン語訳を用いながらも、創6 : 3の訳文は、カルヴァンの注 
角军書(1554年. ILk ) に合わせて “non discentabit spiritus meus cum homine m saecuium ” と 
改変されている。だがこれは、オリヴエタン訳 (1535 年. 2 Fb ) “Mon esperit ne debattra iamais 
auec lhomme ” （「わたしの霊は決して人間と争わないだろう」 （1553 年改訂訳 “Mon esprit ne 
debatra point a tousiours auec l ’ homme ”） をラテン語に訳したものにきわめて近い。オリヴエ 
タン聖書の旧約部分の改訂にカルヴァンが関与したとしても、この訳を彼の創見と見なす 
必要はあるまい。なお 、 “My spirite shall not allwaye stryve withe man ” というテインダルの 
訳 （1530 年）は、ジュネーヴ聖書 （1560 年）に至るすべての英語訳（カヴァデイル、マシ 
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ュー、タヴァナー、大聖書）に受け継がれてぃる（欽定訳も同じ）。 

39英語の will と shall の ニュアンスの 違ぃに っぃては、 波多野満雄「未来表現に っぃ 
て」 『白山 英米文学』36号（2011)、 21-37 頁を参照。 

40 “For I knowe him that he will commaunde his childem and his housholde after him ” の最初 

の him は、英文法としては、従属節の主語が強調のため主節の動詞の目的語の位置に移 
った「余乗目的語」として説明されてぃる（橋本功「聖書英語とへブライ語法受容にっぃ 
て」、信州大学人文学部編『人文科学論集』22号 [1987 年] 61—81 頁。 同 「 Tyndale’s Pentateuch 
における原典の語順の受容にっぃて—— Genesis を主資料とした調査」『人文科学論集』38 
号 [2004 年]1 一9頁）。一方、これを 「二 個の類似した構文が混淆し、新しぃ構文が生じ 
る Blending 」 （反文法的 Construction の一種）として説明する学者もぃる（宇津木長「欽定 
英訳聖書の英語にっぃて（下）」『鹿兒島経大論集』 20(3) [1979 年]171 —202頁）。ティン 
ダル訳では、創18:19と創1:4 “And God sawe the lyghte that it was good ” CJIK □’ゴ78 
: ritr つ niKn ) は同じ構造に見えてしまう。へブライ語文法では、「光を」は第一目的語、 
that 節は第二目的語（節）として説明される（「見る」、「聞く」、「知る」等の動詞）。第二 
目的語は分詞や形容詞でもよぃ (3 Bi ,§ ii 7 h ) 0 たとえば、民11:1〇 n^b 

HD 3 (「そしてモーセは、民が泣くのを聞ぃた」）。これらに余乗目的語や Blending とぃう 
考え方は当てはまりそうになぃ D なお、創1:4の七十人訳 Kdi svSsv 6 086(； to ( p ®<； oxv KaXov 
における to ( praq はギリシア語文法では prolepsis として説明される （ cf . H . W . Smyth , A 
Greek Grammar for Schools and Colleges [New York , 1916], §1333)。 ヘプライ語の翻訳である 
ことを考慮するなら、この 6 ti を「〜からである」と訳す [ lGd ] のは誤りである 。 (NETS 
[注 4] もティンダルと同じに訳してぃる）。 

41カヴァデイル聖書の1535年版には「大陸版」と「イギリス版」の2っがある （4 E 1, 72 f . ; 
4 Em , 180)。書名の綴り字や引用章句がやや異なるほか、表題の一部が「大陸版」で 

“faithruliy and trulv translated out of Douche and Latyn m to tnglishe ” となってぃるのが、「イ 
ギリス版」では “faythfully translated in to Englyshe ” と短くなってぃる。本書で参照する本 
文は「イギリス版」 （2 Eb ，） のものである。 

42 “the Zurich Bible in the 1534 edition ” (3 Ge , 148) は、 Bibel Teiltsch : Der urspriinglichen 
Hebreischen und Griechischen warheit nach , auffs treuwlichest verdometschet . Was ilber die 
nachst aufigegangnen edition weyters hinzu kommen sye , wirt in nachuolgender Vorred gnugsam 
begriffenn ( Zurich : Froschouer , 1534) を指すと思われる。創世記18章19節の訳文は次のと 
おりであり 、 der maB を dermafi 、 wirt を wirdt 、 dz を das としてぃる点以外は、1531版と 
変わらなぃ ( MDZ/Digitale Bibliothek 所蔵）。 

AcMtin id) ferin )nC<rmdf;/Djs er wirtt 
tn’ffn hn^rm rnC fnncm い"戶 
nacf^fm/Das fpfcca wdg 

cuamD Dos tm biffic^/ 
ouffrasDcr Jr) 

into laffe/tvaa er im fyat. 


43 大聖書の 1539 年版と1540年版の旧約聖書の訳文には、特に諸書と預言書の部分に目 
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立った違いがあると言われているが （ 4Ea,192) 、 創世記 18 章 19 節の訳文は綴り字が多少 
違っているだけで （ chyldren を children, ryghte を righte,bringe を brynge などとしている）、 
訳自体の変更はない。 

44 A Commentarye vpon the prophet Mycha. Wrytten by Antony Gilby. Anno Domi. M.D.Li. 
[London]: John Day, 1551. および ^ 4 Commentarye vpon the prophet Malaky. M.D.LIII. [London]: 
John Day, 1553. 

45 The Bible in Englishe: that is to saye. the content of al the holy scripture, both of the olde, 
and nevve Testament, accordinge to the translacion that is appointed to be rede in the Churches. 
Prynted by Edward vvhytchurche. Cum prmilegio ad imprimendum solum. M. D. L. 未見。 

46 異なる言語間の対応関係は厳密なものではない。なお、後の時代まで見渡すと、さら 
に 2 つのタイプを識別可能である。 （ 5) ピスカートルのドイツ語訳 1602 年。——語末の 
1 を三人称単数男性形の人称代名詞語尾ととって現在形に訳し、は目的を表わ 
すものと見る。 （ 6) フランス語版ジュネーヴ聖書 1588 年別訳。一一語末の 1 を三人称単 
数男性形の人称代名詞語尾ととって複合過去（完了形に対応）に訳し、 n 皆容设的は目的 
を表わすものと見る。今日では （ 6) の解釈が広く受け入れられている。 

47 Simon Wong, “Which King James Bible Are We Referring To ?”，Bible Translator 62/1, 1-11. 
より詳しくは 、 David Norton, A Textual History of the King James Bible. Cambridge University 
Press, 2005 を参照。ルツ 3 :15 以外の重要な相違については同書付表 2 、さらに詳しくは、 
4En 付表 2 を参照。 

48 月本昭男訳「ルツ記」（旧約聖書翻訳委員会訳『旧約聖書 IV 諸書』岩波書店 、2005 
年）のルツ 3 :15 訳注 12 には、「多くの写本（含死海写本）やペシッタなどは『彼女は町 
に入っていった』」とあるが、死海写本の 2QRuth b (2Q17) のこの部分は欠損している。 
The Leon Levy Dead Sea Scrolls Digital Library のウェブページに掲載された 2Q17 — 2QRuth b 
の写真 （ B- 284857 Plate644) を参照（下図）。ウルリッヒ (lHd) はマソラ本文と同じに （ 

丁 yn) 読む。 



49 興味ぶかいことに、コンプルートウム多言語聖書の七十人訳本文ラテン語行間訳もア 
ントワープ多言語聖書第二巻の行間訳も、 Kod siarjA-Bev eiq xfiv tioXvv のラテン語訳をウルガ 
ータと同様 、 et ingressa est in ciuitatem と訳している。主語を男女どちらにもとれるのに、 
へブライ語本文に照らすことなく、ウルガータ訳に合わせて訳したのである。 

50 The Bible, that is,ihe Holy Scriptures conteined in the Olde and Newe lestament, translated 
according to the Ebrew and Greeke, and conferred with the best translations in diners languages. 
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With most profitable Annotations vpon all the hard places, and other things of great importance. 
Imprinted at London, by the Deputies of Christopher Barker, Printer to the Queenes most excellent 
Maiestie., 1599. ( プリンストン神学校所蔵） 

si bhs の欄外注記には、 xngi という異読が記されている（中世の多くの写本、シリ 
ア語訳、ウルガータ訳）。この異読は、欽定訳の翻訳者たちが用いることのできた第ニラビ 
聖書には示されていない（小マソラでつ〇の N の欠落の問題を指摘しているだけ）。欽 
定訳の翻訳者たちは下という本文しか知らなかったのである（彼らの同時代人 
も同じ）。シリア語訳も見たという指摘があるが （ 4Eh, 254, 285 )、旧約聖書のシリア語訳 
が印刷本に収録されたのはパリ多言語聖書 （ 1628 年以後）からであり、アントワープ多言 
語聖書 （ 1569 —72 年）にはまだっいていなかった。従って、 1611 年以後の数年間に欽定訳 
を見直した者たちがルツ 3 :15 を（ウルガータ訳はともかく）シリア語訳を見て直した、 
などということはあり得ない。「へブライ語原典の上でも動揺がある」という説明 （ 4En, 15; 
4E1, 119) は一種の後講釈であり、 「 He 版」と 「 She 版」の違いの問題に光を投げかけるも 
のではない。 

52 本文批評の観点から、ブロッツマンは MT の読みをオリジナルと見る 。 Ellis R. 
Brotzman and Eric J.1 ully, Old Testament Textual Criticism: A Practical Introduction. 2nd edition 
(Baker Academic, 201 6)171. 

53 グリーンスレイド “ ... the reading "he went’ in Ruth iii.15, afterwards corrected to ‘she’” 
(3Ge, 166) 、 田川建三「初版の印刷の間違いで、第二版でこれを訂正した」 （ 3Go,566 )、 

水野隆一 「“ she went into the citie” とすべきところを “he went into the citie ” と誤って印刷 
してしまったことから 、 “He Bible” と呼ばれることがあります」（「<特別図書資料解説 >『欽 
定訳聖書』初版初刷完本」『時計台』 80 号 [2010 年 ] 、 15-17 頁)。現物を見ず憶測で判断す 
るから、こういう偽情報を流すことになる。 : ポラ、 — ドは “ Their relation is not that of equality 
as between man and woman, but the second [the She-Bible] is derived from the first, as a cnild 
from its parents, an entirely new and distinct edition, reprinted from the original” と解説してい 
るが （ 2Ei’ ， 36) 、 もちろんこれは 「 She 版」で 「 He 版」の誤りを直した、という意味ではな 

い。 

〇 4 しれより後の Gvihelmi Gesenn, Tnesavrvs philoiogicvs criticvs ungvae Hebraeae et 
Chaldaeae Veteris Testamenti. Tomvs Secvndvs. Editio altera secvndvm radices digesta priore 
Germanica longe avctior et emendatior (Lipsiae, 1840) の説明 （ 571 頁）も同じ。なお、これ 
らに先立ってゲゼニウスが出した Hebraisch-deutsches Handworterbuch ilber die Schriften des 
Alten Testaments: mit Einschluss der geographischen Nahmen und der chaldaischen Worter beym 
Daniel undEsra (Leipzig: F. C. W. Vogel, 1810-1812) では、創世記 18 章 19 節のリての用 
例は、 kennen の項目に分類されている（説明はない）。また 、 Georg B. Winer 編 Lexicon 
manuale heoraicum et chaldaicum in Veteris Testamenti libros ordine etymologic。des crip turn 
(Leipzig: Apud Fridericum Fleischer, 1828) には curavit という訳語候補はあるが、創世言己 
18 章 19 節への言及はない。 

55 ^i|?n 的 noc est, Thesavrvs lingvae Sanctae. sive, Lexicon Hebraicum, oraine et 

copia cceteris antehac editis anteferendum, authore Sancte Pagnino Lucensi, ordinis 
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Prcedicatorum, Sacrae Theologice professore: nunc demum cum doctifiimis quibusque Hebrceorum 
scriptis quam accuratifiime collatum, et ex ijsdem auctum ac recognitum, Opera Ioannis Merceri, 
quonda[m] in Hebraicis apud Parisios profess oris Regij ，& alioru[m] doctoru[m] virorum. 
Lvgdvni, apud Bartholomsevm Vincentivm. M. D. LXXVII. (マドリッド.コンプルテン セ大 

学所蔵）。 

5b Ioannis Merceri regii qvondam Jn Academia Parisiensi literarum Hebraicarum Professoris 
Eruditifiimi, Diligentifiimi, & in prim is verce Religionis cultoris, In Genes in primvm Mosis lib rum, 
sic a Graecis Appellatum, Commentarius nvnc primvm in Ivcem editvs, Addita Theodori Bezce 
prcefatione. Ex Typographia Matthaei Berjon. M. D. XCVIII . (トリノ 大学所蔵） 

57 この検討は「微視的」なものにすぎない。七十人訳聖書をどうとらえるべきか、とい 
う大きな基本的問題については、特に土岐健治『七十人訳聖書入門』（注2 ) 、村岡崇光「七 
十人訳聖書」（長尾雅人他編『岩波講座東洋思想第一巻』ユダヤ思想 1[ 岩波書店 、1988 
年 ] に所収）、および M. ヘンゲル（土岐健治 • 湯川郁子訳）『キリスト教聖書としての七十 
人訳』（教文館、 2005 年）がよい手引きになる。 



文献一覧 


1 . 五書へブライ語本文，ギリシア語訳 • アラム語訳 • ラテン語訳，古代中世ユダヤ教文書 


《へブライ語聖書、へブライ語をメインとする多言語聖書、へブライ語ラテン語対訳聖書 》 H 

(lHa) BHS = Q’]*in〕1 エ ITlin Biblia Hebraica Stuttgartensia. Ed. K. Elliger and W. Rudolph. Nachdr. d. 5. 

Stuttgart: Deutsche Bibelgesellschaft, 2001 (1st ed., 1997) . 今日標 _ 的に使用されているへブライ語聖 

童 

日. 

(lHb) BHK^D^inDl□Y ’ エ rnin Biblia Hebraica. Edidit Rud. Kittel. Editio altera emendatior stereotypica iterum 
recognita. Stuttgart: Privileg. Wiirtt. Bibelanstalt, 1912. キッテル編へブライ語聖書第二版 . 

(lHc) SP =Der hebraische Pentateuch aer Samaritaner. Teil1.hrsgb. A. F. von Gall. Giessen : Altred 
Topelmann, 1914. サマリア五書（方形へブライ文字での再構成 ）. 

(lHd) The Biblical Qumran Scrolls: Transcriptions and Textual Variants. Ed. Eugene Umch. VTSup, 134. 
Leiden: Brill, 2010. 死海写本の旧約聖書本文 . 

(1 He) Origenis Hexaplorum quae super sunt; sive Veterum interpretum Graecorum in totum Vetus Testamentum 
fragmenta. Tomus I. Ed. Frederick Field. Oxford : Clarendon Press,1875. オリゲネスの「へクサプラ 」. 

(lHf) [Biblia Hebraica]. Ed. Joshua Solomon Soncino. Soncino: Abraham ben Hayyim, 1488. (Ginsburg No. 6) 
最初のへブライ語聖書完本 （Ginsburg No.6 未見 ）. 

(lHg) [Biblia Hebraica:1or ah, vel Pentateuchus. Propnetae. Hagiograpni] • Ed. Gershom ben Moshen Soncino. 
Brixiae (Brescia): Gershom Soncinas, 1494. (Ginsburg No.13 ) ルターが使用したのと同 じへブ ライ 語 
聖書 . （カスティーリヤ • ラ • マンチヤ • デジタル図書館所蔵） 

( 1 Hh) Haec tioi pentaaecastetragonon respicit illud，Hospitium vetri &pauu ter quina[ue] dierum. Namq[uel 
instrume[n]turn vetus hebdoas innuit: octo, Lex noua signatur, ter quinq[ue] receptat vtrunq[uej. [Tomus II 
Uetus testamentu[m] multiplici lingua nu[n]c primo impressum. Et imprimis Pentateuchus Hebraico, Greco 
atque Chaldaico idiomate. Adiu[n]cta uniquiq[ue] sua latina interpretatione. Ed. Francisco Jimenez de 
Cisneros; Diego Lopez de Zuniga. Complutum [Alcala de Henares] : Industria Amaldi Guillelmii de Brocario 
in Academia Complutensi, 1520 (1514). (Ginsburg No.19) コンプルートウム多言語聖書の第一卷 . 
(スペイン 国立図書館所蔵） 

(lHh’) Haec tibi pentadecastetragonon respicit iliud, Hospitium petn & pauli ter quinqfuej dierum. Namq[ue] 
instrumetu[m] vetus hebdoas innuit. octo, Lex noua signatur，ter quinq[ue] receptat vtrunq[ue]. [Tomus VI] 
Vocabularium hebraecum atq[ue] chaLdaicu[m] totius veteris testamenti cu[m] aujs tractatibus pro ut infra 
in prefatione continetur in academia complutensi nouiter impressum. 同上、第六卷 (ノノ レノオンソ • ア • 
サモラのへブライ語アラム語辞典を含む） . （スペイン国立図書館所蔵） 

(lHi) [Mikra 'ot gedolotj. ed. Felix Pratensis. Venice: Daniel Bomberg, 1 m 7. (Ginsburg No. 20) 

第ーラビ聖書（未見 ）. 
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(lHj) [The Second Rabbinic Bible (Mikra’ot Gedolot) (rV^IT ユ msipa)7. Vol.1.Ed. Yaakov ben Hayyim, 

Venice: Daniel Bomberg, 1524. (Ginsburg No. 23) 第ニラビ聖書、 4 卷本の第一巻.（バイエルン州立 
図書館所蔵） 

: 'll amn ay ^inn ,nt nTnn i3DD7n^ hq -hjt 奴 iht : 以 Tnn nirr ny 也 

rr»T .xity pxi ''D ay rry 泣 '' a^nnKn 'napi ''D nv cnii^N-i 

.X1TJ7 pxi ヂ ’ 以 1 ’，s as; D i! ?n amriDm : kiw 13ki ay i 奴 y nn , nopn ヂ ' 以 -i 'で ay '^pTm 

rriyo irmi jots? px 议 rrs ay W’n . ユ "r^-n x~iry px '，s ay nrx . ユ ” ゴ 7-n jots? px '，s ay う以り 
pKi 似 rrs ay mVua mn ， ” 取 ，' 7 om，a '，s ay a^n nm . ， ” 议 ~n nits? pK nv xity .仰ユ 
no]3 1 似 ; in irnQip ansion ， :n”s *7y anomi a 1 晒 iai anpiiQ a^mnna mxipQm .kiw 

mitDpi rrn ラ n nrniN Tirsn irn □ ラ 1 ラ 001 aViy 似 a ラリ im annnx a^nn [Q]nDiom r^ran 
Nipn jnp3 め 1 nn3]i rnmnsi [n]iainoi .ripun ラリ nm 似 3 roi : mun ラ y nm 於 npm maipyi ir^nxi 
p V'r nnan iosth -ii£?9Kn nD 'dd ivs/n 21 nv craa [n]nn^ [n]vrri 幻 ： mm n ラ i 

:n ，*7 xny^on rrrnn m，i ns ， V't i m < n Wnp 

(lHj’ ） Ginsburg, Christian D. Jacob Ben Chajim Ibn Adonijah’s Introduction to the Rabbinic Bible, Hebrew and 
English; with Explanatoby Notes. 2nd ed. London: Longmans, Green, Reader and Dyer, 1867. 弟ーフビ聖書、 
ヤコブ . ベン . ハイームの 序文 . （ハーバー ド大学所蔵） 

(iHk) ラ y nsp tihTs mn D^in 卿ラ 3 inp^ny ay :^npn ] 腿 n nso yaixi 

:㈣ 们 xny”D3 "a "t つ，ラリ 丁リ3 ns ddti :□，卿 nninn nv^? 

En tioi Lector Hebraica Biblia, latina planeqve noua Sebast. Mvnsteri tralatione, post omneis omnium 
hactenus ubiuis gentium ceditiones euulgata, & quoad fieri potuit, hebraicce ueritati conformata: adiectis 
insuper e Rabinorum com[m]entarys annotationibus handpoenitendis, pulchre & uoces ambiguas, & 
obscuriora quceq[ue] eluciaantibus. Basileae: [Ex officina Bebeliana, Impendiis Michaelis Isingrinij et 
Henrici Petri], 1534. ミュンスターによる訳注付へブライ語ラテン語対訳聖書第一巻（五書〜列王記 ）. 
( バイエルン州立図書館所蔵） 

( 服，）ラ y nsp mn awh ] 约 3 inp^ny ay t^nipn 2 腿 n nso y 31 xi ant^s? 卿 

幻 iy”D3 "a "t ラリ TV 2 ns dst] :□，卿 nninn 

En tioi Lector Hebraica Biblia, latina planeq[ue] noua Sebast. Mvnsteri tralatione, post omneis omnium 
hactenus ubiuis gentium ceditiones euulgata, & quoad fieri potuit, hebraicce ueritati conformata: adiectis 
insuper e Rabinorum commentarijs annotationibus handpoenitendis, pulchre & uoces ambiguas, & 
obscuriora quceqf ue] elucidantibus. Accesserunt in hac secunda aeditione multae nouae annotationes, 
praesertim in Pentateucho, atq[ue] in multis locis textus clarior redditus est ... Basileae: [Ex officina 
Michaelis Isengrinii & Henrici Petri], 1546. ミュンスタ^一のへブライ語ラテン語対訳聖書第二版 . 

(リヨン市立図書館所蔵 [Bibliotheque jesuite des Fontaines 寄贈 ]) 

(1H1) Biblia Sacra, Hebraice, Chalaaice, Graece & Latine. Philippi II. Reg. Cathol. Pietate, et Stvdio ad 

Sacrosanctce Ecclesice Vsvm. Ed. Benito Arias Montano. Christoph. Plantinvs excvd. Antuerpiae, 1569. / ン 
トワープ多言語聖書の最初の 4 巻（旧約聖書）の第一巻（モーセ五書）.（スペイン国立図書館 
所蔵） 
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(1H1’) Hebraicorvm Bibliorvm. Veteris Testamenti Latina interpretatio, opera olim Xantis Pagnini Lucensis: nunc 
verd Benedicti Arice Montani Hispale[n]sis, Francisci Raphelengii Alnetani, Guidonis, & Nicolai 
Fabriciorum Boderianorum fratrum collato studio, ad Hebraicam dictionem diligentissime expensa: 
Censorvm Lovaniensivm ivdicio examinata, et academice svffragio comprobata: Ad Regij Sacri opens 
commoditatem & apparatum. Christophorus Plantinus Regius Prototypographus Antuerpiae excudebat. [c. 
1571]. アントワープ多言語聖書第七巻の一部 . パグニヌスの訳をアリアス•モンタヌスが改訂した 
行間訳を含む . （スペイン国立図書館所蔵） 


《七十人訳 》 G 

(IGa) LXX = Septuaginta, Eaitio altera. Ed. A. Rahlts and R. Hanhart. Stuttgart: Deutsche Bibelgesellschaft, 
2006. 

(1Gb) Genesis (Septuaginta: Vetus Testamentum Graecum, auctoritate Academiae Scientiarum Gottingensis 
editum, Vol.1).Ed. John William Wevers. Gottingen: Vandenhoeck & Ruprecht, 1974. 

(lGc) Brenton, Lancelot C. L. The Septuagint with Apocrypha: Greek and English (Companion texts for Old 
Testament Studies). Mich.: Grand Rapids, Zondervan, 1980 (Ongionally published by Samuel Bagster & 
Sons, Ltd., London 1851). 

(lGd) 秦剛平訳『創世記』（七十人訳ギリシア語聖書 1)• 河出書房新社、 2002 年.（底本は 1Gb) 


《タルダム 》 A 

(lAa) largum Onkelos to uenesis: A Critical Analysis together with an English Ttranslation of the l’ext (Based 
on A. Sperber’s Edition). Trans, by M. Aberbach and B. Grossfeld. New York: Ktav Pub. House, 1982. 

(lAb) Targum Onkelos. Hrsg. und erlaut v. Abraham Berliner. Teil1.Text, nach Edttio Sabioneta 153 /. Berlin: 
Gorzelanczyk, 1884. 

(1 Ac) The Targum Onqelos to Genesis. Translated, with a critical introduction, apparatus, and notes by Bernard 
Grossfeld (The Aramaic Bible 6). Edinburgh: T. & T. Clark, 1988. 

(lAd) Targum Pseudo-Jonathan, Genesis. Translated, with introduction and notes by Michael Maher (The 
Aramaic Bible IB). Edinburgh: T. & T. Clark, 1992. 

(lAe) Targum Neofiti 1,Genesis. Translated, with apparatus and notes by Martin McNamara (The Aramaic Bible 
1A). Edinburgh: T. & T. Clark, 1992. 

タルグムのアラム語テクストには、 The Hebrew Union College CAL (Comprehensive Aramaic Lexicon) 
Project のウェブ版を使用 . 

《ラテン語訳 》 L 

(lLa) VUL=Biblia sacra: iuxta vulgatam versionem, adiuvantibus Bonifatio nscher, Iohanne Gribomont, H.F.D. 
Sparks, W. Thiele, recensuit et brevi apparatu instruxit Robertas Weber. Deutsche Bibelgesellschaft, 1983. 
現在使用されているウルガータ訳の一般的な版 . 
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SC 7 7 

(lLa ? ) VUL =BiDlia sacra. Vulgatae edition is Sixti V. & dementis VIII. Pont. Max. autori tate 
recogm za. Editio nova, not is chronol ogici s et historicis 11111 strata. Vna cvm sacra 
chronologia, atqve geograpnia. Parisiis, Excudebat Antonius Vitre, Regis & Cleri Uallicani 
Typographus. M. DC. LXII. シクスト • クレメンティーナ版ウルガータ訳聖書（初版、 1592 年 ）. 

( リヨン市立図書館所蔵）（ウルガータ訳の歴史については 4Hn, 141-47 と 3Br 「 ウルガタ訳聖書」 

を参照） 

(1 La”) Bibliorum Sacrorum latinae versiones antiguae ， sen, Vetus italica，et caeterae quaecunque in Codicibus 
mss. & antiquorum libris reperiri potuerunt: Quae cum Vulgata Latina, & cum Textu Graeco comparantur. 
Tomus Primus. Remis: Apud Reginaldum Florentain, 1743. ウルガ^ータ訳と古ラテン語訳の本文を比 
較対照 . （古ラテン語訳については 4Hn, 135-41 を参照） 

(lLb) [Biblia Latina cum glossa ordinaria Walajndi Straboms ahorumque，et interlinean Anselmi Laudunensis ， 
et cum postillis ac moralitatwus Nicolai de Lyra et expositionibus Guillelmi Britonis in omnes prologos S. 
Hieronymi et additionibus Pauli Burgensis repucisque Matthiae Doering] Prima pars biblie，cum glosa 
ordinaria & expositione lyre litterali et morali，necnon additionibus ac repucis: Continens Genesim, Exodum, 
Leuiticum ， Numeri ， Deuteronomium. [Basel:] JohannFroben & Johann Petri, 1498. ルタ^一も参考にした注 
解付ラテン語聖書 （6 巻本）の五書の巻 . （リヨン市立図書館所蔵） 

(ILc) Farrago Annotationvm in uenesim, ex ore Huldrychi Zuinglii per Leonem Iudce & Casvarem Megandrum 
exceptarum. Tigvri ex sedibus Christophori Froschouer, Anno M. D. XXVII. Mense Martio . ツヴ イン グリ 
の創世記注釈のレオ • ユートらによる再生、 1527 年 . （チューリヒ中央図書館所蔵） 

(ILd) Biblia. Habes in hoc iwro prudens lector vtriusq[ue] instrumenti nouam tranlationefm] ceditam a 

reuerendo sacr[aje theologice doctore Sancte pagnino luce[n]si concionatore apostolico prcedicatonj ordinis ， 
necnon & librum de interpretamentis hebraicorum, aram[a]eorufm], grcecorumq[ue] nominum, sacris in 
literis contentoru[m], in quo iuxta idioma cuiuscu[m]q[ue] linguce, proprice ponuntur interpretationes, 
deriuationes ac eor[um] compositiones adamussim disquiruntur, citantur loca, & codicu[m] latinorurm] 
varietates subnotantur, & corrupta ac deprauata proprice restituu[njtur scriptioni, acce[n]tus quoq[ue] per 
impositas virgulas cofmlmo[n]strant, singulis in capitibus quot sint versus in hebrceis, codicibus, 
rece[n]setur vtpauca sint desideranda. Habes & in libri jronte eiusdem 87nxo(if|V. i. Abbreuiationem 
librorum historialium veteris instrumenti, & erratorum castigationes quas quisq[ue] exacte conspiciens 
suum corrigat librum, duas Ioannis Francisci Pici mirandulce domini egregias, Epistolas ad eundem, 
Epistolam translatoris ad Clementem septimum Pontificem maximum, & proemium in quo maximis 
efferuntur lauaibus sacrce literce. Santes Pagninus, Giovanni Francesco Pico della Mirandola, Dominique 
Bertus, et al.[Lugduni: per Antonium de Ry], 1528 . パグニヌスのラテン語訳聖書.（バイエルン州立 
図書館所蔵） 

(lLe) Biblia Sacra. Vtrivsqve Testamenti, et Vetvs aviaem post omnes ommvm nactenus ceditiones, over a D. 
SEBAST. MVNSTERI euulgatum, & ad Hebraicam ueritatem quoad fieri potuit redditum, collatis ubiqfuej 
uetustissimis & probatissimis eius linguce scriptoribus. NOVVM uero non solum ad urcecam ueritatem, 
uerum etiam ad multorum utriusq[uej linguce & interpretum & codicum fidem, opera D. ERAS. ROT. ultimo 




recognitum & ceditum. Additi sunt e LXX. uersione et Apocryphi libri siue Ecclesiastici，qui habentur extra 
Canonem. Tigvri: Christophorvm Froschovervm, Anno M. D. XXXIX. ミユン スタ^ 一 と エラスムスの 
ラテン語訳を収録した 1539 年のラテン語聖書 . （ゲント大学図書館所蔵） 

(ILf) Biblia sacra ex Santis Pagmm tralatione, sea ad Hebraicce unguce amussim nouissime ita recogmta, & 

scholiis illustrata，utplane noua eaitio uideri possit. Accefiitprceterea Liber interpretationum Hebraicorum, 
Araoicorum, Grcecorumq[ue] nominum, quce in sacris literis reperiuntur, ordine alphabetic 。 digestus, eodem 
authore. Lvgdvni, Apud Hvgonem a Porta. M. D. XLII. Cum pnuilegio ad annos sex. パグニヌスのラ 
テン語訳のセルヴェト ウスに よる再版、 1542 年 . （オーストリア国立図書館所蔵） 

(ILg) Biblia Sacrosancta i estame[nlti Veteris & Aoui, e sacra Heorceorum Lingua urcecorumquejontibus ， 

consultis simul orthodoxis interpretw. religiosissime translata in sermonem Latinum. Authores omnemq[ue] 
totius opens rationem ex subiecta intelliges Prcefatione. PAVLVS ROM. XV. Quaecunque scripta sunt, ad 
nostram doctrinam scripta sunt, ut per patientiam & consolationem scripturarum spem habeamus. Tigvri: 
Excvdebat C. Froschovervs. Anno M.D. XLIII •ラテン言吾版チユーリヒ聖書 1543 年 (Versio Tigurina). 

(口 ーマ国立中央図書館所蔵） 

(ILh) Moses Latinus ex Hebraeo Factvs: et in eundem Prcejatio, qua multivlex eius doctrina ostenditur: & 
Annotationes, in quibus translationis ratio, sicubi opus est ， redditur, & loci difficiliores explicantur. Per 
Sebastianvm Castalionem. Viaebis ， lector, Mosem nunc demum et latine loquentem, et aperte. Basileae. 
[Oporinus, 1546]. カステリョの五書ラテン語訳（創世記 18 :19 の訳は全訳版と同じ）.（オース 
トリア国立図書館所蔵） 

(lLi; Bwiia, Interprete Seoastiano Castalione. Vna cvm eivsdem Annotationibus. Typographus lectori. In recenti 
hac translatione, Lector, fideliter expressam Hebrcece atq[ue] Grcec[a]e sente[n]tice Veteris ac Noui 
Testamenti ueritate[m] ， Latini sermonis puritate & perspicuitate seruata, es habiturus: id quod ipse legendo, 
& cum cceteris editionib. confere[n]do, item ex Prcefatione & Annotationibus, illustres rerum difficiliorum 
Imagines habentibus, plenissime cognosces. Basilae : Per Ioannem Oporinum, [1551]. カス アリヨのフア 
ン語訳聖書（フランス語版は 2Fc) • ( 大英図書館所蔵） 

(lLj; In Genesin nnarrationvm Reverendi Patris，Domini Doctoris Martini Lvtneri, Bona Fide & diugenter 
collectarum, per Vitum Theodorum. Tomvs Secvndvs，In Lvcem Aeditvs. ROMANOR. XIIII Credidit 
Abraham Deo, & reputatum est illi ad iustitiam. HEBRE. XI Fide & ipsa Sara sterilis uirtutem in 
conceptione feminis accepit, & praeter tempus aetatis peperit: Quoniam fidelem credidit esse eum, qui 
promiserat. NORIMRERG AE, M. D. L. ルターの創世記講義 1550 出版 . （レーゲンスブルク州立 

図書館所蔵） 

D. Martin Luthers Werke: kritische Gesamtausgabe. Band 43 [Genesisvorlesung (cap. 18-30) 1538/42]. 
Weimar, H. Bohlaus Nachfolger, 1912. 

(ILk) Im primvm Mosis librum, qui uenesis vulgo dicitur, Commentarius Iohannis Caiuini. [Genevae:] Oliua 
Roberti Stephani. M. D. LIIII. カルヴアンのラテン語による創世記注解書 1554 年.（オーストリ 
ア国立図書館所蔵） 
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(ILk’ ） 『カルヴァン旧約聖書註解創世記 1 』渡辺信夫訳 . カルヴァン著作集刊行会 • 新教出版社 ，1984 
年 . ( 低本 fi Joanms Calvim in librum Geneseos Commentarius. ad editionem Amstelodamensem : 

Acccratissihe exscribi curavit E. Hengstenberg. Pars Prior. Berolim: Apud Gustavum Bethge, 1838.) 

(1L1) Bwiia Vtriusque Testamenti. De qvorvm nova interpretatione et copiosissimis in earn annotationibus lege 
quam in limine opens habes epistolam. [Genevae:] Oliva Rob. Stephani. M.D. LVII . ェテイエンヌ編訳 
のラテン語聖書 1557 年第一巻（創世記〜シラ書） . （ジュネーヴ図書館所蔵） 

(ILm) Testamenti Vetens Bibua Sacra, sive, Libri Canomci Priscce Judceorum Ecclesice a Deo traditi, Latim 
recens ex hebrceo facti, brevibusq[ue]; Scholiis illustrati ab Immanuele Tremellio & Francisco Junio. 

Accesserunt libri qui Vulgo dicuntur Apocryphi, Latine redditi，et notis quibusdam aucti a Francisco Junio. 
Multd omnes quam ante emendatiiis earn et aucti locis innumeris: quibus etiam adjunximus Novi Testamenti 
libros ex sermone Syro ab eodem Tremellio, et ex Grceco a Theodoro Beza in Latinum versos，notisqf ue] 
itidem illustratos. Secunda cura Francisci Junn. Genevse: apud loan. Tomsesium, Impensis And. Wecheli 
Hseredum, Claudii Marnii, & Ioannis Aubrii, M. D. XC. トレメリウスのラテン語訳 1590 年.（ジュネ 
ーヴ図書館所蔵）（初出：フランクフルト、 1575 年） 

(ILn) Commentarius in Genesin, m est, Lwrum Primum Mosis: m quo distincte & ordine proponuntur /. Analysis 
Logica singulorum capitum. II. Scholia. III. Observationes locorum communium. Authore, Johanne 
Piscatore，professore sacrarum literarum in illustri schoia Nassovica Herbornensi. Herbomae Nassoviorum: 
Ex officina Christophori Corvini. CIO 13 Cl. ピスカートルのラテン語による創世記注角军書 1601 年 . 
( ヘルツオーク • アウグスト図書館所蔵） 

《古代中世ュダヤ • キリスト教文書と宗教改革期のへブライ語辞書 》 D 

(IDa) Midrash Rabbah. Genesis 1. 7 ranslatea into English with Notes, ulossarv and Indices under the Editors nip 
of Rabbi Dr. H. Freedman and Maurice Simon. London: Soncino Press, 1961 (1st ed., 1939 ). へブライ語 
原文は Sefaria (A Living Library of Jewish Texts) 提供の電子ファイルを使用 . 

(lDb) ineBabylonian lalmud. SederNashim. nd. Isidore Epstein. Trans, by Samuel Daiches, and Israel W. 

Slotki. London: Soncino Press, 1936. 『バビロニア •タル ムード』 第三 セデル「ナ シム」.へ ブラ 
イ語原文は MechonMamre 提供の電子ファイルを使用 . 

(lDc) Rascm [Salomoms Isaacidis] in Pentateuchum Commentarius. E. codd. manuscrwtis atque editus，auctoris 
in Talmud commentariis, fontibusque praeterea opimis, entice primum edidit et auxit fontium indices 
locupletes variasque observationes. ed. Abraham Berliner. Berolim, Sumptibus Editoris, 1866. ラシの五書 
注解書 . （コロンビア大学所蔵） （初出：レッジョ、 1475 年 ）. 

(lDd) Sefer ha-shorashim C 5 ! 112 p qDI’ p T 5 !! m 1 ? 似 Pi ~IDD). Neapel: [Yehoshua Shelomoh Sontino, 

1491(1 〜 2 頁欠落）ラビ . ダヴィド • キムヒの聖書へブライ語辞書（ゲーテ大学所蔵）表紙図 
版には 1490 年版を示す . （初出：ローマ、 1469 〜 73 年 ）. 

(IDe) [Nicolas de Lyre: Postilla super totam Bibliam]. Venetiis: [Bonetus Locatellus], 1488 .リラのニコラス 
の聖書注解 . （ハーティトラスト所蔵） （初出：ローマ、 1471—72 年） 
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(1 Df) Principivm Libri: Ioannis Revchlin Phorcensis LI. Doc. Ad Dionysivm Fratrem Swm Germanvm De 

Rvdimentis Hebraicis. [Colophon] Phorce in Aedib. Tho. Anshelmi Sexto. Kal. Apriles. Anno. MD.VI. 口 
イヒリンのへブライ語入門書兼辞書 （Rudimenta linguae hebraicae) 1506 年.（バイエルン州立図書 
館所蔵） 

(iD g ) 膚嘗 rnn リ Dictionarivm Hebraicvm, nuncprimum ceditum & typis excusum, Adiectis Chaldaicis 
uocabulis non parum multis. Autore F. Sebastian 。 MunsteroMinorita. [Basileae:] Apud Frob. M. D. XXIII. 
Mense Ivnio. Cumpriuilegio Csesareo. ミユンスターの最初の辞書 1523 年.（バイエルン州立図書館 
所蔵） 

(lDh) nnni ay "ISO Dictionarivm Hebraicvm, lam Tertio ab autore Sebastian。Munstero ex 

Rabinis, prcesertim ex radicibus Dauid Kimhi, auctum & locupletatum. Froben. Basileae, Anno M D XXXV 
Mense Avgvsto. ミュンスターの辞書第三版 1535 年 . （バイエルン州立図書館所蔵） 

(iDi) が , n 赠 1 ⑽ Hoc est, Thesavrvs ungvae sanctae. Sic enirn inscribere piacuit Lexicon noc 

Hebraicum: quod quern admodum ex thesauro pretiosissima quceque deprom ere in procliui est, ita ex hoc 
uno, non solum uocularum significata, sed & abstrusiores quosq[ue] sacrce scripturce sensus, e uarijs 
Rabinorum commentarijs selectos, haurire liceat. Autore reuerendo patre Sancte Pagnino Lucensi, 
idiomatum eruditiorum & parente & Antistite. Seb. uero Gryphio excudente LVGD. [Colophon] Sebastianvs 
Gryphivs Germanvs Excvdebat Lvgdvni, Anno M. D. XXIX. ノく グ ニヌス のへブライ語辞書 1529 年 . 

( バイエルン州立図書館所蔵） 

(lDj) Dictionarivm hebraicvm novvm, non ex raoinorvm commentis, nec nostrativm doctorvm: stulta imitatione 
descriptum, sed ex ipsis thesauris sacrorum Bibliorum, et eorundem accurata locorum collatione 
depromptum, cum phraswus scripturce Veteris et Noui Testamenti diligenter annotatis, Autore Joanne 
Forstero Augustano, sacrae Thologice Doctore, ac Hebraicce Linguce professore in Academia Vuitebergensi. 
Cui in fine adnexus est locorum S. scrituturce in eo explicatorumlindex fidelifiimus• Froben. Basileae, M D 
VLII. Cautum priuilegio Imp. Maiest, ne quis imitetur. フォルスターのへブライ語辞書 1557 年.（バイ 
エルン州立図書館所蔵） 

(lDk) Jonanms Buxtorfi epitome Radicum Hebraicarum et Cnalaaicarum, complectens Omnes voces, tarn prim as 
quam derivatas，quce in Sacris Bibliis，Hebrcea et ex parte Chaldcea lingua scriptis ， extant: Interpretationis 
fide，exemplorum Biblicorum copia, locorum plurimorum difficilium ex varus Hebrceorum Commentams 
explicatione, nove aucta, illustrata ， locupletata: Adjectus est index vocum latinarum copiosifiimus.Genes. 40. 
vers. 8. 〇 ’ わり？ ラ Basileae, Per Conradum Waldkirch, CIO 13 CVII . ブクストルフのへ 

ブライ語アラム語辞書 1607 年 . （リヨン市立図書館所蔵 [Bibliotheque jesuite des Fontaines 寄贈 ]) 
(lDk’) Johannis Buxtorfi Lexicon Hebraicum et Chaldaicum, complectens Omnes voces, tam primas quam 

derivatas, quce in Sacris Bibliis, Hebrcea et ex parte Chaldcea lingua scriptis ， extant: Interpretationis fide ... 
Accefiit Lexicon breve Rabbinico-Philosophicum, communiora vocabula continens, quce in し ommentams 
pajiim occurunt. Cum indice vocum Latino. Basilese: Typis Conradi WaldKirchi, Impensis Ludovici Konig, 
CO IOC XV. ブクストルフの辞書第二版 1615 年 . （マドリード . コンプルテンセ大学所蔵） 
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2. 創世記の日常語訳 （ 16 世紀中心） 

《ドィツ語訳 》 G 

(2Ga) DasAllte Testamentdeutsch. M. Luther. Vvittenberg. [Melchior Lotter d.J., 1523]. ルタ ^ 一による最初の 
旧約聖書ドイツ語訳（モーセ五書） . （ザクセン=アンハルト大学 • 州立図書館所蔵） 

(2ub) Biblia, acts ist, aie gantze Heihge Scnrifft Deudsch. Mart. Luth. Wittemberg. Begnaaet mit Kurfurstucher zu 
Sachsenfreiheit. GedruckeddurchHansLufft. M. D. XXXIIII. ルタ^一による聖書全体のドイツ語訳 
1534 年、第一巻 . （チェコ共和国国立図書館所蔵） 

(2Gc) Biblia: das ist: Die gantze Heiuge Schrifft: Deudsch. Auffs new zugericht. D. Mart. Luth. Begnadet mit 

Kurfurstlicher zu Sachsen Freiheit. Gedruckt zu Wittemberg, Durch Hans Lufft. M. D. XLV. ルタ^一 自身に 
よる死の前年、 1545 年の改訂版 . （才 ^ ーストリア国立図書館所蔵） . CD. Martin Luthers Werke. Kritische 
Gesamtausgabe. Die Deutsche Bibel. 8 band. [Weimar: H. Bohlaus, 1954] では、 1523 年版と 1545 年版を 
左右に並べて表示 ）. 

(2Gd) 徳善義和監訳「ルター旧約聖書序文 （ 1523 年）」『宗教改革著作集 4 ルターとその周辺 II 』教 
文館， 2003 年 . （原文は 2Ga) 

(2Ge) Lin sendbrieff D. M. Luthers. Von Dolmetzschenfn] vnd ruroit aer heiugenn. [Numberg: Rottmaier ]， 

M.D.XXX.. (WA30 に収録）ルター「翻訳についての書簡」 1530 年 . （バイエルン州立図書館 
所蔵） 

(2Gf) Vom SchemHamvhoras: Vnd vom Geschlecht Christi: Matthei am j. Cavitel. D. Mart. Luth. Wittemberg. M. 
D. XLIII. [Colophon] Gedruckt zu Wittemberg, durch Georgen Rhaw. (WA53 Schriften 1542/43 に 収録） 

「シェーム • ハメフオーラーシュについて、およびキリストの家系について（マタイ第1章）」 
1543 年 . （バイエルン州立図書館所蔵） 

(2Gg) Das Alt 7 estament autsch, der vrsprunglichen i^breischen waarheyt nach vff aas aller truwlichest 

verdiitschet. Getruckt zuo Zurich, durch Cnnstophorum Froschouer, jm Homung des jahrs, M.D.XXV. フ 
ロシヤウアーがチューリヒで出版したドイツ語訳旧約聖書 1525 年.（チューリヒ中央図書館所蔵） 

(2Gh) Die gantze Bioei der vrsprungliche[nl Ebraiscnen vnd Lrriechischen waarhevt nach, auffs aller 

treuwlichest verteiltschet. Getruckt zuo Zurich, bey Christoffel Froschouer, im Jar als man zalt, M. D. XXXI.. 
ツウィングリらによるチューリヒ聖書 1531 年 (Die Ziircher Bibel von 1531 ). (チューリヒ中央図 
書館所蔵） 

(2Gi; Biblia, beider Allt vnnd Newen Testamenten, fleissi^, treulich vnfdj Chris tlich, nach alter, inn Christ tic ner 
kirchen gehabter Translation, mit aujziegung etlicher dunckeler ort，vnnd besserung viler verruckter wort 
vnd spruch, so bifi anhere inn andernn kurtz aufzgangnen theutschen Bibeln gespilrt vnd gesehen. Durch D. 
Johan Dietenberger，new verdeutscht. Gott zuo ewiger ehre，vnnd wolfarth seiner heiligen Christlichen 
Kirchen. Mit Rom. Konig. Ma. Gnad vnd Freyheit. Getruckt zuo Meyntz Jm jar nach Chnsti Gepuort. XVC. 
XXXIIII. ディーテンベルガーのドイツ語訳 1534 年.（バイエルン州立図書館所蔵） 

(2Gj ; Biblia, Das ist: Alle bucher aer H. Scnrift des alten vnd newen lestaments: A us Hebreischer vna 

Griechischer spraach, in welchen sie anfangs von den Propheten vnd Aposteln geschriben，ietzund aufs new 
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vertheutscht: Auch eines ieden bucks vnd capitels inhalt, samt beygefugten concordantzen, vnd angehengter 
erklarung der tunckeln geschichten, worten, reden vnd sachen, aufs kiirtzest vnd einfeltigst verfasset: 
Darneben sind auch bey einem ieden capitel hinzugesetzt allerhand nutzliche notwendige lehren: Ferner die 
Apocrypha, das ist, die bilcher, welche von alters an das alte Testament angehengt werden, wiewol sie nicht 
durch prophetischen gaist, noch in Hebreischer spraach geschriben sind, aufs new vertheutscht: Jtem am 
ende eine Chronologia oder Zeitregister, Historienregister ， Landtafeln, vnd ein Summarischer Bericht von 
den hauptstiicken Christlicher Religion: wie auch, warumb, vnd wie ein Christ die H. Schrift mit nutz vnd 
erbawung lesen, anhoren, vnd betrachten solle vnd konne: Durch Johan Piscator，Professor der H. Schrift zu 
Herborn，mit raht vnd hillf Christliebender gelehrter manner, derselben dolmetschungen vnd erklarungen, 
verfertiget. Gedruckt zu Herborn in der Grafschaft NaBaw Catzenelenbogen, durch Christoff Raben, 1602. 

ピスカートルのドイツ語訳聖書第一巻 . （バイエルン州立図書館所蔵） 

《フランス語訳 》 F 

(2Fa) La saincte Bible, en Francovs，translatee selon la vure et entiere traduction de sainct Hierome, conjeree et 
entierement reuisitee，selon les plus anciens et plus correctz exemplaires. Ou sus vng chascun Chapitre est 
mis brief argume[n]t，auec plusieurs figures et histoires: aussy les Concordances en marge au dessus des 
estoilles，diligemment reuisitees. Auec ce sont deux Tables: lunepour les matieres des deux iestame[n]tz : 
Lautrepour trouuer toutes les Epistres，tant de Lancien comme du Nouueau Testament & les huangiles，qui 
sont leutes en Leglise par toute Lannee: tant es Dime[n]ches co[mjme es iours feriauly et festes. Imprime en 
Anuers par Martin Lempereur, An. M. D. et xxx. Cum Gratia et Priuilegio Imperiali. ノレ ノエ ^ ブル訳 
1530 年 . （ゲント大学図書館所蔵所蔵） 

(2Fb) La Bwle. Qui est toute la Saincte escripture. En laquelle sont contenus，le Uieii lestament & te Nouueau, 
translatez en Francoys. Le Lieil, de Lebrieu: & le Nouueau, du Grec. Aussi deux amples tables, lune pour 
linterpretation des propres nome: lautre en forme Dindice，pour trouuer plusieurs sentences et matieres. 
Dieu en tout. Isaiah. I. Escoutez cieulx, et toy terre preste laureille: car Letemel parle. [Colophon] Acheue 
dimprimer en la Ville et Conte de Neufchastel, par Pierre de wingle, diet Pirot Picard. Lan. M. D. xxxv. le 
iiij e iourdeluing. オリヴヱタン聖書 1535 年 . （ジュネーヴ図書館所蔵） 

(2Fb ,N ) La Bible, Qui est toute la Saincte ^scripture contenant le Vieil & Nouueau 2 estament, ou Alliance. Isaie I. 
Escoutez cieulx, & toy terre preste l’oreille: car l’Etemel parle. L’Oliuier de Robert Estienne. M. D. LIII. 
[Colophon] Imprime par Robert Estienne [a Geneve], Lan M. D. LIII, Le IX, Ivin. オリヴエタン聖書の 
1553 年改訂版 . 節番号導入 . （ジュネーヴ図書館所蔵） 

(2Fc) La Bible nowellement translatee, Auec La suite ae Vnistoire depuis le terns cTEsaras，msqu ’aux Maccabees: 
e depuis les Maccabees iusqu'a Christ. Item auec des Annotacions sur les passages difficiles，par Sebastian 
Chateillon. Bale, Iehan Heruage, Tan M. D. LV. カステリヨのフランス語訳聖書 1555 年.（オースト 
リア国立図書館所蔵） 
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(2Fd) Commentaire de M. lean Calvin, svr le premier uvre de Moyse, dit Genese. Non veni vt mitterem Pacem m 
terram, sed gladivm. Matth. X. A Geneue, Chez lean Gerard, M. D. LIIII. カノレヴアンの創世記注角军書 

のフランス語訳 1554 年 . （ジュネーヴ図書館所蔵） 

(2Fd ’） Commentaires de M. lean Caluin, sur les cina hures ae Moyse. Genese est mis a part, les autres quatre 
liures sont disposez en forme d ’Harmonie: auec cinq indices, dont les deux contenans les passages alleguez 
et exposezpar l ’autheur，sont adioustez de nouueau en ceste traduction. A Geneve. Imprime par Francois 
Estiene, M. D. LXIIII. カルヴァン自身による五書注解書フランス語訳（創世記は 2Fd の改訂版） 
1564 年 . （ジュネーヴ宗教改革歴史博物館所蔵） 

(2Fe) La Bible, qvi est tovte la Saincte Escriture au Vieil & au Nouueau i estament: Autrement, l ’Anciene & la 
Nouuelle Alliance. Le tout reueu & confer 会 sur les textes Hebrieux & Grecspar les Pasteurs & Professeurs 
de I’Eglise de Geneue. A Geneue [Editeur non identifie], M. D. LXXXVIII. ジュネーヴ聖書 1588 年 . 

( ジュネーヴ図書館所蔵） 

(2Ff) La Sainte Bible. Contenant le Vieil & le Nouueau Testament，Traauicte de Latin en Frangois, et approuuee 
par les Theologiens de Louvain. Auec les Annotations des anciens Peres et Docteurs de VEglise，aux marges, 
pour l ’intelligence asseuree de plusieurs passages & lieux de l 'Escriture saincte. Ensemble une table bien 
ample, docte et Catholique，traduicte du Latin de Monsieur Maistre lean Harlemius Docteur en Theologie de 
la Compagnie de IESVS a Louuain. Au tres-Chrestien, & tres-Rehgieux Henry troisiesme, Roy de France & 
de Pologne. A Paris, chez Abel L’Angelier av premier pillier de la grand’ Salle du Palais. M. D. LXXXVII. 
Avec privilege dv Roy. カトリックによるフランス語訳 1587 年 . （フランス国立図書館所蔵） 

《英語訳 》 E 

(2Ea) [The Pentateuch]. William Tyndale. Hesse: Malborow, 1^30. [Colophon] Emprented at Maloorow m the 
lande of Hesse, by me Hans Luft, the yere of oure Lorde. M.CCCCC.xxx. the. xvij. dayes of January ([17 Jan. 
1530]. テインダルのモーセ五書英語訳 . （ケンプリッジ大学図書館所蔵） 

(2Ea ’） William Tyndale’s Five Books of Moses, Called the Pentateuch, Being a Verbatim Reprint of the Edition of 
M. CCCC.XXX. Compared with Tyndale’s Genesis Of1534, and the Pentateuch in the Vulgate, Luther, and 
Matthew’s Bible, with Various Collations and Prolegomena. Ed. J. I. Mombert. New York: Anson D. F. 
Randolph & Co; London: Samuel Bagster & Sons, Limited. 1884. 

(2Eb) Biblia. The Bible, that is the holy Scripture of the Olde and New Testament, faithfully and truly translated 
out of Douche and Latyn in to Englyshe. M.D. XXXV. S. Paul.II. Tessa. III. Praie for vs, that the worde of 
God maie haue fre passage, and be glorified, et cetera. S. Paul Col. III. Let the worde of Christ dwell m you 
plenteously in all wyzdome et cetera. Josue I. Let not the boke of tms lawe departe out of thy mouth, but 
exercyse thyselfe therin daye and nighte et cetera. [Colophon] Prynted in the yeare of our LORD M.D.XXXV. 
and fynished the fourth daye of October. カヴァデイル聖書「大陸版」 1535 年 . (CC No. 765). (本文未 
見） 

(2Eb ’） Biblia. The Byble: that is, the holy Scrypture of the Olde and New Testament, faythfully translated in to 
Englyshe. M.D. XXXV. S. Paul.II. Tessal. III. ... S. Paul: Colloss. III. ... Josue I. [Colophon] Prynted in the 
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yeare of oure LORDE M.D. XXXV. and fynished the fourth daye of October. カヴァデイル聖書「イギリス 
版」 1535 年 . (CC No. 771). (Bibles-Online.net 、 ファクシミリ聖書） 

(2Ec) The Byble，which is all the holv Scrypture: In whych are contayned the Olde andNewe lestament truly and 
purely translated into Englysh by Thomas Matthew. Esaye.1.Hearcken to ye heauens and thou earth geaue 
eare: for the Lorde speaketh. M, D, XXXVII, Set forth with the Kinges most gracyous lyce[n]ce. [Colophon] 
The ende of the newe Testament, and of the whole Byble, To the honoure and prayse of God was this Byble 
prynted and fynesshed, in the yere of oure Lorde God a, M, D, XXXVII [Antwerp? printed by Jacob van 
Meteren? and published in London by R. Grafton and E. Whitchurch]. マシュー訳聖書 1537 年 . 
(Bibles-Online.net 、 ファクシミリ聖書）奥付情報（著者の用いたコピーには欠落）は 3Bb, 122 (CC 
No. 792) による . 

(2Ed) i'ne Most Sacrea Bible, Whiche is the noiv scripture, conteymn^ the old and new testament, translated into 
English, and newly recognised with great diligence after mostfaythjul exemplars, by RYCHARD TAVERNER. 
Harken thou heuen, and thou earth gyue eare: for the Lorde speaketh. Esaie. i.P rynted at London in Fletestrete 
at the sygne of the sonne by John Byddell, for Thomas Barthlet. Cvm Privilegio ad imprimendum solum., M. 
D. XXXIX. タヴァナー聖書 1539 年 . (OriginalBibles [originalbibles.com] 提供の電子ファイル） 
(2Ee) The Byble in Englvsne，that is to save the content of all the noiy scrvpture, bothe ojy olde and newe 
testament, truly translated after the veryte of the Hebrue and Greke textes, by y dylygent studye of dyuerse 
excellent learned men, expert in the forsayde tonges. Prynted by Rychard Grafton & Edward Whitchurch. 

Cum priuilegio ad imprimendum solum, 1539. [Colophom] The ende of the newe Testame[n]t: and of the 
whole Byble, Fynisshed in Apryll. Anno M.CCCCC.XXXIX. 大聖書 1539 年 . (CC No. 813). (本文は 
下記によって確認） 

(2Ee ’） 同ファクシミリ版 The Great Bible: a facsimile of the 1539 edition, with an introduction by Yoshio 
Terasawa. Tokyo: Elpis, 1991. 

(2Ee ”） The Byble in Englyshe，that is to saye the conte[n]t of al the holy scrypture, bothe oj y olde，and newe 
testame[n]t，with a prologe therinto, made by the reuerende father in God, Thomas archebysshop of 
Cantorbury. Tms is the Byble apoynted to the vse of the churches. Prynted by Edward Whytchurche Cum 
priuilegio ad imprimendum solum, M.D.xl. [Colophon] The ende of the newe Testament: and of the whole 
Byble, Fynysshed in Apryll, Anno. M, CCCCC. XL. 大聖書（クランマー聖書） 1540 年 . (CCNo. 817) . 
(Original Bibles [originalbibles.com] 提供の電子ファイル） 

(2Ef) The Bible and Holy Scriptvres conteyned in the Olde and Newe Testament. Translated according to the 
Ebrue and Greke, and conferred With the best translations in diners languages. With moste profitable 
annotations vpon all the Lord [sic] places, and other tnings of great importance as may appeare in the 
Epistle to the Reader. Feare ye not. Stand still, and beholde the saluacion of the Lord, wmch he wil shewe to 
you this day. Exod.14,13. The Lord shal fight for you, therefore holde you your peace. Exod. 14, vers.14. 

At Geneva. Printed by Rouland Hall,M. D. LX. ジュネ^ー ヴ聖書 1560 年 . （Internet Archive 
Community fexts; 
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(2Ef) 同ファクシミリ版 The Geneva Bible: a facsimile of the 1560 Edition, with an introduction by Lloyd E. 
Berry. Madison: University of Wisconsin Press, 1969. 

(2Eg) The. holie. Bible, conteynyng the olde Testament and the newe. Non me pudet Euangelij Chnsti. Virtus 
enim Dei est ad salutem Omni credenti Rom i. [Colophon] Imprinted at London in powles Churchyarde by 
Richarde Iugge, printer to the Queenes Maiestie. Cum priuilegio Regiae Maiestatis. [1568]. 主教言尺 1568 

年 . （プリンストン神学校図書館所蔵）奥付情報は EEBO-TCP: Early English Books Online による . 

(2Eh) The Holy Bible Faithfully Translated into English, Ovt Of The Avthentical Latin. Diligently conferred with 
the Hebrew, Greeke, and other Editions in diners languages. With Argvments of the Bookes, and Chapters: 
Annotations: Tables: and other helpes, for better understanding of the text: for discouerie of Corruptions in 
some late translations: and for clearing Controversies in Religion. By the English Co Hedge of Doway. 
Haurietis aquas in gaudio de fontibus Saluatoris. Isaise 12. You shal draw waters in ioy out of the Sauiours 
fountaines. Printed at Doway by Lavrence Kellam, at the signe of the holie Lambe. M. DC. IX. ドウエイ 
聖書 1609 年 [Vo.1 創世記〜ョブ記 ]. (CC No. 1024). ( ボストン公共図書館所蔵） 

(2ni) Tne Holv Bible, Contaymn^ the Old Testament and tne New: Newly Translated out of the Originali tongues; 
& with the former Translations diligently compared and reuised, by his Maiesties speciall Com[m] andment. 
Appointed to be read in Churches. Imprinted at London by Robert Barker. Printer to the Kings most 
excellent Maiestie. ANNO DOM. 欽定訳 1611 年 . （Internet Archive Community Texts) 

(2Ei ’） 同、縮小ファクシミリ版 The Holy Bible, a facsimile in a reduced size of the Authorized Version 
published in the year Ion, with an introduction by A. W. Pollard and illustrative documents. London: 
Oxford University Press, 1911. ( トロント大学所蔵） 

3. 目録、事典、辞書、文法書 . 総論/概説 

《目録、事典、辞書、文法書》テーマと年代順 B 

(3Ba) Schaeper, Silke. “Inventory of He Drew Incunabula”. Voi. 6 oi A Catalogue oj Books Printed in the 
Fifteenth Century now in the Bodleian Library. Eds. Alan Coates et al. Oxford: Oxford University Press, 
2005. 

(3Bb) CC = Bullen, George ed. Caxton Celebration, 1877. Catalogue oj the Loan Collection of Antiquities, 

Curiosities, and Appliances Connected with the Art of Printing, South Kensington. London: N. Truoner and 
Co., 1877. 

(3Bc) Darlow, T. H., Moule, H. F. and British and foreign Bible Society Libra, Historical Catalogue of the 
Printed Editions ofHoly Scripture in the Library of the British and Foreign Bible Society, Vol.1(Printed 
Bibles in English). New York: Kraus Reprint, 1963. 


(3Bd) The unedited full-text of the 1906 Jewish Encyclopedia (originally published between 1901-1906 in 12 
volumes). JewishEncyclopedia.com のウェブ版 . 

(3Be) Lexicon manvale hebraievm et chaldaicvm in Veteris Testamenti libros: post editionem germanicam tertiam 
latine elaboravit mvltisqve modis retractavit et avxit Gvil. Gesenius. Lipsiae: Vogel, 1833. 
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(3Bf) Gesemus'Hebrew and Chaldee Lexicon to the Old Testament Scrwtures. Trans, by Samuel P.iregelies. 
Grand Rapids, Michigan: Eerdmans, 1980 (1st ed.,1949). 

(3Bg) Brown, F., Driver, S. R. and Briggs, C. A. The Brown, Driver, Briggs Hebrew and hnglish lexicon: with an 
Appendix containing the Biblical Aramaic. Peabody, Mass.: Hendrickson, 2010 (1st ed., 190 6). 

(3Bh) Rajpurkar, Joseph E. Kethoneth Yoseph: A Hand-Book of Hebrew Abbreviations, with their Explanations in 
Hebrew and English, for the Use of Students of the Oral Law and Rabbinical literature. Bombay: 

Anglo-Jewish and Vernacular Press, 1887. 

(3Bi) Gesenius ’Hebrew grammar: as edited and enlarged by E. Kautzsch. 2nd English ed” Rev. in accordance 
with the 28th German ed.(1909) by A. E. Cowley. Oxford: Clarendon, 1980 (1st ed., 1910). 

(3Bj) Jastrow, Marcus. A Dictionary of the Targumim, the Talmud Babli and Yerushalmi, and the Midrashic 
Literature. 2 vols. Brooklyn; New York: P. Shalom, 1967 (1st ed., 190 3). 

(3Bk) Liddell,H. G. and Scott, R. A Greek-English lexicon, with a Revised Supplement. Oxford: Clarendon, 1996. 

(3B1) Muraoka, T. A Greek-English lexicon of the Septuagint. Louvain: Peeters. 2009. 

(3Bm) 田中秀央編『羅和辞典増訂新版』研究社、 1980 年（初版 1966 年 ）. 

(3Bn) Glare, P. G. W. Oxford Latin dictionary. 2nd ed. 2 vols. Oxford : Oxford University Press, 2012. 

(3Bo) Cappelli, Adriano. Lexicon abbreviaturarum : Worterbuch lateinischer und italienischer Abkiirzungen wie 
sie in Urkunden und Handscnriften besonders des Mittelalters gebrauchlich sind, dargestellt in ilber 14000 
Holzschnittzeichen. 2. verb. Aufl. Leipzig: J. J. Weber, 1928. 

(3Bp) 『キリスト教人名辞典』日本基督教団出版局、 1986 年.これに含まれない英国人名は主として 
Oxford Dictionary of National Biography Online による . 

(3Bq) 長窪専三『古典ユダヤ教事典』教文館、 2008 年 . 

(3Br) 上智学院新カトリック大事典編纂委員会編『新カトリック大事典』全6巻 . 研究社， 1996-2010 年 . 
特に以下の項目 —— 「ウルガタ訳聖書」、「聖書解釈の歴史」、「聖書の出版」、「聖書の章節区 
分」、「聖書の翻訳」（古代語、英語、ドイツ語、フランス語）、 「ヒエロニムス」. 

(3Bs) ギルモア • A ( 本多峰子訳）『英語聖書の歴史を知る事典』教文館、 2002 年 . 

《総論 / 概説 》 G 

(30a) Simon, Richard, histoire critique du Vieux Testament, par le R. P. Ricnard Simon, Pretre de la 

Congregation de l 'Oratoire. Nouvelle Edition, et qui est la premiere imprimee sur la Copie de Paris, 
augment る e d’une Apologie generate, de plusieurs Remarques Critiques, dune Response par un Theologien 
Protestant. A Rotterdam: Chez Reinier Leers, 1685. 

(3 Gb) Townley, James. Illustrations of Biblical literature: exhibiting the history and fate of the sacred writings, 
from the earliest period to the present century; including biograpnical notices of translators and other 
eminent Biblical scholars. Vol.z. London: Longman, Hurst, Rees, Orme, and Brown, 1821. 

(3Uc) Townley, James. Illustrations of Biblical literature: exhibiting the history and fate of the sacred writings, 
from the earliest period to the present century; including biograpnical notices of translators and other 
eminent Biblical scholars. Vol. j. London : Longman, Hurst, Rees, Orme, and Brown, 1821. 
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(3Gd) Lampe, G. W. H. ed. The Cambridge History of the Bible. Volume 2: The West from the Fathers to the 
Reformation. Cambridge Histories Online: Cambridge University Press, 2008 (1st ed., 1969). 

(3Ge) Greenslade S. L. ed. The Cambridge History of the Bible. Volume 3: The West from the Reformation to the 
Present Day. Camondge: Cambridge University Press, 1963. 

(3Gf) D’Aubigne, J. H. Merle. History of the Reformation of the sixteenth Century from its Commencement until 
the days of Calvin. Translated From The Author’s Latest French Edition. London: Ward, Lock, & Co., 1838. 
(3Ug) Bedouelle, Guy et Roussel, Bernard direct. Le Temps des Reformes et la Bible. Paris: Beauchesne, 1989. 
(3Gh) Muller, R. A. “Biblical Interpretation in the Sixteenth and Seventeenth Centuries.” In: Donald K. McKim 
ed., Historical Handbook of Major Biblical Interpreters (Downers Grove, Illinois: InterVarsity Press, 1998 )， 
pp.123-152. 

(3Gi) 中村賢二郎他編訳『原典宗教改革史』ヨルダン社、 1976 年 . 

(3Gj) 土岐健治 • 川島第二郎「聖書翻訳史における元約 • 口語訳 • 新共同訳——旧約聖書特に創世記を 
中心として」『一橋大学研究年報人文科学研究』 27 号 （ 1988 年）、 53-149 頁 . 

(3Gk) 土岐健治「聖書翻訳小史」『聖書の世界』（木田献一，土岐健治，山内真編 . 全訂新版.自由國 
民社， 2001 年）、 426-439 頁 . 

(3G1) 土岐健治『初期ユダヤ教と聖書』日本基督教団出版局、 1994 年 . 

(3Gm) 『宗教改革著作集』教文館、 1983-2003 年 . 

第 3_4 卷 ルターとその 周辺（徳善義和他） 

第 5_6 巻ツヴィングリとその周辺（出村彰他訳） 

第 9 一 10 巻カルヴァンとその周辺（久米あつみ他） 

第11一12巻イングランド宗教改革（八代崇他訳） 

(3Gn) 出村彰 • 宮谷宣史編『聖書解釈の歴史』日本基督教団出版局、 1986 年 . 

堀田雄康「フランシスコ会学派の聖書解釈一盛期スコラ学派に関連して 」. 225— 250 頁 . 

笠利尚「ルター派の聖書解釈一改革者ルターを中心として 」. 311— 333 頁 . 

渡辺信夫「改革派 」. 334 — 359 頁 . 

澤田和夫「第十六世糸己のカトリック 」. 385— 417 頁 . 

(3Go) 田川建三『書物としての新約聖書』勁草書房、 1997 年 . 

4. 各論（言語ごと） 

《へブライ語聖書、へブライ語本文、へブライ語辞書 》 H 

(4Ha) Gmsburg, Christian D. Introduction to the Massoretico-critical edition of the Hebrew Bwie. London: 
Trinitarian Bible Society, 1897. 

(4Hb) Whittaker, J. W. An Historical and Critical Enquiry into the Interpretation of the Hebrew Scriptures: With 
Remarks on Mr. Bellamy’s New Translation. Cambridge: J. Smith, 1819. 

(4Hc) Amram, David Wemer. The Makers of Hebrew books in Italy; oeing chapters in the history of the Hebrew 
printing press. Philadelpma: J. H. Greenstone, 1909. 
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(4Hd) Levy, Barry B. “Rabbinic Bibles, Mikra’ot Gedolot, and Other Great Books.” Tradition - A Journal of 
Orthodox Jewish Thought 25 (1991),pp. 65-81. 

(4He) Burnett, Stephen G. “Christian Hebrew Printing in the Sixteenth Century: Printers, Humanism and the 
Impact of the Reformation.” Faculty Publications by the Classics and Religious Studies Department 
(Helmantica: Revista de Filologia Clasica y Hebrea, 51-154 [2000]), pp. 13-42. 

(4Hf) Ssebo, Magne ed. Hebrew Bible / Old Testament: the History of Its Interpretation. Vol. II: From the 
Renaissance to the Enlightenment. Gottingen: Vandenhoeck & Ruprecht, 2008. 

Smith, Lesley. “Nicholas of Lyra and Old Testament Interpretation.” Pages 49-03. 

Vanderjagt, Arjo. “Ad fontes! The Early Humanist Concern for the Hebraica veritas.” Pages 154-89. 
Mesguich, Sophie K. “Early Christian Hebraists.” Pages 254-275. 

Schenker, A. “From the First Printed Hebrew, Greek and Latin Bibles to the First Polyglot Bible, the 
Complutensian Polyglot: 1477 ， 1577.’’ Pages 276-294. 

Raeder, Siegmed. “The Exegetical and Hermeneutical Work of Martin Luther.” Pages 363-406. 

Opitz, Peter. “The Exegetical and Hermeneutical Work of John Oecolampadius, Huldrych Zwingli and John 
Calvin.” Pages 407-451. 

Hobbs, R. Gerald. “Pluriformity of Early Reformation Scriptural Interpretation.Pages 452-511. 
Schwarzbach, B. E. “Three French Bible Translations.” Pages 553-575. 

(4Hg) Burnett, Stephen G. “The Strange Career of the Biblia Rabbinica among Christian Hebraists, 1517—1620.” 
In: B. Gordon and M. McLean ed., Shaping the Bible in the Reformation: Books, Scholars and Their Readers 
in the Sixteenth Century (Leiden: Brill, 2012), pp. 63—83. 

(4Hh) Williams, Benjamin. “The 1525 Rabbinic Bible and How to Read it: A Study of the Annotated Copy in the 
John Rylands Library.” Bulletin of the John Rylands Library 92-1 (2016), pp. 53-72. 


(4Hi) Talmon, Shemaryahu. “The Old Testament Text.” In F. M. Cross and S. Talmon ed., Qumran and the 
History of the Biblical Text (Mass.: Harvard University Press, 1975), pp. 1-41. 

(4Hj) Newman, Louis I. Jewish Influence On Christian Reform Movements. Columbia University Oriental Studies 
Vol. XXIII. New York: Columbia University Press, 1925. 

(4Hk) Burnett, Stephen O. “Philosemitism and し hristian Hebraism in the Reformation Era (1500-1620).” In: Irene 
A. Diekmann & Elke-Vera Kotowski ed., Geliebter Feind Gehasster Freund: Antisemitismus und 
Philosemitismus in Geschichte und Gegenwart: Festschrift zum 65. ueburtstag Vvon Julius Schoeps. (Berlin: 
Verlag fur Berlin-Brandenburg, 2009), pp. 135-146. 

(4H1) Burnett, Stephen G. Christian Hebraism in the Reformation Era (1500-1660): Authors, Books, and the T 
ransmission of Jewish Learning. Leiden: Brill, 2012. 

(4Hm) Brekka, Pamela M. The Antwerp Polyglot Bible (1572): Visual Corpus, New World ‘Hebrew-Indian’ Map ， 
and the Religious Crosscurrents of Imperial Spain. A Dissertation Presented to the Graduate School of the 
University of Florida in Partial Fulfillment of the Requirements for the Degree of Doctor of Philosophy. 
Florida: University of Florida, 2012. 
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(4Hn) ヴュルトヴァイン.エルンスト（鍋谷堯爾、本間敏雄訳）『旧約聖書の本文研究「ビブリア•へ 
ブライカ」入門』日本基督教団出版局、 1997 年 . 

(4Ho) Brisman, Shimeon. a History and Guide to Judaic Dictionaries and Concoraances. Volume Part 1oi 
Jewish Research Literature. Ktav Publishing House, Hoboken, NJ., 2000. 

《ラテン語聖書 》 L 

(4La) Knight, Sarah and Tilg, Stefan eds.. The Oxford Handbook of Neo-Latin. Oxford Medical Handbooks Series. 
Oxford: Oxford University Press, 2015. 

(4Lb) Eskhult, Josef. “Latin Bible Versions in the Age of Reformation and Post-Reformation: On the 

development of new Latin versions of the Old Testament in Hebrew and on the Vulgate as revised and 
evaluated among the Protestants.” Kyrkonistorisk Arssurift, 200 6, pp. 31-67. 

(4Lc) Gordon, Bruce. “》Our PhilosoDhv«: Heinrich Bullinger’s Preface to the 1539 Latin Bible.” In: Ch. Moseret 
al.ed., Bewegung und Beharrung: Aspekte des reformierten Protestantismus, 1520-1650: Festschriftfiir 
Emidio Campi. Studies in the history of Christian traditions 144. (Leiden: Bbrill, 200 9), pp. 283-93. 

(4Ld) Elliott, Mark W. “Looking Backwards: The Protestant Latin Bible in the Eyes of Johannes Piscator and 
Abraham Calov.” In: B. Gordon and M. McLean ed., Shaping the Bible in the Reformation: Books, Scholars 
and Their Readers in the Sixteenth Century (Leiden: Brill, 2012), pp. 291-302. 


《ルターのドイツ語訳 》 G 

(40a) Schaff, Philip. History of the Christian Church. Volume 6. Modern Christianity: the German reformation. 
New York: Scribner’s, 1904 (1st ed., 1888). 

(4Gb) Geiger, Ludwig. Das Studium der hebraischen Sprache in Deutschland vom Ende des XV. bis zur Mitte des 
XVI. Jahrhunderts. Breslau: Schletter’sche Buchhandlung, 1870. 

(40c) Reu, Johann M. Luther’s uerman Bible: An Historical Presentation, Together with a Collection of Sources. 

Concordia heritage series. Columbus, Ohio: Lutheran Book Concern, 1934. 

(4Gd) Bornkamm, H. Luther und das Alte Testament. Tubingen: Mohr, 1948. 

(4Ue) Hagen, K. A Theology of Testament in the Young Luther: The Lectures on Hebrews. Studies in medieval 
and Reformation Thought, vol.12. Leiden: Brill Archive, 1974. 

(4Gf) Strand, Kenneth A. “Luther’s First Edition of the Pentateuch .Andrews University Seminary Studies 27-1 
(1989), pp. 39-52. 

(4Gg) Nestingen, J. A. “Luther in Front of the Text: The Genesis Commentary.” Word & World 14 (1994), pp. 
186-194. 

(4Gh) Burnett, Stephen G. “Reassessing the 4 Basel-Wittenberg Conflict ’： Dimensions of the Reformation-Era 
Discussion of Hebrew Scholarship.” Faculty Publications, Classics and Religious Studies Department. Paper 
61 (2004) ， pp. 181-201. 

(4Gi) Kolb, Robert et al.ed. The Oxford Handbook of Martin Luther's Theology. Oxford University Press, 2014. 



- 17 - 


(4Gj) Maxueid, John A. Lutner’s Lectures on Genesis and the rormation of the evangelical Identity. Sixteentn 
Century Essays & Studies 80. Missouri: Truman State University Press 2016. 

(4Gk) Whiting, Michael S. Luther in English: the Influence of His Theology of Law and uospel on Early English 
Evangelicals (1 d2^-55). Eugene, Oregon: Pickwick Publications, 2010. 

(4G1) コーイマン， W*J. ( 岸千年訳）『ルターと聖書』（ルター神学研究双書 7) • 聖文舍、 1971 年 . 
(4Gm) 塩谷饒『ルター聖書抜粋 • 訳注』大学書林、 1983 年 . 

《ツヴィングリとチューリヒ聖書 》 Z 

(4Za) Mezger, Johann Jakob. Geschichte der deutscnen Bibelubersetzungen in der schweizerisch-rejormirten 
Kirche, von der Reformation bis zur Gegenwart; ein Beitrag zur Geschichte der reformirten Kirche. Basel: 
Bahnmaier, 1876. 

(4Zb) Schaff, Philip. History of the Cnristian Church. Volume 7. Modern Cnristianity: the Swiss reformation. 
New York: Scribner’s, 1892. 

(4Zc) Lavater, Hans Rudolf. “Die Ziircher Bibel Von 1524 bis heute.” In: Urs Joerg et al.ed., Die Bibel in der 
Schweiz. Ursprung und Geschichte. (Urs Joerg, 1997), S.199-218. 

(4Zd) Lavater-Briner, H. R. Die Froschauer-Bibel 1531: Entstehung - Sprachliche Eigenart - Ausstattung. 
Theologischer Verlag. Zurich, 2011. 

(4Ze) Migsch, Herbert. “Huldreich Zwinglis hebraische Bibel.” Zwingliana XXXII (2005), S. 39-44. 

(4Zf) Migsch, Herbert. “Noch einmal: Huldreich Zwinglis hebraische Bibel.” Zwingliana XXXVI (2009), S. 
41-48. 

《フランス語訳 》 F 

(4Fa) Emmanuel, Petavel. La Bible en France, ou les traductions frangaises des Saintes Ecritures: Etude 
historique et litter aire. Paris: Libr. fran^aise et etrangere, 1864. 

(4Fb) Lortsch, Daniel. Histoire De La Bible en France et Fragments Relatifs a l ’Histoire Generale de la Bible, 
1910. Bibliquest (Bible, Evangile et Etudes Bibliques) によるウエブ版 . 

(4Fc) Reuss , Eduard. W. E. La Bible d'Olivetan. Strasbourg: Treuttel et Wurtz, 1866. 

(4Fd) Linder, R. D. “The Bible and the French Protestant Reformation of the Sixteenth Century.” Andrews 
University Seminary Studies, 25-2 (1987), pp.145-161. 

(4Fe) Baumgartner, A. J. Calvin hebraisant et interprete de l ’Ancien Testament. Paris: Librairie Fischbacher, 
1889. 

(4Ff) Lane, Anthony N. S. John Calvin Student of Church Fathers. London: A & C Black, 1999. 

(4Fg) Puckett, David L. John Calvin’s Exegesis of the Old Testament. Columbia series in Reformed theology. 

Westminster. Atlanta: John Knox Press, 1995. 

(4Fh) 出村彰『スイス宗教改革史研究』第二版、日本基督教団出版局， 1983 年 . 


《英語訳 》 E 
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(4Ea) Westcott, B. F. A General View of the History of the English Bible. 3rd ed., rev. London, New York: 
Macmillan, 1905. 

(4Eb) Pollard, Alfred W. Records Of The English Bible The Documents: The Documents Relating to the 
Translation and Puoucation of the Bible in English, 1525-1611. London, New York, Toronto, and 
Melbourne: Henry Frowde Oxford University Press, 1911. 

(4Ec) Lloyd Jones, G. The Discovery of Hebrew in Tudor England: A Third Language. Manchester: Manchester 
University Press, 1983. 


(4Ed) Slater, John R. The Sources ofTyndale’s Version of the Pentateuch: A Dissertation Submitted to the Faculty 
of the Graduate Divinity School in Candidacy for the Degree ofDoctor of Philosophy (Department of Old 
Testament Literature and Interpretation). Chicago: University of Chicago Press, 1906. 

(4Ee) Trinterud, L. J. 4t A Reappraisal of William Tyndale’s Debt to Martin Luther^. Church History 31-1 (1962), 
pp. 24-45. 

(4Ef) Hammond, Gerlad. “William Tyndale’s Pentateuch: Its Relation to Luther’s German Bible and the Hebrew 
Original.” Renaissance Quarterly 33-3 (1980), pp. 351-385. 

(4Eg) O’Donnell, Anne M. and Wicks, Jared eds. The Independent Works of William Tyndale Volume 3. An 
Answere Vnto Sir Thomas Mores Dialoge. Washington DC: CUA Press, 2000. 

(4Eh) Price, James D. King James Onlyism: A New Sect. Chattanooga, TN: James D. Price Publisher, 2006. 
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旧約聖書翻訳関連年表 


347〜419/20 ヒエロニムス （Sophronius Eusebius Hieronymus) 

1040〜1105 ラシ (Rashi=Rabbi Shelomohben Yitzhaki) 

1092 /93 〜 1167 アブラハム•イブン • エズラ (Rabbi Abraham ben Meir ibn Ezra) 

1160頃〜 1235 ダヴイド.キムヒ (Rabbi David Kimhi) 

1270頃〜1349リラのニコラス （Nicolas de Lyre/Nicolaus Lyranus) 

年 

へブライ語聖書、多言語聖 
書、辞書、注解書 

ラテン語訳、ラテン語 
による注解書 

日常語訳 （ G , F , E ) 

関連事項 

1322 

〜 31 


リラのニコラス 

Postilla litteralis 

super totam Bibliam 

執筆 



1384頃 



E ウィクリフ派聖書の 

完成.オックスフォード 


1455頃 


グーテンベルク、 四十 

二行聖書の印刷.マイ 

ンツ 



1466 頃 



G メンテリン聖書.スト 
ラスブール 


1469 

〜73 

キムヒの語根の書.ローマ 

(lDd) 




1471 

〜72 


リラのニコラス 

Postilla litteralis et 

moralis in Vetus et 

Novum Testamentum 

出版.ローマ ( lDe ) 



1475 

ラシの五書注解書（本文と注 
解）出版.レッジョ （lDc) 




1488 

ヨシュア•ソロモン.ソンチ 

ーノによる史上初の全へブ 
ライ語聖書印刷本.ソンチー 
ノ (lHf) 




1492 




コロンブス、第一 回航 

海 

1494 

ゲルショム•ソンチーノによ 

るへブライ語聖書.ブレシア 
(iHg) 




1495 



F 歴史物語的聖書.パリ 


1498 


注解付ラテン語聖書. 
バーゼル (lLb) 



1504 

ペリカンのへブライ語文法 

書.チューリヒ 




1506 

ロイヒリン『へブライ語入 

門』. プフォルツハイム 

( lDf ) 
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1513 

〜 15 




ルター、第一回詩編講 

義 

1514 

〜17 

コンプルートゥム多言語聖 
書.アルカラ（出版は1522 

年頃） ( lHh ) 

同第6巻、アルフォンソ • 

デ•サモラのへブライ語辞書 

( lHh ，） 




1516 




エラスムス、ギリシア 

語新約聖書の印刷校 
訂本.バーゼル 

1517 

プラテンシス編第ーラビ聖 
書.ヴェニス ( lHi ) 



ルター、「七つの悔改 
めの詩編」.ヴイッテ 

ンベルク. 

10月31日、ルター、 

「9 5箇条の提題」 

1519 




ツヴィングリ、チュー 

リヒ で 改革開始 

1519 

〜21 




ルター、第二回詩編講 

義 

1520 




ルター、「キリスト者 

の自由」 

1521 




ヴオルムス勅令 

1522 



G ルターによる新約聖 

書ドイツ語訳•ヴィッテ 

ンベルク 


1523 

ミュンスターの最初のへブ 
ライ語辞書.バーゼル （ lDg ) 


G ルターによる五書ド 
イツ語訳.ヴイッテンべ 
ルク (2 Ga ) 

F ルフヱーブルによる 

新約聖書のフランス語 

訳 


1524 

ヤコブ.ベン.ハイーム編 

第ニラビ聖書.ヴヱニス 

( lHj ) 




1525 




ツヴィングリ、プロフ 

ェツァイ開始 

1526 


キムヒ「ミクロール」 

第一部の翻訳に基づ 
く、パグニヌスの文法 

書.リヨン 

E テインダルによる新 

約聖書英語訳印刷版. 

ヴオノレムス— 


1527 


ッヴィングリの創世記 
注解.チューリヒ ( ILc ) 



1528 


パグニヌスによるへブ 

ライ語聖書からのラテ 
ン語訳.リヨン （ ILd ) 
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1529 

パグニヌスのへブライ語辞 

書.リヨン ( IDi ) 


G チューリヒで預言書 

と旧約外典のドイツ語 

訳 


1530 



F ルフェーブル • デター 

プルによる仏語訳.アン 
トワープ (2Fa) 

E テインダル「モーセ五 

書」英語訳.アントワー 
づ — (2Ea) 

アウクスブルク信仰 

告白 

ルター「翻訳について 

の書簡」 (2Ge) 

1531 



G チューリヒ聖書.チュ 

ーリヒ (2Gh) 

ッヴィングリ、戦死 

1534 

ミュンスターのラテン語対 

訳へブライ語聖書.バーゼル 
( lHk ) (へブライ語のみの 

版は 1536 年) 


G ルターによる全聖書 

のドイツ語訳.ヴィッテ 
ンベルク (2Gb) 

G デイーテンベルガー 
のドイツ語訳.マインツ 

(2Gi) 

ヘンリー 8 世、英国国 
教教会創設 

1535 

ミュンスターのへブライ語 
辞書第三版.バーゼル （ lDh ) 


F オリヴェタン聖書.ヌ 
ーシャテル (2Fb) 

E カヴァデイル聖書•ケ 
ルン— (2Eb) 


1535 

〜 45 




ルター、創世記講義 

1536 




カルヴァン『キリスト 

教綱要』第一版.バー 
ゼル.ジュネーヴの教 

会改革に参加. 

1537 



E マシュー訳聖書.アン 

トワープ？— (2Ec) 


1539 


ミュンスターとエラス 

ムスのラテン語訳を合 

わせた聖書.チューリ 

ヒ （ lLe) 

E タヴァナー聖書 . 
ロンドン （ 2Ed) 

E 大聖書.パリ— (2Ee) 


1542 


セルヴェトウスによる 
パグニヌスのラテン語 

訳の改訳.リヨン ( ILf ) 



1543 


ラテン語版チューリヒ 
聖書.チューリヒ ( ILg ) 



1544 

以後 


ルターの創世記講義、 
出版開始 ( lLj ) 



1545 



G ルター訳聖書、ルター 

の生前最後の改訂版.ヴ 
イッテンベルク (2Gc) 


1546 

ミュンスターの対訳聖書第 
二版.バーゼル （ lHk ’） 

カステリョの五書ラテ 
ン語訳.バーゼル （ ILh ) 


トリエント公会議 

でウルガータの使用 

を決定.ルター死去 






-23 - 


1549 




チューリヒー致信条 

1551 


カステリョのラテン語 

訳聖書.バーゼル ( iLi ) 



1553 



F オリヴェタン聖書の 
改訂版.ジュネーヴ 
(2 Fb ，) 

英国、メアリー女王 
即位（〜 1558) 

1554 


カルヴァンの創世記註 
解.ジュネーヴ ( ILk ) 

F カルヴァン創世記注 
解.ジュネーヴ (2 Fd ) 


1555 



F カステリヨの仏語訳 

聖書.バーゼル (2 Fc ) 

アウクスブルクの和 

議 

英女王メアリー、プ 
ロテスタント迫害 

1557 

フォルスターのへブライ語 
辞書.バーゼル ( lDj ) 

エティエンヌのラテン 

語訳.ジュネーヴ (1 L 1) 



1558 




エリザベス_世即位 
(〜160 3) 

1560 



E ジュネーヴ聖書.ジュ 
ネーヴ (2 Ef ) 


1564 



F カルヴァンの五書註 

解書.ジュネーヴ (2 FdO 

カルヴァン、死去 

1568 



E 主教訳聖書.ロンドン 
(2Eg) 


1568 

〜72 

アントワープ多言語聖書.ア 
ントワープ (1 H 1) 




1571 

パグニヌスのラテン語訳聖 

書のモンタヌスによる改訂 

版.アントワープ (1 HD 




1575 


トレメリウスのラテン 

語訳.フランクフルト 

( lLm ) 



1582 



E リームズ聖書.ランス 


1587 



F ブノワ訳.パリ 


1588 



F ジュネーヴ聖書.ジュ 
ネーヴ (2 Fe ) 


1598 




ナントの王令 

1601 


ピスカートルの創世記 

注解書.ヘルボルン 

( lLn ) 



1602 



G ピスカートルのドイ 
ツ語訳.ヘルボルン| 
(2 Gj ) 


1603 




ジェームズー世即位 
(〜162 5) 

1607 

ブクストルフのへブライ語 

辞書.バーゼル ( lDk ) 














表紙図版 


本書で参照した宗教改革期の聖書、辞書、注解書のタイトル頁を以下に示す.できるだけ原色のものを 
用いるという原則の下、モノクロのものしか参照できなかった文献については、別サイトから借用した 
原色の画像をもって代用する. 
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^ ^flm2 crty nrn dw oa 

げ砰巧，セ ?? ^ ，巧.巧的 かみ‘‘ 

ぽドサ ,0 ^ も 」' 1 ^ 

ノ ，- i inNov-ipa 

〆 :?ま 1 ^， 1 ㈣ •，ホ!^— 

Wl 1 ^ ^JTPTjl^® rp?7 nnra'n^ 

♦，_ 







( lHg ) [Biblia Hebraica : 1 orah , vel Pentateuchus . Propnetae . Hagiograpni ]• Ed . Gershom ben Mosheh Soncmo . 
Brescia , 1494. (Ginsburg No .13) ルターが使用したのと同じへブライ語聖書.（カステイーリヤ • 
ラ.マンチヤデジタル図書館所蔵） 
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C fk V^n 乂 う ;^ 




l^acctibipcntadccaetcfragononrcfpia'ttUud 

l^ofpinumpctTttpauUrcrqutnqsOicrum. 

lHamq5mftrumetumvct«0b£bdoaetnnuit：octo 

Icxnouaftgnatur.tcrqm'nqjreccpratvrrunq?. 



Slctusteftanientumulripltalmgua nuc 
p^irnounpzclTuni. £tinip:mie 
T^cnratciicbue Behaico ^biv 
coatqjCbaldgicoidtoma^ 
re.®diucta x>mcuiq5fua 
larinamtcrp:cta^ 
tionc. 


0 . 






(lHh) Uetus testamentu[m] multiplici lingua nu[n]c primo impressum. Et imprimis Pentateuchus Hebraico, 
Greco atque Chaldaico idiomate. Adiu[n]eta uniquiq[ue] sua latina interpretatione. Complutum, 1520 
(1514). (GinsburgNo.19) コンプルートゥム多言語聖書の第一巻 . （スペイン国立図書館所蔵 ) 
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K> 2 cc nbi pcnradccae rcrragonon rcfpidr illud 
IDofpirium pcmt pauli rcrquinqj Dtcnim* 
itlamq^ itilrrumcnru vcme bcbdoasmnmr. oct 
iLctnoua fignarur.rcr cjumcp rcccprar vrrumq 

iDfli 



^locabularium bcbraicuin arq5 cbalda^ 
cu totiu6r>ctcri0 tcftanicnri di ali!e tra 
ctatibus p:out infra in p:cfatio^ 
nc continaur m acadcinu 
complurcnfi nouitcr 
imp;cfrum. 





(lHh’) Vocabularium hebraecum atq[ue] chaldaicu[m] totius veteris testamenti cu[m] alijs tractatibus pro ut 
infra in prefatione continetur in academia complutensi nouiter impressum. 「 pJ 上、第 / 、卷、 / ノレノオンソ . 
デ . サモラのへブライ語アラム語辞典を含む ）. （スペイン国立図書館所蔵） 
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命 jHL 、.•'* 


(lHj) [The Second Rabbinic Bible (Mikra’ot Gedolot) (ni 1 ?*! マユ mK"lpQ)7. Vol.1.Ed. Yaakov ben Hayyim, 
Venice, 1524. (Ginsburg No. 23) 第ニラビ聖書第一巻 . （バイエルン州立図書館所蔵） 
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:す > ゃ ^ urv\: ， *?p^p : V •冷 uy\ r で > ^5^? 

i K^aa?' KT^'sa ^2 Vwa v^ano co'v* 


HEBRAICA BIBLTA 

L A r I Ti A r L A N bO.V E NOVA SI B A J T. « V M S » C T. I 
trtlifinnf • pcUfonincis an*.niuin lia^l<nw ubiafs g^nci 圃 idWones cuul^ku, 
5cc|U3a^ftrn por.itr,hpSraiae««ctMiiliC0Mr0fmatata^^^ * fnuiprr 
^Rlbincnini c^.enuui)s junuuuDiiibus hind pccnu 
tmdis^Kjkhpe &CBQC^«ai«ibigiu*,& ： obia»* 
ricra quzcp く ! oddarnbus* 


RICH 8 ! C 丨 OMVS M A * a 

ム lo&r^l&roi qdoquc 

Icbofisii 

Imiinin 

£amuc.i»!ib.Jim 
Rrguir Iib.d«3«* 


上:.斗 


IS A S I L E AE 




(mk) n?D y 3181 

En tibi Lector Hebraic a Biblia，latina planeqve noua Sebast. Mvnsteri tralatione，post omneis omnium 
hac terms ubiuis gentium ceditiones euulgata, & quoad fieri potuit, hebraicce ueritati conformata: Basileae, 
1534. ミュンスターによる訳注付へブライ語ラテン語対訳聖書第一巻（五書〜列王記）.（バイエ 
ルン州立図書館所蔵） 
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niumhaftfnus pbiujsjnrntmma-diaoncs cuiilgata, 5c quond hcri putui 乂 he 
biaicxiici itaticonCnnata : adie^fiis inlupcr c Rabinorum commas 
cinji aimotationibi.s haud panitfndis,pulchrc^ uoas 
ambiguas, & obfcunoraquxi^loci 
clucidamibus. 
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(lHk’) hn tioi Lector Hebraica Bibiia, latina planeq[ue] noua Sebast. Mvnsteri tralatione, post omneis omnium 
hactenus ubiuis gentium ceditiones euulgata, & quoad fieri potuit. Basileae: 1546. 'ユンスタ ^ のへブフ 
イ語ラテン語対訳聖書第二版 . （ PBAGalleries のオークション用画像 . 2017 年 1 月末現在） 
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呼 BRAICX, 

IjfJZDAlCe, 

LLxtineJ 


B1BLIA SACRA 


(1H1) Biblia Sacra, Hebraice, Chaldaice, Graece & Latine. Antxierpiae, 1569 . アントワープ多言語聖書の第一 
卷（モーセ五書 ）. （Yale University Library 提供の画像） 
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(1H1) Biblia Sacra, Hebraice, Chaldaice, Graece & Latine. Antuerpiae, 1569 . アントワープ多言語聖書第一卷 
の本文直前の中表紙 . （スペイン国立図書館所蔵） 
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HEBRAIC 〇 RVM 

BIBLIOR VM 

Vcteris Tcftamcnti Latina intciprcratio,opcTa o- 
lim Xancis Pagnim Luccnfis: nunc vcro Bcne- 
didi ArixMontani HifpalcTis,Francifci Raphe- 
lengii Alnctani, Guidonis, & Nicolai Fabricio- 
mm Bcxlcrianorum fratrum collato ftudio, ad 
HebraicamdidtioncmdiligcntinTimccxpcnfa: 

CENSORVM LOVANIENSI VM IVDICIO 
EX AMIN ATA. ET ACADEMIA 
SVFFR AGIO COM. 

PROBATA ： 


Ad Rcgi) Sacri Opcris commoditatcm 
& apparacuiri. 



Cliriftophorus Plantinus Regius Prototypogra- 
phus Antucipiae cxcudcbat. 



(1H1 ’） Hebraicorvm Bibliorvm. Veteris Testamenti Latina interpretatio, opera olim Xantis Pagnini Lucensis. 

Antverpiae, 1572. アントワープ多言語聖書の第 7 巻の一部 . パグニヌスの訳をアリアス•モンタヌ 
スが修正した行間訳を含む . （下シレジア . デジタル図書館提供の画像） 






_1mapars 励 ttfm 

gloTa ojdinaria 《 croontioc lyre littcmli 
? mo^lu neaio adcfitioibusac rcplids: 
メ iiaicfim 
\ £rodum 

jCommcnss Ixmtiom 
l^nmai 
jDcutCTonomui 







(lLb) [Biblia Latina cum gloss a ordinaria Walajridi Strabonis aliorumque，et interlineari Anselmi Laudunensis] 
Prim a pars biblie, cum glosa ordinaria & expositione lyre litterali et morali，necnon additionibus ac 
replicis: Continens Genesim, Exodum, Leuiticum, Numeri ， Denteronomium. Basel, 1498. ノレタ^ ^ も多考に 
した注解付ラテン語聖書 （ 6 巻本）の五書の巻（リヨン市立図書館所蔵） 
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GO ANNOT ATION VM 
m Qfiiefm 9 ex ore Huldrycbi Zuing 
lij pcrLco/im lud£ crCUa 
j】、arcm HAcgamlrum 
，：： \ fxccptarurtu 


(ILc) Farrago Annotationvm in uenesim, ex ore Huldrycni Zuingliiper Leonem Iudce & Casparem Megandrum 
exceptarum. Tigvri, 1527. ツヴィングリの創世記注釈のレオ • ユートらによる再生（チューリヒ中央 
図書館所蔵） 
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嫌 HABES IN HOC LI5RO 

prud«nslcftorvmurc^inftnimcnif nouam cnnlation^ 
xd.um a rcuomdofacrf (hcologix doccoreSanccc pa # 
gnmo lucffi con<ionarorc apoftultc^prjrdicarorv) ordi 
nitineaion & libnimdc jmcrprcramcmishcbriicorum, 
aramforuj grarcouiniQ ； nominum^acn'sin Iiccrts con# 
tcmoru^in quoiuxra idioma cuiufcuq ； lingux,proprix 
ponunrur mccrprcotione^dcriuationcf ac <o^r compo# 
linonet aiimumm difquiruncur, ataniur loca； & codii* 
(u Jacinoruvancpccs flibnountur) & corrupra ac dcpn 


(ILd) Biblia. Habes in hoc libro prudens lector vtriusq[uej instrumenti nouam tranlatione[m] ceditam a 

reuerendo sacr[a]e theologice doctore Sancte pagnino luce [nj si concionatore apostolico prcedicatorij or dims. 
Lugduni, 1528. パグニヌスのラテン語訳聖書 . （バイエルン州立図書館所蔵） 
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BIBLIASACRA 

VTRIVSQVE TESTAMENTL 

ET VET VS Q^VIDBM POST OMNE5 OMNI VM 
haflenusxdicioncs t opcniD.SEBAST. MVNSTERIcuul 
gatum, & adHebraiam ucritatcni quoad fieri potuit reddiium t coi 
laiis ubi<p ucniflilTimts 6C probadfumis cius lingux fcriptoribui. 
N O V V M ucro non folum ad Grxeam uenatem, ucrumctum 
ad mukorum umufq; linguar & incapraum dC codicum fidcn^ 
opera D. ERAS. ROT.ultimorccognimm SC srduum. 


ADDITI funte LXX- urrfioncet Apocryphi Iibri 
ftueEcdcfiaftici, qui habentur extra Canoncm, 



TTGVRI APVD CHR I S TOPHORVM 
PROSCHOVERVM ANNO 
M. D, XX 太 IX. 


(lLe) Biblia Sacra. Vtrivsqve Testamenti. Tigvril539 •ミュン スターとエラスムスの ラテン語訳を収録した 
ラテン語聖書（ゲント大学図書館所蔵） 
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B I B L I A 


f；cra cx Santis Paenim crala- 

)HEL 
c iu rccognit 
n^nouacdi> 


す I ON E, S ED ^fD HEBR^Tl 
lingux amufTim noiaTsimc ita rccognita, 8C 
lcholiis iUu(lrata,uc plai 
tio uidcripofsic. 


t^ccrjt prceterea Ubcr interprctjtkmim blcbrakmtm,%^raLiccrum, Gracomm^ 
nofnum^tut inficri<Jiuro rtpcruaaur/jrdtnt alpkibctico dt^ejius } codcm autharc, 



⑩ 


L V G D N ly 
Apud h v c o N B m k Porta. 

M. D. X L I I. 

Cum priuilcgio ad annos fex. 


(ILf) Biblia sacra ex Santis Pagnini tralatione, sed ad Hebraic ce linguce amussim nouissime it a recognita, & 

scholiis illustrata, ut plane noua editio uideri vossit. Lvgdvni, 1542 .パグニヌスのラテン語訳のセルヴ 

ェトウスによる再版 . （オーストリア国立図書館所蔵） 
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BIBLIA 

SACROSANCTA TESTA 

mcti Vetcns &Nloui,cfacraHcbrxo 
rum lingua Grsecorurnquc font]bus, 
confulns fimul orchodoxis inter 
prcnb.rcligiofinlmctranslaca 
- lnfcrmoncmLatinum. 


Authorcs omnem^ torius operit rarioncm ex fubi«fU 
incdliges Prxfarione. 



PAVLVS ROM. XV. 

Qaxcunc^ frrfpo font, ad noftram dexfh-inam fer/pra funr,atperpa 
dentiam 6C confohdonem fer^peurarum fpcm habcaroiw. 

TIGVH.I BZCVOEB AT C. FROJCHOVBRV* 
AMMO M. D. XL1U* 



r 

4 


(ILg) Biblia Sacrosancta iestame[n]ti Veteris & Noui, e sacra Hebrceorum lingua Grcecorumque fontibus, 

consultis simul orthodoxis interpretib[us], religiosissime translata in sermonem Latinum. Tigvri, 1543 . フ 

テン語版チューリヒ聖書 (Versio Tigurina) ( ローマ国立中央図書館所蔵） 
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Mofes Latinus 

EX HEBRAE.O FACTVS ： ET 
in eundcm Pracfatio, qua multi' 
plcxciusdo<ftrinaoftcnditur: 8C 
Annorationes , in quibus tranC 
lauonis ratio,(icubi opus efl,red» 
dicur ， & loci diifialiores 
cxplicantur* 

PBR SBBASTIANVM 
OiftdlioHcm. 


ViiMs,lc(br 9 fAofm nunc dmumcr Utine 
bqucruem^cTdperU. 

，パびご^ゾ 7 m、c 
Ar ハ” •（ t//^r ふ 7^ - ジ • 

B A 8 I L E AIL 


(ILh) Moses Latinus ex Hebraeo Factvs: et in eundem Prcefatio, qua multiplex eius doctrina ostenditur ... Per 
Sebastianvm Castalionem. Basileae, 1546. カステリョの五書ラテン語訳（創世記 18 :19 の訳は全訳 
版と同じ）（オーストリア国立図書館所蔵） 
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B I B L I A 


Inccrprete Scbaftiano 
Caftalione. 


V N 乂 c yM BiySDEM 

^Annotationibus i 


TTPOG R^AP HVS L E CTO R t. 

In rcccnri hac translarionc, LS^or, HdclitercxprefTam He^ 
brxxatcn Graecc fcnrcaar V cteris ac NouiT cftamcnn uc^icate, 
Latini icrmonis puritatc QC pcrTpicuitatc fcruata, cs habiturus: 
id quod ipfc Ic^cndo, QC cum carrcris cditionib.conrcrcdo,itcm 
cx Pracfationc 6¢ Annotarionibus,illufh-« rrrum diftici^ 


iiorum Imagines habcntibusyplcniili^ 
me cocnofccst 



SlLE^fE, TER 10〆 

annem Oporinunt. 



(1 Li) Biblia, Interprete Sebastiano Castalione. Vna cvm eivsdem Annotationibus. Basilae, 1551 . カスアリヨの 

ラテン語訳聖書 . （大英図書館所蔵） 
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enarrationvm 

REVERENDI PATRIS, DOMINI DO, 

CTO ラ IS MARTINI 1VTHERI, bona PIDE 
&diligentcrcoUc(fhrum,pcr Vitum Thcodorunu 

丁〇 MVS SECVNDVS 


NVNC PRIMVM 


N 


It 0 51 A N OR # XIIII 

Credidit Abraham Deo ,&： rtpuratum eft 皿 ad iuffitiain. 
hebrb. xi. 

F/dc &ip& Sara Oailis uinutem m conctptione rcmmis 

a <$te:Sr 0 S£T n _ K a— 


‘NORIMBERG 座， M. D. u 



(lLj) In Genesin Enarrationvm Reverendi Patris, Domini Doctoris Martini Lvtheri, Bona Fide & diligenter 
collectarum, per Vitum Theodorum. Tomvs Secvndvs. Niirnberg, 1550. ルターの創世記講義 1550 年出版 . 
ROMANOR. XIIII は、ロマ 4 : 3 の誤記 . （レーゲンスブルク州立図書館所蔵） 
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IN PRIMVM MOSIS LI 、 


bru,qui Gencfis vulgo dicitur,Com 

mmtarinc I nh o nn ic i n Ini 



(ILk) Im primvm Mosis librum, qui Genesis vulgo dicitur, Commentarius Iohannis Caluini. Genevae, 15)4. 

カルヴァンのラテン語による創世記注解書 1554 年 . （オーストリア国立図書館所蔵） 
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，戀 fc : 


BIBLI A 


OLIVAROB.STEPHANI. 
、， M.D. LVII. 


• Vtriufcjuc Tcftamcnti. 

de o、vorvm nova interpret at ione et c o- 

piofifliinis in cam annotacionibus lcgc quam in limine opcris habes cpiftolam. 


(1L1) Biblia Vtriusque Testamenti. De qvorvm nova interpretatione et copiosissimis in earn annotationibus lege 
quam in limine opens habes epistolam. Genevae, 1557. エティエン ヌ編訳のラ テ ン語訳聖書第一卷（創 
世記〜 エステル 記） . （ジュネーヴ図書館所蔵） 
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(1 Lm) Testamenti Veteris Biblia Sacra, sive, Libri Canonici Priscce Judceorum Ecclesice a Deo traditi, Latini 
recens ex hebrceo facti, brevibusq[ue] • Secunda cura Francisci Junii. Genevae, 1590 . トレメリウスのファ 
ン語訳 . （ジュネーブ図書館所蔵） 
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COMMENT A RIlIS 


/ 兄 

GENES 

id eft, 

LIJ3RUM PRIMUM 




IU MPR 

M (HI S ： 




In quo diJlmdT^ orcline pro- 
fonuntur 

I. AnalyfisLogicafingulorumcapitum. 

II. Scholia. 

III. Obfervationeslocorumcoramuniurn. 

Author u 

JohannB Piscato^ e, Profcflorcficrarum litcrarum 
inilludri fcholaNaflovica Hcrborncnfi, 



If SKJIO 7{7iy£ SOVI 0\VM 

£xofficina Chriftophdri Cqtijhu 
clo Id cl. 




(ILn) Commentarius in Genesin, id est, Librum Primum Mo sis: In quo distincte & ordine proponuntur I. Analysis 
Logica singulorum capitum. II. Scholia. III. Observationes locorum communium. Authore, Johanne 
Piscatore. Herbomae Nassovioruml601. ピスカートルのラテン語による創世記注解書.（ヘルツォ 
ーク • アウグスト図書館所蔵） 
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vi•'O jVick rrjp .V^Ha 
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•Xiiiiv 1,nn 
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»r 
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lattvn 
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>ノ 


iiri 


J 


(lDd) Sefer ha-shorashim. Neapel: [Yosef ben Yaakov Ashkenazi], 1490. ラビ. ダヴィド.キムヒの聖書へ 
ブライ語辞書 1490 年版の最初の頁（ゲーテ大学所蔵） 

^iddh in nov pin 「スペイン人ヨセフ . ベン . 〔イサク-〕キムヒの息子ダヴィ 

ドは 言った」 
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G^20l0ff4 


IS 
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ム 6 


4 f:irauf llicobiocli/aoe 

'•pmcfidJC 


„ 一- atJm^facrcfcnparcm^ftcraU* 

* ^ r ~ €c omnia liber 


que r ontperfenora:f«undu 9 0«<u 2 ?it< 
(4 が tfkc.m foabae qu« witnquft:tam< m 
rcdiaicnc cwKloHoaif)： paidpg® 

屬 _ 亂 _ _ cflcirroLnuxic ^romidc 5 cUii 6 c«jpflit 

It 、 vitc^ctU.z^ 0<&n oig pacpqt lo^inqiu •: vn4c t tn uli panu oio 

1 bra f 6a*&orwt)^a£9cUo^ pbtbfopbi trau(attc« bununc mud^igit 51 

f tpilit Tiu amc rcc jpat* UitMtuincurl aliqutbu> crrjflc.*; Uko oc fin' 

LM. /— iro:«epo(ui»o«c61iAttta. guincnun<ruf>uiu，iaamcMaf4xiu 口. 
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pbtloibpbi ncfdtxruvXc^d\ quod ><dtbca/ gmwncrn oe oco：bix timcn Wum fuit ^ ^ 

rrormoo in cpi 化 >U ad paatmu ocof, ^ jpriaac^:qiw o<iffo portint condui* 

ere fcriptivc ^plito n<fcu per micftiaJiKWm nS»i« p.wikii^c)C av 5 *» , c.1 

;ootvM>bmc«rtoqtwtio icn^muirxc flfur.，:f“p|nU»fo|>bim^m4：f:fbifi« •メ平 (• UJ's] 
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pci conrincntc® (icntbe o^uuu»od firur 《说ズ finuUbo«.(V.d p»pto<«: apo^oUfJi^ Vgnv 

iii bx rfpo^U vir j ranrunwdo t modo ruru cti:<pi bane faipwri iwbia fr;didmmc 、-〆 

r:Utaccw(c<7UciKSa： flc^parcnfodlib.'oo fa m“ jnonfinrpim’rinautuliKrutucogni 

crercnpnirC!^o:din]fiK)rmfriicacmc- ii<n^T^r»«anbua : mum。traurcauVn 

fwpa Dicndifuif Ub:i nuy.ti$ Ay^uMW «出山 »*i«^doi»c rjnwne: vtocpluraUu^ 

bfrcorwrif fial 4jipcurJ：qac licet in mut Cjnimo<mB<tuoc wvmfjrc 

ri> Ub:i# parriibbiui oiuidjf： fub tno nmi c(fctxic：t c6ftmtUlvi«r.ptcpbUv4cj>bi o>5mfi 

Ub^ c5 nncf ;qo： nomine cowr«U tiblu of. oocnococol>jb*rJit5c*:<liiuucnic ad alu 

l^crrtK >oeTUiuturfcairvjuQ) D ぱレ fmoi.au 屮 (Um Ik ium 卜、い〇ザ 》> 〇< 

tdrin verbo paffapro(*l>cccmnCa tOtn 中 u> cuU i tnctn^iunrucOferfcaOipfuifcosao 

fxrdfcnprurj qujdmpUdtrrocfcnbtf fcoiir«>jnf<5 ic cci qa: i faajlcnpturjca 

qtatmo: occdlcntua : quibua omton CerV dit:.db pncipalitcr querirun vt per ipfin 

pun;aUimcUir.primo.n odentte vt「in' ip^pccuUn# ku c^cmpiano VraC u jm>> 

aulah0 cminenn：:^ nocjt 費: onomf (tn^nU ^ l P u0 ヂ co^ti •: .Dd:ip 沿 fhj： (c f fl p 

rtcam otor(bccji?r»<imbinir ut 9mrrjU« oUalisWo-tpicpta tocraUurojlDiti&. 

ccanocnticoaodofTedic (tciamvniaafslr： ooob^ooicarifarirrocj Uy 

am oidrar: 00111 CpcoxUrit intclU* perwa^ppbew. x apor»ta#.uZ：inv>.i.fmt 

avbcqaod nourcondirio Ub:I cun Didrur pxapnert ヂ nu5oc«:dc|«rotconfdd' 

(LWr)4?rt fituran^ dTkaif.qa^d o(Kn, tu tonji<fiew. •: qjpbib^i feofcfu 

dr ion(ccitiof\ti9 inwnri : o5 Df(YifC)<ircj inminfc® bunc fui^ndcomfrtnK-ndmxnr. 

phmurckndunKrvna Wfiria cmlnmtioi tdCT-4UCTUHi-Cpg*co^Jip49iflia infipfcuui 

c ilrerdfcu bonoribilto: ocwtiaoc cjuCs ： y( nomrufad .ち o.u Qai cu ocu Cfjjnotu 你 :rt 

bibcf pjmwocanimj.vju d^:cft ocnobi ficcwro^ontoamifwtgfif cscrorifcd 

UaH (bbux(0.ali: qu h pcaLt ccrtiai modo. auncrut l cogiMtinilT fuw：i oWcurariic 

^ copter vxran^ic fjera fer prnr j : que p^y i^^coico^.^^tukcihpUtKy 1M/ 

puco(circbrokM；a：cumipfi M.2 fie terror ri f jci fuf.fjqrfi fxra finpmrjno folncjxd 

hiuu f<wnrk：onnc<<dcnnif aliaf amccct' Ut dUHin^a cocfubww n^Oiod：。aii 


■im^laenrkronncfWcm 

rtH rummo'rotiiM nebiUtitr^Kr qaod 
noimfunxr(txol 3 tfij ： oaanCnTnocoo^xz? rlucpfm(TJ.{t<llfC» couppH#. Cwtkci »p» 
qqUpwaditmo<crttoa.3UcJ«.(a«rifboi/ drcjJrticrrojiK 

n % 捧^^ 

qtjnca^d cogn(^(mmop panc^torum: d* npoffoi® iudkaf OnpUcircof rjU 3 .iu 

• 農.プ 


tjjccdic cmioivj RCiuinJ mu'll 

;cuiilpd( fabcifi; fj!fu ； i6 ru>dic i an 
r^rm(TJ.{t 






(IDe) [Nicolas de Lyre: Postilla super totam Bibliam] • Venetiis, 1488 .リラの ニコラス の聖書注角军 
イト ラス ト所蔵） 


(ハーァ 
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.LIBER^ 

IOANNIS REVCH し IN PHORCENSIS 
LL.DOC. AD DION YSIVM FRATREM 
SVVMGERMANVMDERVDI MENTIS 
HEBRAICIS LIBER PRIMVS 
Erffpc mihi cogicanci de comuni (acrarum literal^ ia(fhira 
p Dionyfi fratcr.quc cum mulcinidinc fophiGnacuin annis fu 

pcrioribiis turn maxime nunc propter eloquent^ (ludium 
SC poctarum amocnicaccm non ir.odo n^Iiguntur. ucrumccia a qua 
plurimis contcptui habciicur.in maitc ucnit candc opommi cuiufHa 
rcmcdi].ne{an<ffci biblip (cripwra ucl aliquando tora pcrcat • ct Omul 
animarum noftrarum progreflus cum (uaui cantu Sirenum quas ne 
VIy(T« quidc audirecad inferos abcac. Ad iflu autem moduei peri/ 
culo (ucairrcndu putaui. Primum omnium, cum fit in animis noftris 
(ndao unde) inficu mulc^ uarictatis dcfyderiu.quofitut ucnetin ore 
illud adapium.uilcfac quotidiaiiu.crit neccdc uctcrcm (an<flaRr lite/ 
rarum dignitatem in nouam laacm latinis hominibus hacflcnus inco 
^nitamrcucrti.ut nimia familiaritatc quotidianp lccfb'oniscxp!o(a* 
nouum SC naduum diuiria fetiptura dicendi genus, quale osdei 1001 
turn eft.nofmcDpfi non fine quada inaudid acrcccnas nuper ftiidi) 
admirationc apprchcndamus.Tunc cnim tollit omnium interpreta 
donucomunc felbdium.cum ilia ipfa uctcris teftamenti bibliainfua 
primordiali hoc eft hebraica !ingua,8 «： legi a noftris ct Itdligt pofliu 
haud fccus neep alio more atep priraaria dus inftitutio a fummo reRr 
conditorc inchoata defyderat. Quod plane fieri ncquic.fi non prius 
hcbraicorum uocabulorum proprictatcm ct ucra condinone fermo 
nisa quo fome omnis cheologia (caairiuit aiiido conatu libcntcr afle 
quamur. Cuius dcnflrina quamuis fitpuerilis. tamcn quia fubolior 
quedam cognirioquam calitcrarum ratio alit.confuetudo hcbraicx 
loquclg ac uctuftiflimonim librorum lc(fho crcbra confirmat. ex ca 
prgeeptione oritur.no canrum no ucnit contcmncnda. ucrum edam 
tan 孕 omnium prgftandflima non alitcr qua Iibcri noftri infantes ex/ 
ofculanda«et tods brachijs amplexanda. Cum igitur hebraief bibliac 
paflim in Italia imprimacur.quas flbi pauco ere mcrcan &dle 
qucat.nccp tame exomi litcrariflimoR ： holm numcroin hucvfc^dic 
inuccus (ic unusuel itcalf. qui ((fHdima thcologia lingua hepraica 
gramatico*^ more chriflianis danoftrarct,fortaflc qd uFtantu labo〆 


staats* 

I BlBL«OTHf»* j 

MUENCHeN^ 


(lDf) Principivm Libri: Ioannis Revchlin Phorcensis LI. Doc. AdDionysivm Fratrem Svvm Germanvm De 

Rvdimentis Hebraicis. Phorce, 1506. ロイヒリンのへブライ語入門書兼辞書 （バイエルン州立図書 

館所蔵） 
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扣 ㈣ 你怖ぢ 

D I C T I O N A R £ y 

HEBRAIC VM, 

nuncprimum arditum &ty> 

piscxcufum.Adiedis 
Chaldaicis uoca/ 
bull's nfti pa > 
mm mulris * 

avtorh f? sebasttano 

MVNSTERO MINORITA. 



APVD FROB. M. D. XXIII. 
MENSE IVNIO. 

Cum priuiicgio Cffdrco^ 


(lDg) Dictionarivm Hebraicvm, nuncprimum ceditum & typis excusum, Adiectis Chaldaicis 

uocabulis non parum multis. Autore F. Sebastian 。 MunsteroMinorita. Basileae, 1523. ミユンスタ ^ ―の取 
初の辞書 . （バイエルン州立図書館所蔵） 
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« nr v 

n 穸 . ■ 

DICTIONARIVM 

HEBB.AICVH, IAM T E R T I 〇 

ab aucore Scbaftiano Munftcro ex 
binis^pr^fetttm ex radicibus Dauia 
Kimhi,audum 汉 locupletatum. 



SASILBAE ANNO M D XXXV 

mense avgvsto 

at=AA» l , 
W 13 UOTKEK l 
.MOtNGHtH/ 


( 1Dh ) ny npD Dictionarivm Hebraicvm, lam Tertio ab autore Sebastiano Munstero ex 

Raoims, prcesertim ex radicibus Dauid Kimhi, auctum & locupletatum. Basileae, 1535 . ぐユンスターのへ 
ブライ語辞書第三版 . （バイエルン州立図書館所蔵） 
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Ni hoc HcbraKum:qu6d qucxn 
thciauro prcttodilima quxquc 
prodiui cu*i(icx hoc uno«non 



(mo Hoc est, Thesavrvs lingvae sanctae. Sic enim ins crib ere placuit Lexicon hoc 

Hebmicum. Autore reuerendopatre Sancte Pagnino Lucensi. LVGD. 1529. ノくグニヌスのへブライ語辞 

書 . （バイエルン州立図書館所蔵） 
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DICTIONARI VM 

HEBRAICVM NOVVM，NON EX RA^ 

VINORVM COMMENTIS, NIC NOSTKATIVM DOCTO 鼠 7 薦 

Jhtlta imtLttionc dtjcriptum Jed cx ipfls tbefiutis Jacrarum Biblioru^ 
Cy corundcm accurata locorum collationc dcfrrotnptum y cum pbrafkws 
fcriptur^ VcfcriVcT Noui TcJLmcnU diligaitcr annotdrif, 

Aucorc loinne Forftcro Auguihno, Cicrat Thcologix Do^orc:ac 
Hebraicar lingux profedore in Academia 1 
▽uifcbcrgenil 


OumfmediMxm^ 


lo^vnmijiriptvd 

nd€xfM^mm, 



(lDj) Dictionarivm hebraievm nowm, non ex raoinorvm commentis, nec nostrativm doctorvm. Basileae, 1557. 
フォルスターのへブライ 語辞書 . （バイエル ン州立図書館所蔵） 
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JOffjfNIflS TUXTORFI 

EPITOME 

A D I C u M 

HEBRAICARUM ET 

C H A L D A I C A R U M 

compkaensiMj^rtt 

Omnes yoces 3 tam prnnas quamdm'Vatas, 
qua m Saa is 'Bibltis, Hebr^ea O' 
t r . ex parte Chalaaa lingua 
jcriptiSf€Xtant: 

^ % • • 

Interprctacionis fide, cxemplorum Biblico* 
rum copia, locorum plunmonim diffjci“ 
iium ex variis Hcbtseorum Commencariis 
、 explication ら novh au£ta, iilu* 
ftrata^ iocupleuca* 

^djeSui eB index >ccum 
(ofiofifiimm 

Ccocf. 40. vcrdf. 

. : \ S A S 1 L E 




Per Con r a dum WM.DKtncH* 


ふ 


\ ぐ 


lo € K I J. 


(lDk) Johannis Buxtorfi Epitome Radicum Hebraicarum et Chaldaicarum. Basileas, 1607 .ブクストルフのへブ 
ライ語アラム語辞書 . （リヨン市立図書館所蔵） 





(2Ga) Das Allte Testament deutsch. M. Luther. Wittenberg, 1523 . ルターによる最初の旧約聖書ドイツ語訳 
( モーセ五書） . （ザクセン = アンハルト大学 . 州立図書館所蔵） 
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bUibt rirtj. 


61 Wta/Da$(ft/ t>ic 

咖し _• 

額(_卿 

53cgtw ⑽ ntit 致 i か 

furftUcIpcrsu ©acbfcn 
frcit?cit. 

iScDruckt Ourclp IDansX ufFt. 
£D. 23. XXXIIIL 


(2Gb) Biblia，das ist, die gantze Heilige Schrift Deudsch. Mart. Luth. Wittemberg. Begnadet mit Kurfurstlicher zu 
Sachsen freiheit. Wittenberg, 1534. ルターに よる聖書全体のドイツ語訳第一巻 . （アンナ•アマリ 

ァ図書館協会提供の画像） 






























- 58 - 



敏_：_: 

翁 (e gantjc §cHi^c 
# 缓れ侨 : 藥 m 卿 

tiuffo Uffc 卿 ⑽“ 

魯除祕 tt 办 

怒印如⑽ mft 莰 t «> 

/tir|?U^crj« 0acl>|(ii Jrn(?at. 

M.D.XLV^ 


(2Gc) Biblia: das ist: Die gantze Heilige Sc nr ifft: Deudsch. Auffs new zugericht. D. Mart. Luth. Begnadet mit 
Kurfilrstlicher zu Sachsen Freiheit. Wittenberg, 1545. ルタ ^ 一 § 身による死の前年の改訂版.（オースト 
リァ国立図書館所蔵） 



















S 讎 ©_ 湯 _ へ j 
神麵：©_娜 

| 会 # _t C 齡 

; : : % 

你找 —fffapttd, 

v 、 . c 

% 娜似屬 _* - 

| 300fttcmbcrg. 

办 ©♦ xcnr. 


(2Gf) Vom SchemHamphoras : Vnd vom Geschlecht Christi: Matthei am j. Capitel. D. Mart. Luth. Wittenberg, 

1543. 「シエ ' ーム • ハメフオ ' ーラ 1 ーシユについて、およびキリストの家系について（マタイ第 1 

章）」，（バイエルン州立図書館所蔵） 
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(2Gh) Die gantze Bibel der vrspriingliche[n] Ebraischen vnd Griechischen waarheyt nach, auffs aller 

treuwlichest verteiltschet. Zurich, 1531. ツウィングリらによるチュ^ー リヒ聖書.（チューリヒ中央図書 

館所蔵） 
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Urtvcn Xcfta 

ntcnccn/fUi(fig/cr<«Uich vn 
lid? / nach alter / inrt 


fobi|«cnb<r<inn <tn^«rnn Pur^ au0« 

(Wn«n<ntt?<utfdKn ^ib«!n Qt- 
~ fp6ttriiO0«f<»7<«* 

© 似由 ?). 3 咖 n 2uct(tt 

bcr<|cr/ii«wrcrbciiffcbc.<Bott jti 

twi'gtrcbic/rnnotpolfjrtb fewer 
X^<ili0(u CbJiftlKW 1 * 

^« 9 ?cm.T 6 - m^. ^}a. 

(Snob vnb J^reybert / C5m 
mictrjil COcyn^mjat 
n4cb Ci?:ijh <5cp»rt* 
XV C ^KXUII 


(2Gi) Biblia, beider Allt vnnd Newen Testamenten. Durch D. Johan Dietenberger, new verdeutscht. Mainz, 1534. 

デイーテンベルガーのドイツ語訳 . （バイエルン州立図書館所蔵） 

































m 


B I B L 

_(e Ocr ^cgcjrim 

tve が mm ル nriren STc/famrnfe ： 

aw 々 jbw 神 r ©rlntiftta fpnui^/fti(V 卯， 磁 

fflW 供 wn i»m })xcp^tfrt vnb ^tfv(?r(n ^rfd^ritm 1 if^uti^ 

迎 ftf nm pmfwrfctjf ； 

Jltojitftw toft# mfroptfito in(altfam (cgfirffl^r/n MKfrim^tn/tni 

erf 上 unq Drr m<fc\t\ <|<f(fc4!<m.iwin<n. txbai mt fi^ w 
似 (a »4r P ffl mo < 1 : 和“邮 HvfAditi 

C tehii 卜忉如ボ ti .if ns tu,^Atne<ntrbk( frVnt 

於や 0<fc<p m^fTfocnmir hify 抽⑽ SVqC, ■ 

IKHJlWT •[ 啡 1 n ■ 明 * U k* mfrl!fa tp<rar (if4t ingcu t*itCn1iii aagc" •Bfrf 灯 «• 


〜ゴ 1 

m 


•i.j 


(2Gj) Biblia，Das ist: Alle bucher der H. Schrift des alten vnd newen Testaments: Durch Johan Piscator. Herbom, 
1602 . ピ スカー トルのドイツ語訳聖書第一巻 . （バイエルン州立図書館所蔵） 
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Kj 9/S 




(2Fa) La saincte Bible, en Fmncoys, translatee selon la pure et entiere traduction de sainct Hierome. Anuers, 
1530. ルフューブル訳 . （ゲント大学図書館所蔵所蔵） 
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LA BIBLE 


tCtni eft toatc la Sainac cfcrtpturc. 

Cn laqucllc font contcnu6/lc QicU ^dlamcut 
tic lHouucsm/tronflarcj 
ett ^rancoKO. 

パ-•〜，、 Zc CKcil/Oc 2LcD:icu: 

A^- ： 7\ tie IHouucao/ 

•. と"；如 Cm 政 cc ， 


bwp^p?f«nc 
)I0UI lt« 


j fovmlZii^UcJ 
afm(aKr« 


l>omp<lt« w6fre/funr p 
叫 w nwnsrfdUfrf try fi 
otwtwuwr pfcflnmi fi 

ft \X\OSitUB . 

し fi ⑽ふ 1 ^ 


gfa<4t>.l. 

ercoutc; dcoU/f t tor terre p:cflc Uwnrfllc 
tar 4-Ctcniel pane. 


\\ 


z 


(2Fb) La Bible. Qui est toute la Saincte escripture. En laquelle sont contenus，le Uieil Testament & le Nouueau ， 
translatez en Francoys. Neufchastel, 1535. オリヴエタン聖書 . （ジュネ ' ーブ図書館所蔵） 
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QiLleft toutc la ^aindlc Efcnpturc con- 

fcnantlc Vicil & Nouucau TcllamcntjOu Alliance. 

Hfai> I. 

Efcoutadeulx^toy tcrrcprcftc lorcillccar I’Etcrncl parlc. 



LOhuicr de Robert Ellicnnc. 


M. D. LIU. 


(2Fb ? ) La Bible, Oui est toute la Saincte Escripture contenant le Vieil & Nouueau Testament, ou Alliance. Geneve, 
1553. オリヴエタン聖書の 1553 年改訂版 . （ジュネーブ図書館所蔵） 
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1 


し人 BIBLE ： 

NO WELLEMENT 

TRANSLATE E ； 


Auccla fuitrdc fTiiftoire drpuitfc terns d'EAlras iufqu'ai 
Maccabees: e drpuit let Maccabees 




ducc Jet リ ^ •notaciont fir let 


PAR SEBASTIAN CH ATE1LLON* 




Bale,pour Iehan Hcruagr 
I an m. d. lv. 


(2Fc) La Bible nowellement translatee，Auec la suite de I’histoire depuis le terns d/Esdras ， iusqu，aux Maccabees. 
Bale, 1555. カステリョのフランス語訳聖書 . （オーストリア国立図書館所蔵） 
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- ▲メ Qiwue y 

CHEZ IE AN CtKAKQj, 

_ M. D. LIIII, 


» )2 ： * 


COMMENT AIRE 

I - DE M. I E AN CALVIN, 

SVR LE 一 PREMIER LI- 
VRE DE MOYSE^pH^ 


2 


e « e. 


's E D G L AD I V M>4.£>HT 11‘xi 



ps3"a3.LiI2HA IX 3 A KOM 


(2Fd) Commentaire de M. lean Calvin, svr lepremier livre de Moyse，dit Genese. Geneue, 1554 . カルヴアンの 
創世記注解書のフランス語訳 1554 年 . （ジュネーブ図書館所蔵） 
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COMMENTAIRES 

dc M. lean Caluin, luricscinci Ji- 
urcs dc Moyfe. 

Genefe eH: mis d part, les a Litres cjuarre liurcs 
roiK'difpofez en formedHarmonie: 

EC LES T> S r X 

coiitmans les pajfi^es allegucz, & expefi^par Fditrhenr, fiut adtouiUz^ de 
tmuurau m ceite traduEhon. 



A GENEVE. 

Impnmc par Francoi s Efticne. 

M. D. LXIIII. 


(2Fd , ) Commentaires de M. lean Caluin，sur les cinq liures de Moyse. Geneve, 1564. カルヴァンのフランス語 
版五書注解書 1564 年 . （ジュネーブ宗教改革歴史博物館所蔵） 
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LA BIBLE, 

Qjr i e s r 

TOVTE L A SAIN 

Efcriture du Vieil & du 
Nouueau Teftamcnt: 

^Autrementj 

L'Aticicnc & la Nouucllc Alliance. 

U for Its ttxtn Htbnnx & Crccs fa/ Its 

P/fftjj'a/n dc CEiUftdi Geneue. 



A GENEVE. 

t JU. r O. L X X X ^ i U 



(2Fe) La Bible, qvi est tovte la Saincte Escriture du Vieil & du Nouueau Testament: Autrement, I’Anciene & la 
Nouuelle Alliance. Geneve, 1588. ジュネーブ聖書 . （ジュネーブ図書館所蔵） 
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La Sainte 

Bible 

Contcnanclc V leil & lcN ouueauT cftament, 

Traduidede Latin en FnHfou , Cr dppronueepdrlef Thrologiens dc Lomum. 

Aucc les Annotations dcs ancient Peres tc Dodcurs de TEglifc. aux marges } pour I'intclligcnco 
afleureede pliiicurs paHagcs& licuxdc l'Eicmurc Lundc. 

EuftmUt uilt ittn C*th«b,»e、trsirndtim lutm de Moajirtr MaJIrt Its* 

Htrltnnm Dc Hiurrn Thnlt^itdf U Ccmf^mtdt 1 1 s vsi Lowitn. 

Au ucs-ChrcHici, & tm-Rcligieux Henry troiHcfnic, 

Icac 


Roy dc France &dc Polognc 



： OY ； 


A PARIS, 

CHEZ ABEL LANGELIER A V PREMIER 
piilicr dc la grand* Salic du Palais. 

M. O I. X X X V I I. 

AVEC PRIVILEGE DV ROY. 


(2Ff) La Sainte Bwle. Contenant le Vieil & le Nouueau Testament, Traduicte de Latin en Frangois, et approuuee 
par les Theologiens de Louvain. Paris, 1587 . カトリックによるフランス語訳 1587 年.（フランス国立 
図書館所蔵） 
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BIBLIA 


fry.pCtuln.ZtffaSll. 
prate fo: re,tl>4tt^cwoibc wa»> 

t>ducfVc pafligf ，如わ k glortfkb.tc?. 

S.paul ¢0!. in. 

jLct rt)c recipe ofCbufl な trcU in 70B plen 
ucu(l7(naU wypocmc 7ct 

3ofi«L 

itct not tt>e bote of tl>i0 Uire 
our of 由 ymout り ， but c^erc^fc t^ftlfc 
t^cnrib^c anb tct. 


(2Eb) Biblia. The Bible, that is the holy Scripture of the Olde and New Testament，faithfully and truly translated 
out of Douche and Latyn in to Englyshe. 1535. カヴァデイル聖書「大陸版 」. (CC No. 765) (Rare Bible 
Collection @MOBIA 提供の画像）聖書引用は、 2 テサ 3 :1 、コロ 3 :16 、ヨシュ 1: 8. 
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€Cl)C &vb\t/ 

卿 r り 1¢ alltl)tl)oTv&(rip^ 


舍 etfiwtJjtD 肋 tl)t 安 Ung 四 moft gracious Ipffce. 


(2Ec) The Byble，wmch is all the holy Scrypture: In whych are contayned the Olde and Newe Testament truly and 
purely translated into Englysh by Thomas Matthew. 1535. マシユ ' 一訳聖書. （Bibles-Online.net、 フアク 

シミリ聖書） 
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(2Ea) The Most Sacrea Bible, Whicne is tne holv scripture, contevnmg tne ola and new testament, translated into 
English ... by RYCHARD TAVERNER. London, 1539 . タヴアナー聖書 . （グラスゴー大学提供の画像[特 

別コレクシヨン]) 
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<E 勘 ei8 沙 Idn 

Cnj^plhe, ぱ to rape tbe con ， 
tenf9failet)et)0lp ferrpturt, bothc 
off olDtanD nnor trftiinifnt^nilr 






(2Ee) The Byble in Englyshe, that is to saye the content of all the holy scrypture, bothe ofy e olde and newe 
testament, truly translated after the veryte of the Hebrue and Greke textes. 1539. 大聖書 . (CC No. 813) 

( グラスゴー大学図書館提供の画像） 


































(2Ef) The Bible and Holy Scriptvres conteyned in the 01 de and Newe Testament. Translated according to the 
Ebrue and Greke, and conferred With the best translations in diuers languages. Geneva, 1560. ジュネ ^ 
ブ聖書 . （ァメリカ議会図書館提供の画像） 
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ぐ i eflment and the nc\vc. 



(2hg) The. holie. Bible, conteynyng the olde Testament and the newe. London, 1368. 

トン神学校図書館所蔵） 


主教訳 . 
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ww - wwww 怒浮啭讀贫穿％ f 帑凌 
県働働麟織撕織織鱗微微 

驚;逄 

IHOLIE BIBLE |1 

FAITHFVLLY TRANS- ll 

II 

If 

1| 

With Argvments of*the Bootes, and [haptcrs : 玲參 
ぞ窄 A NNOTATIONs.Tables ： and other helves , 蒼落 
签多 卜 bcTUr vnc ^ er fi an ^ n g of text : for difcouerie of 黎奪 
裳 '^ Corrvptions ;•» ムむ tranjlations: and ギ效 

参毫 , 0rclearin ^ Controversies i» Religion , 暴臺 

By tHE English College of Doway. 

rb-r^r — ： .-—’ 卞 ’^- 一 絮餐 

縫 

* ;•，，••；， ••，••••••，.パ- 40) 

.• 一 ..' 

Doway by Lavrence Kellam^ 參葱 
thc^ignc ofthe holie Lambc. 浪等 


LATED INTO ENGLISH, 

_ OYT OF THE AVTHENTICAL 
LATIN. 

Diligently conferred vith the Hebrew, Greeke, 
and ocher Editions in diners languages. 


• • * * « • * • 1 . 

t Haurietli atjuaun gaudia Je ftritibw SaJa^oris. iCaix.r^. 
You shal draw waters in ioy out of the Sauiours fountain 





Printed at 
at 


M. DC. IX. 




(2Eh) The Holy Bible Faithfvlly Translated into English，Ovt Of The Avthentical Latin. Diligently conferred with 
the Hebrew, Greeke, and other Editions in diuers languages. Doway, 1609. ドウエイ聖書 . [Vo.1 創世 
記〜ヨブ記 ]. (CCNo. 1024) ( ボストン公共図書館所蔵） 
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(2Ei) The Holy Bible，Contayning the Old Testament and the New: Newly Translated out of the Originall tongues 
London, 1611. 欽定言尺 . (internet Archive Community Texts) 































